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愛労連2026年度活動日誌（2025年7月15日～2026年7月12日）

会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
Ａｉ第４６回事務局会議 ７月１５日 西尾・竹内・佐賀・市川・

小松・髙田
Ａｉ第２５回幹事会 ７月１６日 幹事２１、事務局３
全労連幹事会 ７月16-17日 竹内
秋のキャラバン実行委員会 ７月１７日 小松
全国一般アクリル都労委結審期日 ７月１８日 煤本
非正規センターオンライン学習会④ ７月１８日 髙田
大会資料セット作業 ７月１８日
憲法と平和を守る街宣Ｂ ７月１９日
消費者大会講座 ７月２０日 髙田
愛労連第７２回定期大会 ７月２１日 幹事２７、事務局４
Ａｉ第１回事務局会議 ７月２２日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川・煤本
被爆８０年あいち県民のつどい実行委員会 ７月２３日 髙田
Ａｉ青年協幹事会 ７月２３日 川崎・小松
JMITUオハラ労働委員会審問① ７月２４日 西尾・竹内・北村・小松

・煤本・住田・市川
消費者大会実行委員会 ７月２４日 髙田
年金者組合定期大会 ７月２５日 西尾・渡邉よ
Ａｉパ臨連幹事会 ７月２５日 若井・髙田
生活保護・25条宣伝 ７月２５日 佐賀
全労連第６７回評議員会 ７月26-27日 西尾・竹内
ＪＭＩＴＵ定期大会 ７月２６日 佐賀・北村
自治労連愛知県本部定期大会 ７月２６日 武藤・若井・佐賀・荒川

・小松・高木
憲法と平和を守る街宣Ｃ ７月２６日
原水爆禁止世界大会愛知県代表団会議 ７月２６日 寺田・髙田
郵政ユニオン定期大会 ７月２７日 メッセージ
はたらく女性の中央集会実行委員会 ７月２８日 浜島・髙田
地域手当違憲訴訟学習会 ７月２８日 柴田・竹内・佐賀
社保協理事会 ７月２８日 小松
春の自治体キャラバン実行委員会 ７月２８日 佐賀
平和大会学びと交流のつどい「気候危機」相談 ７月２８日 市川
Ａｉ第２回事務局会議 ７月２９日 西尾・竹内・佐賀・市川・

小松・髙田
愛知最賃審議会第１回専門部会 ７月２９日 竹内・髙田・市川
平和大会実行委員会 ７月２９日 松本・市川
Ａｉ最低賃金・公契約問題対策委員会 ７月３０日 竹内・高木・薄・市川
愛労連ローカルユニオン大会 ７月３０日 西尾・市川
Ａｉ労働相談センター全体会 ７月３０日 谷藤・煤本・市川
安保破棄実行委員会 ７月３０日 市川
第５２０回愛知地方最低賃金審議会 ７月３１日 西尾・竹内・若井・髙田

・住田・市川
憲法と平和を守る愛知の会 ７月３１日 市川
日本平和大会青年打ち合わせ ７月３１日 小松
Ａｉ青年協ビアガーデン交流会 ８月２日 川崎・小松
全国一般アクリル支援共闘会議 ８月２日 竹内・煤本く
生保支援連絡会総会 ８月３日 林・佐賀・小松
原水爆禁止世界大会国際会議 ８月3-4日
サマセミブロック実行委員会 ８月４日 小松
原水爆禁止世界大会広島大会 ８月4-6日 西尾・寺田・浜島・磯村

・松本
原水爆禁止世界大会オンライン視聴会 ８月４日 近藤・髙田
Ａｉ第３回事務局会議 ８月５日 西尾・竹内・佐賀・市川・

小松・髙田
第５２１回愛知地方最低賃金審議会 ８月５日 竹内・近藤・高田・市川
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
原水爆禁止労働組合国際会議 ８月５日 西尾・髙田
原水爆禁止世界大会オンライン視聴会（広島） ８月６日 髙田
Ａｉ第1回幹事会 ８月６日 幹事２２、事務局１
愛知県弁護士会会長との懇談 ８月７日 西尾・武藤・佐賀・磯村
クール・クライメート県教育委員会要請 ８月７日 竹内
名労連結成準備事務局会議 ８月７日 竹内・佐賀
424共同行動実行委員会 ８月７日 小松
原水爆禁止２０２５年世界大会・長崎 ８月７日
原水爆禁止世界大会オンライン視聴会（長崎） ８月７日 髙田
共済会事務局会議 ８月７日 小松
Ａｉ新聞編集委員会 ８月８日 林・寺田・竹内・櫻井・

薄・高田
憲法と平和を守る愛知の会宣伝 ８月８日
愛知憲法会議無料憲法講座 ８月９日
Ａｉ四役会議 ８月１２日 西尾・柴田・寺田・谷藤

・浜島・武藤・若井・竹
内・佐賀

あいち平和のための戦争展 ８月14-17日 竹内
Ａｉ組織強化学習教育委員会 ８月１８日 寺田・竹内・北村・髙田
社保協四役会議 ８月１８日 小松
Ａｉ第４回事務局会議（文書のみ） ８月１９日 西尾・竹内・佐賀・市川・

小松・髙田・煤本め
民間労組名古屋市人事委員会申し入れ ８月１９日 若井・竹内・薄・近藤
最賃審議会第３回専門部会 ８月１９日 市川
JMITUオハラ労働委員会審問② ８月１９日 西尾・小松・煤本
９の日宣伝 ８月１９日 髙田
あいち総がかり行動集会＆デモ ８月１９日 竹内・住田
JMITUオハラ労働委員会審問③ ８月２０日 西尾・佐賀・近藤・煤本

・住田・髙田
第７回安保破棄実行委員会 ８月２０日 市川
原水協理事会 ８月２０日 髙田
愛知県消費者大会「鍋屋上野浄水場見学会」 ８月２０日 髙田
全労連幹事会 ８月20-21日 竹内
第522回愛知地方最低賃金審議会 ８月２１日 市川
最賃審議会第４回専門部会 ８月２１日 市川
被爆８０年あいち平和のつどい実行委員会 ８月２１日
ふたたび戦争させないあいち大行動実行委員会 ８月２１日 竹内
第３０回あいち機関紙宣伝学校実行委員会 ８月２１日 髙田
Ａｉ女性協第１回幹事会 ８月２１日 浜島・髙田
秋の自治体キャラバン実行委員会 ８月２２日 小松
日本平和大会「ピースシャウト」打ち合わせ ８月２２日 小松
愛知健康センター総会 ８月２３日 佐賀
ヒロシマ・ナガサキパネル展「原爆と人間」 ８月23-24日 西尾・髙田
Ａｉ青年協幹事会 ８月２５日 川崎・小松
生活保護支援連絡会25条宣伝 ８月２５日
平和大会実行委員会 ８月２５日 松本・市川
Ａｉ第５回事務局会議 ８月２６日 西尾・竹内・佐賀・市川・

小松・髙田
最賃異議申し出宣伝 ８月２６日 竹内・佐賀・松本・住田

・高木・薄・高田・市川
Ａｉ第２回幹事会 ８月２７日 幹事２０、事務局１
Ａｉパ臨第２回連幹事会 ８月２７日 若井・佐賀・髙田
全労連会計年度任用職員組組織化PT ８月２７日 佐賀
愛知共済会理事会 ８月２７日 西尾・加藤ゆ・煤本く・

高木・小松
レバカレ公務非正規分科会打ち合わせ ８月２８日 竹内・佐賀
消費者大会実行委員会 ８月２８日 髙田
革新県政の会政策委員会 ８月２８日 佐賀
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
自治体女性職員の権利向上ＰＪ打ち合わせ ８月２９日 佐賀
憲法と平和を守る愛知の会宣伝 ８月３０日 小松・住田・市川
今こそ聞きたい！若者気候訴訟学習会 ８月３０日 竹内
中村区平和和盆踊り ８月３０日
自治労連愛知県本部執行委員会 ８月３０日 武藤・佐賀・高木
自治労連あいち非正規公共評・自治体一般労組 ８月３０日 佐賀
執行委員会合同会議
サマセミブロック実行委員会 ９月１日 小松
ふたたび戦争させないあいち大行動実行委員会 ９月１日
公務共闘・愛労連宣伝行動 ９月１日 竹内・佐賀・磯村・住田

・高木・髙田・松本
愛知県人事委員会要請 ９月１日 西尾・高木・松本
Ａｉケア労働対策委員会 ９月１日 西尾・竹内・磯村・近藤

・高木
介護新署名決起集会 ９月１日
春の自治体キャラバン実行委員会 ９月１日 佐賀
レバカレ分科会説明会 ９月１日 竹内・松本
Ａｉ第６回事務局会議 ９月２日 西尾・竹内・佐賀・市川・

小松・髙田
ケア労働者大幅賃上げアクションスタート集会 ９月３日 西尾・浜島・竹内・薄・

近藤
学習協常任理事会 ９月３日 髙田
建交労愛知県建築士事務所協会裁判 ９月４日 谷藤
あいち総がかり行動ニュース発送作業 ９月５日
検数労連定期大会 ９月６日 西尾・尾崎
愛知憲法会議無料憲法講座 ９月６日
福祉保育労定期大会 ９月７日 浜島・薄
尾中地区労連定期大会 ９月７日 佐賀
春の自治体キャラバン議会意見陳述（西尾市） ９月８日 佐賀
第523回最賃審議会（異議審） ９月８日 西尾・竹内・住田・市川
全国一般アクリル争議支援共闘会議 ９月８日 煤本・竹内
サマセミブロック実行委員会 ９月８日 小松
社保協理事会 ９月８日 小松
Ａｉ第８回事務局会議 ９月１６日 西尾・竹内・佐賀・市

川・髙田
Ａｉ単産・地域代表者会議 ９月１７日 西尾・柴田・谷藤・寺田

・竹内・佐賀・青木・磯
村・薄・北村・小松・櫻
井・炭竈・高木・髙田・
武藤・渡辺・市川

若者気候訴訟第4回口頭弁論期日 ９月１７日 竹内・磯村・髙田
原水協理事会 ９月１７日
青年ネットスタッフ会議 ９月１８日 小松
Ａｉケア労働対策委員会 ９月１９日 西尾・竹内・薄・近藤・

高木
一宮地区労連定期大会 ９月１９日 西尾
社保協地域医療委員会(424) ９月１９日 小松
全国一般定期大会 ９月２０日 西尾・煤本
建交労定期大会 ９月２１日 西尾・谷藤
医労連ユニオンセミナー ９月２１日 西尾・近藤
ふたたび戦争させないあいち大行動 ９月２１日 西尾・寺田・竹内・薄・

小松・住田・高木・髙田
Ａｉ第９回事務局会議 ９月２２日 西尾・竹内・佐賀・市川・

髙田
はたらく女性の中央集会実行委 ９月２２日 浜島・髙田
日本平和大会実行委員会 ９月２２日 松本・市川
マイナ保険証一本化反対宣伝 ９月２３日
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
名労連結成関係単・地代表者会議② ９月２３日 寺田・若井・渡辺よ・竹

内・薄・北村・煤本・高
木・西田

全労連幹事会 ９月２４日 竹内
Ａｉ女性協幹事会 ９月２４日 浜島・髙田
Ａｉ労働相談センター全体会 ９月２４日 谷藤・煤本・市川
千種・名東労連定期大会 ９月２４日 佐賀
安保破棄実行委員会常任幹事会 ９月２４日 市川
消費者大会実行委員会 ９月２４日 髙田
名南労連定期大会 ９月２４日 柴田
愛高教宣伝 ９月２４日 西尾・寺田・竹内・磯村

櫻井・住田・高木・髙田
革新市政の会・総務代表世話人会 ９月２５日
Ａｉパ臨連幹事会 ９月２５日 若井・佐賀
Ａｉ組織拡大・強化推進委員会 ９月２５日 西尾・竹内・近藤・柴田

・炭竈・北村・髙田・松
本

2025秋の国民集会 ９月２５日 近藤
年金者組合社会保障学習会 ９月２５日 渡辺よ
クール・クライメートあいち事務局会議 ９月２６日 竹内
核兵器廃絶国際デー宣伝 ９月２６日 髙田
全労連青年部定期大会 ９月27-28日 小松
戦後・被爆80年 あいち平和のつどい ９月２７日 西尾・寺田・浜島・武藤

・佐賀・荒川・磯村・薄
・尾崎・近藤・北村・煤
本・高木・高田・市川
（監査／高木・佐竹）

日本母親大会in東京＆オンライン視聴会 ９月28-29日 浜島・髙田
春の自治体キャラバン実行委員会 ９月２９日 佐賀・薄
Ａｉ第１０回事務局会議 ９月３０日 西尾・竹内・佐賀・市川・

髙田
Ａｉ青年協幹事会 ９月３０日 川崎・小松
平和大会「学びと交流のつどい」打ち合わせ ９月３０日 市川
愛知社保協介護学習会 ９月３０日 磯村・近藤
地域手当違憲訴訟第4回口頭弁論 １０月１日
Ａｉ第４回幹事会 １０月１日 幹事２１、事務局１
さよならインボイス宣伝行動 １０月１日
鉄道の安全とサービスの充実を求める東海の会 １０月２日 佐賀
名城病院裁判証人尋問① １０月２日 西尾・濱島・磯村・北村

・近藤
名城病院裁判証人尋問② １０月３日 西尾・濱島・竹内・磯村

・近藤・髙田
日本平和大会国際シンポジウム １０月４日
名張毒ぶどう酒事件奥西さん獄死10年行動 １０月４日 竹内
なくそう官製ワープア大阪集会 １０月４日 西尾・佐賀・磯村
平和大会実行委員会 １０月６日 松本・市川
社保協四役会議 １０月６日 小松
あいち総がかり行動ニュース発送 １０月６日
原水協６９行動宣伝 １０月６日 髙田
９．２１大行動実行委員会 １０月６日 竹内
Ａｉ第１１回事務局会議 １０月７日 西尾・竹内・佐賀・小松髙

田・市川・煤本
秋キャラ団長事務局長会議 １０月８日 谷藤・竹内・小松・高木

・髙田
秋キャラ資料セット １０月８日 小松
労働会館入居団体会議 １０月９日 若井・竹内・薄・加藤ゆ

・北村・煤本く・市川・
煤本め
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
９の日宣伝 １０月９日 小松
Ａｉ女性協幹事会 １０月９日 濱島・髙田
知多労連定期大会 １０月１０日 西尾
名北労連定期大会 １０月１０日 竹内
青年ネットスタッフ会議 １０月１０日 小松
"JR利用者アンケート"結果記者発表 １０月１０日 佐賀
愛知国公定期大会 １０月１１日 柴田・竹内・炭竈
憲法と平和を守る街宣Ａ １０月１１日 西尾・佐賀
東海労働弁護団総会 １０月１１日 西尾・佐賀
レバカレ２０２５ １０月11-13日 西尾・武藤・竹内・佐賀

・磯村・薄・小松・近藤
・高木・髙田・松本・武
藤

国民救援会定期大会 １０月１２日 若井
だまっちゃおれん！訴訟サポーターズ総会 １０月１３日
はたらく女性集会inあいち愛知実行委員打合せ １０月１３日 髙田
Ａｉ第１２回事務局会議 １０月１４日 西尾・竹内・佐賀・小松髙

田・市川
Ａｉ四役会議 １０月１４日 西尾・柴田・寺田・濱島

・武藤・若井・竹内・佐
賀

はたらく女性の中央集会in愛知実行委員会 １０月１４日 髙田
西三河労連定期総会（メッセージ） １０月１４日 櫻井
中川地域センター大会（メッセージ） １０月１４日
Ａｉ第５回幹事会 １０月１５日
自治労連名古屋ブロック決起集会 １０月１５日
Ａｉ第３回ケア労働者対策会議 １０月１６日 西尾・竹内・薄・高木・

近藤
社会的な賃金闘争対策委員会 １０月１６日 竹内・薄・小松・市川
消費者大会実行委 １０月１６日 髙田
愛知共済会事務局会議 １０月１６日 小松
日本平和大会実行委員会 １０月１６日 松本・市川
Ａｉ新聞編集委員会 １０月１６日 寺田・竹内・薄・高田
Ａｉ青年協代表委員会 １０月１７日 川崎・小松
改定最低賃金周知と1500円めざす宣伝 １０月１８日 寺田・竹内・薄・尾崎・

櫻井・住田・近藤・髙田
・市川

健康C東海セミナーinあいち １０月１８日 西尾・佐賀・髙田・薄・
小松・高木

尾東労連定期大会 １０月１８日 西尾
憲法と平和を守る街宣Ｂ １０月１８日
日本平和大会｢ピースシャウト2025｣打ち合わ １０月１８日 小松
せ＆作業
全国法律関連労働組合協議会定期大会 １０月１８日 西尾
東海法労定期大会 １０月１９日 寺田
消費者大会講座「食料に飢える日本」 １０月１９日 髙田
あいち総がかり行動宣伝（金山･名駅･栄） １０月１９日 竹内・住田
Ａｉ第１３回事務局会議 １０月２０日 西尾・竹内・佐賀・小松髙

田・市川・煤本め
はたらく女性の中央集会実行委員会 １０月２０日 濱島・髙田
被爆８０年平和のつどい実行委 １０月２０日 髙田
秋の自治体キャラバン（大府・豊明） １０月２１日 西尾・近藤・市川
革新市政の会定期総会 １０月２１日 西尾・寺田・武藤・竹内

磯村・近藤・高木
原水協財政委員会 １０月２１日 竹内
秋の自治体キャラバン（武豊・東海・知多） １０月２２日 竹内・小松
愛労委公正任命を求める宣伝 １０月２２日 竹内・小松・住田・高

木・髙田・松本
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
秋の自治体キャラバン（半田・阿久比・東郷） １０月２３日 谷藤・小松
全労連東海北陸ブロック第3回幹事会 １０月２３日 西尾・竹内・髙田
クール・クライメートあいち事務局会議 １０月２３日 竹内
Ａｉ組織拡大推進委員会 １０月２３日
秋の自治体キャラバン（常滑・南知多・美浜） １０月２４日 佐賀・髙田
日本平和大会フィールドワーク １０月２４日 谷藤・加藤ゆ
港地区労定期大会 １０月２４日 竹内・近藤
全労連最賃スタート集会 １０月２４日 竹内・市川
非核・平和愛知県・名古屋市要請 １０月２４日 西尾・磯村
国際人権愛知連絡会（中止） １０月２４日
日本平和大会in愛知 １０月25-26日 延べ3000人
憲法と平和を守る街宣Ｃ １０月２５日
福祉予算削るな！県民集会 １０月２６日 武藤・佐賀・薄・小松・

市川
安保破棄実行委員会常任幹事会 １０月２７日 市川
社保協理事会 １０月２７日 小松
Ａｉ第１4回事務局会議 １０月２８日 西尾・竹内・佐賀・小松髙

田・市川
全国一般アクリル支援共闘 １０月２８日 竹内・煤本
いのちのとりで裁判10.28大決起集会 １０月２８日
Ａｉ青年協幹事会 １０月２８日 川崎・小松
愛自交定期大会 １０月２９日 西尾・加藤ゆ
愛知共済会理事会 １０月２９日 西尾・小松・高木
労働法制中央連絡会2025年総会 １０月３０日 髙田
Ａｉ第６回臨時幹事会 １０月３０日 幹事１９、事務局１
瑞穂区労連定期大会 １０月３０日 髙田・渡辺き
｢対話と学びあい｣推進集会 １０月３０日
名労連設立事務局会議 １０月３１日 竹内
愛高教10.31県庁前街宣 １０月３１日 西尾・柴田・寺田・竹内

・磯村・高木・髙田・松
本

中村地域センター定期大会 １０月３１日 佐賀
土曜日宣伝市民団体等街宣活動 １１月１日
愛知母親大会袋詰め作業 １１月１日
中川フェスティバル １１月２日
建交労保育パート支部大会 １１月２日 佐賀
全国介護学習交流集会 １１月２日
能登チャリティーコンサート １１月２日 磯村
あいち九条の会・県民のつどい １１月３日 佐賀
Ａｉ第１５回事務局会議 １１月４日 竹内・小松・髙田・市川
社保協地域医療委員会 １１月４日
あいち総がかり行動運営委員会 １１月４日 竹内
秋闘集中回答指定日 １１月５日
Ａｉ第７回幹事会 １１月５日 幹事１９、事務局１
労働法制改悪反対学習会 １１月５日 佐賀
２０２５秋季年末闘争秋の地域総行動 １１月６日
原水協６９宣伝行動 １１月６日 髙田
秋の自治体キャラバン名古屋市交渉 １１月６日 渡辺よ・竹内・磯村小松

・高木
天白地域センター定期大会 １１月６日 西尾
社保協四役会議 １１月６日 小松
みなと医療生協労組スト １１月６日 竹内・近藤・松本
名南会労組スト １１月６日 西尾・若井・竹内・佐賀

・松本
Ａｉ新聞編集委員会 １１月７日 寺田・竹内・薄・高田
ドクターナース介護ウェーブ １１月８日 濱島・近藤
第１３次能登ボランティア １１月８日 磯村
災対連全国交流集会 １１月９日 磯村
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
憲法と平和を守る街宣Ａ １１月８日 西尾・小松
消費者大会講座「ノーベル平和賞受賞報告」 １１月８日 髙田
東濃信金裁判支援する会総会 １１月８日
第７１回愛知母親大会 １１月９日 濱島・荒川・近藤・髙田
介護なんでも電話相談 １１月１０日
愛労委公正任命を求める要請・宣伝 １１月１０日 西尾・濱島・竹内・小松

・近藤・住田・髙田・市
川

Ａｉ第１６回事務局会議 １１月１１日 西尾・竹内・佐賀・小松・
髙田・市川

Ａｉ四役会議 １１月１１日 西尾・柴田・寺田・谷藤
・濱島・武藤・若井・竹
内・佐賀

JMITUオハラ分会愛労委審問 １１月１１日 小松・髙田・市川
日本高齢者大会 １１月11-12日 渡辺よ
第１０４回栄総行動 １１月１２日 小松・櫻井・松本・佐竹
全労連第１２回幹事会 １１月12-13日 竹内
革新県政の会・代表常任幹事会 １１月１３日
秋の自治体キャラバン県交渉 １１月１３日 西尾・武藤・渡辺よ・小

松
オンライン労働学校「学びの森」 １１月１３日
共済会事務局会議 １１月１３日 小松
過労死等防止等防止対策推進シンポジウム １１月１４日 西尾・佐賀
全労連東海北陸ブロック第4回幹事会 １１月１４日 竹内
４２４共同行動県との懇談 １１月１４日 小松・近藤
名古屋市消費生活フェア １１月１５日
第28回パート・臨時・非常勤などの元気が出 １１月１６日 若井・佐賀･磯村・近藤
る集会 ・髙田
クール・クライメートあいち総会 １１月１６日 竹内
ＯＴＣ類似薬保険外し問題シンポ １１月１６日
ひまわり集会in静岡 １１月１６日
全労連東海北陸ブロック会計監査 １１月１６日 竹内・髙田
はたらく女性の中央集会in愛知実行委員会 １１月１７日 濱島・髙田
社保協理事会 １１月１７日 小松
Ａｉ第１７回事務局会議 １１月１８日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
Ａｉ第８回幹事会 １１月１９日 幹事１８人、事務局１
Ａｉ女性協幹事会 １１月１９日 濱島・荒川・高田
安保破棄実行委員会 １１月１９日 市川
９の日宣伝 １１月１９日 西尾・髙田
あいち総がかり行動11.19集会 １１月１９日 竹内
春の自治体キャラバン実行委員会 １１月２０日 竹内・小松
社会的な賃金闘争対策委員会 １１月２０日 竹内・薄・小松・市川
Ａｉ青年協幹事会 １１月２０日 川崎・小松
愛知高齢者大会 １１月２０日 渡辺よ・市川
新介護署名提出集会 １１月２０日
消費者大会実行委員会 １１月２０日 髙田
核兵器禁止条約署名提出行動 １１月２１日 西尾・薄・髙田
金融ユニオン名労連オルグ １１月２２日 竹内
憲法と平和を守る街宣Ｃ １１月２２日
倉敷民商弾圧事件・無罪を勝ち取る愛知の会 １１月２２日
愛知共済会共済学校 １１月２２日 西尾・加藤・北村・小松

煤本・高木
名労連第3回単産地域代表者会議 １１月２３日 寺田・若井・渡辺よ・竹

内・佐賀・薄・煤本・高
木

地域医療を守る運動全国交流集会 １１月２４日
あいち総がかり行動デモ行進有料問題学習会 １１月２４日 竹内
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
伊賀市議会百上議員訪問 １１月２５日 西尾・佐賀・高木
Ａｉ第１８回事務局会議 １１月２５日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
革新県政の会・県要請 １１月２６日 佐賀
Ａｉ女性協労働局要請 １１月２６日 浜島・荒川・高田
全労連・春闘共闘２０２６国民春闘討論集会 １１月26-27日 西尾・佐賀
秋の自治体キャラバン実行委員会 １１月２６日 小松・近藤
憲法と平和を守る愛知の会世話人会 １１月２６日 市川
Ａｉ労働相談センター全体会 １１月２７日 市川
オンライン労働学校「学びの森」 １１月２７日
はたらく女性の中央集会in愛知 会場立ち会い １１月２７日 髙田
クール・クライメート愛知県懇談 １１月２７日
あいち総がかり事務局会議 １１月２７日 竹内
はたらく女性の中央集会in愛知実行委員会 １１月２８日 濱島・荒川・髙田
クール・クライメートあいち事務局会議 １１月２８日 竹内
年金裁判原告団解散集会 １１月２８日 渡辺よ
憲法と平和を守る街宣Ａ～Ｃ １１月２９日 小松・住田
名張毒ぶどう酒事件 愛知の会総会 １１月２９日
はたらく女性の中央集会in愛知 １１月29-30日 西尾・浜島・若井・竹内

・青木・荒川・薄・北村
・住田・高木・高田・松
本

韓国民主労総女性委員会ランチミーティング １１月３０日 西尾・荒川・高田
Ａｉ青年協35周年記念企画・総会 １１月３０日 柴田・佐賀・川崎・小松
生活保護シンポジウム １１月３０日
平和大会実行委員会 １２月１日 松本・市川
あいち総がかり行動運営委員会 １２月１日 竹内
Ａｉ第１９回事務局会議 １２月２日 竹内・小松・髙田・市川
サマセミブロック実行委員会 １２月２日 小松
社保協四役会議 １２月２日 小松
労働会館忘年会 １２月２日 西尾・若井・竹内・加藤

ゆ・北村・近藤・櫻井・
煤本く・市川・煤本め

2025秋の争議支援総行動 １２月３日 佐賀
Ａｉ第９回幹事会 １２月３日 幹事２４、事務局１
消費税・インボイス署名提出 １２月３日
消費者大会見学講座「名大減災館 見学会」 １２月３日 髙田
Ａｉ新聞編集委員会 １２月４日 寺田・竹内・櫻井・高田
日本平和大会ピースシャウト総括会議 １２月５日 小松
革新愛知の会総会・記念講演 １２月６日 西尾・小松
国際人権学習会 １２月６日 佐賀
２０２６国民春闘討論集会 １２月７日 西尾・谷藤・寺田・武藤

・渡辺よ・竹内・佐賀・
青木・磯村・北村・小松
・近藤・炭竈・住田・高
木・髙田・松本・市川

非正規公務員労働相談ホットライン １２月７日 竹内・佐賀
高蔵寺弾薬庫一周平和マラソン １２月７日
母親大会赤紙配り １２月８日 濱島・髙田
Ａｉ第２０回事務局会議 １２月９日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
Ａｉ四役会議 １２月９日 西尾・柴田・寺田・武藤

・濱島・若井・竹内・佐
賀

9の日宣伝 １２月９日 小松
ケア労働者プロジェクト西尾市議会陳情 １２月９日
全労連幹事会 １２月１０日 竹内
Ａｉ女性協幹事会 １２月１０日 濱島・荒川・髙田
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
春闘共闘役員会 １２月１０日 西尾・谷藤・竹内・北村

・高木
共済会事務局会議 １２月１０日 小松
東海研・産業構造研究会 １２月１０日 佐賀
全）秋の組織強化・拡大交流集会 １２月１１日 西尾・髙田
オンライン労働学校「学びの森」 １２月１１日 髙田
建交労学童保育支部名労連オルグ １２月１１日 竹内
名護市長選決起集会in愛知 １２月１２日 髙田・佐竹
道労連非正規公務員問題学習会 １２月１３日 西尾・佐賀
全労連東海北陸ブロック幹事会 １２月１３日 竹内
全労連東海北陸ブロック総会 １２月13-14日 竹内・佐賀・磯村・小松

・髙田
憲法と平和を守る街宣Ａ １２月１３日 西尾・近藤・市川
全労連女性部春闘討論集会 １２月１４日 髙田
社保協理事会 １２月１５日 小松
秋の自治体キャラバン半田市議会陳述 １２月１５日 西尾
ケア労働者プロジェクト半田市議会陳情 １２月１５日 濱島・西尾
Ａｉ第２１回事務局会議 １２月１６日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
社保協地域医療委員会 １２月１６日 小松
Ａｉ第１０回幹事会 １２月１７日 幹事２１、事務局１
安保破棄実行委員会常任幹事会 １２月１７日 市川
憲法と平和を守る愛知の会世話人会 １２月１７日
原水協理事会 １２月１７日
革新県政の会代表常任幹事会 １２月１８日 竹内
Ａｉ組織拡大強化推進委員会 １２月１８日 西尾・柴田・髙田
３．８国際女性デー愛知県集会実行委員会 １２月１８日 髙田
Ａｉ会計監査 １２月１８日 佐賀・小松・金川・佐竹

・高木
秋の自治体キャラバン実行委員会 １２月１８日 小松・近藤
愛知共済会理事会 １２月１８日 西尾・小松・煤本・渡辺
オンライン労働学校「学びの森」 １２月１８日
消費者大会実行委員会 １２月１８日 髙田
レバカレ月イチオンライン企画② １２月１９日 西尾・柴田・濱島・髙田

・松本
春の自治体キャラバン実行委員会 １２月１９日 竹内・薄・小松
特定利用港湾反対名古屋港宣伝 １２月２０日 尾崎・高木
いのちと暮らしを守るなんでも相談会 １２月２０日
被爆者を励ます集い １２月２１日
名労連設立事務局会議 １２月２２日 竹内
Ａｉ第２２回事務局会議 １２月２３日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
全国一般アクリル争議支援共闘会議 １２月２３日 煤本
Ａｉ青年協幹事会 １２月２３日 川崎・小松
Ａｉ社会的な賃金闘争対策委員会 １２月２４日 竹内・薄・小松・市川
消費税クリスマス宣伝（中止） １２月２４日
名古屋越冬突入集会 １２月２８日 西尾・武藤・竹内
原水協元旦行動 １月１日
総がかり行動運営委員会 １月５日 竹内
２０２６国民春闘スタート宣伝 １月６日 西尾・柴田・若井・寺田

・竹内・佐賀・住田・近
藤・髙木・北村・薄・小
松・高田・松本・市川

Ａｉ第２３回事務局会議 １月６日 西尾・竹内・佐賀・小松・
髙田・市川

米軍のベネズエラへの大規模攻撃に抗議する緊 １月６日 西尾・谷藤・松本・市川
急宣伝
あいち総がかり行動ニュース発送 １月７日
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
Ａｉ新聞編集委員会 １月８日 竹内・櫻井・髙田
中地域新年合同旗びらき １月８日 西尾・佐竹
福祉保育労旗びらき １月８日 柴田・薄
社保協四役会議 １月８日 小松
若者気候訴訟第５回口頭弁論 １月８日 竹内
全国一般旗びらき １月９日 濱島・煤本
知多労連旗びらき １月９日 佐賀
ＪＭＩＴＵ旗びらき １月９日 濱島・北村
東海法労旗開き １月９日 若井
９の日宣伝 １月９日 竹内
安保法制違憲訴訟打ち合わせ １月９日 竹内
Ａｉ単産・地域代表者会議 １月１０日 西尾・柴田・寺田・若井

・竹内・佐賀・青木・薄
・加藤・北村・小松・櫻
井・住田・髙田・渡辺き
・市川

Ａｉ・春闘共闘新春旗びらき学習会 １月１０日 西尾・柴田・谷藤・寺田
・濱島・武藤・若井・渡
辺よ・竹内・佐賀・青木
・磯村・薄・櫻井・炭竈
・北村・煤本・高木・市
川

検数労連旗びらき（メッセージ） １月１０日 尾崎
憲法と平和を守る街宣Ａ １月１０日
革新県政の会・市政の会・革新懇共同新春のつ １月１０日 西尾・谷藤・寺田・武藤
どい ・渡辺よ・竹内・青木・

磯村・北村・近藤・高木
きずな新春旗びらき １月１１日 西尾
反核・平和新春のつどい １月１２日 西尾・寺田・武藤・竹内

・北村・髙田
Ａｉ女性協新春のつどい １月１２日 濱島・荒川・近藤・髙田
Ａｉ女性協幹事会 １月１２日 濱島・荒川・髙田
Ａｉ第２４回事務局会議 １月１３日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
Ａｉ四役会議 １月１３日 西尾・柴田・寺田・谷藤

・濱島・武藤・若井・竹
内・佐賀

中川地域センター旗開き（メッセージ） １月１３日
Ａｉ第１１回幹事会 １月１４日 幹事１８、事務局１
尾東労連学習会旗開き（メッセージ） １月１４日
愛知共済会事務局会議 １月１４日 小松
消費者大会打合せ １月１４日 髙田
全国一律最低賃金国会議員要請（～16日） １月15-16日 西尾・柴田・谷藤・若井

・竹内・佐賀・青木・薄
・北村・小松・近藤・住
田・髙田・松本・市川

オンライン労働学校「学びの森」 １月１５日
名城病院裁判和解協議 １月１６日
Ａｉ青年協幹事会 １月１６日 川崎・小松
国民春闘共闘単産・地方代表者会議 １月１６日 西尾・竹内
名護市長選挙支援行動 １月17-18日 髙田
自治労連臨時大会 １月１７日 西尾・武藤・佐賀・荒川

・磯村・高木
救援会・自由法曹団・争議団新春のつどい １月１７日 西尾
憲法と平和を守る街宣Ｂ １月１７日 竹内・市川
医労連臨時大会 １月１８日 西尾・柴田・濱島・近藤
一宮地区労連旗開き １月１８日 佐賀
全国一般ナトコ執行委員会 １月１８日
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
医労連・社保協共同宣伝行動 １月１８日 西尾・濱島・近藤
革新県政の会代表常任幹事会 １月１９日 竹内
社保協理事会 １月１９日 小松
あいち総がかり行動19集会＆デモ １月１９日 谷藤・竹内・高木・住田
原発をなくすあいちの会中電申し入れ １月１９日 竹内
Ａｉ第２５回事務局会議 １月２０日 西尾・竹内・佐賀・小

松・髙田・市川
サマセミブロック実行委員会 １月２０日 小松
秋の自治体キャラバン実行委員会 １月２０日 小松・近藤
全労連評議員会 １月21-22日 西尾・竹内
東三河労連新春のつどい １月２１日 竹内・青木
安保破棄実行委員会常任幹事会 １月２１日 市川
愛知国公春闘討論集会 １月２１日 西尾・柴田・炭竈
平和行進実行委員会／原水協理事会 １月２１日 寺田・北村・高田
核兵器禁止条約（TPNW）発効5周年記念行動 １月２２日 北村・髙田・松本
東海自治体学校実行委員会 １月２２日 佐賀
名労連設立事務局会議 １月２２日 竹内
名北労連旗びらき １月２３日 若井
瑞穂区合同新年会 １月２３日 西尾
消費者大会実行委員会 １月２３日
福保労地本委員会 １月２４日 薄
全労連青年部春闘交流集会 １月２４日
Ａｉ第73回臨時大会 １月２５日 幹事２２、監査１、事務

局３
労働相談センター全体会議 １月２６日 市川
中村地域合同旗びらき １月２６日 佐賀
クール・クライメート事務局会議 １月２６日 竹内
総がかり行動事務局会議 １月２６日
Ａｉ第２６回事務局会議 １月２７日 西尾・竹内・佐賀・小松・

髙田・市川
年金者組合新春のつどい １月２７日 西尾・渡辺よ
愛知県公契約条例協議の場 １月２７日 市川
Ａｉ第１２回幹事会 １月２８日 幹事１９、事務局１
春のキャラバン実行委員会 １月２９日 竹内・小松
自由で公正な選挙県警への申し入れ １月２９日 竹内
オンライン労働学校「学びの森」 １月２９日 髙田
愛知春闘共闘役員会 １月３０日 西尾・谷藤・竹内
原水協財政部会 １月３０日 竹内
第1次最賃デー名駅宣伝 １月３１日 西尾・若井・柴田・竹内

・佐賀・住田・髙木・小
松・高田・市川

憲法と平和を守る街宣（中止） １月３１日
消費者大会名古屋市懇談会 ２月２日 髙田
保険証をもとに戻せ 院内集会 ２月２日
保険証をもとに戻せデジタル庁抗議行動 ２月２日
総がかり行動ニュース発送作業 ２月２日
あいち総がかり行動運営委員会 ２月２日 竹内
はたらく女性の中央集会in愛知実行委員会 ２月２日 濱島・髙田
トヨタ総行動トヨタ・グループ企業要請 ２月３日 若井・竹内・佐賀・櫻井
Ａｉ第２７回事務局会議 ２月５日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
Ａｉ社会的な賃金闘争対策委員会 ２月５日 竹内・薄・小松・市川
消費者大会愛知県懇談会 ２月５日 髙田
愛労連新聞第７回編集委員会 ２月５日 寺田・竹内・櫻井・高田
９の日宣伝 ２月９日 市川
社保協四役会議 ２月９日 小松
Ａｉ第２８回事務局会議 ２月１０日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
Ａｉ四役会議（中止） ２月１０日
第４７回トヨタ総行動／早朝宣伝・決起集会 ２月１１日 幹事２５、事務局１
Ａｉ第１３回幹事会 ２月１２日 幹事２１、事務局１
尾中地区労連春闘学習決起集会 ２月１２日 佐賀
愛知共済会事務局会議 ２月１２日 小松
平和行進実行委員会 ２月１２日
母親大会名古屋市要請行動 ２月１３日 濱島・髙田
安保法制違憲訴訟控訴審原告尋問 ２月１３日 西尾・竹内・磯村・髙田
憲法と平和を守る街宣Ａ ２月１４日 佐賀・髙田
名労連結成スタートアップ集会 ２月１５日 渡邉よ・若井・竹内・薄

・高木・市川
共済拡大全国交流集会（～16日） ２月１５日
愛知県原水協定期総会 ２月１５日 西尾・寺田・武藤・磯村

・髙田・佐竹
クール・クライメートあいち事務局会議 ２月１６日 竹内
社保協理事会 ２月１６日 小松
大軍拡・大増税NO！オンライン連続学習会① ２月１６日 西尾
Ａｉ第２９回事務局会議 ２月１７日 竹内・佐賀・小松・髙

田・市川・煤本め
メーデー実行委員会 ２月１８日 西尾・竹内・佐賀・小松

・高木
Ａｉ女性協第７回幹事会 ２月１８日 濱島・髙田
全労連第１４回幹事会 ２月１８日 竹内
3・5中央行動国会請願デモ意思統一会議 ２月１８日
社保協宣伝 ２月１８日 小松・近藤
安保破棄実行委員会 ２月１８日
社保協地域医療委員会 ２月１８日 小松
単一協議会幹事会 ２月１８日 西尾・加藤ゆ
大軍拡・大増税NO！連絡会 オンライン連続 ２月１８日 西尾
学習会第1回
３．８国際女性デー実行委員会 ２月１８日 髙田
春の自治体キャラバン実行委員会 ２月１９日 竹内・小松
サマセミブロック実行委員会 ２月１９日 小松
総がかり行動事務局会議 ２月１９日
あいち総がかり行動一斉街宣 ２月１９日 竹内
Ａｉ青年協幹事会 ２月２０日 川崎・小松
Ａｉ非正規公務員組織化プロジェクト ２月２０日 西尾・佐賀
２０２６国民春闘勝利愛知自動車デモ ２月２２日 西尾・谷藤・尾崎・加藤

ゆ
３．１ビキニデー愛知県代表団会議 ２月２２日 西尾・寺田
特定利用港湾学習会 ２月２３日 谷藤・尾崎・高木
Ａｉ第３０回事務局会議 ２月２４日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
わくわく講座スクーリング＆Ａｉ組織拡大強化 ２月２４日 西尾・柴田・竹内・松本
推進委員会 ・高田
Ａｉ第１４回幹事会 ２月２５日
憲法と平和を守る愛知の会拡大世話人会 ２月２５日
愛知共済会理事会 ２月２５日 煤本・髙木
春の地域総行動 ２月２６日
消費税・インボイス県議会請願提出 ２月２６日 佐賀
全医労全国統一宣伝行動（名古屋・豊橋） ２月２７日 柴田・谷藤・若井・青木

・磯村・薄・近藤・高木
・松本

３．１ビキニ日本原水協全国集会・国際交流会 ２月２７日 西尾・佐竹
議
第２弾最賃国会議員要請 ２月２７日
３．１ビキニ日本原水協全国集会、全体集会・ ２月２８日 西尾・磯村・髙田・佐竹
分科会
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
第27回あいち社会保障学校 ３月１日 武藤・若井・渡辺よ・竹

内・磯村・薄・近藤・髙
木つ・髙木み

３．１ビキニデー集会 ３月１日 西尾・髙田・佐竹
Ａｉケア労働対策委員会記者会見 ３月２日 西尾・竹内・薄・近藤・

高木
あいち総がかり行動運営委員会 ３月２日 竹内
Ａｉ編集委員会 ３月２日 寺田・薄・高田
米とイスラエルによるイラン攻撃に抗議行動 ３月２日 谷藤・磯村・高田・松本

・市川
Ａｉ第３１回事務局会議 ３月３日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
愛知県知事選挙1年前スタート集会 ３月３日 西尾・武藤・竹内・磯村

・高木
非正規センターオンライン学習会① ３月３日 佐賀
Ａｉ社会的な賃金闘争対策委員会 ３月４日 竹内・薄・小松・市川
非正規公務員の人事評価を問う院内集会 ３月４日 佐賀
２０２６春闘勝利！３・５中央総決起行動 ３月５日 西尾・柴田・佐賀
社保協宣伝 ３月５日 小松
革新市政の会市施設利用料等値上げ反対宣伝 ３月５日 竹内・磯村・松本
国際女性デー・非正規公務員制度 記者会見 ３月６日 西尾・竹内・佐賀・磯村

・小松・市川
「女性の休日」映画上映会＆交流会＆街宣 ３月６日 西尾・浜島・荒川・近藤

・高田・松本・市川
長距離ミサイルを作るな！配備するな！3.7小 ３月６日 谷藤・竹内・薄・高木
牧集会
原発ゼロNAGOYA ACTION ３月７日 西尾・武藤・竹内・髙田
Ａｉ青年協26春闘決起交流集会 ３月７日 川崎・小松
９の日宣伝 ３月９日 西尾・佐賀・小松
社保協四役会議 ３月９日 小松
第52回東海自治体学校実行委員会 ３月９日 佐賀
Ａｉ第３２回事務局会議 ３月１０日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
最賃国会議員要請（日野） ３月１０日 佐賀
Ａｉ四役会議 ３月１０日
JMITU川本製作所支部ストライキ ３月１０日 佐賀・北村
｢特定利用港湾｣早朝宣伝・集会・デモ ３月１１日 西尾・尾崎・小松・高木
2026国民春闘集中回答指定日 ３月１１日
総がかり行動事務局会議 ３月１１日
だまっちゃおれん!3.11屋外集会・デモ ３月１１日 西尾・竹内・佐賀・市川
大軍拡・大増税NO！オンライン連続学習会② ３月１１日
2026国民春闘全国統一行動日 ３月１２日
医労連・国共病組東海ストライキ ３月１２日 柴田・髙田
医労連・国共病組名城ストライキ ３月１２日 柴田・佐賀・薄・小松・

近藤・高木
医労連・南医療生協労組ストライキ ３月１２日 西尾・柴田・濱島・髙田
医労連・名南会労組ストライキ ３月１２日 西尾・若井・柴田・濱島

・近藤・髙田
医労連・みなと医療労組ストライキ ３月１２日 谷藤・若井・佐賀・北村

・近藤・松本・市川
全国統一行動名古屋駅アクション ３月１２日 西尾・柴田・谷藤・寺田

・若井・竹内・尾崎・加
藤ゆ・北村・小松・近藤
・住田・高木・髙田・松
本・市川

ＪＭＩＴＵ通信産業本部愛知支部ストライキ ３月１２日 若井・竹内・北村
全国一般回答促進要請（ナトコ・東信化成） ３月１３日 竹内・恒川
名労連設立準備事務局会議 ３月１３日 竹内
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会議・集会名称 日 時 幹事会参加者
2026第1回全労連春闘回答速報番組YouTube ３月１３日 西尾
Ａｉ青年協幹事会 ３月１３日 川崎・小松
重税反対統一行動・税と社会保障を考える懇談 ３月１３日 佐賀
会
憲法と平和を守る街宣Ａ ３月１４日 柴田・竹内・高木・小松
あいち総がかり行動総会 ３月１４日 柴田・竹内・市川
京都府知事選挙支援行動 ３月１５日 西尾・武藤・竹内・薄・

高木
春の自治体キャラバン実行委員会 ３月１６日 竹内・薄・小松
社保協理事会 ３月１６日 小松
Ａｉ第３３回事務局会議 ３月１７日 竹内・佐賀・小松・髙

田・市川
単一協議会事務局会議 ３月１７日 西尾・加藤ゆ
３．８国際女性デー愛知県集会実行委員会 ３月１７日 髙田
Ａｉ第１５回幹事会 ３月１８日
ハゲ天裁判・支援する会結成総会 ３月１８日 西尾・櫻井
Ａｉ女性協幹事会 ３月１８日 濱島・髙田
安保破棄実行委員会 ３月１８日 市川
介護署名第2次提出行動 ３月１８日
郵政ユニオンストライキ ３月１９日 濱島・若井・竹内・近藤

・髙田
全労連地方選出幹事打ち合わせ ３月１９日 竹内
愛知共済会事務局会議 ３月１９日 小松
令和の百姓一揆名古屋の陣 ３月２０日 西尾・佐賀・小松・市川
愛知県消費者大会講演会 ３月２１日 髙田
全国一般アクリル争議支援共闘会議 ３月２３日 竹内
消費者大会実行委員会 ３月２３日 髙田
全労連女性の春闘懇談会 ３月２３日 濱島・高田
消費税・インボイス署名議員要請・提出集会 ３月２３日 佐賀
Ａｉ第３４回事務局会議 ３月２４日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
最賃審議会員途中辞任問題で労働局懇談 ３月２５日 竹内・市川
全労連単産・地方代表者会議 ３月25-26日 西尾・竹内
Ａｉわくわく講座閉校式 ３月２５日 西尾・柴田・北村・髙田

・松本
Ａｉ労働相談センター全体会議 ３月２５日 谷藤・市川
東海大王ハラスメント裁判支援要請オルグ ３月２６日 青木・髙田
メーデー会場下見 ３月２６日 竹内・小松
サマセミブロック実行委員会 ３月２６日 小松
全労連東海北陸ブロック幹事会 ３月２７日 竹内
愛知県中央メーデー実行委員会 ３月２７日 竹内・小松・高木
長射程ミサイル配備をするな！宣伝・申し入れ ３月２７日 西尾・磯村
マイナ保険証一本化反対宣伝 ３月２８日
生活保護支援連絡会決起集会 ３月２９日 小松
名張毒ぶどう酒事件65年行動 ３月２９日 佐賀
革新県政の会代表常任幹事会 ３月２９日 竹内
Ａｉ第３５回事務局会議 ３月３１日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
消費税やめさせる会宣伝（雨天中止） ３月３１日
フレッシャーズ（新社会人）宣伝行動 ４月１日 柴田・谷藤・武藤・若井

・竹内・佐賀・薄・磯村
・加藤ゆ・北村・小松・
近藤・住田・高木・髙田
・松本・市川

愛教労辞令交付式宣伝 ４月１日 西尾・松本・住田
Ａｉ第１６回幹事会 ４月１日 幹事２２、事務局１
名市大職組市大病院新規説明会 ４月１日 若井・近藤・住田・髙

田・松本
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会議・集会名称 日 時 幹事会・事務局参加者
学習協理事会 ４月１日
国共病組東海新規説明会 ４月１日 西尾
名市大職組西部医療センター新規説明会 ４月２日 西尾・竹内・近藤・市川
春日井市職労本庁新規説明会 ４月２日 西尾・竹内・高木
春日井市職労市民病院新規説明会 ４月２日 近藤・髙田
尾張健友会新規説明会 ４月３日 西尾・近藤
ＮＰＴ行動直前学習会 ４月３日 髙田
全医労名古屋医療センター新規説明会 ４月６日 西尾・小松・近藤・松本
港地区労名労連オルグ ４月６日 竹内
Ａｉ第３６回事務局会議 ４月７日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
労働会館幹事会 ４月７日 西尾・加藤ゆ
Ａｉ編集委員会 ４月７日 寺田・竹内・高田
Ａｉ・単産・地域代表者会議 ４月８日 単産２１、地域１１、女

性協１、事務局６
愛知共済会事務局会議 ４月８日 小松
総がかり行動事務局会議 ４月８日
社保協四役会議 ４月８日
春の自治体キャラバン実行委員会 ４月９日 竹内・薄・小松
春闘第２次全国統一行動・最賃ビッグアクショ ４月９日 西尾・若井・武藤・柴田
ン ・谷藤・寺田・竹内・北

村・松本・近藤・住田・
小松・高田・市川

９の日宣伝 ４月９日 小松
2026春闘回答速報番組② ４月９日 佐賀・磯村
大軍拡・大増税NO！オンライン連続学習会③ ４月９日
福祉予算削るな！春の学習会 ４月１１日 磯村・薄
Ａｉ春のかっこいい交流会 ４月１１日 川崎・小松
憲法と平和を守る街宣Ａ ４月１１日 佐賀・薄・北村・小松・

炭竈・住田
NPT愛知県代表団会議 ４月１１日 髙田
愛友会被爆者行脚まとめ集会 ４月１１日 北村・髙田
Ａｉ第３７回事務局会議 ４月１４日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
Ａｉ四役会議 ４月１４日 西尾・柴田・谷藤・寺田

・武藤・濱島・若井・渡
辺よ・竹内・佐賀

憲法と平和を守る愛知の会拡大世話人会 ４月１５日 市川
全労連幹事会 ４月１５日 竹内
年金者組合緑支部名労連オルグ ４月１５日
Ａｉ女性協幹事会 ４月１５日 濱島・荒川
第105回栄総行動 ４月１５日 武藤・佐賀・磯村・高木

・松本・佐竹・高木
介護保険料「逆進性」学習会 ４月１５日
憲法と平和を守る愛知の会 ４月１５日 市川
平和行進実行委・原水協理事会 ４月１５日 寺田・北村・髙田
Ａｉ社会的な賃金闘争対策委員会 ４月１６日 竹内・薄・市川
全労連労働相談活動交流会 ４月１６日 西尾・薄・市川
裁量労働制の拡大を許さない大集会 ４月１６日
名労連結成事務局会議 ４月１６日 竹内
サマセミブロック実行委員会 ４月１６日 小松
全労連最賃活動交流集会2026 ４月１７日 西尾・竹内・近藤・髙田

・市川
レバカレ月１オンライン「家父長制を考える」 ４月１７日 西尾・髙田
あいち総がかり行動4.19集会＆デモ ４月１９日 西尾・柴田・谷藤・武藤

・若井・竹内・佐賀・薄
・近藤・住田・高木・松
本・市川
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会議・集会名称 日 時 幹事会・事務局参加者
平和憲法を守る0419名駅前デモ ４月１９日 竹内・市川
愛知県弁護士会就任披露 ４月２０日 西尾
社保協理事会 ４月２０日 小松
消費者大会実行委員会 ４月２０日 磯村・髙田
若者気候訴訟第6回口頭弁論＆スタンディング ４月２０日 竹内・住田・髙田
Ａｉ第３８回事務局会議 ４月２１日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
メーデー実行委員会 ４月２１日 西尾・武藤・竹内・佐賀

・小松
Ａｉ第１７回幹事会 ４月２２日
春の自治体キャラバン事前学習会 ４月２２日 西尾・谷藤・濱島・武

藤・若井・竹内・薄・小
松・住田・高木・髙田・
市川

公務員賃金署名キックオフ集会 ４月２２日 佐賀
愛知共済会理事会 ４月２３日 西尾・小松
安保破棄実行委員会総会 ４月２３日 若井・松本・市川
最賃署名団体要請 ４月２４日 竹内・薄
Ａｉ青年協幹事会 ４月２４日 川崎・小松
消費税・インボイス宣伝 ４月２４日 佐賀
東三河ナースウェーブ ４月２５日 西尾・濱島・近藤・高木
NPT再検討会議代表団派遣（～5/4） ４月２５日
消費者大会講座「PFOSの現状」 ４月２５日
だまっちゃおれん訴訟報告集会 ４月２６日
Ａｉ第３９回事務局会議 ４月２８日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
愛教労定期大会 ４月２９日 西尾・住田
メーデー前夜祭 ４月２９日 竹内・松本
メーデー会場設営 ４月３０日 竹内・佐賀・小松・住田
Ａｉ新聞第１０回編集委員会 ４月３０日 竹内・櫻井・高木・髙田
第９７回愛知県中央メーデー ５月１日
愛知憲法会議市民のつどい ５月３日 寺田・武藤・渡辺よ・竹

内・佐賀・磯村・高木・
松本

あいち総がかり行動デモ行進 ５月３日 武藤・竹内・佐賀・磯村
・高木

労働会館全館の床掃除 ５月６日
Ａｉ第１８回幹事会 ５月７日 幹事２０、事務局１
春の自治体キャラバン（愛西･津島･大治） ５月８日 佐賀・磯村・小松・住田
春の自治体キャラバン（瀬戸･尾張旭･春日井） ５月８日 薄・高木
春の自治体キャラバン（東浦･刈谷･高浜） ５月８日 谷藤・武藤・薄
全労連東海北陸ブロック第2回幹事会 ５月８日 竹内
名労連結成に向けた最終説明会 ５月８日 竹内・北村
守山労連名労連オルグ（延期） ５月９日
ドクター・ナース・介護ウェーブ ５月９日 武藤・近藤
憲法と平和を守る街宣Ａ ５月９日 竹内・市川・渡辺き
東海北陸ブロック女性交流集会in静岡 ５月9～10日 濱島・髙田
Ａｉ青年協新歓☆地引き網ツアー ５月１０日 西尾・川崎・小松
愛高教スプリングジャンプ ５月１０日 寺田・松本
消費者大会講座 防災減災学習 ５月１１日
春の自治体キャラバン（豊山･北名古屋･清須） ５月１１日 西尾・髙田
春の自治体キャラバン（半田･東海･武豊） ５月１１日 薄・高木
春の自治体キャラバン（小牧市･江南市） ５月１１日 武藤
あいち総がかり行動運営委員会 ５月１１日 竹内
社保協四役会議 ５月１２日 小松
Ａｉ四役会議 ５月１２日 西尾・柴田・寺田・谷藤

・濱島・武藤・若井・竹
内・佐賀
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会議・集会名称 日 時 幹事会・事務局参加者
Ａｉ第４０回事務局会議 ５月１２日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
春の自治体キャラバン（岡崎･豊田･みよし） ５月１３日 佐賀・市川
春の自治体キャラバン（犬山･扶桑･大口） ５月１３日
春の自治体キャラバン ５月１３日 高木（ ）長久手･日進･東郷･豊明
全労連幹事会 ５月13-14日 竹内
東海大王製紙Ｐ労組ハラスメント裁判証人尋問 ５月１３日 西尾・青木・髙田
春の自治体キャラバン（知多･阿久比･大府） ５月１４日 西尾・佐賀
春の自治体キャラバン（一宮･稲沢･あま） ５月１４日 武藤
春の自治体キャラバン（蒲郡･豊川･新城） ５月１４日 高木
共済会事務局会議 ５月１４日 小松
生活保護追加給付ホットライン ５月１４日
全国一般アクリル中労委第1回期日 ５月１５日 西尾
Ａｉ第2三半期会計監査 ５月１５日 佐賀・小松・佐竹・高木

み
労働会館事務局会議 ５月１５日
レバカレ月１オンライン「声かけの難関を乗り ５月１５日 西尾・松本・恒川・高田
越えよう」
安保法制違憲訴訟最終弁論・結審期日 ５月１５日
Ａｉ第１９回幹事会 ５月１６日 幹事２５、事務局１
When we Fight 愛知の教育を語る会上映会 ５月１７日 幹事２５、事務局１
全労連単産・地方女性組織交流集会 ５月１７日 髙田
第５２回東海自治体学校 ５月１７日 西尾・柴田・武藤・竹内

・佐賀・磯村・小松・高
木・市川

名労連結成事務局会議 ５月１８日 竹内
社保協理事会 ５月１８日 小松
Ａｉ第４１回事務局会議 ５月１９日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
９の日宣伝 ５月１９日
草の根６９行動 ５月１９日 髙田・松本
あいち総がかり行動街頭デモ ５月１９日 竹内・市川
春の自治体キャラバン（常滑･南知多･美浜） ５月２０日 谷藤・小松
春の自治体キャラバン（碧南･西尾･幸田） ５月２０日 武藤・高木
春の自治体キャラバン（豊橋･田原） ５月２０日 若井
東海北陸ブロック労働相談研修会 ５月２０日 竹内・市川
ライフトーク２０２６ ５月２０日 竹内・市川
東海大王製紙Ｐ労組ハラスメント裁判第２回人 ５月２０日 西尾・浜島・青木・薄・
証尋問 松本・高田
安保破棄実行委員会常任幹事会 ５月２０日 市川
平和行進実委／原水協理事会 ５月２０日 髙田
春の自治体キャラバン（弥富･蟹江･飛島） ５月２１日 佐賀・住田・髙田
春の自治体キャラバン（知立・安城） ５月２１日 武藤・薄
春の自治体キャラバン（設楽･豊根･東栄） ５月２１日 高木
サマセミブロック実行委員会 ５月２１日 小松
クールクライメートあいち事務局会議 ５月２１日 竹内
春の自治体キャラバン(岩倉) ５月２２日
第３次最賃デー（名駅宣伝） ５月２２日 西尾・若井・柴田・武藤

・竹内・佐賀・住田・高
木・近藤・小松・高田・
市川

Ａｉ青年協幹事会 ５月２２日 川崎・小松
あいち平和行進出発集会 ５月２２日 髙田
愛友会定期総会 ５月２３日 寺田
春の自治体キャラバン実行委員会 ５月２４日 竹内・薄・小松
福祉保育労キンダーボルト分会結成お祝い会＆ ５月２４日 薄・髙田
記念学習会
全労連・メディア講座 ５月２４日 西尾・薄・髙田
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会議・集会名称 日 時 幹事会・事務局参加者
Ａｉ第４２回事務局会議 ５月２６日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
医労連あまこだ労組労働委員会 ５月２６日 西尾・近藤
2026春の争議支援総行動 ５月２７日
Ａｉ第２０回幹事会 ５月２７日 幹事１８、事務局１
社保協地域医療委員会(424) ５月２７日 小松
憲法と平和を守る愛知の会 ５月２７日
あいち総がかり行動事務局会議 ５月２７日 竹内
革新県政の会代表常任幹事会 ５月２８日 武藤・竹内
労働相談センター第６回全体会議 ５月２８日 谷藤・市川
福保労グリーンフェスティバル ５月２９日 薄
第５６回愛知県消費者大会第１４回実行委員会 ５月２９日 髙田
秋の自治体キャラバン実行委員会 ５月２９日 小松
名労連結成大会 ５月３０日 西尾・若井・竹内・佐賀

・磯村・薄・北村・髙田
・佐竹

憲法と平和を守る街宣 ５月３０日 西尾・住田・高田
あいち平和行進～愛知県入り ５月３０日 青木
若者憲法集会 ５月３１日
ケア労働者のための労働相談ホットライン ５月３１日 西尾・竹内・薄
あいち平和行進（奥三河地域） ５月３１日 青木・炭竈・髙田
だまっちゃおれん訴訟・改組相談会 ５月３１日
全労連東海北陸ブロック最低賃金学習会 ６月１日 西尾・竹内・市川
関健一郎議員に最賃署名提出 ６月１日 西尾・武藤・竹内・青木
あいち平和行進（豊橋市～蒲郡市） ６月１日 青木
あいち総がかり行動運営委員会 ６月１日
あいち平和行進（岡崎市～安城市） ６月２日 竹内・髙田
愛知高齢者大会 ６月２日 渡辺よ
春の自治体キャラバン名古屋市懇談 ６月３日 武藤・竹内・高木
全労連地方労連事務局長交流会 ６月３日 竹内
あいち平和行進（知立市～刈谷市）中止 ６月３日
学習協常任理事会 ６月３日 髙田
社会的な賃金闘争対策委員会 ６月４日 竹内・市川
あいち平和行進（知多市～東海市） ６月４日
Ａｉケア労働対策委員会 ６月４日 西尾・薄・近藤・高木
Ａｉ社会的な賃金闘争対策委員会 ６月４日 竹内・市川
あいち平和行進（瀬戸市～守山区） ６月５日 佐賀
サマセミあいち実行委員会 ６月５日 川崎・小松
Ａｉケア労働・最賃愛知県懇談 ６月５日 西尾・竹内・薄・高木・

市川
あいち平和行進（小牧～春日井地域） ６月６日
クール・クライメート火力発電所見学ツアー ６月６日 竹内
全労連非正規全国交流集会 ６月6-7日 西尾・若井・佐賀
あいち平和行進（集中行進）ピースアクション ６月７日 柴田・寺田・武藤・薄・

北村・髙田・松本・市川
あいち平和行進（岩倉市～江南市） ６月８日
消費者大会打ち合わせ ６月８日 髙田・竹内
Ａｉ第４４回事務局会議 ６月１６日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
全労連幹事会・全労連地方組織幹事打ち合わせ ６月17-18日 竹内
Ａｉ女性協第１１回幹事会 ６月１７日 濱島・荒川・髙田
平和行進実行委員会＆原水協理事会 ６月１７日
安保破棄実行委員会常任幹事会 ６月１７日 市川
愛知共済会一日事務局会議 ６月１７日 小松
サマセミブロック実行委員会 ６月１８日 小松
消費者大会実行委員会 ６月１９日 髙田
あいち総がかり行動6.19集会 ６月１９日 西尾・寺田・竹内・磯村

・住田・高木
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会議・集会名称 日 時 幹事会・事務局参加者
第22回愛労連パート臨時労組連絡会総会 ６月２１日 西尾・柴田・濱島・若井

・佐賀・磯村・薄・近藤
・小松・髙田・市川

春キャラ議会陳情（尾張旭市） ６月２２日 竹内
社保協理事会 ６月２２日 小松
全労連オンラインメディア講座／労働組合のジ ６月２２日 薄・髙田
ェンダー表現をアップデートしよう②
Ａｉ第４５回事務局会議 ６月２３日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
春キャラ議会陳情（半田市） ６月２３日 小松
メーデー実行委員会 ６月２３日 西尾・竹内・佐賀・小松
労働会館幹事会 ６月２４日 西尾・加藤ゆ
秋の自治体キャラバン実行委員会 ６月２４日 小松・近藤
国民春闘共闘第２回単産地方代表者会議 ６月２４日 西尾・竹内
愛知共済会理事会 ６月２４日 渡邉よ・加藤ゆ・小松・

髙木
憲法と平和を守る愛知の会 ６月２４日
瑞穂区労連解散大会 ６月２４日 竹内
春キャラ議会陳情（犬山市） ６月２５日 小松
公務員賃金と最低賃金宣伝（雨天中止） ６月２５日
自治労連機関紙コンクール ６月２５日 髙田
JMITUオハラ中労委事件弁護団会議 ６月２５日 小松
最低賃金愛知学院前宣伝（雨天中止） ６月２６日
愛知最賃デー（労働局要請・最低生計費試算調 ６月２６日 西尾・武藤・若井・竹内
査結果公表記者会見 ・宣伝（雨天中止） ・薄・小松・近藤・髙田）

・市川
あいち総がかり行動事務局会議 ６月２６日
県政ナイトあいち／愛知の兵器産業 ６月２６日 武藤・竹内
勤通大スクーリング＆愛知学習協総会 ６月２７日 寺田・北村・髙田
革新愛知の会２０２６年度世話人会 ６月２７日 西尾・武藤・竹内
きずな定期大会・結成45周年のつどい ６月２８日 西尾
全労連26春の組織強化・拡大交流集会 ６月28-29日 髙田・恒川
春の自治体キャラバン実行委員会 ６月２９日 竹内・薄・小松
革新県政の会常任幹事会 ６月２９日 武藤・竹内
Ａｉ第４６回事務局会議 ６月３０日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
Ａｉ第２２回幹事会 ７月１日 幹事２１、事務局１
学習協常任理事会 ７月１日 竹内・髙田・市川
第５２５回愛知地方最低賃金審議会 ７月２日 竹内・住田・高田・市川
Ａｉ第３三半期会計監査 ７月２日 佐賀・小松・佐竹・高木
公務員賃金と最低賃金宣伝② ７月２日 西尾・柴田・谷藤・武藤

・竹内・磯村・住田・髙
田・市川

公務員賃金と最低賃金宣伝③ ７月３日 竹内・磯村・小松・近
藤・住田

Ａｉ青年協幹事会 ７月３日 川崎・小松
医労連定期大会 ７月４日 西尾・谷藤・近藤
愛知共済会総会 ７月５日 西尾・加藤ゆ・北村・小

松
中央社保協総会 ７月５日
愛知県原水協草の根６９行動（７日に変更） ７月６日
あいち総がかり行動運営委員会 ７月６日 竹内
Ａｉ第４７回事務局会議 ７月７日 竹内・佐賀・小松・髙田・

市川
原水協核兵器禁止条約採択9周年記念行動 ７月７日 磯村・髙田・松本
Ａｉ財政担当者会議 ７月７日 谷藤・若井・竹内・佐

賀・北村・小松・松本
Ａｉ県政ナイトあいち／愛知の劣悪な社会保障 ７月７日 武藤・高木
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会議・集会名称 日 時 幹事会・事務局参加者
Ａｉ第１０回社会的な賃金闘争対策委員会 ７月８日 竹内・薄・市川
社保協四役会議 ７月８日 小松
Ａｉ女性協幹事会 ７月８日 濱島・荒川・髙田
９の日宣伝 ７月９日 西尾・佐賀・市川
あいち平和行進まとめ集会 ７月９日 髙田
全国一般アクリル争議中労委第２回調査 ７月１０日
韓国・民主労総のジェンダー平等の取り組みを ７月１０日 西尾・近藤・髙田
学ぶ
Ａｉ新聞編集委員会 ７月１０日 寺田・薄・桜井・高田
憲法と平和を守る愛知の会宣伝 ７月１１日 薄・髙田・市川
名労連第２回幹事会 ７月１１日 竹内
自治体一般大府分会、国会議員との懇談 ７月１１日 西尾
Ａｉ女性協第３７回総会・映画「五月の雨」上 ７月１２日 西尾・濱島・武藤・荒川
映＆トーク ・近藤・住田・髙田
愛知社保協２０２６年度（第４６期）総会 ７月１２日 柴田・谷藤・寺田・竹内

・薄・小松・高木・松本

-20-



-
2
1
-

•-発行：量知県労働組凸•遍臼 〒馳e“暉 名古量市鶴田区沢下I09-7労●会鱚東纏3F電嗣05H71-5433

聰＜、伝える、学びあう
置男運•7211定覇大会 (7/21) 璽■のすみすみにnt嗣と學びあい」を
愛労違は7月21El

（月・祝）、名古屋市 1

中村区にあるフジ::,rl 
ミュニテイセンクー I

で第12回定期大会を

開催し、代議員、特別

;~~｀なオよ:;;: 1 
参加しました．

林達追副議長が廃l
会のあいさつ、議長団に矢野彩子代議員（医労連）、B注本竹敏代議員（中村地嫁センタ

ー）を遷出しました（写真右上）。来賓として全労遍副議長

の石川敏明さん、日本共産党愛知県委員会委員長の石山淳

ーさんが違帯のあいさつを行いました．

西尾美沙子議長はあいさつのなかで参議院選拳の結果を

ふまえ「H本人ファースト、核武装が安上がりだと主豪す

る候櫨者がいた．私たち労働組合は先の顎争の藻苔の経験か

ら差別・排外主義とたたかってきた。憲法を守り抜く」と強

lllll.「物釦高のなかで大幅賃上げ、最低賃金今すぐ 1500円、

医療社会保障の予算増額J「5万人対話で5千人の組合員拡大を」「対話と学びあいを大

切に．労働者・国民の諸要求実現＾愛労連運動の輪を広げて行きましょう」と呼びかけ

ました．

竹内創事務局長が情勢と運動方針、佐賀達也事務局次長が決算と財敦方針・予算を提案しました。続いて

寺113英明副戴長が「組織拡大表彰と新結成組合」の紹介、験後・禎爆80年セレモニーでは愛友会の大村義

則さんと高校生平和ゼミナールの代表がスピーチを行い、濱島ちか子冨11議長が特別決議「対話と学びあい

で｀駿争も核兵器もない未来をつくろう」を読み上げました。若井和則副議長が争議組合・争議団の紹介と

特別決鵬の提案を行い採択しました．討諭では25人（文書発言1)が発言（単産 18、池域6、青年憾1、

女性協1)。竹内事務局長が緯括答弁を行いました。新たな執行部を遍出（女性比率 36.6%).大会スロー

ガン及び大会宣言の提案・採択、柴田秀幸副議長が閉会のあいさつを行い、百屋議長の1i11結がんばろうで閉

会しました．大会の記事は、 22日に中日新聞が県内版カラーで、 23日1こしんぶん赤旗が襲道しました。大

会の祥細は愛労遮新聞8月10日号に掲載されます．

| AIRORENニュース 1 
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意見書詐年詔の59誦
7月 31 日の量貫劃•会で甑朗か

上m:士二：竺てに芯:;0を：：；ょ：：［l，芍”L̀

喜塁晨が言言一呈7月31日に開催される審議会（下記）では、すべての「意見書」が審議会委員に配付され、労働局の担

当から脱明される予定です。どのような悦明がされ、審議に活かされるか注目されます．

また、畳労連は昨年までの審議会資料が労働者の生計費にかかわるものが少なすぎることから、愛労連が

行った最低生計費芦算調査を審議の賣料として活用すべきだと要謂してきました。審議会で活用されるか

も注目です．

量賃暑名9300筆償0、オンライン暑名4997筆を提出
愛労連は、昨年秋からとりくんだ「最賃署名」の第一次分を7月4日に提出してきましたが、以日その

後に集約された署名ぼ： 300筆、オンライン218)を提出しました（写真）。合計で9300筆と緯97筆にな

ります。昨年は紙： 9210筆とオンライン： 4841箪でした。紙の署名は目欄の1万肇には届きませんでした

が、単産・地域の奮闘で咋年を.J:.回ることができました。また、オンライン署名はその後も増えており7月

28日現在で印86筆となっています。国ゴードがついたオンライン暑名は今後もティッシュに入れ、御頭

宣伝で配布していきます．

愛労連では、今後の宣伝行動として、中央最賃の目安額撮示後と畳知地方最低賃金審鵬会からの答申後を

計画しています。いずれも旱朝、三の丸の予定です。急の案内になりますが参加の準備をお顧いします。

審議会を傍聴しよう
7月31日（木） 13: 30～桜華会館
右の田コードから7月31日の算5勾回戴知地方最低貫盆膏鵬会
備聰申込みを入力し送信する（他の・鵬会と闊遍えないよう,o.
申し込み期厩は叩日の17時までです．

| AIRORENニュース 1 
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怒！意見陳述させず
7月31日の量貫●●会で労使墨員が「予定しない」と結●

愛如地方最低賃金審議会が7月 31 日~)午養2時から桜華会館で開催され 13人が傍職しました

愛労連が提出した署名（紙9300筆、オンライン署紐97筆）が中央に置かれ、提出された60件（うち1

件は使用者）の「意見書」が事務局から訟分にわたり餃明されました。

冒頭、愛労連の霊見書が読み上げられ、次の内容が紹介されました（要旨｝．「l印0円への引き上げ」「全

因一律制」「中小企業支援J「二者儡議も公開し鵬事縁の作成を（中央では正式な楊で楊議、愛釦は闇の中）」

「全国 47地方審鵬会中、“の審議会で意見陳述が実癒され｀咋年岐阜でも実施された。行うべき」「労働

者の生計費の賣料として畳労違作成の畳知県最低生計賽試算調査の活用を」「害申書に改定額の経過•理由・

帳拠の明示を」．

会長から賓間がある委員は？とあり、伎用者委員が「全匿一檸と愛知の審議との関係は？』 r暑名と意見

書の闘係は？」と発言しました。そして「意見臓述の申出があるが本年度、当審鴫会での必要性は？Jとあ

り．労働者委員から「事前に目を通した。昨年を超える物鉦高で最賃近傍の労働者は厳しい生活があり大蝙

引き上げを求めな意見書の内容と方向性は問攘で

労働者委員としては予定しない。意見書をふまえ審

霞に臨みたい」とし、意見魔述の必憂はないと発言

しました．使用者委只も「必要ない」と亮言し｀会

長が「震見簾述の場は必要ないか」と各委員に讀薗、

多徽決も拍手もされることなくf意見陳述なし」と

結論付けました．
、 —

一方、 29日の専門節会とこの日の審戴会に、愛労連の作成した「愛知累最低生酎費試算調査ぽ年単身

世帯）」などが配付されたのは初めてです。事務局の賣料としての配付は初めてです。

［擾出された意見書～7月31日の最賃審議会で配付された団体からの意見書名簿の順］
。J119働組合綸連合〇配紆達）、 O全日本建骰父運―諏ガ働饂合直~)葺知学重饂冑支鐵、 0土刃連・全1!1一般刃働組合蓑知阜方
本コアシス費纏~④·這鼠刃鵬組合憂知蜻力本郷B*アクリル支部、⑤全暉・全1!!1一戴労働纏合量”蜻方本瑯、®日本自檎
体労•組合鶴運合畳知県本嘗、の生櫨労運コーブあいち労●量合、®畳幡市重負男●纏合、②憂知県高等学校順·負鎚合、〇畳知県高等学
校合Il轡炉匹、R畳知県高 ・校暴順且纏合名古屋盲学筐分会、⑫尾攘中冨嬉区男働編合鑢連合、⑱東三帽賛饂園6
闘．鑓耀紐奮戴繕齢．“髄非這鵠員1万心鵬がりェ9M 麟蘊司ユニオン、紐トヨク9鶴合(A
TU)、傷B本属劃青糟1UIII丑•Ill合(JMITU)、 O酉三河嬉櫨笞●組合鶴遍合、⑳全日本国立嵐董”.Ill合（全藝労）量知遍区饉
・、⑬畳労運パー＂編吋運藻會、鬱生鱚労運量畑累纏•食． O薯編＊•員藍今〇全労運・全国一級労•麟合畳畑嶋方本鴨名古展櫓繍＊
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ォン、⑭量知鳳緊籟分鵬損祉”働輩合遍合会、R重労菖最低贄金・公美嗣紺葦養員会、 RT璽名稟鳩鑢刃働麓合鎗遍令◎名古屋市立大学
頓職員嗣合、轡陣害書田働瓢合、．覺労女、●覺労遍ローカルユニオン｀ ◎鸞知黒牡会保庫撞道饂鯰、鬱鸞労遍・ケア鯖贄会鵬

髄麟帽嘩合きWt.““生活畠瀧紐曇組合鯛ヽ鰈州騎ユニオン名古量北鵡．帽’"'働者ユニオつ珈＇
櫨、0畳知鳳攣濃員労働組合篇疇会、．JIiii!!:順・員労働組合、 0尾4頃"’員労働麟合、●一宮市蠍職員労働纏合、Iii愛知県國豪公
審員関連贅働纏合文鵬会議~認全日本建骰交運鍾虜働諷合償改賛）畳知皐木鶉、閃生菖賛連大学生饂真螂漏区鰊一贄諷日全国幅祉
餐宵愛●組合車寓遍方本郎、騎自璽＊T集⇔働組合内車葬オートエ禽蔓傭エ楊自交般9全．調日伸自動宣贄働組合、 57 ワークス菫•士
蘊自交一般あいち分会、鎚自車工彙賛傭温合内考凜自戴車濃禰士労組紐、 59生竃l書下げ反鯖盪知這纏会、的隼古屋ク9シ
一饂会
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最低生計費を採用
全国初！墨賃審議会資料に愛労連の試算調査

7月29日に開催された最賃審鵬会算1回専門部会に置労連が作成した「最低生計費蒙算調査結果（冊

子とカラーリーフ（写真）」をはじめ、地域最低賃金と人nの社会的増減の比較閲、若者が東京圏に龍出、

最低生酎費緯括表＝全疇の賣料が裸用されました。 愛知で20代が1人暮らし

言：::~丑伍？ご？：付の：：； 4；苔疇百
最賃審議会で労働局提供の賣鷲として愛労連が作成し ll!埠） するには国亙廼必要

これまで、労働局が紐してきたのは、労働者の生計 ；去．｀舟 竺喝
費賣料2点（二人以上の世帯など）、労働者の賃金4点、

霞”嘱{&もm)糟畢●11!●OII饂生計印算•,1'9,t1 ・り 1
事業の賃金知い彪力 12点でした（いずれも咋年）． 6

月24日の東海北譜ブロック要請、 7月4日の置労遍要請

（文書•署名提出）において労働者の生計費の資料の少

なさと内容について追及した結果です。愛労違は説明（意

見陳述） （16分租度）を求めましたが、実現はしていませ

ん。今後の諜題です．

中央からの目豆瓢を国11(8.5畜）

8月5日、第紐1回愛知地方最低賃金壇議会が開催さ

れ（傍職6人）、中央最賃審議会からの目

安額｛答申＝愛短63円など）の親明があ

りました（写真→紺9する小林洋子労働局

長）。今襲専門郊会（次回は8月7日）で

審戴され、次の審議会は8月21日休）

と鑽告しました

e—0 ，， 鼻

これまで労働局が提出した賽料による i 
と、 8月21日1こ答申なら（鼻議配乏付;~ 
月6日）、 10月18日窪効とされています。今後の審議が注目されます．
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愛労遮としては今贄、①答申後に三の丸宣伝 (8時～）、②異鵬書のとりくみ、③新最賃額周知と 1500円

宣伝（名古屋駅）を予定しています。
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核兵器爵絶の決意
櫨蠅80年、■ 2025年置界大会に酉層■らが参加

8月3日から6日まで、原水爆禁止2025年世界大会が

広島で開かれ愛知からは青年学生・中寓生訂人を含む約

200人が参加（長崎含む）．敏爆80年の飾目の年に多く

の若い世代が参加し、槙兵幕のない世界をと訴えました

広島大会には、愛労連から西尾疇長をはじめ、副議長

の寺田さん（愛高敷）、濱島さん（医労連）、鱗事の議村さ

ん（自治労違）、加藤さん（タクシー饂議会）、松本さん

（愛高敦、単産から福保労｀自治労違、医労違のなかま

などが参加しました（写真は愛知の参加者）．

日本平和大会、寓行●●金が細違

10月お日（土） ～％日（日）、日本平和大会in愛知が

開催されます。すでに実行委員会が10回開催され、25日

の夕躙から行われる「学びと交演のつどい」 1:l:8つテー

マがあり、愛労遮と単産が実行委員に加わっています．

参加は2日間で全体2400人、鸞知から 1加0人、繋労連

から伯0人が目標です。成功させましょう。
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最賃・人勧大幅アッフ
みんなのたたかいで勝ちとった大輻引き1:げ
8月1H、厚労省が公衰した「民間主賽企業春季賃上げ

裏求・妥結状況」によれば、労働組合のある大企業（資本

金 10億円以上、従業員1,000人以上） 390社の25春闘

の平均賃上げ妥結額は18,紐9円(5.52%)で、前年(17,4115

円）比1,214円上回る結果でした。

それでも、実質賃金 (2025年6月）は6ヵ月連練のマ

イナス．夏季一時金が支給されたにもかかわらず下がり

饒けています。物価高鵬に賃上げが追いついないliEです．

8月4日、ようやく 2026年度の最低賃金の目安が、中

央最低賃金審議会から厚労大臣に「答申」されました。そ

の目安は、過去最大の全国平均で63円（6.0%増）引上げ

で、時給1,118円となるものです。同日、石破首相は「内

閣の『.20幻年代に全国平均1,500円』という高い目標に

御配意をいただきながら、データに基づく真摯な議論が

行われておったというふうに承知をいたしている」と語

り、実質賃金の改善には最賃など「政策的（制度的な）な

賃上げ」が必要なことを霞めました． I るこ西心：人面面5面~一
そして、 8月7Hには、因家公務員の給与にかかわる勧告が人事院から政府に示されました。そ

の内奪は月例給8.62%(8％を超える賃上げは以年ぶり）、一時金0.05月の引上げを求めるもの

です。川本緯裁から「勧告」を受けとった首相は、「民間で広がりを見せている賃上げの状況が反

映されたもので、公務員全体の人材瀧保に賣する内容だ」と述べました．

社会的な賃金闘争が成果を生んでいる

「過去最高」や「34年ぶり」となる成果を勝ちとったこのは、私たちの運動の成果です．公国

民賽瀾で｀生活を改善できる賃上げをめざし、首相が掲げる「賃上げこそが成長験略の要Jという

理念を実現するには、政策的に「最低賃金」と「公務員賃金」などの引上げでけん弓lする必要があ

ることを訴えてきました。まさに、愛労連が大会方針で掲げた「社会的な賃金闘争」が賃上げを勝

ち取れる方針である事を示しています．

秋季年末闘争では、「公的価格」の引上げによるケア労働者の処遇改善、目安額を上回る愛知県

最低賃金の実現、人事院勧告を超える地方公務員の賃上げ、非正規公務員制度の改善による男女

の賃金格差の是正など、みんなの運動で前進を鵬ちとるチャンスです。
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シェンダー平等て無談
愛知県弁護士会と愛労運 8月7日／2時闊

愛労連と愛知

で、「ジェンダー

平等」をテーマ ::.

＝ に懇蔽を行いま ＝

した。

愛知県弁護士

会からは川合伸

子会長（写真の

右から2人目）、

小川洋子副会長

（同右）はじめ、百村俊一副会長、宮崎亮弁護士。愛労連からは西尾美沙子鵬長、武籐貴子副議長（自治労

連愛知県本部新委員長）、磯村和佳子幹事（名古屋市職労新委員長）、佐賀達也事務局次長が参加、懇談は2

時間にわたりました。

愛知県は、ジェンダー格差が大きく、その背景に今もさまざまな湯面に残る「性別役割意識」があること、

愛知の男女賃金格差は、男性 100に対して女性73.2と全国43位。管理職における女性の割合は全国最下

位と課題が多く、これが女性の東京圏への人口流出につながっている背兼のひとつにあることなど、内容の

濃い意見交換の湯となりました。

昨年の臨時大会 (24.1. 21)でのジェンダー平等宣言を採択し、非正規公務員の処遇改善のとりくみなど

を紹介しました。

自治労連の新役員がごあいさつ

7月 31日、先の大会で新任された自治労連委員長の武藤貴子さ

ん（写真中央）、名古屋市職労委員長の攀村和佳子さん（同左）が着

任のあいさつに、前愛労遮副議長・自治労連委員長の林達也さんが

退任のあいさつに来られました（愛労連事務所）．

武藤さんは愛労連副議長、議村さんは愛労連幹事として奮薗されます。

• 
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過去最高も目安超えず
.. 響■会が1,140円を答申労●書蜃員は反対（8/21)

愛労連の竹内事務局長は、 8月21日の愛知地方最低賃金審議会（写真）から汲却労働局長への答申に対しての談

話を発表しました概要臼彫比ます。

1 愛知地方最低賃金審議会は8月 21日、 2025年度の愛知県の最低賃金を現在の 1,rm円から 63円引き上げ、

1,140円(5.8%)とする答申を憂知労働局長に行った。僚I力発生10月18日）

2 19日、大村知事は赤澤経済再生担当（賃金向上担当）大臣の申し出を受け、「最賃引上げに調する意見交換lを

行った。赤澤大臣は「愛知県には全国の最低賃金の牽引役になってもらいたい」「目安額を超えて引上げした湯合

には、国の補助金などによる重点的な支援など、最低賃金引上げに対応する中小企業・小規模事業者へ大胆な後押

しを検討している」と税明した勾日、大村知事が臨時記者会見を

411し戌持ちとしては目安碩える引上げ」「目安額以上での決着が

望ましい」と考えむ岱ぺ「今日中↓ー＂給只に届ける」と回答した，

愛知県知事が最低賃金の引き上げについて意見をするのは初めて

・― のことで、知事のこうした行動糾応世する。それにもかかわらず、

21日の審議会では、会長からも労働局からも、知事のコメントに対する「受け止め」「見解J濱t明」等の発印f

いっさいなかったことは、県民にも県内の事業者に対しても不誠実であると指摘せざるを得ない。

3 愛労連は、この1年「今すぐ1,500円」を求める署名・宣伝を行ってき1t.全国の運動も活発で、世綸形成が図

られ、物価高騰・実質賃金低下のなか、政府が「2020年代に全国平均1,500円」の目標をかかげた。全国では知

事からも要請が行われ、目安額を上回る答申が相次いでいる。鳥取9円、島根8円、石）117円、福井6円、茨城6

円、 Aランク 1円など、 21地方中16地方 (8/25時点では` 28地方中21地方で75%)で目安を上回る答申が行

われる中、愛知の目安どおりを労働者・県民は受け入れることはできない。

4 略

5 審議会では、愛労連が実施した「最低生計費試算調査」 (20代：単身者）を労働局提出の資料として初

めて採用したことは評価に値する。多くの地方審議会で実施されている意見朦述は実施されず、実施しな

い理由も明蘊でない愛知書議会の閉鎖的な姿勢は労働者・県民の理解を得ない。

6 愛労連は「審議の活性化」を求めたが、公労使各1名の委員以外は、ほとんど発言がなく、皆需の委員

が多数だった。委員には多額の手当が支給されており、それぞれが各分孵を代表して選任されているので

あり、全委員から発言があって然るべきではないか。それが県民に付託された委員の役割だ。

7 愛労連は、異議書の提出（異議審9月8日）を県内労働者・労働組合に広く呼び掛けるとともに、大村

県知事に改めて審議会に意見するよう求める。労働者・県民の生活を改蕃するために 「最賃今すぐ1,500

円、めざせ2,000円」の実現、全国一律最低賃金制度の葎立に向けて奮闘する。

2025年8月21日愛労連事務局長竹内創

| AIRORENニュ_ス | 
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63 円C‘は~IJない
蕃申に異霞宣伝 東澗テレビ・テレビ愛知・中日新闘・しんぶん赤鑽が蹴材

8月21日（木）、愛知地方最低賃金審議会長は愛知労働局

長に最低賃金1140円を答申。目安額どおりの63円引上げで

は、物価上昇に追いつかず生活改善には足りない額です。

全国では 7割を超える地方で目安額を上回る答申が相次

いでいます。秋田 16円、烏取9円、島根8円、石川7円、

福井6円、茨城6円、 Aランクの千葉でも 1円など、 29審議

会中 21審議会です。目安どおりでは労働者・県民は受け入

れることはできません。また、大村知事が8月20日（臨時）

と21日（定例）の記者会見は、初めて最賃引上げに触れま

した

こうしたなか、愛労連は8月 26日 O)午前8時から異

議申出を呼びかける宣伝を行い 15人が参加。ビラ（ティッ

シュ入れ＝右） 658部を配布しました。

輝テレビ、テレビ愛知、中日新聞、しんぶん赤旗が取材

しましに最賃宣伝でこれほど多くの報道機関が取材するの

は初めてです。

I3 ... I ••一

・贔貫量炉T●1●叫41tt1

宣倒終了後、労働局賃金課に出向き、竹内事務局長が異議l
書（愛労連、全医労）とオンライン署名の追加分1917筆分を

提出。署名の合計は、紙の署名 9300筆分、オンライン署名 . • 
嶋一

6914筆分で合わせて 16214筆分となりました，

意見書 (59)を上回る異議書の提出を呼びかけています。

1異鵬書撮出は9月5日まで。労働圃長に直送か、

.¥,_h之’.,.

AUM"’コメントに●●ぐ9介？
J̀宣す

3日までに愛労遍に
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訓偏扁超える賃Ilfを
名古屋市人事委員会へ給与勧告要請書提出 (8月19日）

労；：ょニニ：口：：：：詞：こ：：：心］よ紐；。
対して、「2025年給与勧告に対する要請書」を提出 、

しました（写真）。要請項目は7項目で「物価高騰

を上回る月例給・一時金の引き上げ」「地域手当を

基本給に組み入れる」「55歳以上の昇給停止をやめ

る」「市職員の兼業制度の安易な拡大をしない」「私

傷病による減免制度の賃金全額保障期間の拡大」「会計年度任用職員の労働

法等の遵守「長時間労働の解消と定員の増員」。

人事院が8月7日、国会と内閣に対し、国家公務員の給与と人事管理に

関する勧告を行いました月例級では官民格差が1万5014円（3.62%)あ

るとし、大卒者（一般）で232,000円 (+5.5%、12,000円）と若年層の改

善に重点をおきつつも、中高年層などこれまで改善がすすんでいなかった

世代にも昨年を上回る改善勧告が出されました。一時金についても0.05月 一

(12月支給分の期末手当0.25月、勤勉手当0.25月）引き上げ、年間4.65月と昨年を上回る勧告となっています。

こうした改善は、私たちのこれまでの運動が大きな役割を果たしましt::.

長年にわたって要求してきた比較企業規模については、 50人以上から 100人以上に戻しましたが、本府省職員の

み東京23区内の1000人以上の企業規模を対象に比較を行いました。

期間業務職員の処遇

について一切触れられ

ていません。改善は進

んでいますが、正規と

非正規の不合理な格差

があります。

なお、公務共闘・自治

労連•愛労連は、 9月 1

日(Jj)、愛知県人事委

員会に申し入れを行い

ます。それに先立ち8

時から三の丸で宣伝を
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実質賃金上げる勧告を
愛労連・公務共闘・自治労連が愛知県人事委員会に要肩（9/1)

9月1日（月）愛労連・公務共闘・自治労連は、愛知県人事委員会に対し、「2025年給与勧告に対する

要請書」を提出しました。要請団は愛高教2名、自治労連 2名、福保労 1名、愛教労 1名、名高教1名、愛

労連 1名で、愛知県人事委員会からは4名

が参加しました。

要請内容は、給与改善、教轍員処遇、

非正規雇用、主務教諭制度、通勤環境、

ハラスメント対策、週休3日制度など幅

広い課題です。

はじめに、愛労連の西尾議長は「人事

院勧告が 30年ぶりにすべての階層で給与

引き上げを勧告したことを歓迎する。し

かし、物価面騰で実質賃金は低下してお

り、県民のくらしを守る立場でも愛知県

の給与をはじめ処遇の改善に努めるよう要請する」とあいさつをしました。

懇談では、「民間大企業（トヨタなど）では賃上げ進行、県も積極的な引き上げを求める」、「主務教諭制

度は分断・差別につながり強く反対」「担任・副担任制度は教員間に分断を持ち込むものであり、個別加算

手当は不要」「公共交通が使いづらい学校現場の現実に即した通勤手当制度、駐車場整備を」「単なる給与

引き上げにとどまらず、公務職場全体の労働環境・制度設計の見直しを」「定年延長者の賃金は、仕事が変

わらないのに定年前に比較して 7割、実際は6割で見直しを求める」、「民間福祉・保育への影響も見据え

た県の人事政策、県の監査体制強化、人員体制の整備も急務」「すべての非正規・会計年度任用職員の安定

雇用・格差是正、四月遡及を実現、パートタイム・有期雇用労働法の適用を」「ジェンダーギャップ指数の

改善など女性職員の処遇改善を」など求めました。

愛知県人事委員会は、一定の理解を示しつつ、国基準を踏まえた上でのバランスの取れた改善を目指すと

し、個別課題についても継続的に検討す

る姿勢を見せました。

ビラ550図已布
要請に先立ち、 8時から三の丸で宣伝行

動を実施,10人が参加して、最賃引き上げ

も同時に訴え、ビラ550枚を配布しました。
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医療・介護・福祉の充実を
いよいよ始まるケア労働者賃上げアクション
愛労連秋季年末闘争の重点の 1つである「ケア労働者の大

幅賃上げアクション」。その具体化を議論する第1回ケア労働

者対策委員会が9月1日に行われました。推進体制は、愛労連

と関係単産（医労連、福保労、自治労連、生協労連、建交労、

名古屋市職労）で構成されます。

関係単産だけでなく、すべての単産・地城でケア労働者の大

幅賃上げを推進する行動を展開しま

す。

国民春闘共闘委員会・全労連は、9月

3日（水） 18:30~20:00まで完全オン

ラインでアクションスタート集会（右

のビラ）を開催します。愛労連から福

躙
祉保育労東海地本の西田知也書記次長が特別報告します。参

加登録は右のQRコードから。

11. 6地域総行動（全国統一行動日）でも宣伝などを計画し

ます。運動の展開は、単産・地域代表者会議 (9月 17日）に

て報告します。

「将来、自分が加害者になりたくない」

...... _...........鱚．．

ケア労働者の
大幅賃上11'
アクション

スタート畢会

2025.9.3。
18:30~20:00 
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若者気候訴訟学習会

「明日を生きるための若者気候訴訟」と「クール・

クライメートあいち」は30日、ウインクあいちで学

習会を開催し、会場とオンライン合わせて約70人が

参加しました弁護団の小出薫弁護士から、「いまさ

らだけ昂訊きたい若者気候訴訟」と題して、気候危機

とCO2排出、削減のとりくみの現状と訴訟で何を

根拠に排出差し止めを求めているかなどの説明がさ

れ、 1問1答で質疑が行われましたその後、 2人の

原告（写真）がパネラーとなり、気候危機や原告となった思い、将来に自らが加害者になりたくないという原点など

を語りましt;:.,9月17日休）には、 14時から第4回口頭弁論が行われ、原告が意見陳述を行います。傍聴をお願

いします。
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目安上回る地方82.2%
異議申出の受付、 9月5日（金）まで

全国では、例年

以上に審議を重

ねている地方審

議会の答申が相

次いでいます。

【目安を上まわ

る地方】

+16円：秋田、

+15円：群馬、岩

手、福島／＋14

円：愛媛、長崎

/+13円：山形、

名駅前：写真上 (7月14日）、三の丸
写真右 (8月26日）の最賃宣伝。中日新
聞としんぶん赤旗が写真付き(8.26は東
海テレビ・テレビ愛知も）で大きく輯道
した。

/+12円：青森／＋10円：佐賀／＋9円：鳥取、鹿児島／＋8

円：島根／＋7円：石川、宮崎、沖縄、高知／＋6円：福

井、茨城、／＋3円：香川、徳島／＋2円：新潟、北海道、

宮城、奈良、広島、福岡、岡山、和歌山／＋1円：栃木、

千葉、兵庫、三重、富山、岐阜、山口、山梨、京都。

【目安通り】東京、神奈川、埼玉、長野、滋賀、大阪、愛知、静岡

【目安を上まわる地方数（ランク別）】

A (6地方） ／1、 B (28地方） ／25、 C (13地方） ／11 ⇒45地方中 37(82. 2%)が上回っています。
一方、発効日を 11月以降に指定したのは約 56％にのぼっています。

9月3日までに団体・個人37通の異議申出を提出

愛知審議会は8月 21日、目安額63円通りの答申を行いました。同日、愛知労働局長は、この答申に対

する「異議の内容及び理由を記載した異議申出」の公示を行い、「9月5日までに愛知労働局長あてに提出

をされたい」と通知しました。愛労連事務局では、愛労連に送られてきた団体・個人の「異議申出」を9

月3日までに 37通労働局に提出しました。 4日中に愛労連に送っていただければ持ってい

きます。昨年は 54通で40分説明しました。

提出された異議申出の審議をする愛知地方最低賃金審議会が 9月8日（月）午前9時 30

分からKKR名古屋で開催されます。多くの参加で傍聴しましょう。申し込みは⇒⇒
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異議59=t 1,140円決庄
申出内容40分説明、新最賃額10/18効力発生
9月8日、 KKRホテル名古屋で第 523回愛知地方最低賃金審議会（異議審）が開催されました。傍聴者

は11人、報道関係は4社でした。

9時30分開会。労働局長から審議会会長あてに「最低賃金審議会の意見に関する異議の申出」について

諮問が行われました。提出のあった「異議申出」 60通（うちー通は使用者団体） （昨年は 54通）の説明を

事務局が約40分行いました。

主な内容は、①答申額 1,140円では足りないこと、②審議会会長が愛知県知事のコメントを無視したこ

と③愛労連の生計費資料説明や意見陳述をさせ

ないこと、④非公開・議事録なしの休会中の「協

議」に対すること、⑤8.21答申に「経過・理由・

根拠」の記述がない、⑥違法判決の生活保護費と

比較していること、⑦中小企業への「支援要望」

（国と県に対して）です。

この異議申出の内容について、労働者委員から「我々が主張してきたことと同じだ。物価高騰で生活改善

ができないことも主張してきた。昨年の 50円、今年63円の引上げは前向きに受け止めるが、我々の要求か

らすれば残念な額だ。価格転嫁も必要だ。全国＿＿39＿審議会文旦宏額を上回＿？文y＿沼心．ーと＿は大きな流れだ，＿＿＿来

焦＿も続＿く烈て＿そーの速から＿遅れな＿y〉よう＿に＿＿しなけ＿ればならな＿し＿、ー，―-東海＿を引＿っ張るカーーを愛抱空＿ら発信＿＿しな枕れ

ばな＿＿らなし＿'-•＿＿愛知県抱事からの発言ーを審議会会長＿と＿しヱヲ必＿と＿＿じしなほ＿う＿が＿よ＿y]。中小企業への支援強化、

年収の壁、社会保障の見直しなど実効ある施策を政府・行政に求めたい」。

使用者委員から「これだけ多くの異議申出があったということは最賃の関心の高さを表している。中小企

業支援の声が多く寄せられたことに感謝する。地方では発効日を 3月にするなどの動きもあるが、それでは

（効果も）半減する。発効日をいち早くしたほうがよいと考える。支払い能力から 3.32%、35円を主張し

てきた。改めて審議をすれば発効日がずれるこ

中山会長、またも知事発言無視 とになる」。

中山会長から「物価動向、賃金アップ、価格転

嫁、統計データから議論してきた。異議もあるが、公益としては8月 21日の答申通り決定したいというの

が結論だ」とし、多数の異議申出にあった知事の発言に対するコメントもなく、答申することが決定するこ

とが適当と結論づけました。

このあと会長から局長に対し「時間額 1,140円」などの答申が手交されました。労働局長は「愛労連はじ

め60件の異議申出があり審議され、その結果8月21日の答申通りと決定いただいた。 9月 18日に官報掲

載、 10月 18日効力発生となる。今後、新最賃額の周知、広報活動に全力を尽くす。中小、零細企業への支

援は（助成金など）、関係団体と自治体が連携し周知に総力をあげる」とあいさつしました。

| AIRORENニュース I 
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つながる公其の再生
秋闘ケア労働者大幅賃上げアクションスタート
25秋闘ケア労働者の大幅賃上げアクションスタート集会が

9月3日、国民春闘共闘委員会、全労連の主催でオンライン

開催されました。

決意表明は、日本医労連、福祉保育労、自治労連、全国一

般、生協労連、建交労、東京地表、愛労連の 8団体。

愛労連は、福祉保育労の西田書記次長、生協労連はコープ

あいちの小林さん、建交労は学童保育愛知県本部の立嶋さん

と愛知から 3人が発言しました。西田さんは、①愛労連ケア

労働者対策委員会で産別を超えた運動を追求し、連帯が強化

されたこと、②福祉サービス会社「恵」不正問題でのとり＜

三言言旦言詈□鬱,~
の組合員が40人に増え、 4事業所では過半数を握っていることを報告しました。

集会は全体で約 170人、愛知からは20人余が参加しました。

残業時間切り捨て、

＾ ^ —一←4こ
ー一血コ

愛

勝手に有休など不満蓄積

・『‘

仁聖会労働組合結成～医労運

9月6日、碧南市にある透析クリニックの「医

療法人仁聖会 碧南クリニック」で新しい組合が

結成されました。

組合名は、「仁聖会労働組合」です。ハラスメント

の相談がきっかけですが、残業時間が1時間未満切.̀. り捨て、有給休暇を取得する際に理由を何度も聞か

れる、勝手に有給休暇が入れられるなどの不満が多数出てきました。職場環境を改善して働きやすい職場に

するため仲間を増やすなかでの結成です。西三河労連にも加盟しました。 9月には要求書を提出し、 10月

に団体交渉も予定しています。結成大会には、全国からメッセージが寄せられました。
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来年へ大きな財産

'ョ署名・宣伝・要調・意見書・異議書・報道
愛労連NEWS617号(9/8)やマスコミ報道でもある

ように、愛知県の最低賃金は、10月18日（土）から 1,140 ~ 

円になります。

愛労連の竹内事務局長は9日、「最低賃金 1,140円で

は生活を改善できない」とする談話を発表し、単産・地

域組織とテレビ・新聞の報道機関に送りました。（談話

全文は、愛労連のHPにアップ） ， ~ ...,_. 

談話では、「異議申出」が近年最高の 59件 (24年＝54| 7.14 名古屋駅 1..,_
件、 23年＝47件、 22年36件）となった背景に「10月

から飲食料品の値上げが 3千品目を超えることなど生活不安が背景にある」とし、異議書全体の内容を8点

- - - ·— ，にわたり説明しています。「答申額では足

伝活動とともに、労働局・審議会・県

知事への要請、昨年大幅引き上げを

後押しした徳島県庁からの学習、近

年では最高となった意見書・異議書

の提出運動にとりくみ、大幅引上げ

の必要性を世論化してきた」と述べ

ています。こうした活動は、テレビ・

新聞が報道してきました

来年につながる大きな財産です。

新最賃周知＆1,500円宣伝
10月18日（土） 11時～12時

名古屋駅

りない」「全国で8割の審議会が目安を上

回る答申を出している」「愛知県知事の目

安額を上回るコメントを会長が無視」な

どです。

また、「愛労連は、昨年秋から署名や宣

薗l『[Iiitiii9I翡Ili箆
叩虹品 Ill- -114年 11?
庸iili庫』］り
9月9日（火）の中日新聞

県内版／愛労連の異議書や

県知事発言が報道された。

町内憫
inm・nもiiり

| AIRORENニュース I 
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ストッフ、暇争への菌
あと1カ月余、日本平和大会in愛知 (10/25-26)

10月25日（土） ～濶日（日）に置知県で開催される「日本平守大会」

が、あと 1カ月余に迫りました

実行委員会は昨年から1111催され8月蕊日で11回を歎えます。 10月25

日の 16時から、 8つのテーマで行われる「学びと交坑のつどい～愛知か

ら見る平和の今～」の打ち合わせも同時並行的で開催されており、建交労、

匿労連、愛高鰍．自治労連、年金看組合、福祉保育労、名古屋市職労、愛

労遵事務局が奮閾しています。

いま、県内各地で、さまざまな団体が『パンフ：ストップl醸争する国

づくり、チェンジ！平和外交の道へ」を活用したミニ学習会を行っていま

す。髪労連では8月27aの幹事会で繁知県平和委員会の矢野事獅局長（写真）を迎えてぬ分学習を行いま

した。パンフレット（一椰）は、単産・鮪域組織

に送付していますので、計画をお顧いします。

（講晒依頼は062--931-0070／平和委員会まで）．

全国から多くの参加者が曼知に来ます．大会

の成功のためには、会湯案内、会場被奮、受付｀

パレード先瀑の運転手など、多くの夏員が必賽

です．みなさんのご菖力をおねがいします．... 
go拿

`

[

 

ー
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罷鱚圃醜への贈待大
東三河労運が第37回定期大会 (9/14)

9月14日(fl)

アイプラザ畳橋小ホ

ールにて東三河労遮

第 37回定期大会が

行われ、代鵬員、役

員、傍疇、来賓など

60人参加しました．

開金のあいさつに

立った伊薦鵬長は、

「東三河労連が地域

の複歎の戴判で支擾を続けてきたこと、豊橋公園アリーナ間題の住民投票でも一定の動きを作り出してき

た」ことなどついて館しました．

―・ー ... 愛労連の佐賀事慕局次長は（写真）、 「東三河労連の池域での役割、そし

11て平和行進等でも高校生や奥三河の仲間まで幅広く活願の翼を広げたことを

評価J、また「批代交代が憮眉の属題となっているが、労働組合がこの問題

を京厭していくためには、子育て世代でも、非正規雇用でも、若者でも、識

でも参加できる艦織のあり方を作り出していかなければならない」と訴えま

した。

討論では、①東濱大王バッケージ労組；戴判支援に感謝、 12月には、東

京で再度争議支援行動をする．年明けには鈷人の法廷を傍慧で壇め尽くしたい。襖力な粘り豫い支援

を1」、②禰鰈市職労：地曳網中止が7年ほど練いている．楽しみに待っている組合員から予備日を設け

てでも虹してほしいとの声がある』 「庸郡市 ：ら．l：|9月1SEは）定例の配たと平和を‘
民病院が10億円の赤字状戴 2026年の診療織鴫

改定に向けて、東三河労連としても強い行動を

鱈してほしい」、創瑾者鼠合：「社会鴎

に対する攻撃は非常に蜻い。 10月12aには年金
一揆組織飲大も全力でとりくんでいるが実情

は厳しい。現役の皆さんも退職したら年金者組

合に加入してほしい」．全議題が褪案通り可決

され、最優に全員で集合写真を撮って閉会しま
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いいね13つの大切
「対話と学びあい」集中期間に向けて準備をすすめよう

愛労連は、 「対話と学びあい推進、仲間増やし

集中斯間」を11月～2月（準傭会鮨9月～10

月）に設定し、 「仲間を増やして要求実現」の実

践1こむけて、職編の全組合員・未加入者を対象に

した「要求対話」 「作職対話」 「仲間ふやし常

話」を展Ill!しようと呼びかけています．

月111l援半の1月と2月は春閾アンケートのとり

まとめと璽求練り上げ、「作駿対語」と「仲閏ふや

し対」をすすめます。

10月 11日（土れから 13日（月）に開催する「レ

バカレ2026」は、全労連の繊織と運動の飛躙をはか

る機会として成功に全力を上げます。レバカレの参

加は` 9月19日時点で愛知から37人．この数は全

国参加の 10％でダントツ1位。自治労連からは21

人の参加が予定されています．まだ、集約中の単産

もあり、鸞知の参畑者はさらに増える見通しです．

愛労連は9月25日休）、「対話と学びあい」の

学習として、憂高敏書記次長の松本慶子さんが組織

拡大の実麟を通じて感じた「労働組合の大切さ」「濃

厚渕謂の大切さ」「1人ひとりの大切さ」の「8つ

‘̀ 

愛労連＇^ の

S、 仲間
＇` 愛高教組織を強く大
「対話と学びあい』の冥践から

9.25木講師：松本陵子氏
彎1111:18:30-19:30 

●●籠 ・記次量

禽ヽ場：ご閃竺11 - 1 

の大切」を語します．綿織拡大がなかなか遣まない、「対語と学びあい」つてどうすればいいの？と1lliんで

いる役員へのメッセージです．多くの参加を呼びかけています．

会場あふれる参加
9 月 14 日（日）労働会鰯東館ホールで革新•愛知の会の講

槙会が行われ会楊あふれる 180人が参加しました會欝師は一

橋大学の渡辺治名誉敷授でテーマは「参議院選挙後の激変す

る情勢と求められる革新墾運動」．複辺氏は「消費税減税｀医

療・介霞の充実を訴える運戴を草の根から。政治を変えるた

めの共同を大きくしよう」と呼びかけました．

| AIRORENニュ-ス | 
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仲闘ふやしと司視ftを
全国一艦詐年比7人上国る

9月20日、労働会館本館会戴室1こて、全労連・全国一般愛知 I?

地 53回定期大会が開催され、組合員は咋年7人を上回る純

増で大会を迎えました。

方針案では組織拡大と夏求実現のため『全員参加の組合活動

4つの基本の実践』が提起されました。

①会議の定伊」開催、e法律や情勢攀を学ぶ学習の定例闘催
③労組活動や情勢嶋を伝えるニュースの定期発行、④職湯の声

を集めるアンケート活動、署名、行動への参加です．

璽交労纏會員1500人を鵬望

9月 21日｀建交労第27回定期大会が労働会館東館ホールで

開催されました。

建交労は、 1印0人県本邦への回箪をめざして運動を展開してきました。この1年間で増勢に転じた組織

は、柘檀運送支蔀で6人増、東渾CS分会で1人増、労職あいち分会で1人増と3つの組合が昨年比を上回

りました。名南培域支部・丸ー運輸分会では建交労の活動に共感し7人が一気に建交労に加入｀同じく名南

蜻郎・名新墜運班では職楊で組合が存在することが大事だと8人の仲間が蘊交労に加入しました．

新年度に向けて、組織拡大に力点おき、 LOO人以J::の純増をめざすこと、全組合員参加での奪闘アンケー

トを3倍の伽0人を集約｀トラックの日宣伝などが提起されましft.労働組合の存在を可視化する行動を

重視しています。

また、学習の友•お試しを呼びかけ、「対話と学びあい」のとりくみを意思統一しま した。

AIRORENニュ_ス | 
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教育田園に分輛持ちnむな
n虹E」総特法の最鋼化を許さす畢庁前行動に100人趨償t●徽）
『 「 ー・・---- 、—[-- - -

対酷がチカラになる

•―—,云‘― mn~ -- - --

愛高教は、 9月以日（木）夕絹、「改正J給特法の条例化を許さないとりくみとして、県庁前行動を行

いました。県鹸委と人事雲員会への賽請とともにコール贔レスポンス等で塵り上がり、愛高敦から90人以

上、愛労連などから 18人、名高敏と愛教労からも参加があり、緯贄100人超えの大星況となりました．

愛高頓ては、 8月末に全県オンヲイン会議C行動を提起し、約一ヶ月、参加者100人を目攘に参加を呼

びかけてきました。当日、 14時30分から愛知県人事委員会へ宴請暑名を8千筆蠅出しました。

県庁前行動には参加予定でなかった人が参加してくれたり組合未加入者を運れて来てくれたりと｀髪

高檄の底力を実慮し、さらには仲1l11への濃い信頼を改めて感じる時間となりました．大塵況に潰足せず、

私たちの顧いが叶うその日まで引き饒きがんばります．

畳労連からの多大なる愛を常に慮じています。いつも支えてくださり、本当にありがとうございます。

次回は10月31日（金） 16時半～です．（鸞高敏松本醸子）

定厨て偏れない9讀 I 中日新聞としんぶん赤旗が取材
愛高教辺会で愛知皇の西尾年は「定 この行動ば中H新闘としんぶん赤旗が取材。公日の中

時で爆れない釦麟は9割亀休日出蠍して 日新聞r県内版」に「主務艤諭設置やめて県人事璽などに
いる“員も。餐知県は最育予算を増や 憂望」の見出しで、カラー写真付きで衝直しました。

せ」と訴えました． 「主務m會の導入で管理する偏とされる側で大きな璧が
でき、歌員間が平等でなくなる．このままでは学校がもたない」と掲轍しました。

| AヽRORENニュ-ス | 

置彎遍2025年蒙學年末●●方針を酎● 皐塵・雌嶋代襄書食● (9/17)

愛労連は、 9月17日（水） 18時30分

から労働会館で第1回巣蘊嬉嫁代表者会

:::;;、事：：~::::: ~•おi
人、女性饂1人、事務局6人の4.3人が参

加しました。

百尾鵬長は、「対語と学びあいで、仲1111

をふやし、ケア労働者をはじめ。すべての

労働者の大幅賃上げを実覗しよう」と訴

えました。竹内事務局長は、 3つの重点方針として、①秋圃の

特別行動「ケア労働者の大幅賃上げアクション、②蜻話と学び

あい撞進、仲間ふやし集中期間、③労働運動交漑集会 Iレバカ

レ2025」の成功とそれぞれの行動の具体化を韻告・提案しま

した。

酎論では単産から 8人、地箪から 5人が癸言しました•

①来年の診療鍼酬改定を符たずに署名・記者会見など行動

（医労遍）、②肇定闘争と会計年度任用職員の組織化（自治労

連、③11月の労働局憂請と働く女性の中央集会は礼t協）、④

11. 2中川フェステイパルのとりくみ（中JII熔域センクー）、R

JO月26a、26HIJII催の日本平和大会の成功を（守山労連）、
紡．14東三河労連定期大会の輯告d［三河労連）、⑦10.4名損
毒ぶどう酒事件10年行動（名古屋中地域センクー）、⑧職漏ア

ンケードで800人を超える回答、「名労連」会議への参加q滋ぼ嘴）、⑨小牧平和県民集会と日本平和大会

の成功頃中地区労連）、⑳給特法の問題点•長時間労働（愛高教、⑪給特法で賃金引き下げも〇鳩t労）、

⑫夏季夜間のスポットクーラー設置と組織拡大、会計年度任用職貝の公寡撤魔めざす （自治労連・名古凰市

職労）、⑬職湯の団交で要求実現、 11月の綸行動で鱚域組織は福祉保育労分会に声かけを（福祉保育労）．

竹内事務局長は討論を受けて、『元気な労働組合を作には対話が欠かせない。 26春闘に向けて、この秋か

，
 
,.
 

鼻
・
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9
プ`

ら一籍にがんばろう」と呼びかけました．

日本平和大会の要員の輻告を10月3日までにおねがいします。

| AIROREN.:;;;..:z-ス|
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平和のつどい1800人
櫨●80年、纏・書ととも1こ績兵國願鑢の屋い新たに

愛知県原水爆槙災者の会（愛友会）などによる実行委員会は9月27日、渭直後・槙爆80年 あいち平和

のつどい」を名古屋市公会堂で開催し、のぺ1800人が参加しました．

愛知県民へ広く平和を訴えるつど

いで、鸞知県と名古屋市が犠擾しま

した。

午前中は「原爆犠牲者追悼憲霊祭

～儒ぶ集い」が開催され｀愛労連の

酉尾朧長があいさつしました．百尾

議長は「戦争をするな、核兵藝をな

くせと訴え鰊けています．武力によ

●●9- - • 999 , 

る平和を否定し、飼人が尊重される社会の実我を、槙兵器魔絶の饒蘊は私たちの運動の柱です」と需りま

した．

午緩は文化企画として、朗諫劇や高校生との座懺会、合唱などのステージ、ノーベル平和賞メダルや原

爆パネルなどの展示があり、県民が訪れ見入っていました． 4隋ホールを伎って行われたパネル展示の準

傭は9時から行われ、単産から多くの要員が参加、つどいの成功のために尽力しました．

鶴瓢高＆れt=B＊曇韻大會金國9万3千人量知で機馨會
9月28日～四日、第70liil日本景親大会が東京都内で開催されました。愛知では視鼈会を労働会館で行

い23人が参加しました（写真下）。県内各旭にもオンライン会楊が20カ所開設され加0人以上が視疇しま

した。現地へは愛知県からは糾人が参加、全国から東京会湯とオンラインをあわせて約13,000人が参加

しました．

全体会は、フリージャーナリストの布篤祐仁さ

が『朧後80年と不攣の決意一日本とアジアを専び

戦湯にしないために」と題して配念講演。外交で

の平和をめざすASl!ANのとりくみを例に外交と対

語による信蠣醸成が不可欠だと蟻冑しました．

会参加の各地域エール交集や、運動囃

告、決議採択など多量の参加で、熱気溢れる1i11結

した大会となりました．来年は宮城県で開催予

定。

| AIRORENニュ-ス | 
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最籠賃盆を全国一律に
来年3月に璽会握出、全労遍●名が10月スタート

最低賃金は2025年改定によって．最高

額は東京都の1、226円、最低額は1,0勾

円、その格差は203円となりました．

積の最低賃金制度では嬉蟻ごとに最低

賃金頓を決めるため、岨域間格差が生じ、

地方から都市躙への人口流出、地域経済が

疲弊する要因となっています。

また、亮行日をこれまでの10月1日か

ら遅らせる地方がふえ、その差は最大8カ

月となり、同じ最賃頓でも年収が大きく異

なってしまう新たな嬉埠蘭格差が顕在化し

ました。

署は10月10日に単宣・地域組織に発

送します．来年2月末までとりくみ、 3

月、国会に捷出します。 26年の集約1:1:、

8逗筆、今回は1万筆が目標です。

三労遍暑名は3月から

これまでは、覺労連署名も同時闊のスク

ートでしたが、今年度は加年3月スクー

トとします。愛労連暑名は請願署名ではな

壁竺．＇芯霊tgo
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いこと、住所など憤人情輯の取り扱いから識編回覧が困難なところもあり、署名襴を「00県と氏名」（市

町村まで記載するかさらに検討）記戴の署名用紙とする予定です。集約期隈は6月末とし、愛知労働局と

最賃審議会に提出します。

なお、従来の全労連と愛労連を一籟にしたA3版は取りやめます。

近づく日本平和大会 畔”加目欄2日で400人

in愛知10/25-26 参加確認を怠ごう！
| AIROREN=ュ-ス|
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・住居再建に多くの壁
9/27~28 鮨豊半島端冒豪雨災喜第12次ポランティア

｀｀暉 1 ・ 一•一·--··— し一II I 

令．同災対述 ・4川災対辿 ・全労述は 7月に絞さ、 能登

半島地哀 ・妾雨災宙第 12次ボランティアを9月 27~28

13 の -.13 間で行い ,16 人（愛知からは名古屋, l iQ•；；か ら

3人、東海法労から ．l人）が参加しました。

今回は．文援物盗を配布するグループとヰ刈りをする

グループに分かれて支援に入りました。支援物資グループは

27日に珠洲市、 28日に輪島市の仮説住宅に入り直接自宅に訪

問し物資を手渡しました。多くの方が「こんなによくして頂

いて有り難いです。これ以上の贅沢は言っていられません」

と涙ながら話す人もいました。

声が多かったのは住宅問題です。新しく家を建てようと思
— - ,....‘”疇清讐バ•• ’―可m -“心叶 1.. 暑•

っても業者が少なく、順番待ちで話が進まない。仮設住宅は入居から 2年という規約があるとのことで、

延長の手続きをした。また、新しく入居先が決まっても、退去時のルールが厳しく、心配という声も聞か

れました。退去時のクリーニングは住民が行う必要があり、キッチンまわりなどが汚れていると再清掃を

指示されるとのことでした。

危険な建物、電柱傾く ～参加者からの感想～

ニュースで聞くことはあっても、直接お話を聞くのとは感じ方が変わりました。行く前は、 1年以上経

ってもやることがあるのかなと思っていました。しかし、まだ危険な建物があったり、傾いた電柱あった

りと、まだまだ復興は進んでいないことがわかりました。

AIRORENニュース I 
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社会f嘉齢、着実l』前崖
10/21から愛知自治体キャラバンがスタート 県内すべての自治体を訪問

2025年愛知自治体キャラバンが

10月 21日から 10月 24日まで行わ

れます（名古屋市 11/6、愛知県

11/13)。愛労連は春と秋、年2回

のキャラバンにとりくみ、すべての

自治体を訪間しています。秋のキャ

ラバンは医療•福祉・介護など社会保障の充実と国や愛知県に意見書の提出を求めて要請する行動で、今

回で46年目を迎えました。

「要請事項を実施した市町村割合の推移」（下表）でわかるように、国の社会保障連続削減のもとで

も、地方自治体の医療•福祉·介護などの施策を着実に前進させてきました。憲法が保障する「権利とし

要望事項を実施した市町村割合の推移 （1％未瀾は四捨五入） 1 ての社会保障」をひとつ

要菫事項 演D年 凍5年 1-011年 !015年 凍0年 珈！年 l01l年 2114年
介言俣債のg籟＂拉自減免 5% 54% 55% 44% )4% 54% 弘％ 5衿
潤俣樹の利J11翔阻減 8% 35% “% l9% 35% 35% 35% 3孫
佑む2修の受璽晏任払し1 1OOん ？防 80% 31% 85% 100% 10防6
輝月肋粥紐臥I '1% 51% 15% 76% 81% 闘％ 9踪
細嶽藷の観蒻助良 4% 7% 13% 31% 
畏難蕊臨＇の発行臆 7,155 29, 955 50, 011 絋131 祁，178n,6U 
介襲蹂＇糟笞看謡蝋象 6怜 ?0% 31% 9j% 9羽も り訟
傭諏9に開看謹臨I筏り 21% 3?% 12% 59% 61% 65% 
〇碍梃瑣まで耀韻麒 0% 4% 財％ 』9% 100% "0% 100% 10訟

訓喋蹟まて’“賣翻 0% 1% 51% 85% 98% 96% 隙％ 10既
18鼠鰈末まで研鵠員里科（逍;) 0% 0% 滋 6% 13% 50% 6郊 87% 
18匹までの艮畠員擢料i入!t) 0% 1)% 滋 9% 48% B7% 帷％ 10踪
繹IllRにUB顧（輝化を含む） 5% 1隊 琺 41% “% 5?% 
寧食を晃全璽償化 啜 的6 2% 2% 6% 9% 
傾保・”'駁緩任羞し＼ I隊 15% 100% 1OO% 100% l00% 100% 10郎
g為負歪金汎免用霞 埠 ?5% 93% %% !6% %% 96% 
白員MIii蒻炎耳国ワクチン崩咸 16% 100% 100% IOO% 1関％ 10怜6
琺ふく膊ヮりチン翠 4% 11% ll% 41% ~% 59% 
t□タウイルスワクチン筍成 19% 100% IOO% 1関％ 10欧
書暉疹ワクチン助成 2% 13% 殴 81% 
“項漫畜的威回閃け： 16% 100% 100% 10畷 IOO% 100% 10防6
文I目笞 13% 94% 93% %% 1聞％ 100% I珈 1叫％
g急体最 88 “| 11 54 M H 5』 54 
（注） J．実祐割合は自治体キャラパンまとめ肝子作成詩点の実尻状況（実抱帽定した予定を含む）．
！．上記畏望項目のうち◎叩の用度は愛知只の制度を、女印の制度は国の創度を大きく変化させた．

1 . 2000 年～2023 年の詳繍データは P121 参照•

ひとつ勝ち取っていく貴

重なとりくみです。

キャラバンを成功させ

るため、 10月8日には

（水）、労働会館本館で

団長事務局長会議が開催

され24人が参加しまし

た。

重点項目を中心に陳清

書の説明を社保協副議長

の澤田和男さん（写真

左）、運営上の留意点を

同事務局次長の伊藤剛さ

ん（保険医協会＝写真中

央）、キャラバンコース

の詳細（場所・時間等）

を同松井克徳さん（自治

労連）がそれぞれ説明・

報告しました。

AIRORENニュース 1 
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多様性ある委員構成を
慶知県労●蜃●金の公明正大な任禽を求める署名鎗まる

屋代愛知県知事は、 1碑 9年から今日まで

18期36年間にわたって畳知県労働委員会

（以下、愛労委）の労働者委員7人すぺてを

連合愛知所属の労働組合役員のみを任命し、

鸞労連や中立労組から撞薦された者を徘餘し

てきました

この不公正な任命を争った裁判で、名古屋

地裁は1999年5月の判決で．「労働運動にお

いて遍動方針を鼻とする潮謹・系統が存在す

る以上、労働者委員構成でも多攘性を有する

ことが望ましい」「すみやかに系統を反験し

た任命にすぺき」と知事に是正を求めまし

た．

この判決が複押しし、中央労働委員会（中

労委）と北藩道・宮城•長野・東京・崎玉・

千業・神奈）II・京都・大阪・和嗽山・高知の

11船直府県労委で銅塵合の委員が任命されま

した．しかし、愛労委は旧欝依慰のままで

す．

愛労運•愛知春■共霞委員会・名古屋ふれ

あいユニオン•愛知争議団連繕会議l:l:、値人

と団体暑名をとりくみます．第1次集約はII 下

月1日、最緯は11月Zl日です。ご憾力よろ

しくお顧いします。（右が署名用紙）

I霜芯品孟寄芦霊:;|
救済猥閲として労働老に愕頼される愛労委に再生しよう
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如 紅可暉守障疇。

10月11日（土） 11時から12時、名古屋の

栄で憲法と平和を守る宣伝が行われました。

量労連から鸞薮労、国公、撼祉保育労、年金

者組合、畳労連事務局が参加しました．
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踏み出せば変わる
レバカレ2026に全国から700人、重知から49人

全労連は10月11日（土） ～13日（月・祝）

まで東京都内で初めての「労働運動交浣集会

2026（レパカレ）」を開催、参加者は700人を超

えました。 3H閏、 6つに分けた70の分科会が

ントリーされ、自由参加しました。

愛労違として「現場斐 lこうすればできる公嘉

：正規のなかまづくり～組織化の処方箋～」を持

ち込み、慶労違・東京公驀公共一般労組・薔）II県労遮・自治労違本蜀・自治労違曼知県本憾・兵庫自治労

連・自治労連斬潟県事憲所・蕩交労保育パート支郎・首都圏青年ユ＝オンの9団体で運鴬しました。

愛労運から西尾議長・竹内事務局長・佐賣事務局次長が日帰り参加、自治労運覺知県本部から1人、全

体で49人が参加しました（写真右下：赤Tシャツが酉尾•長）。参加者から「共感を感じる内春だった」

などの慮想が1l11かれました。今後、道成度などを運営に関わった団体とともにまとめる予定です．

2日の全体会「労働運動の未来は雛がつくるか」のパネリストに愛知自治体一般・大府分会の壇森真由

美さんが登楊、 ~ イ籍
労働組合は「魔

法のツール」と

溌言、参加者の

注目を集めまし

た．（写真）

===1—ス ● 疇 • T 一 ・I一つ Il 17  
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要求獲得、このバワーで
自治労運全国統一行動 名古屋フロック決起集会

10月 15日（水） 18時30分から

19時まで、名古屋市役所前で、自治

労連名古屋ブロック協議会（名古屋

市職員労働組合、名古屋水道労働組

合、名古屋港管理組合労働組合、名

古屋市役所関連労組）が主催する

「正規も非正規も賃金アップ、人員

増を求める本庁舎前決起集会」が開

催され、昨年を上回る 850人が参加

しました。

愛労連の西尾議長が「すべての仲

間が、人間らしく働き、誇りを持っ

て生きられる社会へ！人事院勧告を

超える本当の賃上げと増員を。みん

なの力で勝ち取りましょう」と力強い連帯のあいさつをしました（写真）。

リレートークでは、市職労環境局支部の江崎飛鳥さん、名水労の伊藤禎

AIRORENニュース

章さん、港職労の脇坂宗勝さ

ん、市職労教事支部の永井優

子さん、市職労福祉支部の新

家健司さん、市職労現業評議会の新矢加代子さんが発言。永

井さんは（会計年度任用職員）、「小中学校で学校司書をして

いる。 9年目になる。 1人で最大4校を掛け持ちし、週1

回• 4時間しか行けない学校もある。タブレットもロッカー

もなく、職員名簿に名前がないこともある。入学式、始業式

にも呼ばれない。経験を積んでも 5年ごとに公募試験を受け

直す不安がある。安心して子どもたちと向き合いたい」とア

ピールしました。

閉会あいさつを自治労連名古屋プロック議長の田原篤志さ

ん（名水労：写真左の青いシャツ）が行い、団結がんばろう

が、夜空に響きました。

一発行：愛知県労働組合総連合 〒456--0006 名古屋市熱田区沢下町9-7労働会館東館3F 電話052-871-5433
圃械圃舅lの意葬深い

知多労遍と名北労遍が定期大会
10月10日（金）、知多労連

（写真上）と名北労連（写真

下）の定期大会が行われまし

た。

知多労連は、平和の映画上

映会、地域総行動、自治体キ

ャラバンなど地域で運動が根

付いています。さまざまな単

産職場からの参加、複数の地

域の年金者組合の参加があ

り、地域で運動を進めること地域労

連の意義の深さを感じました。知多

労連は愛労連の西尾議長が連帯のあ

いさつをしました。

地域から声上げる

名北労連は、第37回定期大会を

開催しました。 26年5月30日結成

予定の名古屋地域労働組合総連合に

合流した上で地域活動をさらに活性

化させようとの方針が前回大会に続き提起され、採択されました。

討論では、学童での賃上げに向けた奮闘などが報告されたほか、医療介護現場を守るために地域から声

を上げようとの呼びかけもありました。同じ日に北医療生協労組の団交が行われていることが紹介され、

ー同で連帯の意思を表明しました。愛労連の竹内事務局長が連帯のあいさつをしました。（熊谷）

改定量籠賃豆園雉（発傭日）・1500円実頂

名古屋駆宣伝 10.18（土）1100~1200
| AIRORENニュース I 
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1,140円半敷IDらす
9ート

新最賃額周知宣伝に20人参加 (10.18)
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新しい最低賃金額発効日の 10月 18日（土）、愛労連

は多くの人が行き交う名古屋駅で、新最賃額の周知と 1,500円実現の宣伝行動を実施、 20人が参加しまし

た。配布したビラは927枚、「63円上がります！愛知県の最低賃金」と印刷され、「10月18日からスター

ト、 1,140円」の横断幕も注目を浴びました。

2人で担当したシールアンケート。時間給で働いている方に希望額を聞くと、 50人中 23人が「1,500

円」と答えました。「物価高で 1,500円くらいはほしい」「中小企業は上げられない」「1,500円だと月にど

れくらいになりますか」などの会話が進みました。中日新聞 (19日県内版にカラーで報道）、赤旗、愛知

民報が取材しました。地域でも宣伝が行われました。次号で紹介します。
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面守る『国'fi」とは
愛知県消費者大会「突然消えた主食のコメ・・」 10/19

10月 19日（日）愛知県消費者大会の学習会がウインクあいちで開催され、 35人が参加しました。東京大

学大学院 鈴木宣弘名誉教授が「私たちの食料、これからは・・・～突然消えた主食のコメ～食料に飢える

日本を想像できますか？」をテーマに講演しました。「自

動車などの輸出を伸ばすために農業を犠牲にする短絡

的な政策がとられてきた。不測の事態に国民の命を守る

のが「国防」なら、地域農業を守ることこそが安全保障。

トマホークやオスプレイのためにコオロギをかじって ••

生き延びることはできない」と訴えました。また、種、

除草剤、ゲノム食品、他国の状況、農業政策などが話さ Lゞ
れました。

あいち総がかり行動が名古屋市内3カ所で宣伝
10月 19日（日）、「ふたたび戦争をさせな

い」の横断幕を掲げ、あいち総がかり行動の金

山・名古屋駅・栄宣伝が行われました。金山（写

真：スピーチは国公の青山さん）には 19人が

参加。平日と違い、声をかけてくる通行人が多

く、対話が広がりました。

千輔名東・尾中労踵が顧量賃額園雉

千種名東労連は、最賃が改定となる前日の 17日、地下鉄「本山」

駅で夕方の宣伝行動を行いました。 7人の参加でチラシを 130枚配

り、署名は5筆でした。

「明日から最賃が 63円上がって 1140円になります」とのスピー

チに反応を示す人が多く、何人かの若者は拍手をしてくれ、長く話

し込む人も多くいました（名東千種労連発）。尾中労連は、組合亭務所の窓に「1140円」横断幕を掲示（写

真）、道行く人に周知しました（尾中労連発）。
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今庸の土81さ平和大会
8つのテーマで「つどい」 (25日）・「分馘金」 (26日）も

いよいよ今度の週土日は日本平和大会です．

全国から多くの参加が見込まれます．以日（金）

はオプショナル企画で「愛知県内の基地・軍需蘊

業を巡るフィールドワーク。

25日（士）は、 111会集会に饒き、建交労・医労

違•愛高教・自治労違・年金者組合•愛労違事襄

局も実行委員会に加わった「愛知から見る平和の

今～学びと交流のつどい」です。 8つのテーマは

いずれも大注目です。

26日（日）の分科会も多彩です。 13時30分か

らは若盲広場で閉会集会とパレードです．

大会を盛り上げ、政府が進めようとしている

「皐後・被爆的年大軍拡・順争国家・死の商

人国家への道」をストッブさせましょう！

みなさん、是非とも参加してください。

畠治体キャラバンスタート

10月21日り 2025年愛知自治体キャラパ

ンがスクートしました。

第3コースは愛労連が責任団体です． 12日13

時30分からの大府市では（写真左）、団長でも

｀る—--99W,' 』
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ある愛労連の百尾鼈長があいさつし、重点項目にそって懇蒙しました「入院・通院とも 18歳年度末まで

医療費の撫料」を実滋していない自治体は県内5自治体だけ．このうち、来年度から西尾市とあま市は無- -料化が決定していま

す。残りは岡崎市、大

府市、高浜市。参加者

が「ぜひ舗紀口をと

発言し｀「見直し（改

善）を検討している』

と回答しました。

権利支えるケア労働
11.6 熾爛織行鵬／匿霧•介••編櫨労働者の大蠅賃上げを

ll月6日(,I;;)は連域総行動です。ケア労働者の

大幅賃上げを実現し、ケア職楊を守り充実させるた

め、地域から世論を巻き起こす秋の総行動として位

量づけています。これは私たちのいのちと健康、く

らしを支える底蒙・介霞・禰祉など公共を再生する

（国民の槽利）たたかいです．国民負担増ではな

く、国の公共を守る責任を明瀧にします．ヶア労働

者を主に組織する医労連・撼祉保育労・自治労連・

生饂労連・建交労と地域組織一丸となり、愛労連全

体ですすめましょう。右のビラをティッシュに入れ

て配布します．地域組織・単産から参加をお瓢いし

ます．

労●畳員会の再生求め宣伝

愛知県労働委員会を再生するための団体・饂人署名

のとりくみが姶まっています。第1次集約は11月7

日、最練は1l月21日です．

10月2Z日（水）は8時から県庁前で宣伝行動を

実施しました．ふれあいユニオンからの参加を含め

12人の参加があり、 3蒻枚のピラを配布しました。
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平和と自由が一番だ
"●畢量に覆金便うな I 」日本平躙大会in•知 (10/26 • 26)に3千人余

名古屋市民会館をメイン

会に開値された「勾邸年

H本平和大会in置知J'24.

日のフィールドワーク 210

人。 26日の開会集会1000

人（写真上）、つどい726

人、青年のつどい「ピース

シャウト」4.6人、うたごえ

交涜会103人.26日の分科会

(96人、閉会集会・パレード

印0人（写真上から2番目・若

富広場～大須）で、延ペ3000

人以上が参加しました。

開会紐のリレートークで愛

労連の西尾・長は「祖父が験争で出征し2人の子を

残して喩死。戦争は家族を引き裂き命を奪うもの．

譜かがどこかでやっていることではなく、私たち1

人ひとりにかかわる身近な問題」と諮しました。

つどい•分嗣会慮況
25日、午後4時からの「愛知から見る平和の今～

学びと交漬のつどい」 （テーマ8つ）は、建交労・医

労連•愛高敏·自治労違・年金看組合•福祉保育労・

愛労遍事募局が実行委員会に加わり、企1!11段階から話

し合いを行ってきました。一部のつどいを除いて、参

れ溝讚は3十分とれておらず心配されましたが、どの会

楊も定員いっぱいの参加でした（写真下から2蕃目は

「命と暮らしを脅かす算儀危機」） ．

26Hの分科会（テーマ8つ）も盛況でした（写真下は載後 80年• H韓条約即年一平和な北東アジアを

実現するための日韓市民の交洸）。設営，会楊案内など要員のみなさん、本当におつかれさまでした。

| AIR0REN.:::::.:z-ス|
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籍祉予算を削るな
”..■纏霊書・利屠響などの賽行饗 ・II黒翼纂会に500人が参鵡l

建交労・撼祉保育労・自治労連などの労働組合はじ

めl4団体でつくる実行委員会は10月祁日（日）、

「福祉予算削るな！冨祉を金傭けにするな！第m次愛
知県民集会」を若富広楊（名古屋市中区）で111櫨し、 ＇ 
掘祉・保育・介襲関篠者らmo人が参加しました。
「福利としての社会保障を実現しましょう」との集

会宜言を撼択し、多くの人が行きかう栄をパレード

（写真右）しました． 「福祉予算を増やせ」 「謳祉を

金けにするな』の声が響きました。

10月21日から給まった自陰体キャ.,バンは24日までに立自治体との輩績を襲えました． 10月28日Iお［
三河広域運合． 11J!l 15日は名古屋市、 10日は遍倉市、 13日は費知県との●鼠が予定されています．

「AIRORENニュ5 ---,.＇＂ ‘- 一 l 
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彩な分科会、期待大
近づく籠71園置知謁麟大会／11月9日（日）稟刷鵬会●
11月9H （日） 10時から東別院会鮨

（継下鉄：「東別院」近く）で、第71回

置大会が開催されます．

主催は実行委員会で、愛労連女性饂も参

加しています．

母大会は1邸4年、アメリカによるピ

キ＝費蘊での水爆実職をきっかけに1955

年1：：「槙順争から子どもを守ろう」と始ま

りました。以来70年余「生命を生みだす

露は生命を育て生命を守ることをの

ぞみます」のスローガンを揚げてとりくん

でいます。

8つの分科会と
3つの見学会

午館は、 「子どものいきづらさを考え

る」 「米間題から見える農業家策」 「若者

気侯訴訟」 「日本のジェンダーギャッブ措

戴を考える」など8つの分科会です。

見学会は Iピースあいち」 「中川運河ク

ルーズ債”洩lりました）」 「市政賣料

2025軍 茫ケI
纂 7J● ol'I親

＾ g：はな閲如。臼）、ー ：：d：：と
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11●m 
『ジェン噌一亭如

匹書のさして』
•• II鴫一

鎗」です。見学は事前申し込みが必冥です。電話05H81-56蕊： FAX052姻 1-5635（遍絡先明記）

午襲の全体会は、 13時凹分からで、オーブニングは名古屋宮高校のみなさんによる津軽三味練郭の演

賽、配念露演は「ジェンダー平攀の実現をめざして」で、露師は名古屋北法律事憲所の襄明玉 （ぺみょ

んおく）弁護士です。

実行委員長の杉崎伊葎子さんは、 「国内では平和憲法をないがしろにして、アメゾカ言いなりの順争準

傭が撞し進められ、新しい鵬前という言葉が現実味を持ってきています」 「これから本格的に始まるであ

ろう改憲や揉外主纏の動きに対して、戦争は絶対させないと固く決意し、手をつなぎましょう」と参加を

呼びかけています。
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計んなで良い璃穂区を
蕩朧区労遍篇37固定謂大会 (10/30)

10月30日（木）、瑣

穂区労違第37国定期大

会が開催されました。

麒嘗では、覇駆の

状について「40年前は

20以上あった個人商店が

今は5~6カ所。 10以上

：二::::;：；：： I 
子ども会もあちこちでなくなっている」こと1こ鰊れています。また、 「蟻塩緯行動や平和行進のとり＜

み、贈纏夏祭り（今年は中止したが、今緩襲催する予定）、共同のたたかい」が報告されています．方針

では勾26年5月の「名労連結成大会」をひかえ「名労運」に参加し、 「蜻域櫨議会」として従来遍りのと

りくみを進めるなどとしています．

酎論ののち、提案された議案を操択しました。議長に山田貴繕さん（国公）、副議長に松下靖さん（年

金組合）、事務局長1こ石垣金太郎さん（福祉保育労）、事壽扇次長に小腎仁美さん（きずな）を選出し

ました。愛労連から高田あゆみ幹事が連帯のあいさつをしました。

すべての子どもと教職員を大＂にする学較に
愛高徽は9月以日につづき、県徽委I：：：声を届けるfl0.31県庁前鑽宣」を夕刻に行い、雨の中でしたが

約 100人が参加しました。以下は愛高敷からの輻告です。

「改正」給特法の具体化により、蘊葛教育等敏員特別手当（編務特手当）の担任加算（差昂）支給）が提

示され、これからの交渉が正念湯になります。加えて、 「主壽教諭」という斬たな職 （さらなる隋層化）

が提示される可能牲と障害児学縁・学校の敏職員に支給されている「給料の’"閥員」削減が提示される可

飽性もあります。敬職員のことは、そのまま、こ

Ilどもたちへの敦育につながります。すぺてのこど
→:；勺もたちを大切に、すべての敦職員を大切に、そん

に な学校現湯を実現できるように我々がんばりま

す。今回愛労違から30人参加いただきまし

た今後とも、熱烈サポートよろしくお顧いいた

します。 優高載書記次長訟本慶子）

| AfRORENニュース --= 
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県下厭頭でアピーIし
11.6 地域総行動約80カ所で旱朝から大奮闘

東三河労連では、 7時15分～45分、豊橋駅での行動に 10人が参加し 1000枚のビラを配布しました。

受け取りはコロナ以前に戻りつつあります。自治労連の長坂さんも上京前に参加しました。

西三河労連では、名鉄新安城駅北口で宣伝。この駅は、 トヨタ系や三菱など大企業労働者が利用してい

ます。 4人で約 500部配布しました。昨日夕方は西尾駅 「一 • 

で 1人で 180部配布しました。 「；
瑞穂区労連は、地下鉄「新瑞橋」駅にて 6人で 250枚

配布。夕方もこの場所で宣伝しました。

愛知国公は、国公一般の旗を掲げ、三の丸合同庁舎の り

前で宣伝しました。

港地区労は地下鉄「名古屋港」駅では2人で200部配

布。名中センターは地下鉄「久屋大通」駅、海部・津島労

連は「津島」駅で7人、愛高教の仲間も参加しました。天

白地域センターは「平針」駅で宣伝しました。

AIRORENニュース 1 
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大輻賃_tljなh~しct
いのちと健鵬支えるケア労働に光を！「秋の地域総行動」 (11/ 6) 

愛労連は 11月6日（木）、早朝から

秋の地域総行動を実施しました。配布

ビラで「ケア労働者の大幅賃上げを」

と訴えました。

医療・介護•福祉・保育などケア労 ＇ 
働者は、資格が必要など専門性が高

く、いのちや健康、くらしを守る社会

的役割が大きい仕事なのに、低賃金で

す。看護師は夜勤をしても全産業平均

に届きません。ケア労働者の低い処

遇・労働条件が人手不足に拍車をか

け、サービスの提供にも影響を及ぼし

2組合がスト突
入～医労連～
医労連ではこの日、納得のいかない

年末一時金回答に対し、 2組合がスト

ライキに突入しました。

みなと医療生協では、冬の一時金は

i 昨年同月分回答で年度末一時金が 0.2

カ月のマイナス回答が提示されまし

た。夏の一時金はマイナス 0.4カ月だ

ったことから、年度末もマイナスなら

年収が大幅にダウンします。この回答に対して、みなと医療生協労組は8時30分から指名ストライキに突

入。名南会労組も昨年同月分回答のため、 10時から 2時間のストライキに入りました。

両ストライキには、県医労連とともに名南労連、港地区労、港医療生協労組、愛高教、生協労連、年金

者組合、愛労連事務局の仲間が支援に入りました。東海テレビが夕方のニュースで放映しました。

隈労働晏員会の再生をめざす璽伝 11月10日（月） 17時～18詩（麟庁薗）

AIRORENニュース I 
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訴づく、はたらく＂＂集会
11/29（土） ～30（日） 名古●で全国集会

11月29El（土） ～30日（日） 「第70回はたらく女性の中央集会」が名古屋市で開催されます。

全国から延べ960人、費短は延ぺ珈人が参加目標です．来年開値の石JII県からは、バスで33人の蓼

加の申し込みが来ています．

集会は、 1966年に東京で第1回集会が闘催されて

以来、労働組合女性部や女性団体がさまざまな困離を

乗りのりこえて、統一と団結を守り鋒年1111催されてき

ました。

女性が手をとりあって
女性労働者・業者蝸人・農林漁業の女性が共同して

女性の働く槽利や労働条件の改善・くらし•平和・ジ

ェンダ一平等の実現、女性の地位向上をめざして学

奮・交涜・討諭する湯です。

29日は13時的分～16時10分まで、 4つの分科会r

（労働会館本館）と2つの見学会です。

30日は10時哀分～13時までウイル鶯知（地下鉄

「名古屋城」駅）にて全体会．弁護士の聞村睛美さん

が「酸後80年、ジェンダー平等で暴力のない社会へ

～司法の現編から～」と1!1して疇演します．参加脇カ

費は1日1000円、 2日間2000円、学生は撼料です。
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量畢＊金に600/J
11月9B (B)東別院会館で篤71回愛知母艘大会が開催

され、オンライン含め600人以上が参加しました

高校生の三味練や霰（ぺ）弁襲士のジェンダーの讃演、女

性撼が担当した分科会は1!1巻弁護士が助言。全体会で建交労

，保育パート支郭の訴えでは（写真），途中で謙励の拍手が出

て、発言した山田委員長が感徽していました

| AIRORENニュ_ス | 

介護•国偏なとで懇麟
執の自治体キャラバン～名古屋市～ （11 /6) 

11月6日（木）、秋の自治体キャラ

パンで名古量市との懸戴を行いました．

2時間の懇験で介醸や国民鍵康保隣に

ついて重点が置かれましたが時間が足り

ませんでした、嵐策の重要性は共有でき

ても財攻上の問題から充実できない事柄

も多く、市民税減税が施策を充実させる

上で庫1こなっていることが浮き彫りと

なりました。

11月13日（木）は愛知県との懇談が予

定されています．

こどもまつり、平輯fi董、文化のつどい
天白熾濾センターが大会 11月7日

天白地域センターの定期大会が 11月7日（金）に行われました。名古量市職労天白区役所支部・市税事

務所支椰・羹摸事業所天白分会、年金看組合天白支部、撼社保育
●9- 9 - -

労9まっとはむ分会・天白福祉分会、建交労学童

バ 保育支繹天白分会の仲闇たちが集まり、情勢

i学習、職楊虹韓告を行い交涜しました．

． 天白地域センクーでは、天白こどもまつり、

平和行連、平和と文化のつどい、母蠣大会など
ー 、一→

を地域でとりくんできました。愛労違から官尾議長が違帯のあ

いさつをしました。

匿28 回バート・臨時•非常勤などの元気が出る集釜
1 1月16日（日） 13時30分～ 労働会館本館
講演：吉峯美和さん「非正規ティレクターの私が、一編1こ話したいこと」

| AIR0RENニュース 1 
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豊かな経験と多輯＂を
愛労委の再生で要鵬と宣伝（11/10)

第48期愛知県労働委員会（愛労委）委員の任命にあたり、県内の労働者・労働組合から頼りにされる愛

労委に再生するため、愛労連は友誼関係に

ある中立労組とともに大村愛知県知事が公

明正大な任命をするようとりくみを進めて

います。

11月10日（月）は、県知事への要請を

行ったあと、夕刻から県庁本庁舎前で宣伝

行賃Iを行いました。

スピーチは、 7名の労働者委員候補者の

うち、大村美恵さん（写真下）、濱島ちか

子さん、鶴丸周一郎さんが行いました．

気温が下がり、風も蜆いなかでしたが

「ジェンダー・非直・尉糧祉、鎌

性、不当労働行為とのたたかい、豊かな経

験と実績のペストメンバー」のピラ（右、

両面あり） 660枚を配布しました．

ー し
：村知事！労働委I

大村知事！愛労委には
多様性と専門家が必要です

労●看を霰濱ぺさ労●重員会が不血•行為lこ闘与
匹i•• SB鍼•em"”””こ
に ”....へ濾" “しな｀＇s‘"’れ 91と公Lた零
・男●"•一••””`.:C.:0m
u-）＂印 lQT 蒙9●"'公ffl1•m­
“"霞●れていt̀ と..,,.に0し●しに・”...っ
社・呻い ・-- ...チ”

言 鰐知●l;t麒判所の判断を受け入れてt二＝＝＝＝•99 msm ..m•しかべ心0む心Lu‘’
,"“"”"l●●●9ら9囀疇J●n貞．＂「しヽ●T• このこ

• :;::-ー｀： 二—• -- •—•‘:..• と●● ,._盈日0噸負でも"々a竃••·ら冨•す•J.うに●
―- .... _, めつれてい｀“に鼈9●●I"’のようとU, .らて"U•
”゚↑` 9`...,’:'”""”• 999 "‘の I戴3 の讐,,._.,呵 L｀ 鵞璽てu 11 ...n •

で●●● ・`9昌●●t "1匹｀・れて9 拿す•

団停•圃人署名 11 月 ZI~（金）最饒纂籍
遷れないようIユn顧いし鬱喧。
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不満を声と運動に
第28回パ臨・元気が出る集会に36人

11月16日（日）午後、愛労連「パート・臨時労組

遍絡会」が主催する「第28回パート・駆時・非常勤

などの元気が出る集会」が労働会館で開かれ、会楊

とリモート合わせてお人が参加しました。昨年度は

「あいち非正規公務員オータムミーティング」との

紐開催としたため2年ぶりの集会となりました。

愛労連の若井和則副議長は、あいさつで非正規労働

の現状について「なぜ、こんなにひどい扱いをされる

喜言言豆と~;ゞましャ．`吉峯さんは、フリー映像ディレククー・映画監督として、 2013年NHK「日本人は何を考えてきたのか

平塚らいてうと市）II房枝～女たちは開放をめざす」でギャラクシー賞テレビ部門奨励賞受賞。勾23年監督

ユtヽ•労遍 シm、 - -・・ ~:ヱこコそ「＝·

を務めた映画「この塁はわたしの晶じゃない」で女性文化賞受

賞、2026年NHKスペシャル（前記）ではディレクターとして、

名古屋市非正規保育士等 1200人雇止め問題を取り上げました。

講演で「社会的な問題に声を上げる女性たちを自分ごととして

受け止め、映像作品に残すことで女性たちを応援し、社会を変え

たい」と割りました。

「しゃぺり爛」、匿屋書ず

も「対話と学びあ 』

い」を実践する絶好

の機会となりまし

た。

「しゃぺり楊」形

式のグループ酎論も

話が尽きず、いずれ

（写真右は、畢倉養49

・金鎗＇での●麟金）

「AIRORENニュース l 
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しごとより、いのち
過労死等防止対策推進シンポジウム (11/14)
11月 14日（金）「過労死等防止対策推進シンポジウム」が中小企業振興

会館メインホールで開催されました。

愛知労働局の報告のあと、「藤用社会に蔓延するハラスメントの背景に迫

る～新聞記者の視点から～」と題して東海林智氏（毎日新聞社会部記者＝

写真）が講演。取材経験を通して見えてきた過労死・過労自死やハラスメン

トの深層を語り、法律整備が進んでも被害は減らず、特に非正規や弱い立

場の人ほど標的になりやすい現状を指摘。派遣社員のセクハラ、不動産営

業のノルマ・パワハラ、コロナ下で困窮したシングルマザーなど、多くの事例から労働者の分断と貧困がハ

ラスメントの温床になっていると述べました。企業や行政が過ちを認め、謝罪が再発防止の出発点だと強

調。過労死遺族の苦しみを伝え続けることが社会を変える力になると訴えました。

過労死遺族の声として遺族が「小売業でバイヤー兼販売員として長時間労働やサービス残業を強いられ

た夫は、 30歳で突然死した。生後 5ヶ月の子を抱えた妻は深い喪失感と経済的困難の中、労災認定に 9年

半かけて闘った。今も繰り返し夢に苦しむが、『過労死は他人事ではない』」と訴え、十分な睡眠と人間らし

い働き方の大切さ、二度と遺族を生まな

い社会の実現を強く望んでいると声を上

げました。

令置の土・日は、置知で「はたら

く女性」の中央集会～せひ参加を

29日（土）・ 30日（日）、第 70回はたら

く女性の中央集会が愛知で行われます。

29日は、 4つの分科会と 2つの見学分

科会（右表：見学分科会は濶席となりまし

た）です。

30日は愛労連NEWS(640号）でも紹介

したように「戦後80年、ジェンダー平等

で暴力のない社会へ」と題し、弁護士の岡

村晴美さんの記念講演です（ウィル愛知

＝東区：地下鉄「名古屋城駅」）。

多くの参加をお待ちします。
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豊かな扁齢期めさしC
第25回あいち高齢者大会に満席280人 (11/20) 

11月20日（木）労

働会館で第 25回あい

ち高齢者大会が開催さ

れ会場いっぱいの 280

人が参加しました。

オープニングは、 W

ith-U＆鼓風による和

太鼓の演奏。鼓風は年

金者組合港支部のなか

まで今年立ち上げたば

かりのチームです。

け声とともに、会場に力強い太鼓の音が響きました（写

真下）。

実行委員長の渡辺博子さんはあいさつで「11月11~

12日に行われた 『第38回日本高齢者大会inさいたま』

は2500人が集まり大成功」、 「現役世代と高齢者、日

本人と外国人など分断と対立があおられている社会」に

警鐘をならし、軍事費増の一方で社会保障削減、憲法改

悪の動きなど国政をめぐる現状を訴えました。

「年金生きがいつながりを立て直す安心して生きていくために いま大切にしたいこと」と題し

て、藤田孝典さんが記念講演。午後からは「安心の医療・介護をめざして」「高齢者の健康づくり 楽しん

で体も心もリフレッシュ」など9つの分科会が催されました。

愛労運は 11月

］ 愛労委任命、署名提出 25日、愛知県労

働委員会委員の公

明正大な任命を求める個人署名 3284筆、団体署名 469筆を愛知

県（労働局労働福祉課担当）に提出しました（写真）。団体署

名は全国からも多く寄せられました。 12月1日に任命発表が行

われます。

| AIRORENニュース I 
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拿〇諏胴’'とかしないと
核兵器禁止条約・批准を求める署名344万人
11 月 21 日（金）日本嗜［団饂•原水霞•原水攀3者による「日本損算flこ槙兵絹陰いヒ条約・批灌を求める

暑名の共同擾出のつどい」が東京で行われました。

3者が一籍に署名を提出すること

は、歴史的なことです。愛労連か

ら百尾鵬長幹事の疇さんと高田

さん、自治労連の林さん、名古屋

市労の神谷さんと長谷川さん、

金融ユニオンの佐竹さん、東温法

労の長尾さん、福祉保育労の香月

さん、知多労連の熊谷さんが参加

しました．

主催者あいさつを行った被団饂

の田中照巳代表委員は｀ 「核のタブー、核兵

藝は使ってはいけないという道穂的規鑑をし

っかりと作り上げてきたのに、攘されようと

している。高市言相になって中国との閲係が

非常に危うくなっている．非槙三原則を見直

ししようとしている，今の政府を何とかしな

いといけない。核兵馨は悪魔の道具．槙保有

国は使うことを前提として抑止力論を振りま

き、その抑止力に日本戚府は績っている． B

本戚府が核兵器攘止条約に参加していくこ

と、そして槙兵難槃止魔鞄のための匿隣的な

遍動の先頭に立っていくということを求めていきたい」と力いっぱい話しました。緯新を除く政党が連帯

のあいさつを行いました。各団体、造域から四万9012人分の署名を日本咳府外務省外務審議官に手猿し

ました。

閉会あいさつは、愛友会遷事長・被団櫨代表理事の金本弘さん。 「今H蓼加したかった破爆者がいます

、支援看がいます．全国にいます。天国にもいます・ 『原爆許すまじ』を全団のみなさんに届けたい。敦

府が応えるまで何回でも行動を行いたい．今日はそのスタードです」と顎し、 「原爆許すまじJを参加者

で合唱。集会は311人が参加しました。慮戴的な行動に参加できました．みなさん、ありがとうございま

した。 （愛労連鵬長官尾美沙子）
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生保、国が勝手に値引き
愛知運絡会が緊急抗議宣伝（11/25)

生活保襲基準引き下げ反対愛知連絡会は 11

月26日、南の中、栄で緊急の抗鵬宣伝を行い

ました（写真）．

「不当に引き下げられた生活保護基準額を

元に戻せ！」とたたかってきた生活保襲戴判

は、今年6月、最高戴は国の引下げは違法とし、

国会での追及により；；；市総蓮がやっと「お詫

び」を口にしました。しかし、「最高裁判決への
I - - - - - - r --l →1・ -

対応に関する専門委員会Jは 11月 17日` 原告以外について再誡馴改定を行う見解も併記し帽告書をまと

めました．それを受け、 11月21日、厚生労働省は新たな引き下げ基準を定義し、当時の利用者にその差額

しか支払わない方針を打ち出しました。最高裁に断罪されたにも麗わらず、騰手に植償額を値引きすること

忘;~:品？に1
均茎i1fとんl!吐0に

を糾す 、3ればがI
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など断じて許されませんし、原告とそうではない利

用者に支給頓の椿差をつけることも許されません．

最高裁判決が違法としたのは、すべての生活保襲

利用低帯に適用されてきた厚生労働大臣告示でナ．

改定前基準による差額保護費の全額補債を行うの

が当たり前です．

「最高戴で違法判決がでたのに！なんで！未だ

に違法状態！ 10年以上苦しんできたのに、まだ、さ

ら1:::、苦しめるのか？ l」という原告の叫びは、生

存権を軽んじられていることへの失望、憮しさです．

宣伝で、原告の澤村さんは、「この間麗庄生活

保護者だけの間題ではありません。国の、こんな不

正（詐欺的行家）を許していたら、次はあなたです」

と訴えました．

生活保護基準は最低賃金とのかかわりはもちろ

んのこと、全ての人権保障につながる基準であるこ

とを考えれば、働いて生きる（しかない）労働看・

労働組合のIll耀でもあります。ともに声を上げ饒け
ていきましょう．
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シェンダー平等、『いたちの手て≫
第70回 はたらく女性の中央集会に 700人超

11月29日

（土） ～30日

（日）、労働

会館とウイル

あいちを会場

に「第 70回

はたらく女性

の中央集会」

が開催され2

日間でオンラ

ィン含め 700

人超が参加しました。

29日は4つの分科会と 2つの見学分科会で

約380人、有意義な時間となりました（写真

上は2日目全体会、下は1日目の第4分科会「くら

しのはて？身近な場所から社会を変える」）。

2日目の全体会、オーニングは愛知教職員

合唱団「きぼう」による「もしも名字が選べた

ら」などのオリジナルソングの合唱。

記念講演では、ハラスメント問題にとりくむ岡村晴美弁護士が「戦後 80年、ジェンダー平等で暴力のな

い社会へ～司法の現場から～」をテーマに「学校など狭い世界で全体主義の秩序を学習させていることで、

ブラック企業と呼ばれる職場でも当たり前に感じる大衆が生み出されている」と話しました。

各団体の報告で愛知からは、「教育」「会計年度任用職員保育士」「郵政非正規問題」「子どもたちにもう 1

人保育士を」「学童保育」「医療問題」の各分野から発言。韓国民主労総の女性委員会が、この集会に賛同し

て来日しており、一緒に舞台に上がり訴えを行いました。アピールと決議案を採択し盛り上がる中、集会を

終えました。来年は石川で開催予定です。

2026国民審闘討繭纂会
92/7(B) 90時～96時刈谷市産業振興センター
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賃IlfC‘1活襄える
「対話と学びあい」を実践、愛労連2026春闘討論集会 (12/7)

愛労連•愛知国民春闘共

闘の 2026国民春闘討論集

会が 12月7日（日）、刈

谷市産業振興センターで開

催され70人が参加しまし

た。

司会は愛労連副議長の若

井さん（生協労連）が努め

ました。主催者あいさつで

愛労連の西尾議長は（写 ＇ 

真）、国会議員の定数削減、軍事費

予算増、米価、高齢者医療、生活保

護費の削減、名護市長選挙など私た

ちに影響がある政治の諸問題に触れ

たあと、 「ケア労働の一時金削減を

跳ね返し、労働者全体の大幅賃上げ

の実現。公共の再生への動きなど私たちの運動で変化もある。 『対話と学びあい』で 26春闘を切り開こ

う」と呼びかけました。

全労連事務局次長の布施恵輔さんは（写真） 「対話と学びあいで仲間を増やして要求を実現する春闘を

めざして」と題して、国際・国内的に起こっている変化を分かりやすく紹介し、仲間づくり、組織の変革

をはかるため「グループ討鍮＝対話と学びあい」 （写真上）に入りました。 12グループにわかれ「自らの

生活実感と賃上げで生活をどう変えたいか、賃金以外で実現したい要求」で討論。 「対話と学びあい」 ト

ークセッションで、松本陵子さん（愛高教書記次長）、薄美穂子さん（福祉保育労東海地本書記長）、安

海芙由美さん（建交労愛知保育パート支部副委員

長）、塩森真由美さん（自治労連愛知自治体一般

労組大府分会分会長（写真左）が実践と成果を報

告。さらにグループ討綸で「自分は何をするか、

何を変えられるか」議論しました。

了． 愛労連の竹内事務局長が「2026国民春闘のおも

なとりくみ」を説明、全体討論を行い、西尾議長

、 の「がんばろう！」で閉会しました。
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『多様I1が大事』なら
第48期愛知県労働委員会労働者委員の不当任命で抗議

12月1日、愛知県知事は第48期愛知県労働委

員会委員を任命しました。不当にも今回も労働

者委員はすべて「連合愛知」所属の役員で占め

られました。

愛労連は 11月に「公明正大な任命を」求める

署名の提出や宣伝行動を実施してきました。 1日

には、竹内愛労連事務局長名で「大村知事は労

働委員会を再生し、労働者の信頼を取り戻すた

めに責任を果たせ」の談話を発表。私たちが求

めてきた公益委員に半世紀ぶりに労働法学者が

任命されたことは評価しました。

12 月 8 日（月）、愛労連•愛知国民春闘共闘

委員会・名古屋ふれあいユニオンは今回の任命

について、愛知県大村知事に対し、 「第48期労

働者委員会労働者委員の不当任命に抗議する」

とした申し入れを行いました。 15人が参加、県

からは労働局就業推進監と労働局福祉課長が出

席しました（写真右）。

委員の選定基準は？

ジェンダー平等は？

参加者から「どうやって委員を選定したのか」 「大企業の

労働組合の役員だけでは多様な意見が反映されない」 「ジェ

ンダー平等をどう考えているのか (7人の労働者委員中、女

性委員は2人）」 「医療や福祉分野からの労働相談が多いが

委員にいない」などと指摘しました。

これに対し、県側は「総合的に任命」 「女性比率を優先しては

いない」 「（医療福祉の分野からの登用について）特定の産業分

野から選任しているわけではない。分野に関係なく誠実に職務に

専念している。多様な潮流については判断の材料の一つ。多様性

は大事」などと答えるにとどまりました。

なお、現在、最賃審議委員会労働者委員を務める松村実委員が任命されました。 2年前も同じ事例で2

名の最賃委員が任期途中に辞任しました。同様に辞任することになれば「任命責任」が問われることも指

摘しました。申入れに先立ち、 8日、午前8時から愛知県庁本庁舎前で宣伝行動を行いました（写真左）。
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『ほうあめJ-C対話尉崖
非言語的コミュニケーションは、対話と学びあいの基本ツール

愛労連NEWS654号で掲載したように、 12月7日（日）愛労

連•愛知国民春閲共闘の 2026 国民春闘討論集会が開催されました。

全労連事務局次長の布施恵輔さんは、講演資料の（「対話を促進

する方法～グラウンドルールとリスペクトに加えて」）で非言語コ

ミュニケーションを紹介しています。

①「微笑む」＝どんな内容の話でも表情の柔らかさが必要です。

（今回の資料には紹介されていませんが）

②「うなずき」＝言葉を発することなく、首を縦にふることで

す。

③「あいづち」＝「ふーん、そうなんだ」 「そうですね」 「なる

ほど」など、さまざまなバリエーションがあります。②に加えて相

手を受け止めます。

④「目を見る（アイコンタクト）」＝相手を見ずに話をしていては、会話になりません。 「あなたの話

を聴いてるよ」のサインです。①～④の最初の言葉をつなげると「ほうあめ」になります。普段は意識し

ま「；；門°覚~:)4:：：：瓢：口。ョンを 19し」"’L竪ク
3つの『きく』を顛識する
上記の討論集会ではトークセッションも行われまし

た。愛高校の松本陵子さんは「濃厚対話」を説明しまし

た。 「対話とは、説得することとは違い、相手の話を傾

聴し、相手の思いや願いを一緒に考え

る」ことが大切だと。 「傾聴」は意識

しないとできません。

そこで、①音として聞く、②自分を

主として聞く、③相手を主にして聴

く。

鬱
「きく」と言っても様々ですが、この 3つの「きく」

違いを知ることで本当の「対話」が完成します。どんな

違いがあるか、考えてみましょう。
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予算雫員会に愛労連登場
量偏賃金弓l上げの響●で「量饂生計賣試●結果」を綱介
12月15日の参議院予算委員会で日本共産党の山

添拓議員は、石破前庫権が掲げていた2020年代に最

低賃金1500円の達成目櫃を高市政権が棚上げしたこ

とをめぐり、 『大企纂の内郭留保に時阪的に轟税し

て財翼をつくり、中小企業を直接支援し、最低賃金

は全国一檸1600Pl以上にするよう」求めました。

また、山添鵬員は日本は世界と比べ最低賃金が

低いと指攘。 1500Plは全国で行った人111lらしい生活

に必要な最低生計費にもとづいた攀であることを指

攘したうえで愛労連の調査結果を詔介． 「名古屋市

の若年単身者の場合最低生計費が時給で1806円必

要、畳知県の培方最低賃金審•会（の賣料）でも蝶

用された」と指摘｀旧詰笠漬し低賃金で足りるのか」

と追及、上胃賣一郎厚労相は答えられませんでした．

罷fi中の3つの署名
畳労違では今、最賃にかかわる3つの署名にとり

くんでいます。①全国一攀最賃暑名（餞人）写真右＝

2月末、②全国一律最賃と中小企業支援（団体） ＝ 
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3月末、③全国一律最賃と晃効日の先送り・分敷化の是正（団体） ＝3月末。また、蕊年2月に「家計霧

で生活費調査」を実嵐今月中に通知文と家計鐵C.lを癸出の予定です。単身看を中心に「生活費冑
査」に多くの仲間の参畑を呼びかけます．
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＊●ヽ7闘トヨタ鵬暉＝2月 11El (2JCII)■か6三胃量属馴寧たは本吐鶴、刈讐畢0名古
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辺野古新基地ストップ
大軍拡路線の政権に痛打を、 1月25日は沖縄県名護市長選

沖綱県名護市の市長選挙が、 1月18日告示、 25日投票で行われます． 、 ： ー
辺賽甜基地mは匹古の渾岸に各地から土砂が運び込まれているも 卜「
のの｀県民の粘り強い年建匹対のたたかいもあり、工事叫園通りに --‘ ¥ 
違んでいません．現市長は基地を受け入れ交付金に依存し市家を進めてい

ます。しかし、基造がある限り、米軍機の爆音による生活槙害、電彼障

害、米軍機からの部品書下や墜書 PFASなどの環箕汚染、なにより女

性：：竺：二；；、餃ストップのたたかいを進めるために重憂 '·l~三編量ヽ ；
な首長選挙であること、②鋏禰者である翁長クミコさんの勝利は米軍による事件・事放が後を絶たない中

で米軍基池依存からの殷却につながること、③この間の名護市長遍においても沖縄県労連の支援璽請を受

けて全労連として支援決定をしていることId口え、④来年承1：：予定される沖縄県知事遍に向け、日米軍事

同盟最優先、大軍拡路線にひた走る高市家権に痛打を与える重冥な遷拳職と位量づけ、翁長クミ＝さんの

支攘を行うことを決定しました。愛労連も 12月3日の韓事会で支擾を決定しました．

曼知匿公の青山楷事務局次長は（写真上）、 LL月下旬、安保蹴棄

冑LL1さんの躙熾輻曽 中央実行委員会が主催した名護市での決起集会に参加し、 12月1213 

に労働会館で行われた集会で辺野古埋め立てのずさんさを指摘しました． 「軟弱岨肇への砂杭の打ち込み

2026年新科

旗びらさ
学習会

四 2026年1月10日〇
13:30~16:00 
C口9労●会●賽重ホール
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は約1万本。しかし、 10月

までに打設されたのはわずか

約2900本、しかも6月以降

工事は中断．工事は9年と見

込んでいるがこのペースだと

ll年かかり、予算で計上さ

れている9300億円のうち、

すで1こ6000億円以上が使わ

れている。こんな税金の使い

方のあり方を国民全体で朧諭

するとき」と話しました。

重労連は檄布や現地支損行

動にとりくみます。ポランテ

ィア派遣やカンパの縞力を呼

びかけています。
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『給料Ilfて」声あl1よう
2026国民春闘スタート宣伝名古屋駅前 (1/6)
「『給料上げて」

と一人では言いにく

い。労働組合はみん

なで力を合わせて会

社と交捗したり、ス

トライキをして賃上

げを実現したりして

います」 ぽ下、配

布ビラ）。

畳労連・賢知國民

誉闘共闘委員会は1

月6日（火早頓、

名古屋駅前で「賃上げで交渉しよう！みんなで2026響闘」のビラを7槌枚配布しました。覺諷は3℃、冷

え込みが廠しいなかでしたが、参加した31人 (U組織）は、元覺に宣伝しました．

2026年の食料品の饂上げは約年実績費約6割増の2万609品目、泌年は1月～4月の4カ月で3693品

目の値上げが判明

しています（密国

データパンク）．

物僅高を上回る

賃上げで生活改善

をなんとしても実

現しましょう。

0日疇：1月10日は:)13:30~18:00 
〇鱒llfi：男●壼•層直ホール

on:「禽と暮らしを守る力」：竹●三●子さん
（ジャーナリスト、和光大學書●輯置
0トークセッション：ジェンダー平等の襴虐から
『公終の』賽える
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国際法違反の侵略行為
米軍のベネズエラヘの大規模攻撃に抗議の宣伝（1/6)
米軍が1月3日、冑米べ

ネズエラの首賽カラカスで

大規模攻撃を行い、マドゥ

ロ大統領らを拘束し．米国

に連れ去ったことに対し．

安員会と愛知

県平和委員会は6日． 12時

から名古屋市栄で抗議の宜

碩動を行い35人が参加し

ました。

トランプ大練鑽1文、米国民に多大な被害をもたらす麻薬密輸組織の菖霞者だとするマドゥロ氏を米国内

で戴くためだと載明しますが｀こうした一方的な武力行使I士｀固遍憲章を踏みにじる許されない行為で

す。

固連憲軍は第2粂第4項で、武力行使の原則禁止を

定めています。他固から攻撃を受けた楊合は例外とし

て、自膏権の武力行使が認められていますが、今国は

ベネズエラ欄から攻撃が行われた事実はありません．

高市首相はこうした米国の行動を批判すべきです． 13

本家府はこれまで台湾と中国の問題について、 「力に

よる現状変更があってはならない」と繰り返してきま

した．米国の行動に無批判でいることはこれらの立湯

を突き崩すものとなります。この行動には、 CBCテ

レピ、中日新1111、鐸日新聞、赤旗が取材しました。

い孤二可
い邸9
：による ---̀ Ì., 
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m 『夫婦別姓のその未来へ』
～ジェンダーX軍旗を111ろう～
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誘い合ってご参加を
今週の土躍日、竹信さんの講演とトークセッション

2026年前春

旗びらさ
学習会

四 2026年1月10日〇
13:30~16:00 

〇 労働会館東館ホール
Xで鬱鯰もで~···"""'五99下記スXV情轟l
●たUば←ド9碍関置鱈•ぉ・いし｀＇．
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1U直狐即
品と暮らしを守るnジェンダーの視点
ジェンダー平、 • 平厨11 ・労織畜のボ沢 『公共の再生』を考

トークセッション
ーディネーター 竹佑三返子さん

・ビデオレター 百上1じなさん（伊H 91沿）
パネラー
蝙直予さん（愛応教絨I刃灸UE)
矢ffお子さん（愛紐駁医ク3連ぞ己長）
武蒻胃了さん
（門泊ガ遭愛知以本樟軌行委R且）

姑醤Ai置労遍・置知国民●●共闘蜃員会
遍嶋覺 T“じ2 ,虻貪’“'膚艶四Xスて””9●●●●●"
電鱈0)9991”" rp .91 “1● 

愛労連•愛知国民春闘共闘委員会が主催する、 「2026年新春旗びらき学習会」が今週土曜Hに開催され

ます。二部構成で行われ内外で期待が高まっています。

第一部の講演は、メディアでもおなじみの竹信三恵子さん、労働問題などの著書も多数です。この間、

非正規公務員問題では愛労連の活動にエールも送っていただいています。

第二部は、 「公共の再生」でのトークセッション。ビデオレターでは、三重県伊賀市の共産党市会議員

の百上真菜（ももがみ まな）さんがビデオレターで登場。市では、 9年間続け

てきた市役所の「窓口業務」の委託を検証したところ、委託費用が人件費削減を

上回っていることがわかり、行政のコストカットにつながっていないばかりか、

「公共サービス」の持続性を阻害していることも浮き彫りに。市は年次的に職員

体制を整えた上で、再直営化（公営化）することが市議会で確認されました。こ

の経過などが報告されます。また、 3名の方からジェンダーの視点から縦横に語

っていただきます。多くのみなさんの参加をお待ちします。

写真：水仙 1月7日労働会館の近くの公園にて→

AIRORENニュース
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大幅賃上げなんとしても
単産・地域代表者会議で春闘方針第一次案を説明（1/10)

愛労連は1月 10日（土）午前、第2回単産・地域代表者会議を労働会館東館で開催し、 2026年国民春

闘方針の第一次案を説明しました。意見を 19日までにいただき、 1月25日（日）第73回臨時大会（刈谷

市産業振興センター）で討論し確定します。 15単産 19人、 14地域 19人、事務局6人の 44人が参加しま

した。

司会は佐賀事務局次長、竹内事務局長が議案（春闘方針

第1次案）を報告しました。

議案の冒頭は「成果を生み出しているが、実質賃金は上

回っていない。これを実現するには職場の力関係だけでな

く、産業・地域・全国の力関係を変えて、政治・行政を動

かすことが必要」と述べています。賃金要求案は、 「企業

内・産業内最低賃金は時間額で 1800円以上、月額27万円

以上」 「賃上げ要求は、月額3万3000円以上（約 10％以

上）、時間額250円以上（約 17％以上）」 「最低賃金を全

国一律 1800円以上、めざせ2000円」と提案しています。

要求額に確信を持つために、 2月に「家計簿で生活費調

査」を実施します。結果を対話や団交にも活用します。

討論では「賃上げと家計簿」 「地域で要求書交流会」

「平和」 「ケア労働者の賃上げ」 「非正規の組織化」 「格

差是正」 「組織拡大」 「ストで地域から応援」 「給特法」

など 11人が発言しました。

また、佐賀事務局次長が幹事会としての「愛労連専従役

員体制見直しプラン」について報告しました。

「畔如五 ］
【零V凧紀鰐屁鶏l

2026に2月18(8) ~21;288 く土）

，9..ヽ ・＂し一暴` ’
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’^ 島’9 ●999て一
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家計疇（冊子）が完慮しました。

必璽鄭薮を事霧圃まで遍編ください。

Excel顧は 1月中下旬に置労遍にホ

ームベージにアッフします。
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倫と晉らしを守るには
2026年新春旗びらき学習会に 121人 (1/10)

愛労連•愛知国民春闘共闘は 1 月 10 日

（土）午後、労働会館東館で旗びらき学習会

を開催し 122人（オンライン8)が参加しま

した。

愛労連の西尾議長（写真の赤いTシャツ）

はあいさつで「初の女性高市首相に期待はあ

るが、 26年度予算で軍事費は過去最大の9兆

円超、一方で社会保障や教育は切り捨てられ

ている」 「変化をつくるのは私たち自身『お

かしい』と言った力は必ず未来をつくる」と訴え

ました。

第一部は、竹信三恵子さん（ジャーナリスト、

和光大学名誉教授＝写真）から「命と暮らしを守

る力」 （ジェンダー平等•平和・労働者の未来）

と題した講演です。 「初の女性首相」について

「反ジェンダー平等の政策の束を引っさげた初の

女性首相という矛盾」と酷評しました。 「女性の貧困率は男性をほぼ上回り高齢期で特に拡大」 「日本の

非正規公務員の4分の3は女性」 「平和なしでは社会保障は増えない→女性が外で活躍する基盤の喪失→

男性の経済力ヘの依存の強化→男性の負担と女性嫌悪→戦争への道」と語りました。

保育・教育・医療の珊場から公共の再生を考えるトークセッション

第2部は「ジェンダーの視点から『公共の再生』を考えるトークセッション。ビデオレターで三重県

AIRORENニュース

伊賀市議会議員の百上真奈さん、 「公共サー

ビス」の市場化に問題意識を持ち市民と一緒

に市政を動かしてした経験を語りました。

自治労連愛知県本部の執行委員長の武藤貴

子さん、愛知県立高等学校教職員組合執行委

員長の堀直予さん、愛知県医労連書記長の矢

野彩子さんが現場の実態と改善運動を熱く話

しました。

一発行：愛知県労働組合総連合 〒456--0006 名古屋市熱田区沢下町9-7労働会館東館3F 電話052-871-5433
シェンダーと家族を語る
愛労連女性協新春のつどい (1/12)に50人超

愛労連女性協の新春の

つどいが 1月 12日（月・

休）労働会館本館で行わ

れ、50人を超える参加があ

りました。

女性協幹事は、今年も着

物を着て、花やお菓子、多

様な出店など和やか雰囲

気に包まれました。

オープニングは「手話っ

ち乱舞隊BreakThrough」

（写真）の手話ダンス。

記念講演は、名古屋大学法学研究科教授

の田村哲樹さん（写真）から「夫婦別姓の

その未来へ～ジェンダーX家族を語ろう

～」。夫婦別姓が法制化されることのみが

大事なのではなく、家族、職場などでも民

主主義が存在しているかどうかが重要で、

家族／親密圏での民主主義的な対話の大切さが話されました。グループに分かれての感想交流の時間があり、

参加型で良かったと好評でした。

重専な名護市長選 1月 10日の旗びらき学習会のあ

と、安保廃棄実行委員会の青山さん

（国公）が 1月 18日告示、 25日投票で行われる沖縄県の名

護市長選についての訴えを行いました。

青山さんは昨年 11月 28~30日の市長選勝利沖縄行動に

参加、 12月 12日に労働会館で行われた「決起集会」で報告： 
しました。 「誇りある名護市をつくる市民の会」は、同市議会議員の翁長クミコさんを

市長候補として擁立。翁長さんは「沖縄市民の目線でいのちと暮らしを守るために市政

の奪還」を訴えています。 10日、カンパを呼びかけ 30,390円が集まり、檄布（右）とともに沖縄県労連に

送りました。国政選挙や今年行われる沖縄県知事選にも大きな影響を与える重要な選挙です。

| AIRORENニュース I 
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なかまの交流がイイね
2026年心通う旗びらき、単産と地域労連
単産・地域組織が「旗びらき」を開催しています． 8日は名古屋中地域センターなど中地域合同旗びら

きです。労働組合以外にも愛視協、新婦人、救援会が参加して各組織のとりくみを紹介・交流しました。

西尾議長があいさつしました。

11日は「きずな」、昨年結成45

周年を迎えるためにプレ企画を行い

ましたが、最賃 1800円の峰の至l

達、仲間増やしに全力でがんばり、

45J!11年の6月28日を迎えようと意

思を固め合いました。

9日は東海法労、焼き肉、鍋、ち

ゃんちゃん焼

きと盛り沢

山．司法のIT

化に対応する

ため全司法と

の連帯を進め

ていて会場に

；：三旗
竺：：：。あい び
労、8:::：：ら>.
（写真） 「1人1人

が意見を言いやすい

環境に」、愛労連の

柴田副議長はあいさ

つで「トヨタ緯行

動」への参加を呼び

かけました。

| AIRORENニュ_ス | 
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シェンダー平等が大＂
「新春旗びらき学習会」 (1/10)の感想から

’̀’,'9，ヽふ,,
,,: 

鵬攣金が行われました。

竹信：：：：恵子さんを迎えた1)I10日の「新春戴びらき学習会」には 121人が参加、講演とトークセッシロ

ンに参加された皆さんから多くの感想が寄せられました。一部紹介します。

●25人に観青士1名とは

ジェンダー平等の大切さがよくわかった。パネラーの発言

により、職揚の実態が霞識できた。幼児25人に1人の保育

士とは本当にひどい。

＊労働組合の役割をl!ll解

ジェンダー平等が労働者の権利と平和を守るうえで不可欠

であるということがよく理解できた。保育・教育・医療の現

場が危機的な状況にあることもわかった。そのなかでがんば

l 

軍拡予算をくらしの予算に

·• i... - ••―°’"", . し a• • co•• • •· • • •．．，．．．巴．． ．．．．帽9 ●●●● ● 
，．，． ~．．．べ”....· ・ • .. '. ..具'·'●9 ●, 9●●● 膚....."'●9’●,.. 

っている労働組合の役割がとても大切だということが理解で ＇ 
2026年 軍拡予算使えば

き；•社会に大切な公共の大切 1月19日0 .:“:~<7.鴫る ／
久●大遍公●光の広曝 ー一‘ ,L. `• 

ジェンダー平等を掲げるため、女性の活躙をと言っている ,,- ;. •. • ;・・ 一～
が、その女性が安心して活躍できる社会の仕組みや家庭のぁ ・|―,IM- ”... m9  

18輪30分～ 19111110分～ 撫慣C

り方の考えが追いついていないと感じた。社会に必憂な公共

の大切さが軽んじられ、本当に大事にしたいことができない

現状にあると感じた。ケアワーカーをはじめ、公共

. ..........一 ．．．．書●亀●●●●●疇

• 9● あいら闘がか＇J＇”” 0ヽ90-5876-5469
- -=— • OS2·282•7081 

の大切さ、必要性を訴えていくことが今後も大事だ

と思う。

●貫全国一緯、鱚元全国会■員璽●
1月15日（木）、 16日（金）

| AIRORENニュース I 
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通常国会で調願採択を
国会議員に最賃全国一律で要請（1/15、16)

畳労違では昨年10月から最低賃金全国一律胴度の法改正を求める請顧署名（全労連署名）にとりくんで

います。 2月末繹め切りで、通常国会に提出されます。 1月14日現在の集約徽は1諏筆、咋年の最緯集

約は8636筆。残り 1カ月余り、ご奮●をお願いします。集まった署名を紹介麟員を応諮していただいいた

・員を通して匿会に提出します。

1月15日～16E、愛労連幹事会を中心にすべての地元国会議員の事蕎所に紹介議員の要請1ことり＜

み、 「最低賃金全国一偉制度の法改正と早期に時給1800円を実現するためのご櫨力のお塵い」とする

文書を手霊し、賽請の主旨を霰明しました．

織選拳が間近に追り、各事務所に訪間すると慌ただしい雰囲気でしたが、衆鵬院議員の籐原規員議員

（立憲＝写真左）と小山千帆議員（立憲＝写真右）が直撞対応してくれました。他も葛書の方に要請内

容を翫明することができました。また、愛知唇公の「公憲・公共サーピスの拡充を求める憂請書」も同

時吐演しました． ｀ ｀圏
賽請では「紹介議員の応諾」 「法改定と 1800円実現に向けての運解」を求め、

すでに衆議院鼈員の牧墓夫鼈員（立憲）、本村伸子議員（共蘊）、上村英明議員

（れいわ）から応躇回答が寄せられています．

2月からスタート攣計•0庄文書
幹事会や10日の単塵・地域代褒者会議でも藁欝している「家計響で生活費調査

」は2月実飽です。家計檸は完成しており｀単産・蛾域からの必冥郷筆の注文を待っている段階です．

春闘での賃上げ要求に寵信を持つ大きな材料となります。積極的なとりくみをお願いします

労遍饒一次量賃テー・ローカルビッグアクション
1月31日（土） 11騎～12時、名古圃厭桜遍口交●

「AIROREN＝ュース づ

Ai置労遍NEWS日
霧；・知霞労・饂合・遍合 〒妬64叩6名古鳳m鶴田区沢下町9-7”．出重東菫3F電匿妬2』71→“3

政治チェンジ・春闘勝利
「通常国会冒頭解散」「総選挙」で事務局長談話

1月19日、高市旱苗内閣総理大臣が1月23日に東議院を解徽し、幻日公示、 2月8日投開票で緯選挙

を実すると表明したことに対し、愛労連は竹内創事務局長蒙餌を発表、籠道機関各社に送付しました．

談話は、「20勾国民春閾勝利をめざし、 n史治』から変えていこう！ 通常国会の冒頭『解散』は、権
カの濫用に他ならない ～不正と疑惑から目をそらし、●かずして『信を間う』、身腸手な解散にみんな

で立ち向かおう～」．

軍絋予算を
く5しm予算に
翁頭直伝

一名古鯨 992026.2.19Thu.18:00 -19:00 
•X•o.,.置9震•,.--`...良．．．．●9,'’’‘‘し'，，，'”t..年•"し9詈39. 99 
`t·;;;;!:;I9t,,..し :r,`tり＼：•,心••..し•9

•込｀くら＂と諏＊I.い，，言改竃心あい9範，，かりげ鬱
.......触i●●“~ --,..m冑1....`

「談話」では、憲法から見た今回の解骸について、憲法

41粂（国会は因櫂の最高機襲）、認粂（通常因会は饂年一

回。国家運営の基本方針を決定する重賽な機会）を述べた上

で、 7条（天皇の國事行為、衆議院解散など）を恣意的に解

釈し、 「鱗散権は専権事項」などと主彊してきた歴代首相た

ちでさえ、通常国会での解散を贈みとどまってきたとし、 「

為敦者による権力の濫用」で曇挙と断じています，

また、蕨話では、朝日新闘が実施した世論調査でも、首相

による國会冒順解散に反対が60％で賛成の36％を大きく上

回っており、女性に厩れば23ポイントも反対が賛成を上回

り首相の判断にNO!を突きつけていることに触れ、 「私た

ちができることは国民の権利である『遷拳＝投畢』で国民生

活を憲みない身鵬手な解甑に立ち向かい、国会を刷新するこ

と」と呼びかけています。

緒びに 「愛労連は緯遭攀を2026年国民春闘騰利に導く

重要な機会と位置づけ、ジェンダー平尋を含む人権・多嫌性

•平和・蠣境の籐罵に消極的、且つ右傾化にひた走り憲枷擁

護の姿養を欠く、自繰連立蔽権に対し、投裏行動を以て抗鵬の意志を示すことを表明します」と繕んでい

ます．

麟話の全文は．●労遭のホームページでご賣いただけます．

●闘方針を討諭／置労遍籠73回臨詩大会
1月25日（日） 10冑■会凋苔市塵鄭瓢＇センター 401会面ヽ

| AIROREN=: z-ス|
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基捷lこ依存しない名護ililこ
市長選投票1月25日 支援活動報告記

名護市長選挙は1月25Hが投票日です。 1月17ll~18 llに支援に入った畳労連の高Ell幹事の帽告です。

市長遍は、 2月8日投1111票の衆議読遍拳の前哨験として注目を集める遍拳となっています。現市蔵は、本

士企業の儲けのための大型開発事業中心で地元董業は軽祗され、名霞市民の所得は下がっています．

全労違からは、「国のいいなり、本土ゼネ

コン優遇政治を変える！基嶋に依存しな

い、地域の力を生かした名護市へ」を訴え

ている「おながクミコ」候補の支援が呼び

かけられ、愛労連で集まった支援カンパや

櫛布をお猿し、ビラ配りや＾ンドマイクを

使って嬉減の市民へ訴えなどをおこない

ました。

置知の躙状を鶉告

--. 

17 llには沖縄県労連緯決起集会が開催され、全国から約50人

が参加し遷拳に向けての思いなどが訴えらました。愛知からは、「軍需宣業日本一の愛知県の現状と、名古

量漕や三河漕が特定利用濡漬に指定されるなど、駿争加担へのIllきが強まることへの鵬念」を鐵告し、「愛

知でつくられた武器が再び沖縄を職楊1こするのではないかという

危惧を労働縁合の

責任として重く受

け止めている、基地

に依存しない誇り

ある経済を掲げる

おながさんの姿は

可1私たちの希望その
,1 もの、おなが市長の

鰤生は、地方自治の

尊厳を守り｀ B本全体を撃争への道から引き戻す聰かな力」だと訴

えました。

告示1lの18ll、出交式では、玉城デニー沖縄県知事や国会・嬉

方が集し、檄励と連帯が表明されました。その後も、全国の

••防Ii書は長射罹ミサイルを
るな！配鍾するな！

蝉
l • 7小牧集会

月7BO；ま弄
●び●1●●か U亨→， 単田滋さ、
9ビ4S.. •9, .. . 

叫t：袖ね
~.”.~ （・， 霞冨 ・・芯 マ；．

' ’ー・ ．．．．．

9, ... :1・・ 駒誓溢翠：
工● 口●m ●`員＂＂こ曾イル..&.. ••. 
...9る出丑竺・屯：：E 虻翌し__...J仲間と譴力して選挙支擾をおこないました。

| AIROREN-=ュ -ス|
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地域から対話を広げよう
東三河労連旗びらきに70人参加

東三河労連は1月 21El I 

は）、「新賽のつどい」を開

催しました。

伊藤議長挨拶の後、来賓の

髪労連，竹内事務局長、自由

法曹団・斎藤弁護士からご挨 ，

援を受けました。

且菩町7山四鰐亨ご饒いて参加の 7嶋力団体、 16組合がスピーチ。直iliiしている課題等を訴え、みんな嫌々な編で奮躙して

いるんだな、と共有しあいました。お子さんも含め70人

の皆さんに集まってもらい、本当に感謝感戴

トランプ大練鎖の戚治手法に象鬱される「めちゃくち

ゃな」時代、『繰り返し対話、とにかく時間がかかっても

話レ合い」が私たちに求められている．それを大切にし

ていきたい。ほ三河労連事壽局長青木）

酉三河労連の拡大幹事会＆筐びらき (1月21日）｀ 
愛労連の谷藤副議長があいさつしました。

•:r99' ヽ＼隣1胄町 •寄？

＄マao2◎藝寧
●ふ:嗚'■厩響闘，，，宮，9

箆垂サ費鱈●拿0匹よ
霊 栂。日品、；：忠

撃l警9|聖
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大 賃上げみんなで
愛労連第73回臨時大会で活発討論（1/25)

愛労遍は 1月 25日（日）刈谷市産

業振異センターで篤 73回臨咤大会

を胃催し、賽閾方針案などを討諭し、

潰揚一まで採択しました。代・貝96

人、特別代攀員3人、幹事会ね人、

傍など凶人余が参加。

大会議長1：：：禍祉保育労の鑢須賀舞

君こi百を共：l 
の再生、④平和と民主主識を守り、大軍

拡・大増税を止める、⑤対話と学びあいで仲間を増やす」を強胃

し｀選挙と春闘を両輪でたたかおうと訴えました。

蘊 20、地域5、女性

協1、青年協1＝内文 』

書発言2)が発言しま

した．

紳事の補充選挙では

全国一般労働組合量知

追方本部の恒JII義朗さ

んが信任されました．

竹内事霧局長が議案を提案、今回初めて幹事会からも3つの分

野を担当（写真2段目左から）、薄幹事（橿祉保育労）が「対話

と学びあい」、若井副議長（生協労連）が「非正規春朧J、尾崎

ー 岬事（検徽労連）が「労働組合と平和運lb」について提案しまし

た．佐賀事務局次長が財政関連•案を擾案しました．

| AIRORENニュ-ス | 
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要求がかなう政治へ
安心して働きたい平和なくらし 2月8日は総選挙
1月25日の愛労遮第73回臨時大会では、 「身勝手な『解散」による緯選挙、だからこそ労働者・国民

の力で『政治』を変えよう！」とする特別決●を採択しました。一部を

紹介します． （以下、抜粋）

高市首相は記者会見で、記者から「野党から右傾化への懸念が出ている」

ことを問われた首相は、こともなげに「決して右傾化などではなく、・普通

の国”になるだけだ」と反論しました．

わたしたちにとって、実賣賃金が下がり続ける回1:t“ふつう．ではあり

ません。大企業が600兆P3に迫る内部留保を貯め込む匿は“ふつう”では

ありません 1こんなにジェンダーギャッブの大きな国は“ふつう”ではあ

りません 1多文化共生・多様性を妨げる国は、“ふつう”ではありません．

人口減のもと軍事費が膨張を饒ける国1:t“ふつう”ではありません．

なにより、・撃争ができる国”が“ふつう＂であってはなりません。

主権者たるわたしたちには、憲法の理念にそって、饂もが安心してはたらき、学び、平和にくらすことが

できる国を実現させる権利があります。そんな国こそ、わたしたち愛労連がめざす“ふつう”です。主櫨者

たる国民、労働者の投l111行動で、わたしたちの賽求がかなう「政治」へと刷新させましょう．

単慶・熾鑢から多影な斃● 置労遍篇73国圃騎大会

女性協（写真左）から各1人の27人が発言しました。組織名と 一

前号で掲載した憂労連第73回臨時大会では単産から20人（内 -̀.. 
文書1)、地域組織から5人（内文書1)、青年協（写真右）、 ^ :._~ 

一ゞ3

発言者を紹介します口 （敬称略）
、:::

C青年饂渋谷、②女性憾竹内、③きずな石川、④尾中望

月、⑤名中前田、⑤東三河伊藤、

⑦尾東甲斐、⑧名中鵜飼、R遣

交労水J::、⑩国公加塵、⑪郷家大塚、⑫きずな加藤、⑬櫃保労山本、

雌教労岩樺、⑮愛高教今井、⑯愛高教堀、⑰福保労酉田、⑩医労連

長尾、⑬生鶴労連森野、⑳年金者組合塚本、⑪福保労大JI[、⑫医労連矢

野、⑳保労越須賀、⑳自治労連豪、⑮匿労連泣田、⑳名中園村（文

書発言）、⑰電機情撮薦蜻 (N)

| AIRORENニュ_ス | 
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遍攀に行こう ●市菖桐は1600円目欄を纏上げ

最賃 1800円必要

....・

4.95い召で．．；~-::.:'.

愛労遮は1月26日の第73回臨時大会で r最低賃金全直一檸
1800円以上、めざせ2000円」の最賃璽求を決定しました． 1800

円は餐知県（名古屋市）若年単身世帯の最低生計費試算調査結果

(20以年版）をふまえたものです。

物信i高鵬を上回る賃上げIさますます切実さを増しています。最

低賃金全国一檸1600円を求める私たちの運動により、石職前菖

相は「2020年代に1500Pl」と言いましたが、高市首相はこの目

標を襴上げしました．

三 ．—． —•一・ • = 
―““n・ 9 ．．い一••••— •'ー・・・”＾ぃヽ“ー ・ ，，一•’‘

2月8日の投票日には、最低賃金の大幅アップを公約にかかげ

る寧党を遍択しましょう．
` ••一 ·L—→c__  -• 

全国一律最賃雪名、いよいよ2月ホ畢終磨 昨年10月から始まった全労連の全国一緯最賃署名は2月末が

集約期限です。現在の集約は目構1万筆に対して1900筆余（目

禦比20%)です． 3月6日の中央行動で紹介鵬員を応諮していただいた議員に手渡します。

1月31日（土）には11時 12時ま認古屋駅船員口交番前で紐9違第一次最賃デー、宣伝行動を行い

ます。多くの参加をお顧いします。左上の写真は配布ピラです。

私と選挙① 2月8日投票

先生増やそう

先生増やそう！遍拳に行こう！先生が足りないんです！明日を担う大事な子ど

もたちが困っているんです！敏育にもっとお金を！そんな敦治を実現したいな！遷

挙で変えられる！ ！選挙に行こう！ （愛教労住田末夫）

安心の医療・介護を

高順療養費の上隕額うl..I:げやOTC類似薬の保験外し

はやめて！介襲保廠のケアプラン有料化や利用料 3割負担では、利用できなくな

ります．簸：治を変えて安全•安心の医療・介護を 1 （医労連近藤直巳）

| AIRORENニュ-ス | 
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最賃UP選挙で決めよう
全労運鱒一次量貫テー（こ19人が参加

髪労連は全労連

第一次最賃デー・

ローカルビッグア

クションの1月31

日（土） 11時から

名古屋厭前で宣伝

を行い 19人が参

加しました。最高

気温が一桁・で冷た

い北JI.が吹く中で

したが、元知こ宣伝しまし1t. こg :；思

20~!!~：；戸とピょ： 『·人 ’‘
がスピーチしました。シール

アンケートには“人が謳力、

時間給で働く方に聞いた「最

賃いくらに引き上げるぺき」

では1300円が8人、1600円が

14人、 1800円が5人` 2000円が7人でした。しんぶん赤旗が歌材しまし

た。

................ 
私と選挙② 高市さんカッコイイと

中学生の孫が、自分自身のやりたいことや言いたいことを言っている

ロー三 高市さん「カッコイイ」と。そこで「アメリカと--I：：験争

する話」をしたら『なんかいやだね」と．働く看や蒻い立湯

：の者などの目練で政治をすすめてほしいものだ。未来ある熱

のためにも遷拳にいく． （ローカルユニオン青山正則）

個人の尊厳を大切に

昔からの家父長制度重楓1:l:、ジェンダー平等に逆行する動
......91「nI—

きです。外匿人排外主義ではなくて、難もが偏人の尊厳が大切にされ、自分らしく生きられる社会をつく

りましょう．そのために、遣単に行きましょう！ （厩労連藪島ちか子）

|AIRORENニュ_ス | 
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『ドキッ』雉ってた？
誰でも一麗は饒ってる薬患者負鑑I胡98倍～50倍
高市旱苗政槽が市販薬と成分が似たOTC攘似藁にかかる医療費を削減し｀果近な儡険稟の大幡値上げ

を狙っていることが、全国保職医団体連合会（保団違）が入手した賣料から判明しました．

賣料によると患者への追加負担を狙う薬の薬llOO成分（約7000品目）を全額負担1こした遍合、受診抑帽

を含めた医療費の削減が約2兆円にのぼる

と見込んでいます。花粉症の集や髯熱鎮痛

剤、謳布薬、架鼠剤など日常的に幅広く使わ

れ、現役世代にも大きな影響を与えます。

アレルギー性鼻炎179万人、襲節症・リウ

マチ認8万人｀胃炎・十二指腸炎llO万人、

アトピー性皮膚炎160万人、噛息185万人、

感症110万人の患看数がいると言われてい

ます． OTC類似薬を市販薬に置き攘えた湯

合、患者負担は約8~60倍にもはね上がりま

す．

シ匹ソニぷト ロキソニン鯰
い 9 , . , • イブブロフェン

フェルビナク.,.ーフ、 ー・ヽ カロナール

慢性胃炎・胃潰瘍
, 

ヒルドイドクリーム

')ドメックスコーワ軟膏
リンデDンVG鯰●

ムコダイン鍵

メジコン

感染症

自織敦櫂は鎗遷拳後の匿会に関連法案を

提出する方針です。綸遍拳で患者切り捨ての

政策にストップをかける必要があります．

ガ.,.トン霞

ガスター0鯰

""""..,9 ＊＊ナゾー1頃・n
•Iピ9ックス軟膏
ラミシールクリーム

•日

ti!秘 目の"‘ゆ叶・充

と選挙③
安心して暮らせる社会に

ロマグミット贄 9)ザベン点●濯

能登半晶地震から2年州紐しました．復 層員 ◄アンケートにご協がドさい &)-紐
Ill復興半ば、現在も全国から箆豊の自治体に

応援に入っています。住民の福祉の向上のために働く職員を増員し、饉もが安心して暮らせる社会にするた

ー ゴ めに、私も投票に行きます．（名古屋市職労犠村和怪子）

港湾を兵姑基地にするな！

高市攻楕は、職争する国作りを加遼させてきました。特定利用港

湾は兵幼基培に直結し、平和のもとで仕事を饒ける捲湾労働者の命

と安全を脅かし練けるものとなっています．平和な商業溝を目指す

ため、選挙で政治を変えましょう。（検徽労連 尾崎俊介）

|A- =ュ -ス|
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下薗l1単 の改善を
トヨタ本社とグルーフ5社へ要鵬 (2/3)
愛労連は、第47回トヨタ縛行動の一環として、 2月3日00

トヨタ本社およびグループ企業へ要請行動にとりくみました。

憂は、この1月から、これまでのTIii法が改正され「中小受

託取引適正化法ぽ道＇法）」が薦行されたことについて、 「中小

受託事業者が価椿交渉を適切に行い｀賃上げの原資を瀧保するた

めの取引条件の適正化を図ることを目的」とし、 「公正取引委員

会・中小企業庁は飼格交渉艤務の導入や支払条件の遍王化などを

遣めており、1ili格転嶽の定着を促遣」としています。 「貴社にお

いても、ここ徽年来、部品仕入価格の算定において労務費上昇分 R
の組み入れや価格改定にとりくまれていることを欝価・歓週」し

つつも、 「愛労連傘下の組合においてトヨタ車づくりにかかわる

仲間たちの賃上げ水準は、物価高鵬を上回る水準には頚底届いて

おらず奮また下請企業の謳営者からは癌注元に対して価椿転嫁を

求めることが困鍾であるとの声が団体交渉の楊でも表明されてお

り、とりくみは依然として道半ばにあります」。 「トヨタ車づくりに関わるすべての労働肴に対し、物価高

●を上回る大幅賃上げを保障するため、労務費上昇分の衝格転嫁を含む抜本的な取弓1価格改善を行うよう」

求めています．

トヨタ自動事には、全労連の秋山鵬長も参加（写真右）、髪労連の若井副鵬長、佐賀事葛鳥次長、1!!i三河

労連の欄井愛労連幹事、東京公害患者と家族の会の増1B事務局長が参加。棟式会社アイシン、トヨタ●体株

式会社、株式会社デンソー、 トヨタ鮎織株人会社、 トヨタ自動織欄にも同様の申し入れを行いました。

．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．． 

私と選挙⑧ 原発ゼロの顧い託す
福烏生まれです．故郷に帰りたいと願いながなら亡く

なった人、いまだ帰れない人たちがたくさんいまナ。それを見な

いことにして、原発再糠慟、新増殷はありえません。震災から丸

16年の今、原発ゼロの顧いを託します．（謳社保育労 薄美檀子｝

くらしと平和憲法を守る

嬌玉にいる長男や、ペルギー駐在の長女にも「大事な遷拳投真を」 と呼び掻けま

した。孫や子の未来や、私たちの今のくらし、そして平和憲法を守るため、憮いのない冷静な選択を、と家
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最賃審議の軽視では？
労働者委●2名がまた任顛逮中で辞任

愛労連は2月9日（月）、愛知労働局（賃金懺）に対し、昨年任命されたばかりの最低賃金審議会の労働

者委員2名が、また、最賃法で定めている任爛2年の進中で辞任したことに対し（近年の酔退状況は下

記、闇題点を指攘するとともに、大企業・正社員ばかりの委員から非連合や非正規・女性・医療福祉の労

働嗜を任命するよう要＂を行いました。（写真：右は竹内事務局長）

要請では、「最賃審●を鰹視していないか」「公開の湯での審鵬は

時間が少なく活発な議論が乏しい上、休会中の『打ち合わせ時間』

（議事縁もない）が多いことも任命責任を軽捏することに繋がって

いないか」など、以下の4点についての見解と任命にあたっては留 r 
意するよう求めました．

「①任命にあたり2年の責任を審査・蒐壽したか、②辞任した運

由と絹珊がいくものか？、任命責任は？、こうした事鑢を繰り返さ -1 

ないための対処は？、③任命にあたりジェンダー平筆の裸点で女性

委員を6割に、④「医賽•福祉J労働者や非正規労働者の任命を」。

愛労運は単童と違名で、医労違の濱島ちか子さん、生協労違の肇賽秀朗さんを措薦しています。

、名労連結成に向けtこ／

O~\ 21-115暉
13:JO~1(,:()() 

~i労働会館本鱈会渥至 ♦ 
+ / 

［近年碑遍桧翼］

■勾19隼（會和元年） 4月任●の5名中4名が1年拿賽で欝
■2021年（令和3年） 4月任會の5名中1名が1カ月で鶉
■2021年（令和3年） 4月任禽の5名中1名が1年未賞で欝任
・勾庄皐（會和口隼） 4月任禽の15名中3名が1隼未満で濤任

■匹加年（和7年） 4月任禽の0彙中2名が1年冑で静任

全醒署名は今月が國餞

昨年10月からスクートし

た全労連署名（全国一律最

賃）曲I]、いよいよ今月が

最です。

現時点で例年よりかなり少

ない集約です。最後のご奮廣

盲 1
発；量知罵労働組合鐵濃合 〒応ea双｝ 名古・市鵬Ill区沢下町9-7労働会筐賽重3F．厨052-!71-5433

庸益を労●者と下薗ltに
第47回トヨタ織行動に360人

2月11日（水・ぬ、第47回トヨタ緯暉が行われました。阜輯宣伝I±刈谷駅と三河覺田駅で行われ、

それぞれ36人で1926枚、 26人で泌2枚のピラを配布しました。

雨も上がった11時、名古屋市中区の久屋大通公園・光の広編での「2026閲民春麗騨利決起集会」はmo

人が参加。愛労遍の西尾議長、全労遍の秋山議長のあいさつのあと、 15人（単童•青年協・名古屋市職

労・農民濾•東京公害患者の会、静岡県評・女性

協・パ臨連非正規公務員PJ、検豪労連の中央）

によるリレートーク、集会アピールを採択し、デ

モ行進に移りました（写真）。

デモ行進のコールはBGMJ,付き、 「物価が高

い～給料増やして～ガマンも限界」 「生活苦しい

やつ声上げろ」 濱渫fはいったいなにやってんだ

～大企業ばかり応援するな」 「大企業はため込み

過ぎだ～給料にまわせ～下請けにまわせ」。デモ

を見ていた2人の青年男性に声をかけたら「給鷲

安いので参加します」と飛び入りしました。

戸西西vニュース— ― ・̀ •一．．．、=―- -- -- - -7 
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難待嘉まる名労狸結董
5月30結成に向けたスタートアッフ集会に55人 (2/15)
2月15日（日）、労働会館本館で「名労連（仮称）結成に向けたスタートアップ集会」が行われまし

た。

参加は単産（単組・支部） 31人、

地域組織から 17人、事務局など総勢

55人でした。司会は、愛知国公事務

局次長の青山浩さんが努めました。

竹内愛労連事務局長が「経過報告と

加入に向けた説明」を行ったのち、グ

ループ討論で「モヤモヤ」を出しても

らいました。

会費、それぞれの組織の解散の時期

と手続き、役員はどうなるかなどのモ

ヤモヤが出されました。竹内事務局長は、こうした意見を受けて、 3つの視点で報告しました。

①会計については、 5月30日の結成に向けて何組織と何人の組合員が加入するかで予算を考えることにな

る。②意思決定の機関として大会、評議員会、幹事会が考えられ、必要に応じて代表者会議の配置も考え

られる。専従者の配置については現段階では組合費の納入人数がわからないので確定できない。③地域組

織の解散のタイミングは、当日の午前を予定ところもあるが、 5月30日前後で考えていただければよいの

ではないか。

全体討論では、「数の力を背景に要求でたたかって行くという期待は大きい」「選挙は心配な結果になっ

たが、組合はここにあり。組織拡大にもつなげたい」「区に限った運勁をしてきたが、名古屋という地域で

一緒にがんばれるのは嬉しい。生みの苦しみはあるが名労連に期待している」など結成に向けた機運の高

まりを示す発言が続きました。

尾屯労運だ秦闘決起集会
尾中地区労連「26春闘学習決起集会」を行

いました。愛労連の佐賀事務局次長に「2026

年国民春闘をたたかうにあたり～総選挙の結

果もふまえ～」というタイトルでお話しいた

、＿ ＿暉 — だき、その後、意見交流を行い、加藤尾中地

区労連事務局長による春闘方針の提案及び採択を行いました。参加者は 10名でした。（事務局長：加藤）

AIRORENニュース I 
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愛労踵最賃署名が完董
2月25日に発送1800円以上を明記、

当初の予定から遅れましたが愛労連の最賃署名用紙

が完成しました。 2月25日の定期発送で事前に聞い

た必要枚数を単産・地域組織に送ります。

昨年との違いは、①1500円から 1800円へ、②昨年

に続き審議会で愛労連発表の「最低生計費試算調査結

果」を用い（昨年初めて採用）、その説明の場を作る

こと、③発効日が 10月1日になるように審議の開始

を求める（全国で発効日の遅れがありました）、④署

名欄は、昨年までは住所欄がありましたが、「氏名」

欄だけになり、 1枚で 10名分記入できます。

今年、 7月初旬に愛知労働局に提出します。昨年は
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9300筆（署名表紙にある数はネット署名も含めた

数）、今回は住所記入がないことで街頭などでも集

めやすいでのではないでしょうか。集約は6月末

までの4カ月間、ご奮闘をおねがいします。

＊毎日新聞 (2月 17日付）が報道（左）。 2月9

日提出した要請は愛労連NEWSにも掲載し、要請文

を報道機関に提供していました。

2.2S 響CDI畠蠅総行動
| AIRORENニュース
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害を評ぶ聾鱚総fi鵬
2.26 置知隈内の駅頭、「貫上げ」宣伝がんばる

2月26日（木）旱朗から県内の駅頭で「賽の端蟻

綸行動」が行われました（夕刻宣伝計画の建域も

あり）．計薗段階では80カ所での宣伝です．

天白地域センクーは、午前7時から植田駅で延

べ10人が参加。ちょっと肌睾い輔で、人通りが少

なく勾0枚程度の配布でした（写真右上）。東~河

労連は7時15分から豊槽駅で延ぺ10人が参加し

1000枚百湘しました（写真左上）．葎部・津島労

連は、 7時30分から緯島駅で9人参加、いつも以上に受け取ってくれました（写真右下）．

みんなの賃上げで6
社会全体の厩..tlt1i

ティッシュに入れた配布ピラ

は「みんなの賃上げで社会全

体の底上げを」（写真：左）で

讀 ●●●●a● 9●●9,...., •"“— 
：：：ぶヰ霊ぷよ・-E;.し..Iす。
...,..~嶋_.ら....“ー ・ ヽ● 9 

裏面は、「公立・公的病院を呵＇`

土が”• 1 ：ふー
＃ジ乏．；・
・クー →~鼻｀＇

寓賣賃會11カ月遭纏ダウン 辛，＝＝＝：：．．
亀疇9 99ヽ • ヽず富~ー••

帽価は61カ月遍縞.t"‘
4年で約13％爛
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なくさないで」「敦育の予算を

増やして、敏育の霊償化を」 rヶ
ア労働者の大帽賃上げ」をアピ

ールしています．

3月12日（木）は全国統一行

動日．愛労連1土ストライキに入

る職揚の支擾ととも1こ̀)8峙か

らは名古屋駅で大宣伝を計画し

竺！甜難！
貸よ99誓

` 」 - -てい

一

・Iでzaz:l
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当鼠『賃益改善努n』
一定の前道で全医労ストライキ回選、支握行動
全医労は賃金

改善に向け2月

27日、 1時間の

指名ストライキ

を構え泌日に

交渉 2月19

日に示されてい

た二次回答は、

「基本給平均

3. 2%、9．邸2円
弓1上げ、非常勤職員時給‘V均 105l'I改定、

腐時特Jllj一時金支玲など；で出求からも低

すぎると追及しました．これに対し当局

（園立病院機構本部）は、「妊えば厳しい

状況だが、全医労0)竹金改轡，i:f求について

はしつかり受け止め、りlさ絞さ改善ぐさる

検討を行う」と回答し玉した．全医労は、

「到底納得できる回答ではないが、賃金改善の引き饒く検酎と職湯改善へつながる内容で、さらに協議を

続ける」ことを贈霞しストライキを回避しました． 27日の名古屋医療センクー前の支擾行動集会には早朝

から 11組織33人が拿加（写真上）、豊橋医憲センクーでも支援行動が行われました（写真下）。

金■―..  賃で熾元圃会11J1藝● (2.27)
2月勾日、愛労遮は1月に饒き、新たに当遍した地元国会鵬員7名（衆

朧院議負）に全国一

律最賃署名の紹介鵬

員要請を行いました

（秘書対応）．

署名は3月5日の

中央行動で応諾朧員

iこ託します．

| AIROREN=ユース ー ］ 
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「外交のギア」上げよう
ビキニテーに全国 1700人、置知からも 140人
「核兵器のない平和な世界への転換、憲法を生かした非槙平和の日本へ」を掲げた3.lビキニデー集会

には全園から1700人が参加しました。静閾県焼濤市とオンラインを繕んでの集会です．

愛知県原水憾からはのぺ140人が参加。代表l!I!事でもある愛労連の百尾美沙子議長は3.1ビキニデー1l

本水饂集会（叫28)で鸞知の決

意を述べました（写真｝．

「ノーベル平和賞を受賞した日

本箪団饂の金本弘代表理事・置友

金遷事長、そして授賞式に同行し

た禎爆二批の大村羹則原水禍代襄

遅事による講演は、累計143カ

所、 1万1621人に連した。この

心の実』を霞り縫ぐ力を原

動力に、私たちは筆爆80年に向

けたとりくみに尽力してきた」

「平行道lは県内全自治体・面コースで実施し、 6800人を超える市民が歩き、若者も飛び入り参加した」

「9月の平和のつどい、 10月の日本平和大会inあいちの成功」、そして「今、必要なのは武力に頼るギア

を上げることではなく、平和を創る『外交のギア』を上げることが必裏だ」と訴えました。

イランヘの先調車撃1こ抗■栄で行1J30人蘊（3.2)
愛知県平和委員会、安保破棄愛知県実

行委員会は3月2日、 トランプ米欺権が

イスラエルと共に、イランに対する大規

模な軍事攻撃を開始したことに対して名

古屋市の栄で昼休み抗鵬行動を行いまし

た（写真）．

反米戚権とみなし主檜国家を武力で転

覆してしまうという、国連憲章や国際法

に違寂する侵略験争です。高市首相Iか

ランプ家帽の無法ぶりを批判していません。 (3月3日付け、中日新聞と赤旗が鶉道）

| AIRORENニュ-ス | 
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- _:8万円
ケア労●書の大編賃上げ求め、配者会見と県要●
養労遍ケア労働対傭委員会は3月2日、「ケア労働者の大幅賃上げ」などを求め、県政記者クラプで配者

会見（写真上）を行い、その援、愛知県知事あての驀請書を提出しました（写真下）．

覺労連の百尾議長は記者会見II)

●畢i、「いま、日本のケア労働II)

覗湯は単なる人手不足ではなく、

m想的な崩攘』の危機にある。
その最大の要因は偏董業との絶望

的な賃金格差」であり、「2026年

度に異例の臨時纏酬改定を予定し

ているが、如舅偵と鉗韻平均

の格差は月額8万円を超えており、予定される改定の

みではこの椿差を痙めることはできない」と指摘しま

した．

自治体病院の竹内真樹さん、医嶽機1!11の矢野彩子さ

ん、介護の小島誠司さん、臓害者福祉の大川彩子さ

ん、保育の薄美糠子さん、学童保育の本多那奈さん

が、それぞれ鴫鳴の実態について嘉言しました。会見後、県（労働福祉醗対応）に「ケア労働者の大幅賃

上げ・賃金格差是正および鍼酬改定10％以上を求め、龍もが安心して働き、暮らし鰊けられる愛知県政の

実現に向けた要請●」（①匿への働きかけ、②県独自の直接支援、③育児・介霞と仕事の両立支援の労働環

境養備）を提出しました。 (3月3B付けの中B新聞がカラーで暢道）

紅会髯障費0)漏綱と駈爾費巖はセット～策27馴あいち紅髯学較

愛知社保協と愛労運は3月1日、労働会館東錮ホールで「第27回あいち社会保障学校」を開催し71

人（うちリモート30)が参加．記念疇演は、福井県立大学名誉敏授の北明美氏を招き、「社会保障を切り

捨てる『手取り増』論の欺睛」と題して｀近年の税制改正の問題点から図民負担率抑制論と軍事費・社会

べらこ届旦言言芸芸
・ 事務局次長•愛知県保蕨医議会事務局次長）が行いました，

| AIRORENニコ-ス | 
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ニューヨークでも傾聴・対話
来年2月、県知事選勝利スタート集会 (3/3)
革新県政の会は3月3日（火）、労働会館東館ホールで、来年2月の県知事選1年前にあたり、「知事選

勝利スタート集会」を開催しました。 管切C岨予選攀 {2029豆印

主催者あいさつで樽松佐一代表は「国際、国内の情勢から県 1勝利に向けたスタート集会 1
知事選への関心が薄くなっているが、特定利用空港・港湾の指

’’―"J"'上 ・- - 9 99,し’ ●’

定問題、医療・介護など社会保障の問題など県民のくらしを守

る県政の役割が大きい」とし、「今後知事選への関心を高めて行

こう」と呼びかけました。（写真右）。

「2026年度愛知県予算案から見えてくる愛知県政の問

題点」として山口事務局長（日本共産党愛知県議会議員

団）は「アジア・アジアパラ競技大会を大きな起爆剤とし

て、ビッグプロジェクトを前進させ、愛知を成長•発展さ

せる」とし、「成長戦略最優先で県民のくらしには冷たい

予算編成」だと指摘しました。一方、県民の運動と議会の

綸戦で実現した項目について報告しました。

マムダニ市長の誕生はいかに

つづいて、全米最大都市のニューヨーク (NY)市長に

なったマムダニ市長誕生の背景について、川口創弁護士

（名古屋第一法律事務所）が報告しました（写真左下）。

NYの賃料はワンルームでも月 50万円・深刻な物価高

と格差貧困のなか、住まいは権利と主張し、市営バスの無

料化などを訴えました。「NYは 『売り物』ではない」「金

持ちが作る街から、

私たちがこの街を作

使胃目などか憾上げされる主な鳥IRI賞轟鵬疇はいず1lも會年10員から）

~”"p9會和a-•"マの＂＂の公11 J

スポーツ鼻鰍
ブー鳥•9.m-.... ””'}...,、h心a,―̀ 町．
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-I .. 1干●生量竿氏 ンクーの●合糞亡鼠↑酌1ぷ“り→9贔”せヨ●ど
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る」と、市民の心をつかむメッセージを発信し、「上からの説教では

なく、対等な傾聴と対話」「なぜ、 トランプに入れたのか」「相手を

否定しない」など大切に対話を呼びかけました。「希望を具体的に語

る」ことを大切に選挙戦を展開したことで、多くの市民の共感を得

て、 10万人のボランティアがマムダニ市長の風を起こし、若者の圧

倒的支持を集めました。

| AIRORENニュース
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賃上げで一般生活したい
2月「家計簿で生活費調査」参加者、第一報届く
愛労連は2月「家計簿で生活費調査」にとりくみました。今、単産・地域組織経由で調査に参加した仲

間から集約中です。今回の調査は、「1カ月普通の生活をしてどれだけ生活費がかかるか」を明らかにし、

2024年改定版「愛知県（名古屋市）若年単身世帯の最低生計費試算結果」と比較して賃金水準について考

えるとりくみです。春闘での賃上げ要求の根拠にも活用できます。

調査に参加した名古屋市内在住の 30代の単身青年から、さっそく結果 (Excelデータ集約）が送られて

来たので紹介します。（下記カッコ内は 2024年改訂版最低生計費試算結果より）

食費58,000円、教養・娯楽費34,000円、非消費支出77,000円

食費 58,778円 (53,603)、住居費66,332円 (50,667)、水道・光熱費 15,824円 (7,983)、家具・家事

用品と被服•履物費はなし、保健医療費 8,065 円（2,366) 、交通・通信費 4,210 円 (16, 324)、教養・娯楽

費34,735円 (22,646)、その他 2,778円 (25,015)で合計

190, 720円で、試算調査の消費支出 192,727円とほぼ同様の

額になりました。

非消費支出は、年金、健康保険、雇用保険、所得税、住

民税＝77,182円 (58,979)です。（予備費 19,200円）

総支出合計は267,902円（本人の給料の手取りは残業代

含め 287,000円）で、最低生計費試算結果の 270,906円（時

間給で 1800円）とほぼ同じ額になりました。

多額の出費がなかったことが幸いしたわけですが、「6年

くらい家計簿を付けているが食費が高騰しているのが改め

てわかった。賃上げがないと、一般的な生活ができない。

最賃も引き上げる必要があると感じた」と感想が寄せられ

ています。

4月17日に合意形成会議

愛労連では、 4月17日（金）午後8時から調査に参加し

ヽ

育

●、.,.. 
疇、．．

' 
9,  2026年3E68 （金）磁ご．
●● →、 9労喩会館 ，<··•"、.. .

,.mh誓,-,,..,,,,.し.,.. Cl ̀  
ヘー よ:--- 5 企．＾•- ．

た方を中心に最低生計費試算調査合意形成会議＝オンライン（仮称）を開催します。そして、直近の物価

上昇率もふまえ 26年改訂版試算結果を作成し、 7月開催の愛知地方最低賃金審諧会に生計費資料として提

出します。 愛労遍最賃「1800円署名」がスタートしました。 6月末までです。
| AIRORENニュース I 
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トイしの圃叡チェック？
非正綱公襲員の●用・処遍・彗訓で記書会見 (3/6)
畳労違非正規公務員1万人皇繍畠化ブロジェクトはr国際女性デー」を薗に8月6日（金）、労偏l会餡オ緯
で「非正規公蕃員制度はジェンダー不平鑢の象懺、ジェンダー差9J•不合理な格差の改善を求める」 記者

会見を行いました．

鞘日新聞・中日新1111・

しんぶん赤旗、オンライ

ンでNHK、ジャーナリ

ストの小林美希さんが取

材しました。

量労連の11!1尾議長1:t

「3月8日は女性デー．

女性の権利、ジェンダー

平鱒の実現を11t界中で葎

3月8B-neテー 1 

9ば忍翌li}亀菖ヘ

薗する日．日本では依然 -----—• _ . 

として男女の賃金格甍が大きく、ジェンダーギャップ指徽も低い水準」と指摘、 3月上旬会計年度任用職

員の処遇改善・雇用の安定を求め｀畳知累を含む県内65自治体すべての首長に贄して要請書を擾出（廊

送）したことを職告しましたまた、県内の自治体の保青現漏から届いた声を紹介．「トイレに行く回戴が

多いJ「休憩魯すぐにトイレに行った」など、生遅嗅象を遅由に雇い止めに遭っているという実籐を告塁し

ました．

憂9しiB直 ．“ ざ竺竺笠り：「｀：
採91i更新されるか・・・非正規公務員「覆面」で訴え 務員へのアンケート絢果」を報告、会計年度任

IIIliiliIII[il圃ili!ili：；笠已五召そ年』晶紅血呵肇屋市は、この時になっても来年度の雇用の合

翡ii［聞紺叫I員五正王：：：：ご：、：r叫 ．＂＂よ血ぷ ．tiし‘ 棚日新聞が全国紙面で田しました（写真

左．
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GO！ジェンダー平等
『女慨の儲；日」上映、国欝玄儘デ＝アクション、ミニト＝クショ＝

8月8日は国際女性デー、「『女性の休日』を日本でも」と実行委員会が呼びかけ、 8日を前後して47都

道府県、 3000カ所以上で多囃な運動がとりくまれました。「女性の休日」とは、 50年前のアイスランド

で、家事、育児に霰弊した女性たちが仲間を増やし、女性の9割が労慟を放素した「ストライキ」を振り

返るドキュメンクリー映薗です。

畳知では、昼の部(13時30分）、夜の部 (18時叩分＝写真）の上映会には、阿部とも会遍（労働会

館）いっばいの参加がありま

した。「映画は人や社金の中で

生きていくし、生かされてい

く」との映薗配拾のひとり、

豪下記さんは話します (3.

硼日斬聞）。会楊には、クッキ

ー、ケーキや手作り小直9など

，，tザーも． 16時30分から1

間、金山駅北口で多くの女性

が参加して｀ミモザの花を持

ちながら「国際女性デーアク・

夜の部の上験援、上映の発起者であり、元NHK僭翫委員（ジェンダ

ー・男女共同参画担当）でジャーナリストの山本恵子さん（写真右）は、

ミニトークで映1!11は「女性の休1l＝ストライキ」 I女性の役割の大きさ、

女性がいないと社会は動かないことを示した」と謙11L参加者から「H*

ももっと運戴をして変えていければ」と感想が寄せられました。

[9 AIRORENニュース ＿＿ ＿＿ ― ―| 
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ミサイル・願発いらない
3/7~8 ヽJ＼牧•名古屋・豊橋で市民アクション

高市政権によって全国各地に配備が狙われている敵基地攻撃用長射程ミサイルのほとんどを生産してい

る三菱重工小牧北工場がある小牧市で7日、あいち総がかり行動など6団体でつくる実行委員会が「三

菱・防衛省は長射程ミサイルをつくるな！配備するな！」とアピールする集会とデモを開催し、 310人が

集まりました（写真右）。

主催者あいさつで飯島滋明さん（名古屋学院大学教

授・不戦へのネットワーク代表）は、先の戦争でも軍

事基地があった名古屋は空襲の被害を受けたと指摘。

「ミサイルを作るなと意思を示しましょう」と呼びか

けました。集会には配備地の熊本や静岡からも参加、

「近くには民家や病院、学校などもある」と語りまし

た。

‘̀ 3̀ 原発ゼロと再生可能エネルギーを推進する

社会の実現を求め8日、名古屋市で集会とデ

モが行われました（写真左）。主催は愛労連

も参加する「原発ゼロNAGOYA ACT 

ION」。集会には200人が集まり、「平和の

ために原発止めよう」とアピールしました。

「原発なくす愛知の会」代表世話人の松田正

久さんは、中部電力の浜岡原発の再稼働を巡る、基準地震動データ捏造（ねつぞう）を批判。中電は原発

を動かす資格はないと述べました。

同じ8日、豊橋でも「つながろう福島 な

くそう原発 3.11追悼東三河市民のつど

い」が豊橋駅前一帯でありました（写真

右）。「浜岡原発いらない東三河の会」主催。

「データ不正に抗議し、いまこそ浜岡原発の

全基廃炉の決断を求める決議」を採択、その後、約 70人が横断幕やプラカードを掲げて行進しました。

3.12（木）全国統一行動・名古屋駅宣芭

18時～19時名古屋駅桜通ロゲートタワー前

| AIRORENニュース I 
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大輻賃上げ、国R要求実頂
2026審闘勝利 3. 5中央総行動

国民春闘共闘委員会は3月5日（木）、 2026春闘

ですべての労働者の大幅賃上げ・底上げや最低賃金

全国一律制実現、労働基準法解体阻止、消費税・イ

ンボイス廃止、食料自給率向上、アメリカとイスラ

エルによるイラン攻撃中止などの国民的要求実現をかかげて、東京・霞ヶ浦で3 • 5中央総決起行動を展

開しました。集会や国会議員要請、省庁要請、宣伝、デモ行進など

多彩な行動をとりくみました。

ー 愛労連からも西尾議長、柴田副議長、若井副議長、佐賀事務局次

長らが参加しました。

最賃一律署名の紹介議員要請は、衆議院議員の関健一郎議員（維

新）本人と会うことが出来懇談しました（写真右下）。生協労連は新

橋で早朝宣伝を行ったあと（写真左下）、最賃一律署名の紹介議員要

請を行いました。

春闘はいよいよ山場を迎えます。JMITUは3月 10日と 12日、医
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大輻賃_tl1求めストライキ
3/11集中回笛、 3/12全国統一行動
2026年国民春B'iiは3月 11nの集中回答ǹ12 nの全国統一行動で山也を迎えています＂
医労連は大幅賃上げと診療報酬 10％アップなどを要求し7組合がストライキ。国共病組東海病院支部

（千種区千代田橋）では8時30分の始業時から 30分の指名ストを行いました（写真上）。来院者に署名

も呼びかけました。自治労連、愛知国公、千種名東労

連、愛労連が支援に入りました。

同時刻、国共病組名城病院支部（中区三の丸）も指名

ストを行いました。自治労連、名古屋市職労、愛知国

公、生協労連、名中センター、愛労連が支援に入りまし

た（写真上から 2番目）

医労連・名南会労組（名古屋市南区）は手当の支給の

みの回答に対し、ベースアップを求め 10時から指名ス

トライキを行いました（写真上から 3番目）

JMITU通信産業本部愛知支部では8時から 12人

が参加し会社前で宣伝行動。始業時から 10時まで指名

ストライキを行いました。生協労連、名中センター、愛

労連から支援に入りました（写真下）
ー ・;,.._ I 

JMITU川本製作所（岡崎市）は3月 10日、 15時10

分から 2時間のストライキを行いました。一律4万円の賃

上げ回答の一方で一時金を0.3月カットするという会社か

らの回答への抗議です（写哀右下）。

一発行：愛知県労働組合総運合 〒456-0006 名古屋市熱田区沢下町9-7労働会館東館3F 電話052-871-5433
勝ち取る、大編賃上げ
初のストライキ、支擾多数、 CBCテレビも取材
医労運・南医療生協労組とみなと医療生協労組は、 「大幅賃上げ」 「人員増」 「医療の充実」などを掲げ、

それぞれ3月 12日（木）午後1時間の指名ストを行いました。南医療生協労組は南生協病院でのストは初

めてです。病院前には、組合員と支援者を含 19 I~ ・” ·°` ....̀  
め20人を超えるなかまが参加しました（写真

右）。

愛知国公・国交労組中部空港支部から夜勤

明けで応援に駆けつけた茅野さんは、「医療も

管制官も、マンパワーが足りないのはミスに ― 

つながる。職員増やしてというのは共通」と

激励。愛労連から西尾議長が連帯のあいさ

つ、柴田副議長らが参加しました。

声Ilf絞ける
2011年3月 11日の東京電力福島第一原子

力発電所事故から 15年、だまっちゃおれ

ん！原発事故人権侵害訴訟•愛知岐阜が主催

する集会とデモ行進が名古屋市の栄で行われ

約200人が参加しました。「老朽原発再稼働

みなと医療生協労組も病院前で行動。

指名ストに入った組合員もスピーチし大

'!J 幅賃上げと人員増を訴えました（写真

＇ 左）。患者さんと見られる方がずっとスピ

息 ーチを聞いてくれました。

，・ 

愛労連からも谷藤副議長、若井副議長

らが連帯のあいさつを行いました。

CBCテレビ⇒としんぶ
ん赤旗が報道しました。

反対」「不正まみれで安全語るな」などとコール。テレビ、中日新聞、朝日新聞、しんぶん赤旗が報道しま

した。

AIRORENニュース 1 
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みhなが報われる紅会を
3/12全国統一行動 名古屋駅アクション

TUがストライキを行い賃金大

幅引き上げを求めました。スト

ライキと並行して行われた集会には多くの仲間が支援

に駆けつけました（愛労連NEWS690、691にて掲

載）。

同日、午後6時からは、名古屋駅桜通ロゲートタワ

ー前で、宣伝行動を行い41人が参加（写真上）。「こ

んな賃金じゃ生活できない」ビラ（ティッシュ）を約

1000部配布、愛労連の最賃 1800円以上署名、シール

アンケートを行いました。愛労連カーを利用して白幕
·ヽ • • 

の大画面を作り、プロジェクターで単産のストライキと支援集会、生協労連や福祉保育労の仲間と手作り

プラカードを写し、街行く人々から注目を浴びました（写真）。

引き続き、 7時頃からは福祉保育労 (7時までの参加者も一緒に）の「み

んなでよくなるアクション」。処遇アップ、増員などをアピールする宣伝を

行いました。障害者福祉施設で働く林知佳さんは（写真左上）、「賃金が低い

ことで新規採用者も少ない。育児を理由に退職する職員もいて職場は大変な

状況。私たちは専門職、頑張っているのに報われない状況を変えたい」と訴

えました。しんぶん赤旗が報道しました。

←街路樹の「ハクモクレン」が満開です。青空に映えて綺麗です。あっとい

う間に散ってしまうので、少し立ち止まって見てくださいね。

| AIRORENニュース I 
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置じられる未来を令こそ
「あいち総がかり行動」が総会と講漬会 (3.14)
「憲法をくらしと政治にいかす 改憲NU!あいち総がかり行動」の総会と記念講禎が 3月 14h （土）、

名古屋市教育館で開催され 111人が参加しました（写真）。

総がかり行動は毎月 19

日に栄を中心に集会・デ

モ（県内各地域も）を行

ってきました。現在、加

盟団体は68団体、個人は

257人、さらに加盟を呼び

かけることを確認しまし

た。

記念講演は新潟国際清

報大学教授で市民連合共

同代表の佐々木寛氏。「総選挙後の情勢と運動の課題」と題して、①「今ある政治と日本の危機」を7点

（平和・エネルギー・ジェンダーギャップ・教育など）にわたり説明、②「ではどうすればよいか」では

世界で立ち上がる学生の動き、日本での市民連合の発展、環境問題（脱原発）を強調。そして、「民主主義

の根っこを地域と市民の力でつくり直す」、ユニセフが発表した子ども・若者の「精神的幸福度」が世界で

38カ国中 37位であることを示し「信じられる未来」を作らなくてはならないと話しました。

憲法土8に嗣民にとことh言IJ肇う～京鬱嗣罐事璽支緩ツアー（3/15)

3月 19日告示、 4月5日投票で京都知

事選挙が行われます。

京都総評は、会計年度任用職員の雇い

止め撤回、給食無償化、補聴器購入助成

などの願いに背を向ける現府政に対し、

「府政を私たちの手に取り戻そう」と立

• , ' - • I候補を表明した京都華頂大学名誉教授の
←ー，＿，．ュ・ • • ―・ ・J-Tしとー・ .I., 
藤井伸生（ふじい のぶお）さんの勝利に向けてとりくんでいます。

藤井さんは、現在、京都の社保協副議長・年金者組合副議長に就いています。 3月 15日（日）には、自

治労連愛知県本部の仲間とともに、愛労連の西尾鏃長、武藤副議長（自治労連）、竹内事務局長、薄幹事

（福保労）、高木幹事（自治労連）らが応援に入りました。写真は愛知からの参加者です。

AIRORENニュース I 
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夷iE規紅員、~I上げなし
郵政ユニオン全国 15職場で35人ストライキ
郵政ユニオンは

3月 19日（木）、

当局の回答は正規

ベア1.9%、非正

規社員はベアゼロ

回答に対して、全

国15職場の 35人

がストライキを行

いました。

回答内容は、ゆ

うちょ銀行・かん

ぽ生命・日本郵便ともに定期昇給とベアー律1.9%、一時金は日本郵便3.85月、ゆうちょ銀行4.4月、か

んぽ生命4.3月、非正規社員の時給引き上げはなしです。日本郵便は、当初「ベアゼロと一時金を 0.8月

カットし 3.5月とする」と回答しましたが、交渉を通じて 3.85月を引き出しました。

郵政ユニオンは、正社員 31,000 円以上、非正社員は時給 300 円以上•最低時給 1,700 円以上を要求して

いますが、日本郵政グループには7兆円を超える内部留保があることから可能です。

名古屋貯金事務センターにシニアスタッフとして勤務する内海美穂子さんは、「シニアスタッフは、賃金

がそれまでの半分ほどに減らされます。仕事はほとんど変わりません。担当の誰よりも仕事を知っていて

難しい案件もこなしているのにおかし

な話です。新規採用も 10年以上なく、

社員は減り続けています。賃金アッ

プ、待遇改善を求め最後までたたかい

ます」と訴えました。（写真は、愛労連

の若井副諧長（左）、浜島副諧長。連帯

のあいさつを行いました。）

4/1 （水） 8時～9時 フレッシャーズ宣伝（伏見交差点）
4/9（木） 18時～19時全労遍第二次統一行動
＊賃金上げろ 1最賃ビッグアクション（名古●駅匹口交詈節

AIRORENニュース I 
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つながって立ち上がる
名古屋市●●労働組合会計年麗任用●●協■会結成総会 (3/19)
雇用の安

定と処遇の

改善を求め

3月 19日、

「名古屋市

職員労働組

合会計年度

任用轍員協

議会」（ほこ

イカ会）の

結成総会が

労働会館で

行われ多くの会計年度任用職員が参加しました。

結成準備会は、結成の経過などについて、「名古屋市の会計年度任用職員には392の職種があり、約

8000人の仲間がいる（教員含む）。禄々な職種がありもっと分かりあうことが必要で組織の拡大が不可

欠」。また「5年で雇止め、上がらない賃金、正規と格差がある休暇などの処遇など、怒りをもっている」

「職場で嘱望されながら公募試験で不合格となったり、上司のパワハラで不当に低い評価を受け職場を去

った仲間などがいる」とし、名古屋市に働くすべての会計年度任用廠員と一緒に活動していくことを呼び

かけてきました。

来賓のあいさつで、名古屋市廠労執行委員長の磯村和佳子さんは、「5年公募の廃止をめざす。正規と非

正規の格差を乗り越える活動を」、自治労連愛知県本部非正規公共評議会の塩森真由美さんは「自分達で声

を上げることが何より強い。協議会の結成は大きな一歩」、建交労愛知県本部保育パート支部書記長の尾崎

よしみさんは「公務労働こそ雇用の安定、同一労働同一賃金が必要」、

公務非正規女性全国ネットワーク（ハムネット）監事の渋谷典子さんは

「踏み出す、つながる、社会を動かすが合い言葉」と話しました。グル

ープにわかれて討議を行ったあと、協議会規則案、運動方針案を拍手で

＂”置採択し、役員を選出しました。

協議会の議長に選任された片山清美さんは「10の仕事を受けても不合

； 格の人や、メンタルの不調で出勤できなくなる人もいると紹介。 5年の

雇止めはなくしてほしい。一緒に活動して行こう」と呼びかけました。
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給率偏下はいのちの危機
百姓一揆、名古屋駅前をトラクターが走る

連も参加）が主催する「令和の百姓一揆in愛知」の集会

3月 20日（金・祝）、名古屋市西柳公園（名古屋駅前）で

人超が参加しました。

主催者あいさつで共同実行委員長の伊藤政志さん（愛知

農民連会長）は、「農業従事者の高齢化、農業人口の減少、

低い食糧自給率」の現状を訴えました。

現在高齢化と担い手不足、資材の高騰や異常気象による

災害などにより、経営の安定が難しく、農家の人口はこの

20年で半分以下まで減少し、日本の食料自給率も 1965年

の73％から 2023年の 38％へと低迷しています。農家がな

くなると、私たちの食べ物もなくなる・・・。この現状を

見つめなおし、生産者と消費者が繋がり、自国の食べ物は自国で作り続けられることをめざしての「一

揆」がとりくまれました。

デモ行進にはトラクター、むしろ旗も登場、名古屋駅前を歩く人たちの大注目を浴びました。愛労連の

西尾議長も横断幕をもって先頭を歩きました。

15 時 30 分からは、別会場で学習会とパネルディスカッションがあり 60 人が参加。関根佳恵•愛知学院
" ' ’  大学教授が小規模・家族農業の効率

性・優位性について、諸外国の例な

どをもとに講演、「商品としての食料

から権利としての食料へ」と話りま

した（写真）。

AIRORENニュース I 
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対話の質_tl1、紅会変える
「いま平和を守るために」鵬漬 「ともに考える」を薗面に

3月21日（土）に労働会館で行われた講演会は「いま平和を守るために～総選挙の総括と今後の政治課

題」（主催：平和委員会）と題して、神戸女学院大学名誉教授の石川康宏さんが話しました。石川さんは、

イラン情勢について憲法9条を生かす日本の対応が重要だと話しました。また、 2月8日に行われた総選

挙の結果を分析しました。

講演の最後に、社会を変えるとりくみの基本は「主権者の政治・社会に対する理解を深めること、とも

に学び・考える運動と対話が大切」と話

しました。まわりとの対話では、「軍拡

だけで平和は守れるでしょうか」と間

い、①「違い」だけでなく「共通点」の

確認（平和を守ろう）、②対話はおしゃ ＿ 

べり、結論を急がず楽しい話し合い、③

「上から目線」は、嫌われるだけなど、

対話の質を上げ、社会を変えようと呼び

かけました。

わくわく□呻武々
11!11と零ぴ遍いL-」<0シ，）ーズ•

羹組合の
自己点檎をしてみよう
.̀̀‘̀ 0t....,“’'.'•" 
ぶ：..,,.,●99:"・し.....アマC

, i cn•9.»a零．＂~9m 、t.. い｀‘`｀轟L
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ec6•贔←“鴫―＿亀“"~贔·999`
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イラン攻撃NO!、OTC類似薬の保険外すな

3月14日（土）、定例の「憲法と平和を守る宣伝」を名

古屋市栄・メルサ前で行い、国公、自治労連、医労連、名

中センター、年金者組合など 10人が参加しました。イラン

情勢から平和の大切さを訴え、 OTC類似薬の保険外しな

どを批判し、

軍事費ではな

く私たちの生

活に関わるこ

とに税金が使

われるべきな

どとアピール

しました。
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さくらまつりd最賃薯名
千種名東労遍が鑽とフースで呼びかけ (3/29)

3月29日（日）、恒例の「水道みち・仲田

公園まつり」が行われ、地域から 2800人もの

人出で賑わいました。暖かく、桜もちょうど

満開。千種名東労連は、ブースを出して3月

から始まった愛労連の最賃署名を呼びかけま

した。例年にない多くの市民から協力があり

41筆を集約しました。（千種名東労速発）

愛労連の最賃署名 (1800円、中小企業支援

など）は6月末までです。 7月上旬に愛知労

働局長と愛知地方最低賃金審議会長あてに提

出します。目標は1万筆以上、どんどん集め

ていただくようお願いします。

3.28 改憲反対スタンティング450人（名古屋駅）

3月25日（水）夜、国会正門前で行われた平和憲法を守る緊急アクションは、雨の中でしたが2万4000

人、オンライン配信では6万人が視聴しました。

同日、 19時からは、JR名古屋駅桜通口には雨の中 250人が集まり、ペンライトを掲げ「戦争反対、改

憲反対」と声を上げました。

28日（土）には同じ場所で450人（写真）、「平和のために声を上げて、みんなで改憲を止めよう」とア

一叩一 ー・社 •9 ← ：し l.:.. ● 99 I― こ＇らレ以二：言
•一上＿ ＇←,,.J‘ __,, ’ - ＿ • も ＇ ’ , ．・ ユ 真上、道路向こう側にも）実施、

過去最高の人数が集まりました。

ニ琴 多くが 20代～40代くらいの女性

〒 で、若者の飛び入り参加もありま

[| しt:。れほど大きな運動にもかかわ
ilゞ ＿ らず、マスコミはほとんど報道し
ません。異様です。さらに盛り上

げましょ―
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「あれっ」と鵬ったとき力になる
櫃利手幅 1000蜀配布・フレッシャーズ宣伝 (4/1)

愛労連は新年度初日の4月1日（水）、午前8時から 1時間、名古屋の伏見交差点でフレッシャーズ宣伝

を行い 23人が参加しました。労働基準法をはじめ労働法がイラスト入りでわかりやすく書いてある「働く

あなたの権利手帳」を 1002部配布

しました。労働相談ホットラインの

電話番号も書いてあります。

各組合の代表が順にスピーチ。

「就職おめでとうございます」「誰

もが安心で働き続けられる労働環境

を作りましょう」「有給休暇は6カ

月勤務すれば取ることができます」

「1人で悩まずに労働組合に入って

相談してください」「疲れちゃった

など、心がつぶやいたときは手帳も

見てください。愛労連に相談を」

「いざというときに力になる手帳で

す」などと優しくスピーチしまし

た。

元気lこ圃lける教職員生活を
4月1日、名古屋市教育センターで県内の公立小中学校の教員辞令交

付式が行われました。会場前で愛教労・名教労を始め、愛高教、医労

連、愛労連事務局から 11人が参加し、「元気に働ける教職員生活を一緒

につくっていきま

しょう」と声をか

けながら、組合加

入書や全教共済の

カレンダー、パイ

ンの飴ちゃんが入

った袋を 300セット配布しました。

(QRコードは権利手帳です） 置
| AIRORENニュース I 
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未来変えるチャンス
票中央メーテーは「テレビトーヒロバ」／多くの参加で成功を

第97回愛知県中央メーデーが 5月 1日（金）に開催

されます。 9時30分開会、場所は「ヒサヤオオドオリ

パーク・テレビトーヒロバ」（名古屋市栄にあるテレビ

塔の少し北にある広場）で初めての開催です。

メーデーの起源は、 1886年5月1日にアメリカの労

働者が「8時間労働制を求めて大規模なストライキ」

に立ち上がったこととされており、 1889年にこのHを

「労働運動の日」（国際的な記念日）と定めました。

今、国会前や全国の主要駅前などで「戦争ダメ！平

和憲法を守ろう」のデモに多くの若者がペンライトを

掲げ集まっています。アメリカでもトランプ政権の横

暴に反対する「NO KINGS （王はいらない）」の

抗議行動が行われ、 3月 28日には 50州 3300カ所以上

で800万人が参加しました。

第97回愛知県中央メーデー・地域メーデーは、こう

した情勢のもとでの開催です。単産・地域組織、そし

て職場にも、それぞれの事情はあると思いますが、私

たちが声を上げて未来を変えるチャンスです。多くの

参加を！そしてみんなの力で成功させましょう。

わ

【地域メーデー】

0第97回東三河地区メーデー 10時～豊橋市・松葉公関
0第97回メーデー安城・西三河地域 9時45分～ （安城公園西グランド）
02026尾張東メーデー 9 時 15 分～瀬戸市•宮川モール

0第97回尾張中部地区メーデー 10時～春日井市春見公園
0第97回メーデー尾北地区集会 10時～江南市・中央公園（予定）
0第97回一宮地方メーデー 10時～一宮市・稲荷公園

” ~ む“mm

9レビトーヒ0バ

おかげさまで700号
愛労連NEWSは今号で700号を迎
えました。 600号は昨年7月 11日でし
たので一週間に平均3号の発行です。
みなさんのおかげです。愛教労さんか
ら「素晴らしいですね。愛教労も 1年
で約50号の発行です。機関紙はなか
なか説んでもらえませんが、写真で物
話れるようになれると良いのです
が」。ありがとうございます。励みに
なります。読まれる紙面作りにお互い
努力しましょう。

＊単産地域代表者会議： 4月8日（水） 18:30～労働会鱚本鱚

＊全労遍第二次統一行動・賃上げと最賃ビッグアクション

4月9日（木） 18時～名古●駅桜遍口交番前
AIRORENニュース I 

賃上げ4万円超も
単産・熾域代表者会鵬で響闘の報告と犠半のたたかいを纏認 (4/8)

産・地域代表者会議を開催し、 15単産 20人、 10地域 11人、事務局

から 6人の 37人が参加し、 26春閲の現時点の報告、今後のたたかい

を討論しました。

会議の冒頭、西尾議長は「憲法の力を職場に地域に広げ、戦争への

道を突き進む政権を退陣させましょう」「26春闘で大幅賃上げを実現

した職場がある。引き続き奮閻しましょう」と呼びかけました。

竹内事務局長が「2026国民春闘前半の到達と後半のたたかい」につ

‘" いて、「JMITUJI[本支部で一律ベア4万円の賃上げ、建交労学童保育支部では1経営で定昇含む4万円の賃

上げを実現」などを報告しました。討論では 17人が発言、医労連書記次長の近藤直巳さんは「ストを背景

に30年ぶりのベア実現」（写真左）、東海法労副委員長の

長尾忠昭さんは「アンケートを2千枚法律事務所などに郵

送し要求を聞いてきた。ベースアップ、一時金改善もあっ

た」（写真右）と報告しました。

春闘後半のたたかい、新入職員・社員の組合加入などを

意思統一し、団結がんばろうで締めくくりました。
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新Tシャツで墨賃宣伝
貫金上げろ l量貫ビッグアクション 名古屋釈 (4/9)

3月12日の

統一行動日に

続いて、 4月

連は「賃金

上げろ！最賃ビッグアクション」を名古屋駅前で実施しました。 28人

が参加、小雨が降ったり止んだりの不安定な天気でしたが、新調したT

シャツ「Aim for (めざせ） ¥2000、1800円Now」を着て元気に

宣伝しました。

単産の代表から職場や仕事の状況をふまえスピーチし、チラシが入ったティ

ッシュ 790 個を配布しましt~通行人が近寄って横断幕をじっと見る姿やオン

ライン署名をする人、学生から「1800円いいね！」と共感の声も上がりました。

医労連の矢野書記長がSNS(X)の発信も行ってくれました。中日新聞、し

4月28、全国一般女性部は鶴
舞公園で恒例の花見を行いまし
た。花冷えの中、お湯とカップの
味噌汁が冷え切った胃袋と心を
温めました。
「自宅待機の仲間が復帰できそ

う」「更新試験に受かった（公務）」
などとても嬉しい会でした。

（涌信・石原啜子）

見
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組anI入はあたりまえ
医労遍・自治労遍・国公で新規採用者の組合加入道む

新年度がはじまり、職場

に多くの新規採用職員・社

員が入ってきました。医労

連・自治労連・国公などで

は、 1日から連日組合説明

会が行われています。

愛労連が把握している新

規採用者数は 3789人、 4

月8日現在の組合加入者数

は1470(38. 98%)です。

今後、職場で 100％加入を

めざすとともに、非正規職

員の組織化にも力を注ぎます。主なとりくみを紹介します。

（医労連］：名古屋1)ハビ1)事業団労組は、組合が勝ち取った成果を「加入書を書きながら聞いてくだ

さい」と話しながら説明、 7人中4人が加入しました。みなと生協労組は、新人オリエンテーション後、

新人さんに声をかけ、「5分だけ聞いてねと共済制度も説明し 36人中9人が加入しました。南医療生協労

組は、昼休み 15分の説明会。役員以外の先輩も参加し安心感をアピール。 73人中 15人が加入しました。

名南会労組は、夕方 15分の説明会。「組合に入ることは社会人としてあたり前のことです」と話し 16人

全員が加入しました。名大職組西部医療センター支部（写真上）では、昼休みの45分間で説明会、先輩

7人が組合の良さをアヒ°ールし 108人中 55人が加入しました。

［自治労連】：春日井市職労病院支部（写真下）は、「患者さんのために安心の医療、いい看護がしたい

と思って入職されましたね。そのためには私たちも健康な心身が必要」と話し、 51人中49人が加入しま

した。多くの仲間が支援に入りました。蒲郡市廠員組合病院支部では、研修会に続けて組合説明会。良い

二凸;oa汀三三三：：三三三；
なことをしているの？」と説明、 15人中 10人が加

入しました。長久手市職労は、パワポで説明。お茶

とお菓子で先輩と 1対1でお話タイムを設けて。和

やかな雰囲気の説明会となり 9人が加入しました。
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家計簿で賃上げ実珊
経営者も共感、リアルな生活実態として活用

愛労連は2月、「家計簿で生活費調査」を行い、参加組合員に1カ月間家計簿をつけていただきました。

おつかれさまでした。愛労連事務局に冊子と Excelデータで集計表が送られて来ています。自治労連、全

国一般、建交労、福祉保育労から合計で 72人が参加しました。参加した組合員にはクオカードを贈呈して

います。

そのなかで、家計簿調査に参加した組合員が、賃上げ交渉で自身の家計簿をもとに生活実態を伝え、賃

上げの必要性を訴えたら、 1次回答ベア 3000円を 8000円に引き上げた報告がありました。リアルな生活

実態の話は、経営者も共感することがわかりました。今回、間に合わない職場でも、次回は是非参加し

て、活用いただきたいと思います。

愛労連では、 7月から始まる愛知地方最低賃金審議会に提出する生計費関連の資料として、「2024年の

愛知県若年単身世帯の最低生計費試算結果」のバージョンアップ版として「2026年版の試算」を行ってい

ます。 5月に開催予定 (4.16の社会的な賃金闘争対策委員会で日程を決めます）の「ライフトーク

2026」、アンケート、そして今回の家計簿も参考に策定していきます。

平和憲法を守りたい

令、みんなが動くとき

高市首相は4月 12日の自民党大会で憲法改定について

「立党から 70年。時は来た。 『改正の発議にめどが立っ

た』と言える状態で来年の党大会を迎えたい」と述べ、今

後1年で国会発議に道筋を付ける考えを表明しました。

この間、国会前や全国各地で多くの人が集まりデモが大

きく広がっています。 4月8日、名古屋駅前で行われたデ

モには 1200人もの人が参加、ペンライトを手に「平和憲法

を守ろう」 「高市モームリ」などのコールが響きました。

3月 25日は同場所で 250人、 28日は 450人で、 8日は

最高の参加人数になりました。 SNSの発信で個人や数人

で参加した人たちです。

4月 19日（日）には「憲法をくらしと政治にいかす 改

憲NO!あいち総がかり行動」が主催する集会とデモが開

催されます（右のチラシ）。 「改憲阻止のうねりがもう一

回り大きくなったね」と確認し合える集会にしましょう。みなさんの参加を呼びかけます。
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この熱量lこ希望あり
国会前デモに遍帯、あいち総がかり行動4.19纂会に800人

「危ない高市政権流されるな押

しとどめよう」。半袖姿も目に付く 4

月 19日（日）、久屋大通公園の光の広 一
場で（名古屋市中区）、「憲法とくらし

を政治にいかす改憲NO!あいち総

がかり行動」が主催する集会とデモ行

進が行われ近年の集会を大きく上回る

800人が参加しました。

総がかり行動共同代表の塚田聡子弁

護士は、「アメリカが日本に対し自衛

隊派遣への圧力をかける中でも、高市

政権は憲法9条があるから派遣できな

かった。自民党はその9条を変えよう

としている。憲法の理想をかかげ声を上げよう」と呼びかけました。

パンマンのマーチ」を歌いました。デモ行進は、「改憲反対」「長距雌ミ

サイル配備をするな」「武力で平和は守れない」などをコー1レ。販わう

栄周辺を行進し、注目を集めました。中1]新聞としんぶん亦旗が柑道し

ました。
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改憲止める声と光
全国201カ所52035人・県内 14カ所2081人が行動

日、全国 201カ所で行われました。「NO WA  

前では 3.6万人、名古屋駅は 19時から 4つのエリ

アに分かれ860人がペンライトでコール（写真上

2つ）、豊橋駅では70人がスタンディングでアピ

ールしました（写真下）。

この日は、愛知県内 14

カ所で集会・デモが行われ

合わせて 2081人が参加し

ました（デモカレンダー

4. 21現在）。国会前は夜の •- . - . _, 
NHKニュース•朝日新聞、名駅はしんぶん赤旗が報道しました。

建交労はこの日の午前、金山総合駅にて 9

重交鱒ガ亭鬱行●、カ:,,"万JII 人で平和宣伝行動を行いました。デモカレン
ダーという SNSに予定を掲載したら、ナンと

見ず知らずの方2人が応援にきてくれました。

（高齢のおじいさんは持参したプラカード＝戦

争反対＝を首に掛けスタンディング）

さらにさらに、なんと動画で撮っていた人

が、 1万円のカンパを置いていってくれまし

た。変化は、起きていると実感した平和宣伝行

勤でした
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徴兵鵠に繋がる懸怠
予傭自衛官になるなら、国・地方公務員は叢業可雛に

政府は4月3日、第 221回国会（特別国会）に「予備自衛官等の職務の円滑な遂行を図るための国家公

務員及び地方公務員の兼業の特例に関する法律案」を提出しました。

この法案は、兼業許可制度に係る国

家公務員等の特例として、①予備自衛

官等になる時に招集に応じることも含

めて承認を受ける、②職務専念義務は

免除とする、③訓練招集に応じた期間

の本務の給与は減額しない措置を受け

るもので、いわば予備自衛官等の兼業

を行う場合に招集に応じやすい環境を

整備するためものとされています。

国家公務員は職務専念義務が課せら

れ（国家公務員法第 101条）、兼業は原

則禁止です。この大前提が崩れます。

上司から「予備自衛官どうかね？人事

4. 19 総がかり行動 800人 名古屋市栄をデモ行進

評価がよくなるかもしれないよ」「私の評価もあがるかも」と言われたら・・・。

近年、自衛官の定員割れが続いています。予

背景に自衛官の定員割れも 備自衛官等も含めて充足率（自衛官：約9割、
予備自衛官：約7割、即応予備自衛官：約5

割）は十分でなく、政府としては自衛官等の確

保が至上命題となっています。自民党大会では

喬市首相が「時は来た」と憲法改正について今

後1年で国会発議に道筋をつける考えを表明す

． 
＂ 

ば［；・琴旦竺‘..亡~;：月の7：；戸；っ公て；；ます40 月 15 日
1諷匹四翼A匹とでし● I●●●.,......,.,.,..,..9 に書記長談話を発表。廃案にして白紙撤回にす

るなど、改憲を加速しています。この法案の国

会捏出に対し、「徴兵制への第一歩では」「戦争

るとしています。（この記事は国公労連書記長談

話をもとに、若干の付記をしました）
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より良い職揚と捷鱚に
響の自治体キャラバン5/8スタート 事前学詈会に32人参鑓

2026年春の自治体キャラバンが 5月

8日（金）スタートします。

キャラバンを成功させるための事前

学習会が4月 22日、労働会館で開催

され 32人（会場 22人、 ZoomlO人）が

参加しました。

キャラバン実行委員長でもある愛労

連の西尾議長は（写真）、国会前や全

国各地で起こっているデモにふれ「憲法を守ろう」の運動の盛り上がりを強調、「憲法9条こそ平和の土

台、働くルールの確立、当たり前の日常を権力者に奪わせない」。三重県伊賀市政が公共の再生で前進して

いる実態にもふれ、「人権が大切にされる地域を作ろう」とキャラバンの成功を呼びかけました。

自治労連の高木書記長は（写真）、 2025年のキャラバンのまとめを説明し、「十分ではないものの、処遇

改善は着実に前進している」と述べました。そして「どうやって市民の人権を守るかが大切。当該自治体

の職員を励ましながら、より良い職場と地域を作って行こう」と語りました。そのあと、各要請項目につ

いて、自治労運、愛労連、全国一般、福祉保育労、建交労、愛教労の担当から、また、「憲法をいかして働

く者の権利を守り、住民生活の向上を求める要請書」の提出と議会から国または県に上げる意見書につい

て説明が行われました。

最後に、日程（時間含む）と当日の責任団体、運営などの説明と確認を行いました。「住民の福祉の増

進」のために有意義な情報交換の場になるようキャラバンを成功させましょう。日程表は次ページ参照。

第97回愛知県中央メーテーの開会時闊変更について

第97回愛知県中央メーデーについて、諸般の事情から開会時間を変更することになりました。

開会は10時です
急な変更になり申し訳ありません。

【集会次第（主なもの】 (4.24現在）
9: 00 開場
9: 30 オープニング企画
10: 00 開会（議長団・団体代表者紹介）

開会宣言、ファンファーレ

8団体によるリレートーク

デコレーション・コンクール発表

10: 50 デモ行進出発

| AIRORFN二7ース I 

春の自治体キャラバン日程表

月 日醗日 白治体名 時分 ～ 時分貴任団体 月日紐B B治体名時 分 ～ 時 分 責任団体

5月8 ヨ9金）愛西下
10 : 30 - 11 : 3:0 :| 愛労連

祁島市 13 : lo~ 11 ; 

大飴町 15 : 15~16 : 

5月11HI.,t.:)蒲祁市 IO : 00 ・- 11 : 00 A I台労述

生川市 13 ; 15~ 1-1 : lo 

新城9li 15 : 30~ 16 : 30 

5JI 8 」MD:)湘戸 II
10 : JO~  1 ：6 青: 15 :1伶労速

1も恨俎巾 13 c 15~ 1 

.ffUJf巾 Iii: 1ii~ 1 

5 J114 U I*)知多III 10 : :10 ~ I I : 30愛・ガ連

門久比町 l3 : 15~ II : 15 

＾府巾 15 : l5~16 : 16 

5月8 4 9金）束而町 10 :叩～ II : :10自治労迪 5 ll II H 1水） 宮巾 10 : :,o~ 12 : 00 E治労迫

刈谷市
13 : 15~ 1 4 二: 95 

石浜ヤ 15 : Jo~  1 

5月11―l9月）小牧h 13 : 15 - I 

稲沢市 13 : 30~ ¥・I : 30 

あよ市 15 : lti ~ 16 : lo 

5)120 n I水）0南,Ii 10 : 00~ II : 00 fi治労淫

江rHIi 15: 30~ 16: 30 万応9|i l3 : 15~ 14 : 15 

10 : 30~ 11 : 301受労連5 /]II」en)~.I ll町

卒田町 16 : 30~ 16: 30 

北名ヤ足lIi13 : 15~ 14 : l5 5月20H ，水） ~rn,1; IO'&0 ~ 12'00 ;It三河労追

折須市 15 : 15~ 16 : 15 ＂仮巾 11 : 00~ 16 : 00 

5月111 C JI)半lll1i 10 : 00~ II: :l 自杓労渾
東泊1l 13 : 15~ 14 : 

5JJ2O n，水）常滑市 10 : 30 ~ 11 : 30賣労渾

Iii知多町 13 : :io~ 1-1: :m 

六牲町 15 : 30~ 16 : 30I コ浜町 15 : l!'.i ~ 16 : 15 

5月13」uk)犬山Ii ,0 : 30~ II: 310 5 I [/1竹ふ堕
杖染町 13 : 15~14 : 

5月21U I木）知立iii 13 : 30~ 1, : 30 ia治労遅

安絨ポ 15 : 30 - 16 : 30 

人→町 13.oo..... 16 ; 00 

5月iiBしt-1在来町 JO : 30~ 11 : 30 l'i治労沌

5月1:Iが水）1叫蛉市 IO: INl - ll: llO愛労迪 tLIR村 1 :i : :u1~ I •I : :,(》

丑nI下 13 : 30 - 11 : 30 東栄町 15 : 30 - 16 : 30 

みよしrh 15 : 30~ 16 : 30 

sJ121 n,木）弥・,::.,1, 11 : 00~ 1:7. : 00受労遥

5月13 IC水）仕久デIIj 9 : 00~ 10 : 00山杓労遵 蟹江町 13 : 30~ l-t : 30 

＂遣 II 10: 4o~ 11 : ::l 
求郷町 13 : 15~14 : 

It島村 I& : 30~ l6 : 30 

曲明ヤ lo : 00~ 16 : 00 5月22UI金）仕合巾 10 : 00~ II : 00 □恰ガ述

6 月~ ll I水）名古屋i, JO : 00 ~ 12 : 00 (l治労返

末定 没知n 10 : 00~ II : 00袋労連
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1万署名で 1800円に
最賃署名の協力求め、対籟委員が団体訪問 (4/24)

今年3月からスタートした愛労連

の最賃署名。各単産・地域組織でと

りくみが進んでいますが、愛労連の

「社会的な賃金閾争対策委員会」は

4月24日（金）、 3班に分かれて

21団体に出向き、最賃署名の協力

をお願いしました。不在の所は、訪

問のメモとお願い文書・署名をポス
＇一・ • 

トインしてきました。保険医協会へは青山さん（国公）と青木さん（生協労

連）が訪問、「お待ちしていました」と快く対応していただきました（写真／

上：左は青山さん、右は愛知社保協事務局次長の伊藤剛さん）。

新婦人（写真右上）、愛商連（右下）に林さん（自治労連）と薄さん（福祉

保育労）が訪問。竹内事務局長は、名古屋南部法律事務所、名古屋法律事務

所、名古屋第一法律事務所などを訪問し、協力をお願いしました。

署名は、愛知労働局と愛知地方最低賃金審議会に第一次分として6月28日

（金）、その後の集約分は7月中旬までに随時提出します。 (4.9の名駅最賃アクションを現場で見た方から「祈必

勝」の激励のハガキが届き、お礼をかねて署名を同封したら 20筆分送ってきてくださいました。感激！）

盪傷武器輸出•長射糎ミサイル•特定利用瀧膏 「安慄懺棄実行饗」が定期織会

4月23日（木）、「安保破棄実行委員会」の定期総会が労働会館で行われ 27人が参加しました。記念講

演は、憲法共同センターの共同代表でもある秋山正臣さん（全労連議長）を招き「大軍拡と改憲を許さない

--- 99 ■ ·一 ， ー— -T ·―-•—·

情勢と新署名運動・私たちのたたかい」をテー

マに話しました。秋山さんは9条の会など憲

法闘争の歴史にふれつつ、「戦後最大の改憲の

危機」「一方で国会前や全国で改憲反対の急速

な運動が巻き起こっている」ことを報告し、新

署名の成功を呼びかけました。

矢野創事務局長（平和委員会）は、「殺傷武器の輸出、長射程ミサイル、特定利用港湾」など諸課題のと

りくみを報告（メディアも注目）、方針では沖縄の辺野古基地建設反対のたたかいや学習活動などを提起、

財政報告、予算案、会則の見直しを提案しました。 3人が発言し、 2026年の役員体制を確認しました。
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働くみんなの給料あげろ
鯛97園置知票中央メーテー、票内5カ所でも

5月1日（金）第97

愛知県中央メーデーがヒ

サヤオオドオリパーク・

テレビトーヒロバで開催

され約 800人が参加しま

した。オープニングはう

たごえ協議会の合唱。議

長団は、生協労連の古家

高教の松

本陵子さ

ん（同

左）が努

めまし

た。開会

宣言を副実行委員長の西脇敬さん（名港労協議長）が行いました。実行委員長の西尾愛労連議長は「軍事

一辺倒で外交不在の政治ほど危険な道はない」「止まらない物価高騰のなか、人間らしく暮らすには最賃・

時給 1800円以上が必要」などと訴えました。

来賓で自由法曹団の伊藤勤也弁護士（写真上・リボンの方）は「労働者の権利向上は平和であってこそ

前進できる」と話しました。リレートークでは、①ケア労働（医労連）、②交通運輸（建交労）、③非正規

公務員（自治労連）、④社会保障（年金者組合）、⑤反核平和

（平和委員会）、⑥食と農業（愛知農民連）、⑦消費税・イン

ポイス（ストップインボイス）、⑧教育（名高教）が現状や要

求内容を訴えました。

｀ 
メーデー宣言は「戦争反対・憲法守ろう」「労働者祭典の意

義」「声を上げて末来を変える」が柱で、最後に「わたしたち

は1人ではありません。だからみんなで声を上げて末来を変

える」。デモ行進は、雨で中止になったため、リズムに合わせ、「社会福祉を拡充しよう」「ケア労働の賃金

あげろ」「憲法9条 今こそいかそう」「まともに暮らせる社会に変えよう」とでコール＆レスポンスで声を

上げました。
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璽滋こ詈未寧
デコレーショ

ンコンクールの

最優秀賞には、

--プコレーション
部門で新婦人中

支部、仮装着ぐ

るみ部門

保育労かわらま

ち分会、

プラカード部門

に名古屋

員組合が選

ました

県内5カ所

も地域メーデ

ーが行われ

した。

東三河地

メーデー

橋市松葉公園

で176人、

人、尾張東メーデーは瀬戸市宮／1

した。（写真が送られてきた地域

一番下・右の写真は、 5月1

し紹介された「女性の休日」の

知のとりくみの写真のひとつで

す。急な呼びかけにもかかわら

ず、多くの女性が集まって素敵

写真を撮ることができました。

直
唸
屈
境

9
悶
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改憲NO、9条守れ
5.3憲法記愈日、名古屋と豊櫃などで集会・テモ． 

憲法記念日の 5月3日（日・祝）、名

古屋や豊橋をはじめ県内 9カ所で、集

会やいろんなスタイルのデモが行われ

多くの市民が参加しました（デモカレ

ンバーによる）。

名古屋市公会堂で行われた集会には

1700人が参加、落語家の二代目林家三

平さんの演目は「国策落語」。「お国の

ために役に立つ」「ぜいたくは敵」など

戦争協力のせりふが随所にあり、「武器

王言王正〖以］［三
ビ、しんぶん赤旗は集

会・デモを報道しました。豊橋駅でのデモには60人が参加しました（写真下）。
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ひどい｝＼ワハラ、賃l¥l1
安濾市の美容皮膚科クリニックで労働組合結成（医労運）

3月下旬、安城市にある美容皮膚科クリニックの「医療法人美心研 咲くらクリニック」で新しい労働

組合「SK労働組合」が結成されました。

3月、看護師から、「休日の削減、院長に

よるハラスメント、院長の機嫌や好き嫌い

で電気の消し忘れなど些細なことでインシ

デントを書かされボーナスが減らされる」

と言った相談が医労連にありました。

廠員が集まった場で「故意ではないミス

で物を壊したりした際、全額罰金を払わさ

れる」「日曜祝日が出勤となり、家族との時 F‘ー
間が減ったのに、賃金が減らされようとし
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ている」「バカ、アホ、のろまなど院長からのモラハ

ラ・パワハラがひどい」「みんな辞めてもらってい

い、俺一人でやれるからというのが口癖」など勤務

環境の悪さへの不満が噴出しました。

こうした中、職員は組合結成を決意、 13人の加入

で結成となりました。 4月7日に院長に結成通告と

要求書・団体交渉の申し入れが行われました。

通告後、院長のパワハラが減るなど、さっそく成

果が表れています。 5月14日には第一回団体交渉が

予定されています。

結成時には、全国 21日の組合からメッセージが寄

せられ、仲間は大変励まされています。

第 3次全国最賃デー・アクション

5月22日（金） 17:30~18: 30 

名古屋駅桜通口交番前

最賃詈名・シールアンケート・スピーチな

ど。多くの参加をお待ちします。
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組合のよさ知つてね
愛富教がスフリングジャンフ（新歓）

愛尚教では、 5月 10日（日）、 Iスプリ

ングジャンプ (SJ)2026」を行いまし

た。 SJとは、愛高教の新歓行事であり、組

合のよさを知ってもらう機会として毎年実

施しています。今年は60名前後の参加者

に、組合末加入者も 5名以上の参加があり

ました。

ドイツゲーム（カードゲームやボードゲー

ム）で白熱したり、テーマごとに喋りあうブ

ースで交流したりできました。

さ：二ご員｀うよこで::t:：： 了~i
よさや、ゲームを通してみるこどもの姿•発 ，．；雙屡；＿
達など、たくさんのことを学ぶ時間となった

と思います。終了後は支部ごとに夜の街へ繰

り出したようです。さあ、ここから「濃厚対

話」の始まりですね。（愛高教松本陵子）

＂旨キャフ』がスタート～簡日は 9つの自治悼

5月8日（金）春の自治体キャラバンがスタートしました。 8日は、愛西市・津島市・大治町、瀬戸

市・尾張旭市・春日井市、東浦町・刈谷市・高浜市の9つの自治体で要請と懇談が行われました。憲法を

いかして働く者の権利を守り、住民生活の向上を求める懇談。改善をめざして全自治体を訪問します。
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各地で水枯れ発生
「リニア新幹纏を書える」、東濤北陸フロック女性交流纂会

東海北陸プ

ロック女性交

流集会が 5月

9日～10日に

行われ5県か

ら30人が参

加（石川 5、

福井2、三重

3、愛知4、

静岡 16) しました。

1日目はリニア新幹線を考える静岡県民ネットワーク共同代表の林克

さん（元静岡県評議会議長）から、「水と環境を置き去りで工事許可は許

されない」と題した話しを聞きました。「知事が変わり、対話の軸をずら

し建設を加速している。調査もずさんなまま、 トンネル湧水量の想定が

少なすぎ、各地で水枯れが起きている、人口減少社会で本当に必要なの .. 

か」など問題が山積みです。今後も、「反対の署名集めや自然破壊の反対を訴えていきたい」と協力を呼び

かけました。その後、各県女性部の活動報告が行われ、女性活動の継続の悩みなども出されました。 2日

目はグループに分かれてフィールドワークで交流し（写真上：愛知の参加者も）、プロックの女性部の活動

と繋がりを強める交流会となしました。

正規(811)と非正規(611)、産前飾暇の差
これっておかしくないですか？自治体キャラバンの要請・懇談で

愛労連NEWSでもお知らせしているように自治体キャラバンは5月8日スタートし、先週～今週にか

けて全自治体 (55)で要請と懇談が行われています。懇談の資料に 2025年度の「全自治体の労働条件」な

どの一覧表があります。それを見ると正規職員と会計年度任用職員の「格差」がわかります。例えば、生

理休暇は正規職員が全自治体で特休や病休で有給なのに、会計年度任用職員の有給は4自治体だけです。

産前休暇の8週間は正規職員で 32自治体あるにもかかわらず、会計年度任用職員 12自治体のみです。

他にも妊産疾病や病気休暇について、正規職員はほとんど有給にもかかわらず、会計年度任用職員はほと

んど無給。どう考えてもこの差はおかしい。自治体は、格差の解消に向けてとりくむべきです。
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R闘翌計⇒伊賀市菌営
第52回東濤自治体学校 (5/17)で三重票伊賀市長報告

第52回東海自治体学校（同実行委員会主催）が 5月17日（日）、名城大学ナゴヤドーム前キャンパスで

開催されのべ239人（会場・オンライン）が参加しました。午前の記念講演は、南山大学の榊原秀訓教授

（東海自治体問題研究所長）、「岐路に立つ地方自治と地方自治の末来像」をテーマに、合格しても辞退、

若い職員の早期退職など減少する地方公務員について、「公務員の人気が薄れ、職員採用試験の時期を早め

る動き (4月）があるが、やりがいがなければ抜本的な解決とならない」と話しました。

続いて稲森稔尚・三重県伊賀市長が（写真左）「公共の再生に向けた伊賀市の挑戦」をテーマに報告。

①市役所のすべての職員がいきいきと働き、自らの成長を実感できる市役所の実現、②新規採用職員の研

修では、日本国憲法の精神と理念を理解してもらう、③2021年 11月から保育所民営化計画を策定した

が、市長就任後、地域懇談会に市長が参加し意見を聞き民営化中止、翌年2月民営化計画の見直し、この

4月から保育士の正規職員の積極採用（賃金の大幅引上げ検討）、④コスト削減を目的に一部窓口で進んだ

民間委託を 2026年3月契約期間の漕了を

見据え、 9年間の委託業務の検証の結果と

して、「業務の蓄積・ノウハウが途切れ

る」「予算の削減効果が得られない」こと

で、今後順次直営に移行するなど、住

・-'民・職員の意見を聞き、行政を進めてい

ることを報告しました。

午後からは 10の分科会と講座。「あいちのジェンダーギャップを産業構造の視点から読み解く 1I」（昨

年に続き）では、愛労連の佐賀事務局次長が司会を担当、梅原浩次郎さん（産業構造研究会）が「愛知の

産業構造とジェンダー平等の視点」と題して基調報告、西尾議長と渋谷典子さん (NPO法人参画プラネ

ット代表理事）が問題提起、 トークセッションのパネラーには池内秀樹さん（産業構造研究会：中部中小

企業同友会）、愛労連女性協の竹内佐和子さん（愛高教）、同青年協の澁谷成美さん（写真：右から 2人目

が澁谷さん、 3人目が竹内さん）が、仕事現場の現状もふまえ、ジェンダー平等の大切さを話しました。
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外員・隈崇費など見直し
愛知票最個生計費試算●査・ライフトーク 2026

愛労連は5月20日（水）午後8時から約 1時間、オンラインによる「ライフトーク 2026」を開催しま

した。 7月から始まる愛知地方最低賃金審議会（以下、審議会）に向けて、最低生計費を試算 (2024年板

のアップデート）して、愛知労働局と審議会に提出します。ライフトークには単身世帯の若者など5人、

対策委員も 6人参加し、消費支出の各項目（外食費・教育娯楽費・理美容用品費・交際費など）にそって

見直しの可否について話しました。事前に寄せられた 17通のアンケートの集約結果も資料としました。

例えば2024年調査では昼食は600円でしたが、物価が上がり今は800円との意見が多数でした。また、

一泊以上の旅行は 1回3万円でしたが、今は4万円など見直し必要ありの意見がありました。

愛労連では6月4日の対策委員会でまとめ案を議論し、 6月26日に労働局に提出、記者会見を行う予

定です。 26日早朝、愛知学院大学（名城公園キャンパス）で宣伝も計画し愛知最賃デーとしてとりくみます。

いよいよ名古屋労運が結成

ながく議論してきた名古屋労連の結成。いよいよ 5月30

日（土： 13時30分～労働会館東館ホール）の結成大会まで

あと 1週間になりました。結成大会のチラシは（写真

右）すでに単産・地域に下りています。記念祝賀会も同日

16時から開催されます。多くの参加で盛り上げましょう。
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全労連の第3次最賃デーの 5月22日（金）、愛労連

は17時30分から 18時愛 30分まで名古屋駅前で最賃

ビッグアクションを行い 19人が参加しました。

駅前は多くの人が歩き、大横断幕とプラスターは目

をひき、横断歩道で信号待ちの方は単産代表者

のスピーチを聞いていた方も多いはずです。

4月は天候不順で出来なかったシールアンケ

ートも名古屋市職労の2人ががんばって声をか

け、 31人（うち時間給24人）が協力、「最低賃

金はいくらに引き上げるべき？」には時間給の

15人が「2,000円」または「2,000円以上」に

シールを貼りました。「署名します」と近寄って

来る人もあり、この場の署名では経験のない 15筆が集まりました。しんぶん赤旗、愛知民報が取材しまし

た。
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労慟楕談ホットライン

ミ r" en-v> 

四 函 0120-378-060
..“ 
ー ＾・29ンt匹 R9...,. ”..ぃ

••一，，とれ•`.

＿賃署名←あと 1カ月
今年 3月から始まった愛労連の最賃署名は、 6月26日

に第一次分として労働局に提出します。報道機関も入る

予定。目標は1万筆です。あと 1カ月、最後のがんばり

をお願いします。 7月中旬に二次分を提出します。

●鰹ガいいね！
5月 19日「憲法とくらしと政治にいかす 改憲NO!あいち総がかり行動」が主催する 19行動は栄の

三越前で 150人以上が参加。個性あるバナーも目立ちました。「政治？よくわからないけど、、、また今まで

みたいに政治家が上手いことしてくれるんでしょ・・無理になりました」。訴え調もいいですが、ひとひね

田霞六＝Z需竺：匹参遍霞一

宣伝行動には、たまたま通りがかった生協労運の柳委員長
（女性：写真中央）が合流。明日から全国会議があるので前
日に名古屋入りしたとのこと。びっくり＇
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ォール名古塵で団結
5月30日 名労遍結成大会 14組合約8千人でスタート

5 月 30 日（土） ＇ ° —̀ ;:-;-~ ' ~-1.._ : J
名古屋地域労働組合

総連合（名労連）の

結成大会が行われま

した。 30日時点の

組織人数は 14組合

約8千人、今後の運

動で大きな発展が期

待されます。

愛労連の竹内事務

局長が諧長を務めました。

激励のあいさつに立った愛労連の西尾議長は「名古屋

地域の労働運動にとって歴史的な転換点として祝福した

い。地域労連の役割は職場だけでなく地域住民との連帯

と広げ社会を動かすこと」を強調しました。

記念講演した全労連の竹下武事務局次長は、「地域組

ー

織は学びと交流、組織化の拠点として職場から結集をし、ボトムアップの運動をめざそう」と呼びかけま

した。

結成準備事務局の青山さん（国公）から綱領・規約・諸規則案、同西田さん（福祉保育労）が加入組合

の承認、地域協議会の設置、運動方針、役員案、同津田さん（自治労運名古屋ブロック）が 2026年度初年

度予算案をそれぞれ提案、 9月に開催する定期大会に向けて加盟組織を増やすなど、より具体的な予算を

提案したいと説明しました。

討論では4つの組織が発言。「地域住民の要求を結集し実現する運動を」「支部単位で加盟し地域とのつ

ながりをつくり直したい」「地域のベテランと若い世代が交流することが大事」「公立保育園の民営化問題

など地域住民の期待に応える運動を」「何をやるか、みんなで決めていく組織にしよう」。

すべての議案が圧倒的多数で採択されました。

新議長に承認された自治労連名古屋ブロックの笹原勝治さんは、 2018年頃から地域組織のあり方につい

て議論が重ねられた経過にふれ、「名労連結成は到達点であると同時に出発点である」と話しました。

【初年度役員】議長：笹原勝治（自治労連名古屋プロック＝写真の左）、副議長：加藤健二（三の丸国

公）・渡辺義巳（年金者組合）、事務局長：西田知也（福祉保育労東海地本書記局分会＝写真の右）、渡辺

泰（結成準備事務局）、会計監査：落合洋子（愛高教名南支部）

力をひとつに仲閻ともに
8年の議論て実を結ぶ

愛労連は 2017年7月の定期大会で、幹事会から「地域労連の再編強化を検討すること」が検討委員会に

諮問され、同委員会は2018年7月11日に「地域労連の再編強化に関する答申」を出しました。

この答申を受け、名古屋市内地域組織と関係単産合同会議が5回開催され、 2023年7月の第66回定期

大会で「名古屋市内

地域組織の再編強化

に関する報告」を確

認しました。その後

11回の準備会が行わ

れ「名労連の結成の

AIRORENニュース

約・諸規則の原案」

などを策定、名労連

愛労連バート・厖時労組連絡会

第22回総会
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議が呼びかけられました。

設立準備事務局が作られ（愛知国公・自治

労連•福祉保育労・年金者組合・名中センタ

ー・千種名東労連•愛労連）、 2026 年 5 月ま

でに 10回の会議を開催、結成に向けた準備

が進められました。同年6月～11月まで3回

の設立関係単産・地域代表者会議を開催、

2026年2月に結成に向けたスタートアップ集

会、 5月8日には最終説明会が行われまし

た。

結成大会では「力をひとつに、仲間ととも

に新たな扉を開き、末来にバトンをつなぐ」

と団結がんばろうを唱和。大会終了後は、な

ごやかに結成祝賀会が行なわれました。
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謹の学較、瓢たちの学較
「私たちが闘うとき」上映会に 105人の活気 (5/16) 

愛高教などが主催した、ロサンゼルス教員組合 (UTLA)のストライキドキュメンタリーの映画「W

HEN WE  FIGHT 私たちが闘うとき」上映会が5月 16日（土）労働会館東館ホールで開催され

105人が参加しました。

上映会にあわせ、ロサンゼルス教職員組合

元代表のアーリーン・イノウエさん（写真

上：中央）が講師として来日。 2019年、ロサ

ンゼルス教職員組合がストライキに立ち上が

った経過、組合員を動かしたのは何だったの

か、 UTLAで運動の先頭に立ったアーリー

ンさんのお話だけにリアルで力強いものがあ

りました。

70時間のたたかいを 30分に凝縮したこの

映画。 2019年以前は組合は弱かったが、「ク

ラスサイズを小さくして教員を増やす」「司書

と養護教諭を正規雇用に」「仕事に見合う適正

な昇給を」「公教育をよくするため生徒のため

の学校を作る」「生徒や親が何を考えているの

かをしっかり聞く」「信頼関係が何より大事

で、生徒が楽しみになる学校を一緒に作る」「団結したら怖いものはない」、揺るぎないたたかいで労働組

合は強く大きくなって行きました。

スローガンのひとつ「誰の学校 私たちの学校」は、組合員が団結する上で、すばらしいメッセージで

す。愛労連の運動にもつながります。アーリーンさんは英語での講演と会場からの質問に答えました。「同

時通訳」は、全労連事務局次長の

第3次全国最賃デー・アクション

5月22日（金） 17:30~18: 30 

名古屋駅桜通口交番前

布施恵輔さん、わかりやすい通訳

に参加者一同感謝申し上げます。

当日は終日の愛労連幹事会を一

旦中断し、上映会に参加しまし

量貫響議会まで1カ月余。量賃署名・シールアンケー ＇こ。

ト・スビーチ・ビラ配布。多くの参加をお待ちします。
アーリーンさんと布施さんを囲

む夕食交流会もなごやかに行われ

ました。
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講もが平肩lに生きたい
平和行遍が5月30日愛知入り、 6月 11日岐阜へ引き継ぎ

今年69回目になる原水爆禁止国民平和大行

進が5月30日（土）、静岡から愛知入りしまし

た。この日はのべ680人が参加、岩屋緑地公園

から桜丘高校まで歩きました。 31日（日）は、

奥三河の新城市・設楽町・豊根村・東栄町、西

三河の碧南市・高浜市・西尾市を行進。のベ

349人が参加しました。

30日の引き継ぎ集会で東三河労

連の伊藤英一議長（豊橋市職労＝写

真上の右）は、「三河港も特定港湾

に指定された。戦争になれば、攻撃

目標になる。二度と同じ過ちを繰り

返してはならない。国の役割は、国

民を飢えさせないこと、そして戦争

を起こさせないこと。平和は黙っていても守られません。諦めてはいけない」とあいさつしました。愛労

連からは両Hで柴田副議長、濱島副議長、青木幹事、炭鼈幹事、小松幹事、高田幹事らが参加しました。

”労●●のた伽0 - ... 
労●糧饉ホットライン ～こ古

0120-378・060i ̂} 
士こlki19 •"層四．一 ’

ケア労働者ホットライン

ケアマネ 1人で45件

5月31日（日）、全労連は「ケア労働者のための労働

相談ホットライン」を実施。愛労連も労働会館に相談窓

ロを開設し、のべ 12人の相談員が対応しました（医労

連•福祉保育労・建交労・自治労連•愛労連事務局）。

お昼のNHKニュースで流れると、すぐに電話が鳴りました。精神病院の看護師から「マンパワー不足

で介護度が高く仕事が加重で退職者が多い」、ケアマネージャーから「1人で45件担当している。利用者

家族からカスハラを受けている」、会計年度任用職員の保育士から「人事評価で雇い止めになった保育士が

いる。小さなミスなどで切り捨てられる不安がある」など7件の相談がありました。中日新聞が取材し、

「全産業平均は39万2千円で、介護職の月給は (8万円も少ない） 31万4千円」という記事とともに、

池田さん（医労連書記次長：写真右側）のコメントを報道しました (6月2日付け社会而）。

AIRORENニュース
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鼠麓目の支緩求める
医憲・介護•福祉・保育労働者の処遇と最賃引上げで

愛労連は、 6月5日（金）、ケア労働者の大幅賃上げ、賃金格差是正および報酬改定 10％以上を求める

とともに、安心して働き続けられる愛知県政の実現を求め、愛知県と懇談しました。

要請団は福祉保育労・自治労連・建交労・医

労連•生協労連•愛労連事務局から 13 人、県

側からは関係部局から 12人が出席しました。

要請書は3月2日に提出していましたが、日程

調整の都合等でこの日になりました。

愛労連の西尾議長は、あいさつで「県内の医

療・介護・保育の現場は今、深刻な人手不足。最

大の理由は、他産業との賃金格差と過酷な労働

奨境にある。県が『医療•福祉の守り手』 として、

国への強い働きかけと同時に、居住手当や夜勤体制の整備、正規雇用への転換を促すための『愛知県独自の

直接支援』に踏み出すことを強く求めたい」と述べました。

要請項目は3つ。①国に対する強力な働きかけ（報酬単価や公定価格などケア労働に関する補助金を 10%

以上引き上げるとなど）、②愛知県独自の直接的支援（独自加算・補助金）の実施、③育児・介護と仕事の

両立支援と労働環境の整備です。

要請側から「6月からの診療報酬の改定で賃上げは1.9万円と言うが、定期昇給を加えての額で実際は6

千円から 1万円程度」「2人で訪問介護すれば良いというが、そもそも体制がない」「中小病院に対する県独

自の支援」「保育士のワークライフバランスは評価する。もう一人配置できることが職員の定着と育成に繋

がる」「学童保育・放課後児童クラブの増設と居場所事業への懸念」などを要望・指摘しました。

県から「本日の意見を共有して検討状況を確認していく」「介護問題は安全確保のための独自支援の可否

を協議する」「中小病院や自治体病院の賃上げ状況の実態把握」などついて回答がありました。

要請側から、今後も担当課との連絡・協議の継続、現場実態を踏まえた処遇改善、人員確保策の具体化を

求めました。

後半は、最賃引き上げについて。最賃審議会に対して目安を

上回る知事の意見表明と審議会での知事による意見陳述、賃金

引上げ企業への県独自の支援策を求め、「愛知県最低賃金の引

上げに積極的な役割を発揮されることを求める要請書」を提出

し、要請側から具体的発言をし、懇談しました（写真左）。

※お詫び：前号 (719号）で東三河労連の議長を伊藤栄一さんとしましたが、伊藤英一さんです。お詫びします。
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骸兵器爵絶、睛争やめよ
名古屋集中・行道ビースアクション (6/7)

静岡から愛知入りした平和行進9日目。 6月7日

（日）は、名古屋市内各区で集中行進が行われ、栄（ミ

ニスポーツ広場）でのヒ°ースアクション、大須を歩く折

鶴行進にのべ 1,503人が参加しました。募金は 113,303

円、折り鶴36,000羽、ペナント 192本が集まり、大き

く盛り上がりました。

中村区幹線コース出発集会は中村公園で行われ、約

100人が参加、事務局団体を代表して愛労連の柴田副議

翠 辻9町一iこ

- -

長（国公議長）が「アメリカやロシアによる軍事攻撃で多くの人命が失われている」と話し、軍事優先の

政治や公務員の予備自衛官兼業特例法案などの問題を訴えました。山田実行委員長（福祉保育労・ふたっ

ばし保育園分会；写真2段目右）は「昨年沖縄に行ったとき、米軍の戦闘機から部品が落ちたこともあ

り、戦闘機が通過するたびに室内に逃げ込むことが4カ月で 500回あったと聞いた」ことを話しました。

大須での折り鶴行進（写真上右）、ピースアクション（同左）での福祉保育労の仲間のみなさんです。

11日岐阜に引き継ぎます。

最賃一律署名、関議員に託す

今年2月までとりくんだ全国一律最賃署名。関健一郎衆

議院議員（日本維新の会）が紹介議員を応諾していただ

き、西尾議長らが6月1日豊橋の事務所に訪問、本人に直

接7千筆分を渡しました。会計年度任用職員や学校図書館

問題などについても懇談しました。

| AIRORENニュース I 
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学較図書薗を学ひの真h中に
「子どもたちに専任の学校司書の先生を」記者会見 (6/11)

愛労連は、 6

月11日（木）

「学校図書館の

日」、「せめて子

どもたちに新し

い本を買うため

の予算を」「子

どもたちに専任

の学校司書の先

生を」の記者会

見を労働会館で

ちに内任の「7校 Iil.KIの炉l．ル1

｀ ― 

行いました。中日新聞 (6.16報道） •朝日新聞 (6. 17同）・しんぶん赤旗（6.13同）が取材しました。

司会の愛高教書記次長の松本陵子さんは、「特別支援学校では、蔵書数が不足し、司書の配置も少ない」

と現場の実態を伝えながら進行しました。会見の趣旨について名古屋市職労執行委員長の磯村和佳子さん

は、「今日は学校図書館の日。あまりメジャーではありませんが、学校図書館が保護者や市民に知らされな

いまま、危機に瀕している。ある公立学校では、新しい本を買うための予算が足りず、教員と子どもた

ち、保護者と相談の上、空き缶などを集めた収益で子どもたちの本を購入している。また、専任の司書が

愛知の公立学校にはほとんどおらず、しかも、数校掛け持ちで短時間の非正規社員にされてしまってい

る。子どもたちに新しい本を買うための予算を。こうした思いが会見の原動力になった」と語りました。

自治労連愛知県本部執行委員の松井克徳さんは、「春の自治体キャラバンのアンケートで県内 54市町村

のうち公立小中学校の図書館に司書を配置していない自治体が 24カ所もある。司書を置く自治体でも 8割

近くが複数校を兼務している」実態を告発しました。

現役司書のAさんは「学校司書は、子どもたちと本を結び、読書活動を支え、授業に必要な資料を準備し、

教育課程に寄与する仕事。私が働く市では、勤務時間が年間 700時間以内と決められ、一校あたり従事でき

る回数は年間 27回程度」と説明しました。そして「常勤で一

校専任に。学校図書館を学びの真ん中に」と訴えました。記者

から多くの質問が出され、会見終了後も個別に聴く記者も姿も

ありました。

会見後、県知事と教育長に「すべての学校に専任・専門・正

規の学校司書の配置」とする 6項目の要請書を提出、現場の職

員も参加し、実情を訴えました。
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最賃~I上げ、全国一律
全労遍稟漏•北朧フロック 2026 年量貫キャラバン (6/10~12)

全労連東海北陸プロックは、 6月 10日に富山・石川・福井、 11日に岐阜・三重、 12日に愛知・静岡で

最賃キャラバンを行いました。要請書は 13項目、「①1700円以上の引き上げ（全労連）、 2000円以上に、

②発効日問題、③全国一律最賃制度、④生計費資料の充実、⑤中東情勢と生計費、⑥当事者の意見陳述、

⑦休会中の審議問題、⑧すべての「審議」「協議」の議事録作成と公開、⑨答申に根拠と理由を記すこと、

⑩最賃改定を年1回に限るな、⑪中小企業支援、⑫審議の日程や委員の改選の情報について、⑬労働行政

職員の大幅増員」です。

愛知労働局への要請は、ブロック役員と愛労連か

ら西尾議長、竹内事務局長（ブロック事務局長）ら

10人が参加、冒頭、全労連東海北陸ブロックの平野

竜也議長（岐阜県労連事務局長＝写真右）が要請書

を手交し、「中東清勢が原油•原材料価格、物流、

建設資材の調達などに影響し、労働者の生活と地域

経済の不安が高まっている」と話しました。

労働局は賃金課、総務課、雇用環境・均等部が出席、担当者は「審議会の生計費の資料にかかわりバラ

ンスのとれた資料提供に努める」と回答。意見陳述は岐阜県で実現し、多様な意見で審議が深まったとの

感想が委員から聞かれたことを伝え、事務局としての努力を求めました。発効日について、審議会資料も

春閲の民間の賃金を調査し、人勧も4月から遡って支給される。最賃も本来なら4月から改定とすべきで

はないかと主張。 6月1日に行った秋田県 (3月31日発効）との

懇談（オンライン）には厚生労働省の課長も参加したことを伝え

ました。

最賃署名 なんとしても1万筆を

3月から始めた愛労連最賃署名（住所記載不要）の最終締め切

りが迫りました。 6月12日現在の集約数は約4千筆です (6月 11

日メールで集約一覧配信、評議員会資料にも一覧表あり）。 6月

26日（金）に第一次分を提出します。報道機関も入る予定なの

で、この日の提出数が璽要です。整理の都合もあり 6月24日まで

に集まっている分を愛労連事務局までお願いします。第2次分

（最終）は7月中旬に提出予定です。最後のご奮闘に期待！

AIRORENニュース

愛知最賃デー

6.26（金）
*8時～愛知学院大学前宣伝

（地下鉄・名城公園②番出口）

*11時～愛知労働局要請・署

名提出行動

*13時30分～記者会見

愛知県最低生計費試算結果発表

など（県政記者クラブ）
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ケア・人勧•平和の夏
夏季闘争方針を討論／愛労運2026年麗第1回評鵬員会 (6/13)

愛労連は6月13日（土）、 2026年度第1回評議員会を開催し評議員、特別代議員、幹事会、傍聴など51

人が参加しました。あいさつに立った西尾議長は「26春闘で昨年を上回る賃上げがあった組合に敬意を表

しつつ、物価高のなか、中小企業・非正規・ケア労働・高年齢齢再雇用労働者に成果が十分届いていな

い」「特定利用港湾・空港問題をはじ

め、国会情勢からして憲法を生かす

運動は労働組合の原点」と強調しま

した。

竹内事務局長から①夏季闘争方針

案、②特別議案・「名古屋地域労働組

合総連合（名労連）」の加盟承認、③

2027年度役員定数、④2027年度選挙

管理委員の選出について提案・報告

し、討論のうえ承認されました。

特別報告として、福祉保育労副執行委員長の越須

賀さんが4月25日～5月3日までニューヨークで

行われたNPT再検討会議に参加した報告をし、「被

爆者とともに行動し、仲間と緩やかにつながりなが

ら核兵器廃絶と平和の声を広げていきたい」と語り

ました。

討論では 11人（単産7人、地域4人）が発言。

①病院前で初めてストライキ実施。報酬改定も手

当が減額された職場がある（医労連）、②賃上げが実現した廠場の報告（西三河労連）、③労働時間短縮と

地公法にもとづき勤務条件措置要求（愛教労）、④公定価格改善と賃上げ、公務と共同のたたかい（福祉保

育労）、⑤憲法の意味と改憲の学習会、予備自衛官問題（自治労連）、⑥新入社員への組合説明会の工夫、

なぜ労働組合が政治を変えるのかの学習会実施(JMITU)、⑦高齢職員の賃金改善を重点要求に（国

公）、⑧対話と学びあいの学習会、熊出没で休校でも学童は開所の問題（建交労）、⑨みんながワクワクす

る地域組織にしたい（名労連）、⑩9月27日開催の小牧平和県民集会の成功（尾中労連）、⑪東海大王製紙

パッケージのパワハラ・セクハラ裁判への支援の謝意（東三河労連）が表明されました。

午後3時からは、革新県政の会と共催で「ニューヨークから学ぶ公共の再生」（マムダニ・ニューヨーク

市長誕生への道）と題しての学習会、川口創弁護士が講演し 100人（会場・リモート）が参加しました。

愛労連第 74回定期大会は、 7月 19日（日） 10時から労働会館東館ホールで開催されます。
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生計費 褥の審鵬を
最貫 1800円署名を最賃審鵬会・労働局に提出 (6/26)
愛労連は6月26日（金）、最賃審議会と愛知労働局あてに「愛知県最低賃金を 1800円以上とし、中小企

業支援を求める要請」署名の第一次分 12442筆（うち用紙署名 6500筆・オンライン 5942筆）と、「愛知県

最低賃金を 1800円以上に引き上げるために、生計費重

視・開かれた審議、中小企業支援を国に求めること及び

早期発効を求める要請書」を提出しました（写真）。

要請の冒頭、西尾議長は本日発表する最低生計費試算

結果（以下、生計費）にふれ、「最賃引き上げで格差是

正、中小企業支援、意見陳述の実現」を要請しました。

要請団は、「審議会で生計費にかかわる資料の採用

（愛労連は4つの資料の要請）」「全国約8割で実施され

ている意見陳述の実現」「中小企業支援に対する県と国

への要望」「休会時間が長い、公開審議の充実」を求めました。また、最賃近傍で働く労働者、生活を切り

詰めている青年の声を紹介しました。労働局は「生計費資料の採用は、エビデンスを確認し検討する」「意

見陳述は様々な職種・形態で働く労働者の意見を聴く機会を設けることについて審議会に税明する」「中小

企業支援の要望は確認する」「審諧会の休会時、再開時の時刻を諧事録に記載することは検討」「発効日が

遅れることで労働者の生活に影響が及ぶことは理解する」「要望を審議会に伝える」と述べました。しんぶ

ん赤旗が取材し 29日報道しました。最賃署名は二次分（最終予定）を7月9日に提出予定です。愛労連

に8日までにお願いします。

生計費誠算調査結果の公表て記者会見

愛労連は、 6月26日午後、県政記者クラブで「愛知県最低生計費試算結果（若年単身世帯）ー2026年改

定版」を公表する記者会見を行いました。幹享社の中京テレビ、中日新聞 (6.30報道） •読売新聞・毎日
... . ' 

AIRORENニュース

新聞・東愛知新聞社が参加しました。

司会を医労連の池田さん（書記次長）が努

め、竹内創事務局長が調査の結果と意義、浅

生卯ーさん（元愛知東邦大学教授）が根拠と

計算方法、近藤学さん（医労連組合員・介護

福祉士）が低賃金の実態を発言しました。

(26日早朝宣伝は雨天で中止しました）
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不8狸な輯差なくそう
愛労運バート臨時労組運絡会総会 (6/21) 

6月211:1 (1:1)の午後、労働会館にて第 22回パ臨連総会がハイプリッ ドで開催され、会場 36人、オン

ライン5人の 41人が参加しました。

総会に先立ち、戦場に残る「正規と

非正規の不合理な待遇差」調査結果

（簡易版）を愛労連の若井副議長から

報告しました。そのうえで 10月 1日

から施行される改訂「同一労働同一賃 ー＝

金ガイドライン」について、生協労連

の柳委員長を講師に招き学習し、当事

者参加型の企画として「対話と学びあ

い」を実践しました。

柳さんは、「家族手当」「住宅手当」「退職

金」「休暇制度」「福利厚生」など、その目的

からして正規と非正規に違いはないこと、「正

社員だから」は詔められない、疑問が要求に

なることを強調。「仲間を増やし不合理な格差

をなくそう」と呼びかけました。

総会では、 2027年度の運動方針および新役員体制が承認されました。

【2027年度新役員（敬称略）】

代表幹事：長坂圭造（自治労連）、幹事：溝田由美子（建交労）、鈴木洋子（生協労連コープあいち労

組）、瀧口想真（福祉保育労東海地本）、原真理子（愛知県医労連）、石家誠実（郵政ユニオン）、永井優子

（自治労連）。

置労運第74回定期大Zl'1
＊日時： 7月19日（日） 10時～17時30分

＊場所：労働会鱚東鱚ホール
※1年の織括と今鶴1年の運動方針、秋季年末闘争の議藁を
橿案、討論します。お弁当の注文は7月10日までです。
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愛労踵の要譴を説圃
愛知迦方最偏貫金審●会、署名も置かれる（7/2)

7月2日（木）、愛知地方最低賃金審議会がKKRホテル名古屋で開催されました。小林洋子労働局長

は、あいさつで審議会に対し「十分な議論をし、充

実した審議を」と要望しました。また、前日に県知 9 

事と意見交換を行ったことを報告。「知事から物価上

昇等を踏まえた適正水準への引き上げが図られるべ

き」と発言があったことを紹介しました。

事務局から、 6月 12日に全労連東海北陸プロック

が行った要請書と同 26日に愛労連が行った「愛知県

最低賃金を 1800円以上に引き上げるために、生計費重祝 ・開かれた寄沿、'-II

小企業支援を国に求めること及び早期発効を求める要訥弁」の内容を説明

し、併せて、中央のテーブルに置かれた 1800円への引き上げを求める界名

（写真）の数などを報告し、委員に回覧されました。竹内事務局長ら愛労連から 5人が傍聴しました。

初 1大村県知事が小林労働局長に引き上げ求める

愛知県の大村知事は7月1日、愛知労働局の小林局長と面会し、物価の上昇が長引いており最低賃金の

引き上げを求めました。

大村知事は「最低賃金には生活に必要な費用を補償する側面があり、長引く物価上昇を考えると、適正

な水準への引き上げがあってしかるべきだ」と述べました。小林局長は「引き上げは地城全体の賃金の底

上げの観点から重要だ。知事の発言については、審議会で内容を伝えたい」と応じました。審議会が始ま

る前に、知亨が引き上げを求めるのは初めて。 2日、 NHKテレビ・ラジオ、中日新聞が報道しました。

6月5日、愛労連は愛知県知事に対し「愛知県最低賃金の引き上げに積極的な役割を発揮されることを

求める要請書」を提出し、愛知県の担当課と懇談をもっていました。（愛労連NEWS720)

「意見書」標題工夫して多くの組織から提出を
愛知労働局長は7月2日「愛知県最低賃金の改正決定に係る関係労働者及び関係使用者の意見聴

取に関する公示」を行いました。「意見書」を 7月23日（木）までに審議会あてに提出できます。

昨年は、各組織から標題など創意工夫した意見書が 59通提出されました。愛労連は、 7月6日付

けで「意見書提出について」の通知文を発出。事務局がまとめて、 3回に分けて (9日・ 16日・ 23

日を予定）、労働局賃金課に持っていきます。作成をお願いします。

| AIRORENニュース I 
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意見朧護、未実籠は10羅隕
最賃 1800円署名、第2次分を握出 累計9,400筆
愛労連は7月9日（木）、「愛知県最低賃金を 1800円以上とし、中小企業支援を求める要請」署名（意見

陳述実現・ 10月1日を発効日とすることなど含む）の第2次分2900筆分を愛知労働局賃金課に提出しま

した（写真：右は医労連の池田書記次長＝愛労連社会的な賃金闘争対策委員）。 6月26日に提出した第 1

次分と合わせ9400筆分で、昨年の 9300筆を超え目標の 1万筆に迫りました。 16日提出を最終とします。

今後は（昨年までの例）、 7月下旬から専門部会が始まる予定で事務局から消費者物価指数、家計調査

（総務省、名古屋市2人以上世帯）などの説

明が行われます。そこで愛労連の「最低生計

費試算結果2026年版」の採用の可否が注目

です。

続く、 7月末の本審で「署名」と「意見

書」の説明が行われます。昨年、賃金課長は

この本審の場で、愛労連署名について、

「個々の組合員の強い意志をこの署名を持っ

て表している」と説明しています。

岐阜では一昨年から意見陳述が行われ、委

員から「多様な意見で審議が深まった」と感

想が出されました。愛知の審議会は重い腰を

上げて、全国 79％の審議会で実施している

「意見陳述」の場を設けるべきです。

※意見陳述を実施していない都県：群馬、東京、山梨、長野、富山、石川、福井、静岡、

塁、三重。

9条変えるな
7月9日（木） 12時から金山駅の北口で定例の

9の日宣伝が行われ9人が参加（写真）。この日

は愛労連の担当日で、西尾議長や佐賀事務局次長

らが憲法9条の重要性を訴えました。署名やビラ

配布で高市政権や憲法改悪（改正）に対する対話

I AIRORENニュース 1 
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学ひ、つながり、声且1る
第37回愛労運女性協総会（7/12) 

愛労連女性協は7月 12日

（日）、労働会館で第 37回総

会を開催し 55人が参加しま

した。

第一部は、「DV被害者の

実情と離婚後共同親権制度の

問題を学ぶ」として、制度の

導入後の未来を再現した映画

「五月の雨」の上映会をおこ

ない、映画に出演した岡村晴

美弁護士からお話を聞きました。 DV被害者の実情が考慮されていない問題の多い制度だが、運用させな

いために、各機関と連携して声を上げていくことが大切と訴えました。その後グループに分かれての対話

交流では、悩みや思いを共有し好評でした。

第二部の総会は、女性協の荒川議長と来賓の愛労連の西尾議長のあいさつ後、議案を提案し討論へ。福

保労、愛高教、自治労連、郵政ユニオン、医労連、建交労から発言があり、すべての議案と新役員につい

て採択しました。「よりよい社会、よりよい世界、よりよい未来を創り上げるために、学び、つながり声を

あげよう」と総会アピールを採択。最後は、愛高教が開催したロサンゼルス教職員組合のストライキ映画

のシーンにちなみ、「WhenWe Fight ! We Win ! We Win !」と声を掛け合い、思いを一つにしました。

7月 12日（日）、愛知社保協の第46回定

市民の声で改畢止める／社保協総会 期総会が開催されました。高市内閣が軍事

•一迫 ：：こ：：：：こ‘さ医せ療て・き：アカ：
多くが詳細は政令・省令で定めるものとな

っており、各団体からこれを食い止めるの

は市民の声だと決意が続きました。

今回の総会をもって森谷議長・小松事

務局長が交代し、新議長に選出された保

険医協会の早川副会長が代表してあいさつし、事務局長に年金者組合の博松佐一さんを選出しました。会

場で 55人、 Zoomで8人、委任状 29人で計92人の参加でした。

AIRORENニュース I 
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信じられh、あり得ない
躙整額削減抗鵬行動に仲閻集まる

愛高教は7月 14日（火）タ

刻、愛知県庁前で「県教委に

声を届ける 給料の調整額減

らすな」のアピール行動を行

い、愛高教をはじめ、愛労

連、平和委員会の仲間など60

人が参加、熱気に包まれる街

宣となりました。

7.14県庁前街宣

愛知県県教育委員会の提案は、障害児学級・学校に勤務する教職員の、その勤務の困難性や専門性に対

して支給されている「給料の調整額」を2年かけて半減する国の方針に準拠した提示を行っています。こ

の日は、県教委に対して、全教職員署名 4825筆の提出と申し入れも行いました。

障害児学校に勤務する教職員から「発作等の緊急搬送が日常的。職員がチームとなって緊急対応を行っ

ている。危機管理意識の高さも障害児教育の専門性」「給与は対価、私たちの働きを表すもの、それを昨年

するとは何事か」「障害児教育を最初に切り捨てるのはいかがなものか。信じられん、あり得ない。これを

許すと他の手当の削減にも影響する」などと訴えました。

愛労連の西尾議長をはじめ、名大職組、原水協、名高教、国公の代表が連帯のあいさつをしました。

愛高教の堀委員長は「削減案は撤回しかありません」と力強く話しました。

| AIRORENニュース I 

愛労連NEWSの受信について

~700号迎えて～

愛労連NEWSは4月6日発行で 700号を迎えました。

600号は昨年7月 11日でしたので一週間に平均3号の発行です。

2026年 4月8日

活動をしていただいている単産・地域組織、また、愛労連の活動に参加していただ

いているみなさんにあらためて敬意を表します。みなさんのおかげです。

愛労連NEWSは、紙面の 5割以上が写真で、文章をできる限り短くし、見やすく、

さっと読める紙面作りに努力しています。また、速報性を重視しています。

現在、発行と同時に単産・地域組織あてメールで、また、 LINEに登録している

76人の組合員などに配信しています。単産・地域組織では、幹事会等の場で必要に

応じて活用しているとうかがっています。

700号の発行を期に、まだ登録されていない単産・地域組織の役員の方にはLIN

Eに登録して、愛労連活動、単産・地域活動の交流の場として活用いただきますよう

お願いします。

https ://x. gd/17NwJ 
愛労連NEWS受信

QRコード



《新聞報道まとめ》 
2025 年 07 月 
① 07 月 22 日（中日新聞）愛労連が定期大会 憲法と平和を守り大幅賃上げ求める 
2025 年 08 月 
② 08 月 02 日（しんぶん赤旗）愛労連最低生計費調査結果 愛知地方最賃審議会で採用 
③ 08 月 07 日（しんぶん赤旗）原水禁世界大会 労組も国際会議で交流 
④ 08 月 15 日（しんぶん赤旗）生活保護費引き下げ違法 厚労省は判決受け謝罪を 
⑤ 08 月 27 日（中日新聞）最低賃金 1140 円では物価高に見合わず 愛労連抗議 
2025 年 09 月 
⑥ 09 月 09 日（中日新聞）最賃 答申通り 1140 円に 審議会 愛労連など異議受け会合 
⑦ 09 月 18 日（しんぶん赤旗）電力会社は社会的責任を 若者気候訴訟 原告ら陳述 
⑧ 09 月 24 日（しんぶん赤旗）なくそう官製ワーキングプア集会 非正規公務員の処遇改善求める 
⑨ 09 月 28 日（しんぶん赤旗）被爆体験次世代に継承 あいち平和のつどい 
2025 年 10 月 
⑩ 10 月 02 日（中日新聞）被爆者と高校生座談会 あいち平和のつどい 
⑪ 10 月 05 日（中日新聞）名張毒ぶどう酒事件「再審で名誉回復を」支援者ら名古屋で訴え 
⑫ 10 月 13 日（しんぶん赤旗）全労連レバカレ「労組は魔法のツール」 
⑬ 10 月 19 日（しんぶん赤旗）過労死ない社会にしよう 愛知いの健センターセミナー 
⑭ 10 月 19 日（しんぶん赤旗）最低賃金さらに高く 愛労連が呼びかける 名駅街宣 
⑮ 10 月 25 日（しんぶん赤旗）自治体キャラバン始まる 
⑯ 10 月 26 日（しんぶん赤旗）日本平和大会 in 愛知 大軍拡阻止へ連帯交流 
⑰ 10 月 28 日（しんぶん赤旗）福祉予算削るな！愛知県民集会開催 
⑱ 10 月 30 日（中日新聞）時短勤務「取れない」地方公務員 子と向き合う時間ほしい 
2025 年 11 月 
⑲ 11 月 07 日（しんぶん赤旗）地域から病院なくすな 医労連全国いっせい統一行動 スト突入 
⑳ 11 月 19 日（しんぶん赤旗）非正規労働の扱いに怒り 愛労連パ臨連元気が出る集会 
㉑  11 月 22 日（しんぶん赤旗）核禁条約入るのは今 日本被団協など署名 344 万人分提出 
2025 年 12 月 
㉒ 12 月 01 日（しんぶん赤旗）憲法いかす公平な社会へ はたらく女性の中央集会 in 愛知 
㉓ 12 月 10 日（しんぶん赤旗）労働者委員を不当任命 愛労連など労働局に抗議 
㉔ 12 月 12 日（しんぶん赤旗）「特定利用港湾」指定に「待った」平和団体・労働者声強める 
㉕ 12 月 21 日（中日赤旗）いのちと暮らし電話 118 件 司法書士らが「なんでも相談会」 
2026 年 01 月 
㉖ 01 月 07 日（中日新聞）大幅な賃上げ訴え 愛労連が街頭活動 
㉗ 01 月 09 日（中日新聞）ベネズエラ軍事攻撃に抗議 在名古屋米国領事館前で市民団体 
㉘ 01 月 20 日（毎日新聞）浜岡原発全て廃炉を 市民団体中部電に申し入れ 
2026 年 02 月 
㉙ 02 月 12 日（しんぶん赤旗）トヨタに賃上げ責任迫る 愛知で総行動「巨額利益還元を」 
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㉚ 02 月 17 日（毎日新聞）「最低賃金審議の軽視」 委員の相次ぐ途中辞任に愛労連抗議 
2026 年 03 月 
㉛ 03 月 03 日（中日新聞）ケア労働者の賃上げ 国への働きかけ要請 愛労連など県に 
㉜ 03 月 03 日（中日新聞）「戦いの連鎖」防げ 栄で抗議活動 
㉝ 03 月 09 日（しんぶん赤旗）非正規公務員 不平等の象徴 愛労連、女性の待遇改善訴え 
㉞ 03 月 13 日（朝日新聞）脱原発だまっちゃおれん 避難の被災者ら 150 人がデモ 
㉟ 03 月 13 日（しんぶん赤旗）春闘 医労連が全国で 名古屋で７組合がストライキ突入 
㊱ 03 月 14 日（しんぶん赤旗）春闘で大幅賃上げ求める 愛労連が署名など協力呼びかけ 
㊲ 03 月 20 日（しんぶん赤旗）郵政ユニオンがスト 全国 15 職場 低額・ゼロ回答に抗議 
2026 年 04 月 
㊳ 04 月 12 日（中日新聞）最低賃金 1800 円以上求めて街頭で訴え 愛労連 
㊴ 04 月 20 日（中日新聞）「憲法９条守れ」1000 人デモ行進 
㊵ 04 月 24 日（中日新聞）単年契約公務員は叫ぶ 「脅し・待遇差別やめて」 
㊶ 04 月 25 日（中日新聞）ケア労働者６割 「仕事辞めたい」県医労連調査 
㊷ 04 月 28 日（毎日新聞）看護職「辞めたい」７割超 医療・介護･福祉職 5000 人調査 
㊸ 04 月 28 日（中日新聞）NPT 会議開幕 非核岐路 直視を 
2026 年 05 月 
㊹ 05 月 01 日（しんぶん赤旗）「女性の休日」アクション 愛労連や女性団体がアピール 
㊺ 05 月 02 日（中日新聞）愛労連などメーデー催し 労働条件改善へ宣言採択 
㊻ 05 月 13 日（しんぶん赤旗）愛労連青年協が企画 組合交流 刺激たっぷり 
2026 年 06 月 
㊼ 06 月 09 日（しんぶん赤旗）国民平和大行進 核廃絶訴え 14 コース 1500 人名古屋市内で集結集会 
㊽ 06 月 13 日（しんぶん赤旗）現職職員ら実態報告 学校司書は専任に 
㊾ 06 月 16 日（中日新聞）小中学校と特支校に常勤の学校司書を 愛労連、県に求める 
㊿ 06 月 30 日（中日新聞）１人暮らしの若者 最低生計費月 28 万円 愛労連試算「最低賃金引き上げを」 
 
2026 年 07 月 
  07 月 05 日（愛知民報）愛知県最低生計費試算調査結果改定 愛労連労働局申入れ 県庁会見発表 
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①　7月22日中日新聞

①
 
7月22日中日新聞

m

]
 

ぷ
が
約
，
弩

i

l

県
労
働
組
合
総
連
合
（
愛
労
つ
つ
、
労
働
者
の
大
幅
な
賃
上

連
）
の
第
72回
定
期
大
会
が
2
1
げ
を
求
め
て
い
く
運
動
方
針
を

日
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
フ
ジ
確
認
し
た
。

．

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
産
業
団
体
や
地
域
の
代
表
者

っ
た
。
与
党
が
過
半
数
割
れ
し
ら
約
1
0
0人
が
、
現
地
と
オ

た
2
0
日
投
開
票
の
参
院
選
を
振
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。
西
尾

り
返
り
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
美
沙
子
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

憲法と平和を守り
大幅賃上げ求める
愛労連定期大会 』

冒
頭
で
あ
い
さ
つ
す
る
西
尾
譲
長
1
1
名
古
屋
市

中
村
区
の
フ
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

参
院
選
で
躍
進
し
た
参
政
党
が

掲
げ
る
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定

政
策
や
、
選
挙
期
間
中
に
核
武

装
を
「
安
上
が
り
」
と
述
べ
た

当
選
者
に
抗
議
。
「
労
組
は
戦

争
の
痛
苦
の
経
験
か
ら
差
別
、

排
外
主
義
と
戦
い
、
憲
法
を
守

り
抜
く
」
と
訴
え
た
。

賃
上
げ
に
向
け
た
こ
れ
ま
で

の
活
動
報
告
も
あ
り
、
今
後
1

年
も
職
場
、
地
域
の
人
々
と
の

対
話
や
学
び
合
い
を
通
じ
、
さ

ら
に
仲
間
を
増
や
す
方
針
を
決

定
。
戦
後
と
被
爆
80年
の
節
目

に
合
わ
せ
、
戦
争
や
核
兵
器
の

な
い
未
来
を
つ
く
る
特
別
決
議

も
採
択
し
た
。

（

寺

田
結
）

②
 
8月2日しんぶん赤旗

若
者
の
生
計
費
な
ど
採
用

愛
知
地
方
最
賃
審
の
専
門
部
会

愛
知
県
の
最
低
賃
金
を
決
め

月
1
5
0
時
間
換
算
）
」
（
愛
労

る
愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
連
・
全
労
連
）
や
愛
知
県
採
用

の
第
1
回
専
門
部
会
が
7
月
2
9
時
給
調
査
（
愛
労
、連
）
な
ど
3

日
に
名
古
屋
巾
で
開
か
れ
ま
し

点
。
連
合
や
商
工
会
議
所
の
賃

た
。
今
回
の
専
門
部
会
で
は
、
上
げ
集
計
な
ど
の
資
料
も
配
布

霧

連

が
採
用
を
求
め
た
資
料
さ
れ
ま
し
た
。

が
初
め
て
参
考
資
料
と
し
て
委
現
在
、
愛
知
県
の
最
低
賃
金

員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
は
1
0
7
7円。

最
低
黄
金
審

採
用
さ
れ
た
資
料
は
、
愛
知

議
の
＿
丁
目
一
番
地
は
、
憲
法

県
で
若
者
が
自
立
し
て
生
活
す
2
5
条
に
基
づ
く
生
存
権
の
保
障

る
た
め
に
必
要
な
生
計
費
を
明
で
す
。
最
低
賃
金
法
第
9
条
で

ら
か
に
し
た
「
最
低
生
計
費
調
は

「労
働
者
の
生
計
費
」

「賃

査
結
果
（
時
給
1
8
0
6円
／

金
」
「
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
」

を
考
慮
し
て
最
賃
額
を
定
め
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の

専
門
部
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料

は
、
「
生
計
費
」

2
点
、
「
賃
金
」

4
点
、
「
支
払
能
力
」
1
2
点
で

し
た
。
生
計
費
が
軽
視
さ
れ
、

「
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
」
に

偏
り
が
あ
り
、
愛
労
連
は
必
要

な
生
計
費
を
踏
ま
え
ら
れ
る
資

料
の
提
出
を
求
め
て
い
ま
し

こ。t
 
愛
労
連
の
竹
内
創
事
務
局
長

は
「
毎
年
、
中
央
が
示
す
目
安

額
に
1
円
上
乗
せ
す
る
か
ど
う

か
の
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
が
、
必
要
な
生
計
費
と
し
て

時
給
1
8
0
6円
が
テ
ー
ブ
ル

に
の
せ
ら
れ
た
意
義
は
大
き

い
。
さ
ら
に
、
最
低
賃
金
近
傍

で
働
く
非
正
規
労
働
者
の
生
活

実
態
を
審
議
に
反
映
す
る
た

め
、
当
事
者
の
意
見
陳
述
を
実

施
す
べ
き
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

労
働
局
は
取
材
に
対
し
、
「
各

団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

が
あ
り
、
配
布
を
行
っ
た
」
＇と

答
え
ま
し
た
。
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③　8月7日しんぶん赤旗
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草
の
根
の
運
動
を
交
流
し

た
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
11

6
日
、
広
島
市
中
区
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④　8月15日しんぶん赤旗

生活保護費の引き下げ違法

原
告
ら
が
専
門
委
設
置
に
抗
議

厚
労
省
は
判
決
受
け
謝
罪
を

高
裁
判
決
を
矮
小
（
わ
い
し
よ
る
。
や
る
べ
き
こ
と
は
違
法
状
給
の
水
準
や
そ
の
対
象
範
囲
な
た
。
原
告
団
は
真
摯
（
し
ん
し
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

う
）
化
姜
と
し
て
い
る
」
態
を
解
決
す
べ
<
、
-
日
で
も
ど
を
議
論
し
ま
す
。
厚
労
省
の
な
謝
罪
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
ま
た
、
生
活
保
證
利
用
者
は
、

と
批
判
し
ま
し
た
。

早
く
差
額
分
を
支
給
す
る
こ
と
担
当
者
は
四
荘
沿
閲
コ
プ
フ
レ
福
岡
資
麿
厚
労
相
は
「
（判
決
最
高
裁
判
決
の
結
果
、
保
護
費

蜃
普
決
後
、
訴
訟
団
な
で
は
な
い
か
。
厚
労
省
と
石
破
調
整
』
は
手
続
き
に
瑕
疵
（
か
を
）
真
摯
に
受
け
止
め
る
」
と
減
額
前
の
基
準
を
前
提
と
す
る

ど
は
厚
労
省
に
謝
罪
と
減
額
分
首
相
は
責
任
を
と
る
べ
き
だ
」
し
）が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
繰
り
返
す
ば
か
り
で
、
い
ま
だ
給
付
請
求
権
を
有
し
て
お
り
、

の
堡
翌
貿
支
給
な
ど
全
面
解
決
と
憤
り
ま
す
。

．

『
ゆ
が
み
の
調
整
』
（
一
般
低
に
謝
罪
の
言
葉
は
あ
り
ま
せ
事
後
的
な
減
額
と
な
れ
ば
「
事

を
求
め
て
何
度
も
要
請
し
て
き
神
奈
川
県
厚
木
市
の
原
告
、
所
得
世
帯
の
消
費
支
出
と
の
比
ん
。
厚
労
省
が
提
出
し
た
資
料
後
法
に
よ
る
不
利
益
変
更
で
あ

ま
し
た
。
稲
葉
さ
ん
は
「
交

渉

高
橋
史
帆
さ
ん
(
4

2

)

は

「
先
較
）
は
違
法
で
は
な
い
と
し
た
」
で
は
今
後
の
議
論
の
テ
ー
マ
に
り
、
法
の
不
遡
及
の
原
則
」
に

の
場
に
現
れ
る
の
は
課
長
以
下
週
、

原
告
の
仲
間
の
1
人
が
亡
と
指
摘
し
、
「
ど
う
整
理
す
る

「今
回
の
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
違
反
し
、
到
底
許
さ
れ
な
い
と

国
が
2
0
1
3
1
1
5年
に
生
＇
で
、
謝
罪
も
行
わ
ず
、
実
質
的
く
な
り
ま
し
た
。
減
額
さ
れ
な
の
か
議
論
す
る
」
と
述
べ
ま
し
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
強
調
し
て
い
ま
す
。

活
保
護
費
を
大
幅
に
引
き
下
げ
な
話
し
合
い
も
し
な
い
。
ま
ず
け
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン
が
買
え
て
、
た
。

か
」
と
あ
り
、
判
決
の
「
受
け

基
準
引
き
下
げ
に
よ
っ
て

た
こ
と
を
違
法
だ
と
し
た
最
高
は
全
国
の
生
活
保
護
利
用
者
に
死
な
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
専
門
委
は

9
人
の
委
員
の
う
止
め
」
自
体
を
有
識
者
に
丸
投
「
1
0
年
以
上
も
放
置
さ
れ
て
き

裁
判
決
か
ら

1
カ
月
超
が
た
謝
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
速
い
」
と
涙
ぐ
み
ま
す
。
「
生
活
ち
6
人
が
生
活
保
護
基
準
部
会
げ
し
て
い
ま
す
。

た
生
存
権
侵
害
が
是
正
さ
れ
な

ち
、
原
告
と
弁
護
団
、
支
援
者
や
か
に
差
額
分
を
支
給
す
る
こ
保
護
埜
準
は
、
就
学
援
助
や
非
の
委
員
か
ら
選
定
。
初
回
の
会
専
門
委
で
は
原
告
側
の
意
見
い
異
常
事
態
が
続
い
て
い
る
」

ら
が
1
3
日
、
厚
生
労
働
省
前
で
と
」
だ
と
し
、
国
が
「
当
事
者
課
税
埜
準
な
ど
い
く
つ
も
の
制
議
は
、
委
員
か
ら
最
高
裁
判
決
を
聞
く
場
を
設
け
る
予
定
で
す
と
指
摘
。
原
告
と
す
べ
て
の
生

菰
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
建
と
向
き
合
う
ま
で
声
を
あ
げ
続
度
と
連
動
す
る
も
の
で
す
。
子
の
受
け
止
め
や
今
後
の
対
応
に
が
、
時
期
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
活
保
護
利
用
者
へ
の
真
摯
（
し

物
の
中
で
は
同
省
が
対
応
を
検
け
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ど
も
の
貧
困
が
叫
ば
れ
る
中
、
つ
い
て
意
見
は
出
ず
、
予
定
よ
ん
。
次
回
の
専
門
委
は
8
月
下
ん
し
）
な
謝
罪
と
、
裁
判
の
全

討
す
る
専
門
委
員
会
の
初
会
合
原
告
の
ひ
と
り
、
相
模
原
市

低

い
ま
ま
放
溢
す
る
の
は
子
ど
り
大
幅
に
早
く
終
了
し
ま
し
旬
に
開
催
予
定
で
す
。
面
解
決
へ
基
本
合
意
書
の
締
結

を
開
催
。
そ
こ
に
は
原
告
の
姿
の
武
田
新
蚕
さ
ん
(
5

7

)

は
「
違
も
の
命
を

脅

か

す

も

の

」

だ

と

へ

む

け

た

誠

実
な
協
議
を
行
う

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
法
状
態
だ
と
結
論
が
出
て
い
訴
え
ま
し
た

。

油
〖
如
叫
mg
謙
g
賀4土
如
叫
七
人
3
Eえd

こ
と
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

原
告
ら
を
支
援
す
る
「
い
の

＼
k

琴

ち

の

と

り

で

胄

全

国

ア

ク

シ

厚

労

省

が

専

門

委

初

会

合

全

国

ア

ク

シ

ョ

ン

な

ど

声

明

一戸
』
翡
罰
｀
冒
□日
罰
叫
霜
詞
閲
。

J
声
日
て
お
ら
ず
、
傍
聴
も
で
き
な
い
。
最
高
裁
判
決
を
受
け
、
今
後
の
根
拠
と
し
て
生
活
保
護
費
を
引

出
し
、
生
活
保
護
費
減
額
処
分
そ
の
う
え
で
、
星
晶
裁
判
決
が

ろ
と

13

し
j
＿一

お
か
し
い
」
と
抗
議
。
「
す
で
対
応
を
議
論
す
る
た
め
と
し
き
下
げ
た
「
デ
フ
レ
調
整
」

に

を
違
法
と
し
て
取
り
消
し
た
最
確
定
し
て
い
る
以
上
、
「
減
額

罪
て
ら

謝
し
者
に
違
法
状
態
だ
と
の
判
決
が
出
て
、

社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
つ
い
て
、
専
門
家
の
議
論
を
経
高
裁
判
決
を
受
け
て
、
厚
生
労
さ
れ
た
保
護
費
全
額
を
遡
及

は
消
援
て
い
る
。
こ
れ
を
真
摯

（し
ん
護
基
準
部
会
の
下
に
有
識
者
に
て
お
ら
ず
、
厚
労
相
の
判
断
に
働
省
が
専
門
委
頁
会
を
設
四
し

（そ
き
ゅ
う
）
支
給
す
べ
き
こ

労
を
、
し
）
に
受
け
止
め
る
べ
き
だ
。

よ
る
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、

．
裁
量
の
逸
脱
、
乱
用
が
あ
り
「
違
た
こ
と
に
抗
議
し
ま
し
た
。

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
今
さ
ら

省
解
支

厚
態
士
（
専
門
委
員
会
設
置
は
）
問
題
1
3
日
に
初
会
合
を
開
き
ま
し
法
」

だ
と
結
論
。
専
門
委
は
判
声
明
は
、
「
謝
罪
の
う
え
全

専

門
委
員
会
で
改
め
て
審
理
検

の
先
延
ば
し
で
し
か
な
く
、
最
た
。
た
だ
、

厚
労
省
は
取
り
ま
決
を
受
け
た
保
護
費
の
追
加
支
面
解
決
に
向
け
た
協
議
」
を
求
討
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
」
だ

r
状

讀
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9月9日中日新聞

⑤

⑥

8月27日中日新聞

最
低
賃
金
叫
円
で
は

物
価
高
に
見
合
わ
ず

名
古
屋
で
愛
労
連
抗
議

県
労
働
組
合
総
連
合
（
愛
労

連
）
は
2
6
日
、
愛
知
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
が
県
内
の
最
低
賃

金
を
時
給
1
1
4
0円
と
す
る

よ
う
愛
知
労
働
局
長
に
答
申
し

た
こ
と
を
受
け
、
名
古
屋
市
中

区
の
地
下
鉄
名
古
屋
城
駅
の
出

口
前
で
、
増
額
を
求
め
て
抗
議

活
動
を
展
開
し
た
。

答
申
で
引
き
上
げ
幅
は
過
去

,̀-

,
1ふ＂
・・

曾
．
｀

・
I
.. J
 ‘̀ ‘,.
 

,.’—,[ 

『

J

J
9

.

 最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
て
褐
げ
ら
れ
た
横
断

幕
11
名
古
屋
市
中
区
で

最
大
の
63円
だ
っ
た
も
の
の、

国
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が

示
し
た
目
安
と
同
額
だ
っ
た
。

物
価
高
が
続
く
中
、
労
働
者
の

生
活
実
態
を
顧
み
て
い
な
い
と

し
て
実
施
し
た
。

．
愛
労
連
傘
下
の
組
合
役
員
15

人
が
参
加
。
「
最
低
賃
金
1
1

4
0円
で
は
物
価
高
に
追
い
つ

き
ま
せ
ん
」
と
攣
か
れ
た
横
断

幕
を
掲
げ
、
通
勤
客
に
最
低
賃

金
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
の
必

要
性
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
。愛
知
労
働
局
に
よ
る
と
、
今

回
の
答
申
の
異
議
申
し
立
て
を

9
月
5
日
ま
で
受
け
付
け
て
い

る
。
異
議
が
あ
っ
た
場
合
、
9

月
8
日
に
審
議
会
を
開
く
。

9月9日中日新聞

最
賃
答
申
通
り
暉
円
に

審
議
会
愛
労
連
な
ど
異
議
受
け
会
合

労
使
の
代
表
者
や
有
識
者
で

つ
く
る
愛
知
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
は
8
日
、
県
内
の
最
低
賃

金
を
63円
引
き
上
げ
て
時
給
ー

1
4
0円
と
す
る
答
申
の
通
り

決
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
結
論
づ
け
た
。
8
月
2
1
日
の

答
申
に
対
す
る
異
議
の
申
し
出

を
受
け
た
再
度
の
会
合
だ
っ

た
。
新
し
い
最
低
賃
金
は
10
月

1
8
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
見
込

み
。答
申
で
の
引
き
上
げ
額
は
過

去
最
大
だ
っ
た
が
、
厚
生
労
働

相
の
諮
問
機
関
の
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
が
示
し
た
目
安
と
同

額
だ
っ
た
。
’

.

答
申
に
対
し
、
県
労
働
組
合

総
連
合
（
愛
労
連
）
な
ど
か
ら

60件
の
異
議
が
出
さ
れ
た
。
目

安
超
え
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

声
や
、
答
申
の
前
日
に
大
村
秀

章
知
事
が
「
目
安
以
上
で
の
決

着
が
望
ま
し
い
」
と
会
見
で
述

※

25年
度
は

10月

習

適

用

予
定

度

一
＇
：

ぷ

円

゜
4
 

ーー

『

移

一
―

推

―
-

の

＿―
―

金
―
-

賃

、ー
一
―

低

＿＿
最の
＿―

県

―
-
丁
ー

)

0

0

0
.0

0

0

0

 

g
2
0
0
0
8
0
6
0
4
0
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0
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l
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べ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
対
す
る
意
見
が
目
立

っ
た。

•

会
合
で
労
働
者
側
の
委
員
は

「
私
た
ち
が
主
張
し
て
き
た
金

額
に
届
か
な
か
っ
た
の
は
残

念
」
と
し
つ
つ
、
「
賃
上
げ
の

流
れ
を
い
ち
早
く
社
会
に
波
及

さ
せ
る
た
め
に
も
答
申
を
尊
重

し
た
い
」
と
説
明
。
目
安
を
上

回
る
引
き
上
げ
が
全
国
各
地
で

相
次
い
だ
こ
と
を
踏
ま
え
「
来

年
度
以
降
も
賃
上
げ
の
流
れ
は

続
く
と
考
え
て
い
る
。
波
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。
使
用
者
側

の
委
員
も
答
申
を
尊
重
す
る
と

し
た
。
厚
労
省
が
5
日
に
発
表
し
た

全
国
の
答
申
状
況
に
よ
る
と
、

引
き
上
げ
額
が
目
安
と
同
額
だ

っ
た
の
は
、
愛
知
の
ほ
か
、
東

京
や
神
奈
川
な
ど
7
都
府
県
だ

っ
た
。

（

鈴

木

啓
太
）
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⑦　しんぶん赤旗　9月18日

若
者
気
候
訴
訟
原
告
ら
陳
述

名
古
屋
地
裁

的
な
被
害
が
起
き
て
か
ら
対
策

を
し
て
も
手
遅
れ
に
な
る
と
揺

甕

会

社

J
E
R
Aな
ど
の
摘
。
政
府
や
電
力
会
社
と
、
訴

電
力
事
業
者

n社
に
対
し
、
実
訟
を
起
こ
す
形
で
し
か
対
等
に

効
性
の
あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

削
減
を
求
め
て
い
る
「
明
日
を
残
念
だ
と
訴
え
、
「
裁
判
所
に

生
き
る
た
め
の
若
者
気
候
訴
公
正
な
判
決
を
求
め
る
と
同
時

i
弘
胚
」
の
第
4
回
口
頭
写
荘
覗
が
1
7
に
、
被
岩
が
市
民
の
安
全
と
暮

日
、
名
古
屋
槻
で
行
わ
れ
ま
ら
し
を
守
る
よ
う
行
動
し
、
社

し
た
。
こ
の
日
は
、
名
古
屋
と
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
期

長
崎
に
住
む
原
告
2
人
と
原
毎
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

弁
護
団
が
意
見
陳
述
し
ま
し
愛
知
県
で
教
員
を
し
て
い
る

た
。
↓
関
連
＠
面
原
告
は
、
深
刻
な
猛
暑
が
毎
年

長
崎
大
学
4
年
の
今
岡
明
日
襲
つ
中
、
運
動
会
も
数
年
前
か

美
さ
ん
は
、
気
候
危
機
は
壊
滅
ら
午
後
の
競
技
が
な
く
な
り
、

電
力
会
社
は
社
会
的
責
任
を

開
催
時
期
も
1
1
月
に
変
更
に
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
「
プ

ー
ル
サ
イ
ド
で
、
足
を
や
け
ど

弁
論
後
に
開
か
れ
た
報
筈
会

で
、
訴
訟
の
意
義
や
気
候
正

義
を
求
め
る
思
い
を
語
る
原

告
ら
1117日
、
名
古
屋
市

し
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
」
。

暑
さ
は
教
員
の
体
力
や
集
中
力

も
奪
う
と
述
べ
、
「
気
候
危
機

は
子
ど
も
の
未
来
だ
け
で
は
な

く
、
贄
と
い
磁
み
そ
の
も

の
を
壊
し
て
い
ま
す
」
。

こ
の
日
の
弁
論
に
は
、
米
国

ハ
ワ
イ
州
最
高
裁
判
所
の
元
裁

判
官
、
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
氏
が
傍
聴
に
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は
「
日
本

に
は
素
晴
ら
し
い
若
者
が
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
声
に
、
政
府

や
企
業
は
耳
を
貸
し
て
い
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
の
勇
気
に
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
私
た

ち
は
、
い
つ
で
も
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

次
回
は
、

2
0
2
6年
1
月

8
日
で
す
。
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⑧　9月24日しんぶん赤旗

会計年胆J、こ)-~1`..., •ど？‘

取り組みを交流するパネリストの人たち＝23日、東京都内

なくそう官製ワーキングプア
集
会
で
交
流

第
1
1
回
「
な
く
そ
う
！
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
集
会
反
貧

困
集
会
2
0
2
5」
（
実
行
委
員

会
主
催
）
が
2
3
日
、
東
京
都
内
で

開
か
れ
ま
し
た
。昨
年
、
人
事
院

・
総
務
省
が
非
正
規
公
務
員
の

「
3
年
公
募
制
」
を
廃
止
し
、
各

自
治
体
に
も
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
追
い
風
に
し
、
非
正
規
公

務
貝
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
運

動
を
交
流
し
ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
の
代
表
が
、

首
都
圏
1
0
6自
治
体
へ
の
情

報
公
開
請
求
の
結
果
を
報
告
。

昨
年
の
通
知
を
う
け
、
公
募
を

経
な
い
再
度
の
任
用
上
限
回
数

を
「
撤
廃
」
し
た
自
治
体
は
4
2

％
と
、
「
も
と
も
と
制
限
な
し
」

(
1

9

%

)

を
合
わ
せ
る
と
6
割

超
に
上
る
一
方
、
依
然
上
限
回

数
を
設
け
る
自
治
体
が
3
5
％
だ

と
紹
介
し
ま
し
た
。

東
京
都
が
公
立
学
校
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
(
S

C

)

を
大
量
に
雇
い
止
め
し
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
、
雇
い
止
め
撤

回
争
議
の
原
告
が
報
告
。「
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
専
門
的
で
継

続
的
な
支
援
が
必
要
な
職
務

だ
。
雇
い
止
め
は
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
利

益
を
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
労
働
組
合
の
代
表
や
研

究
者
が
登
壇
。
北
海
学
園
大
学

の
川
村
雅
則
教
授
は
、
鳥
取
県

が
今
年
度
か
ら
短
時
間
勤
務

で
も
雇
用
形
態
が
正
職
員
と

同
じ
「
鳥
取
方
式
短
時
間
勤
務

制
度
」
を
導
入
し
た
こ
と
に
つ

非
正
規
公
務
員
の
処
遇
改
善
求
め
る

い
て
、
「
非
正
規
公
務
員
の
正

規
化
な
ど
、
処
遇
改
善
の
効
果

も
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
ま
し

こ
。
t
 
名
古
屋
市
が
強
行
し
た
保
育

職
場
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

大
量
雇
い
止
め
に
つ
い
て
、
建

交
労
保
育
パ
ー
ト
支
部
の
尾
崎

よ
し
み
書
記
長
は
、
「
人
権
を

大
切
に
す
る
べ
き
保
育
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
。

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
声
を

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。



-95-

⑨　9月28日しんぶん赤旗

教
育
大
学
学
長
）
が
「
高
校
生

被

爆

体

験

次

世

代

に

継

承

平

和

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

」

「

高

校

生

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
す

名

古

屋

愛

友

会

が

集

い

る

高

校

生

が

「

核

兵

器

の

な

い

｀

平
和
な
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
語

愛
知
県
原
水
爆
被
災
者
の
会
画
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
核
兵
り
合
い
ま
し
た
。

（
愛
友
会
）
は
2
7
日
、
名
古
屋
器
の
な
い
世
界
に
向
け
て
、
運
広
島
に
訪
れ
た
経
験
を
語
っ

市
内
で
「
あ
い
ち
平
和
の
つ
ど
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ
う
と
た
高
校
3
年
生
の
女
性
は
「
生

い
」
を
開
き
ま
し
た
。
「
追
悼
語
り
合
い
ま
し
た
。
活
の
上
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
ま

慰
霊
祭
」
の
あ
と
に
、
文
化
企
愛
友
会
の
金
本
弘
理
事
長
が
し
た
。
被
爆
者
の
体
験
を
次
の

0

主
催
者
あ
い
さ
つ
。
日
本
被
団
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た

・, 造
畔
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

古
し
た
後
の
取
り
組
み
が
問
わ
れ
「
慰
霊
祭
」
に
参
加
し
た
長

塁
て
い
る
と
指
摘
し
、
「
被
爆
者
崎
県
で
被
爆
し
た
金
子
サ
ヨ
子

人2
7
8
の
証
言
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
さ
ん
(
8
8
)

は
、
「
禁
止
条
約

（
＝
い
。
核
兵
器
禁
止
条
約
に
世
界
に
早
く
参
而
℃
て
ほ
し
い
。
体

左
2
る
氏
す
両
の
国
が
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
力
が
続
く
限
り
は
体
験
を
伝
え

談
の
に
向
け
運
動
し
て
い
く
」
と
決
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

対
本
と
金
意
を
語
り
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
こ
の
1
年
間
で

生
、
文
化
企
画
で
は
、
金
本
理
事

1
0
5人
の
被
爆
者
が
亡
く
な

校
田
高
松
長
、
松
田
正
久
さ
ん
（
元
愛
知
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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10月2日中日新聞

⑩

⑪

10月2日中日新聞

繹 心
の後

〖息
が年， 
月あ

座談会で意見を交わす被爆者や高校生ら＝名古屋市昭和区の岡谷鋼機公会堂で 27い

被
爆
者
と
高
校
生
座
談
会

名
古
屋
平
和
へ
の
思
い
新
た
に

昭
和

100年

戟
久
80年

日

、

名

古

屋

市

昭

和

区

の

岡

谷

ろ

」

と

明

か

し

た

。

関

心

を

持

鋼

機

公

会

堂

で

あ

っ

た

。

被

爆

っ

て

く

れ

る

高

校

生

に

感

謝

し

者

や

高

校

生

に

よ

る

座

談

会

が

開

か

れ

、

核

抑

止

の

考

え

方

や

、

戦

争

を

語

り

継

ぐ

方

法

に

つ

い

て

意

見

を

交

わ

し

た

。

県

原

水

爆

被

災

者

の

会

（

愛

友

会

）

が

主

催

。

愛

知

高

2年

の

柴

田

果

穂

さ

ん

(

1

7

)
は

「

核

抑

止

の

緊

張

感

が

、

国

際

関

係

を

不

安

定

に

さ

せ

る

の

で

は

」

と

疑

問

を

語

っ

た

。

椙

山

女

学

こ

は
る

園

高

2
年

の

吉

田

小

桜

さ

ん

(

1

7

)
は

、

広

島

の

平

和

記

念

式

典

に

行

っ

た

時

に

「

友

達

に

す

f

J

い

ね

と

驚

か

れ

て

う

れ

し

か

っ

た

反

面

、

自

分

だ

け

が

考

え

て

い

る

よ

う

で

悲

し

く

も

あ

っ

た

」

と

話

し

た

。

生

後

9カ
月

の

時

に

広

島

で

被

爆

し

た

金

本

弘

さ

ん

(80)11

愛

友

会

理

事

長

11は
「

被

爆

の

実

感

が

湧

い

た

の

は

7

0

歳

f

J

10月5日中日新聞

「

戟

争

は

い

つ

か

ら

で

も

学

べ

の

展

示

な

ど

も

あ

り

、

出

演

者

る

」

と

伝

え

た

。

原

水

爆

禁

止

や

来

場

者

ら

が

平

和

へ

の

思

い

県

協

議

会

代

表

理

事

の

松

田

正

を

新

た

に

し

た

。

（

寺

田

結

）

久

さ

ん

(

7

7

)
も

「

意

見

を

理

解

し

て

く

れ

る

友

達

に

出

会

え

る

と

本

当

に

う

れ

し

い

。

だ

か

ら

こ

そ

、

対

話

の

技

術

が

必

要

だ

」

と

助

言

し

た

。

会

場

で

は

、

原

爆

で

犠

牲

に

な

っ

た

女

学

生

を

テ

ー

マ

に

し

た

朗

読

劇

の

上

演

や

原

爆

の

絵

名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件

「再
審
で
名
誉
回
復
を
」

支

援

者

ら

名

古

屋

で

訴

え

三

重

喋

名

張

市

で

1
9
6
1

年

に

女

性

5
人

が

死

亡

し

た

「

名

張

毒

ぶ

ど

う

酒

事

件

」

で

、

2
0
1
5年に
獄

中

で

病

死

し

た

奥

西

勝

・

元

死

刑

囚

の

命

日

の

4日
、

再

審

開

始

を

求

め

る

街

頭

活

動

が

名

古

屋

市

中

村

区

の

笹

島

交

差

点

で

あ

っ

た

11写
真

。

支

援

者

ら

1
2
0人

が

参

加

し

「

再

審

で

名

誉

回

復

を

」

な

ど

と

呼

び

か

け

た

。

奥

酉

元

死

刑

囚

は

一

審

で

無

罪

と

な

っ

た

が

、

一

＿

審

で

死

刑

と

な

り

最

高

裁

で

確

定

し

た

。

0

5

年

に

「

再

審

開

始

」

の

決

定

が

出

た

が

、

後

に

取

り

消

さ

れ

た

。

弁

護

団

は

現

在

、

奥

酉

在

死

刑

囚

の

妹

の

岡

美

代

子

さ

ん

(

9

5

)

11奈良
県

山

添

村

11を
請

求

人

と

す

る

、

第

11次の
再

審

請

求

に

向

け

準

備

を

進

め

て

い

る

。

元

死

刑

囚

の

特

別

面

会

人

だ

っ

た

稲

生

昌

―

―

―

さ

ん

(86)11
半

田

市

ー

は

「

一

日

も

早

く

再

審

開

始

し

、

無

罪

を

明

ら

か

に

し

て

ほ

し

い

」

と

訴

え

た

。

福

井

女

子

中

学

生

殺

害

事

件

で

再

審

無

罪

が

確

定

し

た

前

川

彰

司

さ

ん

(

6

0

)
や

滋

賀

県

の

病

院

で

患

者

が

死

亡

し

た

「

呼

吸

器

事

件

」

で

再

審

無

罪

と

な

っ

た

西

山

美

香

さ

ん

(

4

5

)
ら

も

応

援

に

駆

け

つ

け

「

真

実

を

明

ら

か

に

し

て

」

と

求

め

た

。
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⑫　10月13日しんぶん赤旗

『

1
d'’・’
一
r
,

．
発
雪
す
る
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
（
右
か
ら

2
人
目
）

1112日
、
東
京
都
中
央
区

米国労働運動と未来語る

全
労
連
レ
バ
カ
レ

東
京
都
内
で
開
か
れ
て
い
る
全

労
連
の
「
労
働
運
動
交
流
集
会
2

0
2
5
（
レ
バ
カ
レ
）
」
は
1
2
日
、

「
労
働
運
動
の
末
来
は
誰
が
つ
く

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
労
働
者
の
教

育
や
狙
諏
化
を
支
援
す
る
米
国
の

団
体
レ
イ
バ
ー
ノ
ー
ツ
の
エ
レ
ン

•
D
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
理
事
長
を

迎
え
、
対
話
の
重
要
性
や
主
体
的

参
加
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
運
動
に

つ
い
て
交
流
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏

は
「
労
働
運
動
の
未
来
は
み
な
さ

ん
が
つ
く
る
も
の
。
直
面
す
る
職

場
の
課
題
を
変
え
た
い
と
思
え
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

訴
え
、
日
本
の
組
合
員
と
討
論
し

ま
し
た
。

・

フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
は
、
長
年
労

「
労
組
は
魔
法
の
ツ
ー
ル
」
組
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
官
僚
的
な
ろ
に
さ
れ
て
い
た
声
が
労
組
に
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
も
の
る
と
誠
実
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
に

の
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
境
な
っ
た
。
労
組
は
魔
法
の
ツ
ー
ル

に
労
働
者
か
ら
職
場
の
不
平
等
や
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

非
正
規
化
反
対
の
声
が
上
が
る
よ

1
人
か
ら
加
入
で
き
る
地
域
労

う
に
な
っ
た
と
指
摘
。
労
組
が
起
組
こ
う
と
う
の
松
井
優
希
さ
ん

こ
し
た
職
場
の
変
化
が
多
く
の
労
は
、
労
働
相
談
を
通
じ
て
組
織
拡

働
者
に
共
有
さ
れ
る
中
で
教
員
の
大
を
進
め
て
き
た
こ
と
を
報
告
。

ス
ト
ラ
イ
キ
が
5
0
万
人
規
模
で
広
要
求
実
現
後
に
脱
退
す
る
問
題
は

が
り
、
他
産
業
に
も
運
動
が
波
及
中
核
と
な
る
人
を
つ
く
る
こ
と
で

し
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。
「
打
開
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

労
働
運
動
の
組
織
者
は
、
分
断
フ
リ
ー
ド
マ
ン
氏
は
「
労
働
相

や
恐
怖
を
乗
り
越
え
て
行
動
す
る
談
を
個
人
の
問
題
と
し
て
解
決
す

手
助
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
話
る
の
で
は
な
く
、
他
に
同
じ
問
題

し

ま

し

た

。

に

直

面

し

て

い

る

人

は

い

な

い

か

国
内
の
労
組
代
表
が
取
り
組
み
と
質
問
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ

を
報
告
。
北
海
道
勤
医
労
の
岡
薫
う
す
る
こ
と
で
他
の
人
も
巻
き
込

さ
ん
は
、
諦
め
や
忙
し
さ
を
乗
り
ん
で
運
動
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

越
え
訪
閲
看
護
労
働
者
の
要
求
を
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

団
体
交
渉
で
取
り
上
げ
、
電
話
相
こ
の
日
は
4
7
分
科
会
を
開
催
。

談
に
1
分
単
位
で
時
間
外
手
当
を
最
低
賃
金
署
名
を
考
え
る
分
科
会

勝
ち
取
っ
た
と
報
告
。
愛
知
自
治
で
は
「
運
動
の
入
り
口
や
組
織
活

体
一
般
労
組
の
塩
森
真
由
美
さ
ん
性
化
の
手
法
と
位
置
づ
け
て
取
り

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
4
人
で
組
ん
で
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

労
組
を
立
ち
上
げ
、
「
な
い
が
し
さ
れ
ま
し
た
。



-
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⑬　10月19日しんぶん赤旗

1
1
月
か
ら
の
過
労
死
等
防
止

啓
発
月
間
を
前
に
「
愛
知
働
く

過労死ない社会にしよう

愛知いの健センター 遺族ら訴え

も
の
の
い
の
ぢ
と
健
康
を
守
る
た
。

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
は
1
8
日
、
名
古
佐
戸
さ
ん
は
、
当
時
を
「
死

屋
市
内
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
は
突
然
だ
っ
た
。
私
が
起
こ
し

し
た
。
過
労
死
遺
族
も
参
加
し
、
て
あ
げ
れ
ば
」
と
涙
な
が
ら
に

過
労
死
の
な
い
社
会
に
し
て
い
語
り
ま
し
た
。
「
娘
は
生
き
る

こ
う
と
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

．
希
望
、
支
え
で
し
た
。
人
の
命

「
東
京
過
労
死
を
考
え
る
家
よ
り
大
切
な
も
の
は
な
い
」
と

族
の
会
」
の
佐
戸
恵
美
子
さ
ん
、
述
べ
ま
し
た
。

東
海
労
働
弁
護
団
事
務
局
長
の
各
県
報
告
で
は
、
福
祉
保
育

田
巻
紘
子
弁
護
士
、
岐
車
県
労
労
働
組
合
東
海
地
方
本
部
の
薄

連
の
王
罪
竜
也
事
務
局
長
が
卜
美
穂
子
書
記
長
が
、
組
合
と
し

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
て
取
り
組
む
労
働
安
全
衛
生
に

佐
賀
達
也
愛
労
連
事
務
局
次
長
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

佐
戸
さ
ん
の
長
女
で
あ
る
佐

戸
美
和
さ
ん
11当
時
(

3

1

)

1

1

は、

N
H
K記
者
で
あ
っ
た
2

0
1
3
年
に
急
死
し
ま
し
た
。

直
前
の
労
働
時
間
は
、
土
日
も

出
勤
し
、
深
夜
午
前
3
時
を
過

ぎ
る
こ
と
も
。
時
間
外
労
働
は

過
労
死
防
止
ラ
イ
ン
を
越
え
る

2
0
0時
間
を
過
き
て
い
ま
し

報告する佐戸さん （左から2人目）ら＝18日、名古屋市
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⑭　10月19日しんぶん赤旗

⑭
 
10月19日しんぶん赤旗

最
低
賃
金
さ
ら
に
高
く

愛
労
連
が
呼
び
か
け
る

名
駅
で
街
頭
活
動

漿
内
の
最
低
賃
金
が
時
給
ー

1
4
0
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

18
日
、
県
労
働
組
合
総
連
合

（
愛
労
連
）
は
、
名
古
屋
・
名
駅

で
改
定
を
P
R
し
た
り
、
さ
ら

な
る
引
き
上
げ
を
求
め
た
り
す

る
街
頭
活
動
を
し
た
1
1
写
真
。

傘
下
の
労
働
組
合
の
2
0
人
が

参
加
。
J
R
名
古
屋
駅
前
で
道

行
く
人
た
ち
に
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
伝
え
る
チ
ラ
シ
を
配

っ
た
ほ
か
、
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
の
実
現
を
求
め
、
物
価
高

で
労
働
者
の
暮
ら
し
が
苦
し
く

な
っ
て
い
る
と
訴
え
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
全
日
本
建

設
交
運
一
般
労
働
組
合
県
本
部

の
田
村
一
志
執
行
委
員
長
は

「
皆
さ
ん
が
声
を
上
げ
れ
ば
、

最
低
賃
金
は
も
っ
と
高
い
水
準

に
な
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

県
内
の
引
き
上
げ
額
は
6
3
円

で
過
去
最
大
。
愛
労
連
は
暮
ら

し
の
改
善
に
は
不
十
分
だ
と
し

て
、
時
給
1
5
0
0
円
の
実
現

を
求
め
て
い
る
。
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⑮　10月25日しんぶん赤旗⑮ 10月25日しんぶん赤旗

社会保障充実して
あ
い
さ
つ
す
る
西
尾
団
長
1121日
、
愛
知
県
豊
明
市

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
始
ま
る

愛
知
県
と
県
内
全
54市
町
村
労
連
、
自
治
労
連
県
本
部
、
新

に
介
護
•

福
祉
・

医
療
な
どの
日
本
婦
人
の
会
で
つ
く
る
実
行

施
策
充
実
を
求
め
る
自
治
体
キ

委

員
会
の
取
り
組
み
で
す
。

ャ
ラ
バ
ン
要
請
が
2
1
日
か
ら
始

キ

ャ
ラ
バ
ン
は
1
9
8
0年

ま
り
ま
し
た
。
県
社
保
協
、

愛

か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
4
5
年
。

J
心
一

今
回
は
、
介
護
保
険
の
第
9
期

-
"

事
業
計
画
(2
4
S
2
6
年
）
の
見

g

一

直
し
、

介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ、

介
護
人
材
の
確
保
、
国
民

健
康
保
険
料
（
税
）
の
引
き
下

げ、

資
格
確
認
書
の
発
行
、
福

祉
医
療
制
度
の
拡
充
、
子
ど
も

馨
費
無
償
化
ー
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。

~

2
1
日
の
豊
明
市
へ
の
要
請
に

は、

西
尾
美
沙
子
団
長

（愛
労

連
議
長
）
、
社
保
協
の
澤
田
和

男
副
議
長
ら
1
5
人
が
参
加
。
日

本
共
産
党
の
郷
右
近
修
市
議
が

同
席
し
ま
し
た
。

西
尾
団
長
は
、
「
相
次
ぐ
物

価
高
騰
の
な
か
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障
施
策

を
充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
参
加
者
は
、
「
住
民
1

人
あ
た
り
の
介
護
保
険
料
繰
越

金
や
基
金
が
他
自
治
体
と
比
べ

て
多
い
。
十
分
引
き
下
げ
は
可

能
だ」
、
「
年
金
生
活
で
は
医
療

費
負
担
が
非
常
に
大
き
い
。
国

に
し
っ
か
り
声
を
あ
げ
て
ほ
し

い」

な
ど
と
強
く
要
望
し
ま
し

こ。t
 

市
の
担
当
者
は
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
「
引
き
続
き
3
分
の

1
補
助
を
行
い
、
物
価
高
騰
分

は
保
護
者
負
担
で
は
な
く
公

費
負
担
で
対
応
し
た
い
」
と
回

答。

ま
た
、

5
歳
児
健
診
の
支

援
事
業
を
2
7
年
度
か
ら
実
施
を

検
討
し
て
い
る
と
応
じ
ま
し

こ。t
 



-101-

⑯　10月26日しんぶん赤旗

大軍拡阻止へ連帯交流

「
な
く
そ
う
ー
・
日
米
軍
事
同
盟
・
米
軍
基
地

2

0
2
5年
日
本
平
和
大
会
i
n
愛
知
」
が
2
5
日
、
名
古

屋
市
内
で
開
か
れ
、
開
会
集
会
で
は
大
軍
拡
に
反
対
す

る
運
動
や
、
戦
火
の
中
に
あ
る
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ

ス
チ
ナ
の
戦
争
被
害
者
と
連
帯
す
る
市
民
の
活
動
な
ど

が
報
告
・

交
流
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
平
和
委
員
会
の
代
表

は
、
市
民
病
院
や
保
育
所
、
小

・
中
・
高
校
が
近
く
に
あ
る
健

軍
駐
屯
地
へ

12式
地
対
艦
長

を
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ

断
中
る
こ
と
に
自
衛
隊
容
認
の
人
た

幕

区
横
市
ち
を
含
む
多
く
の
人
た
ち
と
一

の
屋
さ
古
緒
に
反
対
し
て
い
る
と
紹
介
。

長
名

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
を

じ同
巳
断
念
さ
せ
た
運
動
に
学
び
、
配

＝

鷹
回
に
向
け
、
1
1
月
9
日
と

と

25

J
 
ル
者

24日
に
反
対
集
会
を
行
う
と

イ
加
サ
参
述
べ
、

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

ミ

の

た
。

射
熊
同
大
会
愛
知
実
行
委
員
会

程
本

艦
え
は
、
名
古
屋
は
軍
事
産
業
の
一

長

る
対
訴
大
拠
点
で
あ
り
、
軍
事
産
業
は

式

L
h
攻
撃
の
標
的
に
な
る
と
指
摘
し

地巾
醗
ま
し
た
。
三
菱
重
工
が
郊
外
に

移
転
し
大
規
模
な
兵
器
製
造
を

行
っ
て
い
る
と
告
発
。
戦
闘
機

や
ミ
サ
イ
ル
を
生
産
し
、
輸
送

機
を
つ
く
る
川
崎
重
工
が
あ

り
、
関
連
企
業
も
集
中
し
て
い

る
と
紹
介
。
愛
知
で
造
ら
れ
た

ミ
サ
イ
ル
を
全
国
に
絶
対
配
備

さ
せ
な
い
決
意
を
表
明
し
ま
し

こ。t
 
沖
縄
県
の
名
護
平
和
委
員
会

の
代
表
は
、
基
地
と
引
き
換
え

に
保
育
料
、
給
食
費
の
無
料
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
な
か

「
来
年
1
月
に
名
護
市
長
選
が

行
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
市
長
選

は
「
自
民
党
政
府
と
市
民
と
の

た
た
か
い
だ
」
と
指
摘
。
辺
野

古
新
基
地
建
設
に
つ
い
て
も
、

反
対
派
を
犯
罪
者
扱
い
を
す

る
よ
う
な
分
断
が
起
き
て
い
る

と
告
発
し
、
平
和
と
命
を
守
る

日
本
平
和
大
会
i
nIn
愛
知
仝
4

国
の
た
た
か
い
報
告

展
望
デ
ッ
キ
で
、
主
催
ス
タ

ッ
フ
の
説
明
を
聞
く
参
加
者

1124日、

県
営
名
古
屋
空
港

た
た
か
い
を
呼
び
か
け
ま
し
•
福
祉
・
教
育
の
予
算
は
ど
ん

た
。

ど
ん
削
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ア
労

愛
知
県
労
働
組
合
総
連
合
の
働
者
は
利
用
者
の
命
と
尊
厳
を

西
尾
美
沙
子
議
長
は

「軍
事
費
守
り
な
が
ら
懸
命
に
働
い
て
い

に
5
年
で
4
3兆
円
も
の
予
算
が
る
。
平
和
こ
そ
福
祉
だ
」
と
強

つ
け
ら
れ
て
い
る
一

方
、
医
療
調
し
ま
し
た
。

軍
需
産
業
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

「な
く
そ
う
！
日
米
軍
事
同

盟
・
米
軍
基
地
2
0
2
5年
日

本
平
和
大
会
i
n
愛
知
」
（同

実
行
蓉
真
会
主
催
）
は
24日、

大
会
前
日
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
企

画
と
し
て
、

愛
知
県
内
の
軍
需

蓄

交

流
会
で
は
、
県
平
和

委
員
会
副
理
事
長
の
城
下
英
一

さ
ん
が
講
演。

北
工
場
で
製
造

産
業
や
基
地
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル

＼
し
た
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
全
国

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
地
に
配
備
さ
れ
て
い
く
現
状

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
8
台
に
分
乗
を
紹
介
し
、
「
こ
れ
ら
は
日
本

し
た
参
加
者
2
1
0人
は
、

F

を
守
る
た
め
で
は
な
く
他
国
に

3
5
A戦
闘
機
の
最
終
組
み
立
て
攻
め
込
む
も
の
で
す
。
戦
闘
機

や
次
期
戦
闘
機
開
発
が
進
め
ら
や
ミ
サ
イ
ル
が
愛
知
で
造
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
三
菱
重
工
れ
、

『
死
の
商
人
』
に
な
っ
て

小
牧
南
工
場

（豊
山
町
）
、
ミ
い
る
実
態
を
広
く
知
ら
せ
て
ほ

サ
イ
ル
の
開
発
・
製
造
が
さ
れ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

て
い
る
同
小
牧
北
工
場

（小

牧

新

日

本

婦
人
の
会
小
牧
支
部

市
）
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

の
郷
治

（ご
う
じ
）
裕
子
さ
ん

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
と
滑
は
、
9
1

名
古
屋
空
港
周
辺
の
住
民

走
路
を
共
同
利
用
し
、
南
工
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
騒
音
被
害
の

が
隣
接
す
る
県
営
名
古
屋
空
港
声
や
墜
落
事
故
、
自
衛
隊
機
か

で
は
、
基
地
が
見
渡
せ
る
展
望
ら
の
部
品
落
下
に
対
す
る
不
安

デ
ッ
キ
か
ら
見
学
。
住
宅
地
に
を
語
り
ま
し
た
。

あ
り
な
が
ら
ひ
っ
き
り
な
し
に
学
習
会
後
、
参
垢
心
者
は
南
工

離
着
陸
を
繰
り
返
す
ヘ
リ
コ
プ
場
前
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

タ
ー
の
騒
音
に
、
参
加
者
か
ら
し
、
「
愛
知
を
戦
争
拠
点
に
す

驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

る
な
！
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

愛
知
を
戦
争
拠
点
に
さ
せ
ぬ

愛
知
県
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
の
高
校
3
年
生
は
、
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名

・
批
准
を
求
め
る
高
校
生
署
名

を
全
国
で
取
り
組
ん
で
い
る
と

語
り
ま
し
た。
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 ⑰　10月28日しんぶん赤旗

［冒福祉予算を削るな
口孟愛知県民集会各分野から抗議
もを

汀國編馳血心'
す '’
＇ 

日る

l [ 
ま
し
た
。
福
祉
、
保
育
、
介
護

関
係
者
ら
5
0
0人
が
怒
り
の

声
を
上
げ
ま
し
た
。
学
童
保
育

連
絡
協
議
会
や
福
祉
保
育
労
東

海
地
本
な
ど
1
4
団
体
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
主
催
。

加
藤
淳
実
行
委
員
長
は
「
相

次
ぐ
法
改
悪
に
よ
っ
て
本
来
、

撓
利
で
あ
る
べ
き
福
祉
が
売
買

さ
れ
て
い
る
。
み
ん
な
で
怒
り

の
声
を
大
き
く
あ
げ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
分
野
か
ら
発
言
。
保
育
士

は
「
昨
年
、
保
育
士
の
配
置
基

繁
華
街
を
パ
レ
ー
ド
す
る
人
た
ち

1126日
、
名
古
屋
市
中
区

準
が
1
6
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
た

が
、
全
く
人
手
は
足
り
て
な
い
so

子
ど
も
た
ち
の
保
育
園
生
活
は

そ
の
後
の
人
生
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

た
め
に
も
人
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
。
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

の
元
原
告
は
「
生
活
保
護
基
準

饗
下
げ
は
違
法
だ
と
墨
属
裁

判
決
(

6

月
）
が
出
さ
れ
た
あ

と
も
、
国
や
厚
労
省
か
ら
謝
罪

は
あ
り
ま
せ
ん
。
悔
し
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
な
ど
話
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
「
人
権
守
る
福
祉

制
度
を
！
」
と
書
か
れ
た
バ
ナ

ー
を
掲
げ
、
「
権
利
と
し
て
の

社
会
保
障
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
」
と
集
会
宣
言
を
採
択
。
「
福

祉
予
算
増
や
せ
！
」
「
福
祉
を

金
儲
け
に
す
る
な
！
」
と
元
気

い
っ
ぱ
い
に
コ
ー
ル
し
、
繁
華

街
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
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⑱　10月30日中日新聞

10月・、育児 ・介護休業法の改正に伴い、
地方公務員の短時間勤務制度「部分休業」

も拡充された。ただ、自治体が制度の利用

を認めないケースもあり、仕事と子育ての

両立に苦労する職員も少なくない。育児休

業明けに制度の利用が認められなかった中

部地方の公務員女性は「子どもたちと向き

合いたいのに、毎日、最低限の家事、育児

をこなす時間すらない」と嘆く。

~ （出口有紀）

矛
と
向
き
合
っ
時
間

か
ら
、

1
日
2
時
間
の
範
囲
内

で
、
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る
部

分
休
業
の
取
得
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
子
ど
も
た
ち

と
過
ご
す
時
間
を
確
保
し
た
い

と
い
う
女
性
の
思
い
と
は
裏
腹

に
、
市
か
ら
は
、
子
の
保
育
園

の
預
か
り
時
間
を
延
長
し
て
対

応
す
る
よ
う
迫
ら
れ
た
。

「
マ
マ
ー
、
あ
そ
こ
に
く
じ

ら
ぐ
も
！」

。
今
夏
の
よ
く
晴

れ
た
日
の
夕
方
、
学
童
保
育
に

小
学
生
の
長
男
を
迎
え
に
行

き
、
帰
る
途
中
、
呼
ぴ
か
け
ら

れ
た
。

「
分
か
っ
た
か
ら
、
早

く
車
に
乗
っ
て
」

。
国
語
で
習

っ
た
物
語
に
出
て
く
る
ク
ジ
ラ

の
形
を
し
た
雲
に
似
て
い
る
の

か
な
と
思
っ
た
が
、

運
転
席
か

ら
は
雲
の
端
し
か
見
え
な
か
っ

た
。一

緒
に
そ
の
瞬
間
を
と
ら

え
ら
れ
ず
、
今
で
も
後
悔
す
る
。

女
性
が
家
路
を
急
ぐ
の
は
、

1
歳
の
子
ど
も
の
育
休
を
経
て

職
場
復
帰
し
た
後
、

勤
め
る
市

早く帰宅できた日に、自宅の庭で子
どもたちと花をつんで遊び 「本当は
部分休業をとって、子どもたちに習
い事をさせてあげたい」と話す女性

市
の
姿
勢
「
時
代
錯
誤
」

同
法
改
正
で
未
就
学
児
を
持

つ
従
業
員
の
両
立
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、
企
業
に
は
、
時
短

勤
務
な
ど
複
数
の
制
度
導
入
を

義
務
付
け
る
。
関
連
し
、
部
分

制度運用自治体ごと

地方公務員の部分休業は「地方公務

員育児休業法」で定められ、各自治体

は同法をもとに各制度を条例などで規

定、運用する。 「職員に寄り添った運

用ができているかは自治体による。制

度がある以上、有効に活用してほし

い」と総務省の担当者は話す。

公務員らでつくる自治労連愛知県本

部（名古屋市）は今年、同県を含む県

内55の自治体で、時短勤務制度の取得
状況を調査。育休者が一定数いるのに

時短勤務者が極端に少ない自治体、ゼ

ロの自治体もあった。

時間外保育の利用や祖父母の近居を

理由に取得できないケースも。子とも

の世話が行き届かず悩む職異の声も届

く。副執行委員長の長坂圭造さん(62)

は「各職場の業務量の見直しと代替要

員の確保を行わずに、取得させないよ

う動く自治体もある。制度があるの

に、利用したい人が使えないのはおか

しい」と訴える。

■
保
育
延
長
を
■
祖
父
母
が
近
居
…
印
苓
付
断
す
0

ケ
ー
ス
も

ほ
し
い

休
業
に
も
年
10
日
の
範
囲
内
で

取
得
す
る
選
択
肢
が
設
け
ら
れ

た
。

一
方
、
今
あ
る
制
度
を
使

わ
せ
な
い
市
の
姿
勢
は
「
時
代

錯
誤
に
思
忍
」
と
女
性
は
憤

る
。時
間
外
保
育
は
利
用
せ
ず
、

現
在
は
、
市
外
で
働
く
夫
が
退

勤
時
間
を
繰
り
上
げ
、
女
性
は

有
給
休
暇
を
時
間
単
位
で
使
っ

て
帰
宅
を
早
め
て
い
る
。
互
い

家
事
、
育
児
余
力
な
く

帰
宅
後
、
女
性
は
ト
イ
レ
に

行
く
間
も
な
く
台
所
に
立
ち
、

子
ど
も
た
ち
の
夕
食
や
入
浴
の

準
備
。
次
の
日
の
持
ち
物
や
宿

題
を
確
認
す
る
だ
け
で
精
い
っ

ぱ
い
で
、
平
日
は
子
ど
も
と
ゆ

っ
く
り
話
す
時
間
も
な
い
。
時

短
勤
務
が
で
き
れ
ば
、
朝
に
家

事
を
片
付
け
、
夕
方
は
子
ど
も

を
早
く
迎
え
に
行
っ
て
一
緒
に

散
歩
し
た
り
、
習
い
事
に
連
れ

の
両
親
は
遠
方
に
住
む
な
ど
し

て
頼
れ
な
い
。

て
行
っ
た
り
し
た
い
『
女
性
は

「
生
活
に
余
力
が
な
く
、
何
も

子
ど
も
た
ち
に
し
て
や
れ
て
い

な
い
」
と
焦
る
。

子
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
仕
事
は
辞
め
ら
れ

な
い
。
女
性
は
「
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
仕
事
に

打
ち
込
み
、
子
育
て
に
苦
労
す

る
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
に
は
育
児

な
ど
で
生
活
の
状
況
が
変
わ
っ

た
時
に
、
仕
事
と
生
活
の
比
重

を
切
り
替
え
ら
れ
る
制
度
を
整

え
て
ほ
し
い
」
と
求
め
る
。



-
1
0
4
-

⑲　11月7日しんぶん赤旗地域から病院な＜
 

すな
-9，，→一”

員と、支援に駆けつけた人たち＝6B、名古歴市

名
古
屋

2
組
合

秋
閾
で
の
回
答
を
受
け
て

6
日
、
医
労
連
が
全
国
い
っ

せ
い
統

一
行
動
を
取
り
組
み

ま
し
た
。

名
古
屋
で
は、

み
な
と
医

療
生
協
労
働
組
合
と
名
南
会

労
働
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
。
病
院
前
で

集
会
を
開
き
、
組
合
員
ら
が

「賃
金
が
上
が
ら
な
い
と
、

も
う
限
界
で
す」

「地
域
か

ら
病
院
を
な
く
さ
な
い
で
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

み
な
と
医
療
生
協
労
働
組

合
（西
村
民
子
委
員
長
）
は、

名
古
屋
市
熱
田
区
に
あ
る
共

立
総
合
病
院
に
勤
務
す
る
看

護
師
と
薬
剤
師
の
2
人
が
午

前
8
時
半
か
ら
1
時
間
の
指

名
ス
ト
に
突
入
し
ま
し
た
。

同
病
院
で
は
、

夏
の
一
時
金

賃上げないと もう限界
が
0
.
4カ
月
も
カ
ッ
ト
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
は
秋
闘
要

求
で
、
年
末
一

時
金
の
上
積

み
要
求
や
人
員
増
な
ど
の
要

求
を
し
ま
し
た
が
、
「年
末

一
時
金
は
昨
年
と
同
水
準
」

な
ど
の
不
十
分
な
回
答
が
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ス
ト
突

入
を
決
定
し
ま
し
た
。

指
名
ス
ト
に
参
加
し
た
ひ

と
り
、
薬
剤
師
の
加
藤
真
治

さ
ん
(
3

1

)

は
、
人
員
も
足

り
ず
仕
事
棗
が
増
え
て
い
る

と
し
て

「夏
の一

時
金
の
カ

ッ
ト
な
ど
で
年
収
が
上
が
ら

ず
、
職
員
全
体
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
い
ま

す
」
と
告
発
。
「こ
れ
で
は、

い
ず
れ
限
界
を
迎
え
て
し
ま

い
ま
す
。
仕
事
に
見
合
っ
た

賃
金
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を、

多
く
の
人
に
分
か
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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⑳　11月19日しんぶん赤旗

ーげ勝ち取ろう
元気が

、一緒I
1覇を

,,)一軟釦ィ

非
正
規
労
働
の
扱
い
に
怒
り

愛
労
連
パ
臨
連
が
元
気
出
る
集
会

講演する吉峯さん＝16日、名古屋市

愛
労
連
パ
ー
ト
・
臨
時
労
組

覇
会
（
パ
眉
）
は
1
6
日
、

名
古
屋
市
内
で
「
第
2
8
回
パ
ー

ト
・
臨
時
・
非
常
勤
な
ど
の
元

気
が
出
る
集
会
」
を
開
き
ま
し

こ。t
 
霊
召
連
の
昇
和
則
副
議
長

が
非
正
規
労
働
を
め
ぐ
る
情
勢

を
報
告
し
、
「
な
ぜ
こ
ん
な
に

ひ
ど
い
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
怒
り
を
運
動
の
パ
ワ

ー
に
変
え
て
い
こ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

活
動
交
流
で
は
、
非
正
規
労

働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
労

働
環
境
を
語
り
ま
し
た
。
郵
政

労
働
者
は

「非
正
規
の
待
遇
を

少
し
上
げ
、
正
規
を
下
げ
る
。

コ
ス
ト
削
減
の
意
味
合
い
は
な

く
、
労
働
者
が
団
結
し
な
い
よ

う
職
場
内
で
格
差
を
つ
く
っ
て

い
る
」
。
保
育
士
は
「
最
低
賃

雇

い
止
め
や
戦
前
の
フ
ェ
ミ
ニ

金
が
あ
が
り
時
給
も
あ
が
っ
た
ズ
ム
、
女
性
臨
時
社
員
が
同

一

が
、
手
当
が
減
ら
さ
れ
、
給
料
労
働
同
一
賃
金
を
訴
え
た
「
丸

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
き
ち
ん
子
警
報
器
事
件
」

(
1
9
9
3

と
賃
上
げ
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
年
）
．の
取
材
経
験
を
紹
介
。「
社

声
を
あ
げ
て
い
く
」
な
ど
話
し
会
的
な
問
題
に
声
を
あ
げ
る
女

ま

し

た

。

性

た

ち

を

、

自

分

ご

と

と

し

て

フ
リ
ー
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
ら
え
映
像
作
品
に
残
す
こ
と

の
吉
峯
美
和
さ
ん
が
講
演
。
名
で
女
性
た
ち
を
応
援
し
、
社
会

古
屋
市
の
保
育
士
1
2
0
0人
を
変
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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㉑　11月22日しんぶん赤旗
‘” . h ‘C ,.  t ,9 へ999\’’•' 

斎•9ら・只詞厖よしうこ2乙し1＼人
”"“子 91口，．

,_ ,― 人 99 99 9 9 9 9 9•一· 9 

核兵器禁止条約への署名・批准を求める署名ととも1こ、
アピールするつどい参加者＝21日、東京都千代田区

＇＇，：げ疇 言平笥翌咽芦'

0 :。公一三］這疇．炉H 
： ｝9← ＼ ～ 1'：」口：「口：｀ 本
l'冷：三7,t汐が 可詞9ら？公，被
三：「忌ダ；代ご＂，； ・心 ＇ こ ： 一＼ 出 団
’'迄：宅＇、＂ ＇ 一

岬麟誓聾[- ' 
鱈9蘊畠：應籍喜討息鼻闘星且 署
蘭辻墨甕 9 息薗〗 □息日虞名
占甚塁踪空皐奮且も喜喜貫盃扉饂愚詈警 344 
薗 臀呈望8誓冒含慧心翡虚負霞眉息 万
面 組し‘人れ見画を 4名体め禁に、

墾爆の止住 しかなに半1畠扇府胃は閾主 ）＼ 

＂`昌唇鱈冨雷且署ii璽骨喜 盆
9需菜饂睾遷tg:9馨髯哀會因9:’̀m 
る核原をは め堅政は本 たあ早平見 け し場にが崎ら団
声三則求‘集て持府一共各 ゜げ期喜直襲人全たか入ー被署体

駕闘腐忍翌畠図と届饂覧胃 忍翡長ヒ児蚤冒 ゜畠急念饂魯符
がの直と条の 禁し者の表 るを会断氏京長 手はすの手表

皇欝K名闊雙藷蕊面差紺鶯 と求皐畏tさ欝盆 腐~f閉茫竺
しをのに署豆り約核も晃ぃ 紹め 禁 対非田の き迫 照ま言
た強抗‘名即ま参＝に書さ 介る止と整谷会 起る禁子し述
゜く議j［・行し加面‘記っ し決条述＝区呼 こと止副た ベ
求と払批動たを則日局 ° ま議約べ原長び り‘条会 ，。な
・め非三准で °求の本長日 しをの‘則のか ま会約長長が

核
禁
条
約
人
る
の
は
今
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㉒　12月1日しんぶん赤旗

名
古
屋
市
内
で
開
か
れ
て
い

た
第
7
0
回
は
た
ら
く
女
性
の
中

央
集
会
（同
実
行
委
只
会
主
価
）

は
⑩
日
、
全
体
会
を
行
い
、
閉

枯
し
ま
し
た
。
2
日
間
で
、
職

恩

喜

業、

農
山
爵
で
働

く
人
ら
の
べ
約
7
5
0人
が
参

加
。
募
ら
し
破
壊
の
大
軍
拡
に

唇

し

、
窓
法
と
盗
器
鷹

廃
条
約
が
い
か
さ
れ
る
社
会
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
公
平
な
社

I シェンダー，，，局と正砂；；叫年か？ ；v 
箔`，；謬由歪く女性の A1，が95It.(1/nJ//甚芍如饉きたい

”ほ匹岬Iかし， 99のク． （らし．平秒を守る9

中央築会 ;n序知 ふ・ 如”'"”四が":_・99らでゴ
aL,_• エ., ー し・ --ょ二

「戦後80年 憲法いかし、 いのち、くらし、平和を守ろう」な
どの集会スローガンを掲げて交流する参加者＝30日、名古屋市

は
た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会
閉
幕

会
の
実
現
の
た
め
共
同
を
広
げ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

雇
い
止
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

争
議
の
当
事
者
ら
が
決
意
や
思

い
を
訴
え
ま
し
た
。
市
立
保
育

園
の
非
正
規
職
員
は

「経
験
や

蒻
贔
み
上
げ
て
も
5
年
で

雇
い
止
め
に
な
る
。
市
に
5
年

目
公
募
の
撤
廃
を
求
め
て
い

る
」と
発
言
。
郵
便
局
の
女
性
は

「13年
越
し
の
登
用
試
験
で
正

社
員
に
な
っ
た
が
、
非
正
規
の

頃
と
ほ
ぼ
同
じ
仕
事
な
の
に
年

収
1
0
0万
円
増
。
ど
れ
だ
け

搾
取
さ
れ
て
き
た
の
か
」
と
述

べ
、
非
正
規
社
員
の
均
等
待
遇

と
正
社
員
化
を
訴
え
ま
し
た
。

主
薯
あ
い
さ
つ
で
高
木
り

つ
実
行
委
貝
長

（全
労
連
副
議

長
）
は
「連
帯
し
、
沈
黙
せ
ず、

私
た
ち
が
望
む
社
会
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
強
調
。
基
調
報

告
し
た
寺
園
通
江
事
務
局
長

は
、
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
や

最
低
羹
金
日
標
の
削
除
な
ど
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
の
政
策
を
逆
行

さ
せ
る
高
市
早
苗
首
相
の
姿
勢

を
批
判
し
、
労
働
時
間
短
縮
や
、

仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
策
拡

充
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

韓
国
の
全
国
民
主
労
働
組
合

総

（民
主
労
総
）
が
初
参

加
し
公
売
蓋
女
性
局
長
は
「非

正
規
の
問
類
や
男
女
貸
金
格
差

な
と
旦
西
両
国
は
同
じ
悩
み
を

憲
法
い
か
す
公
平
な
社
会
へ
抱
え
て
い
る
。
共
に
闘
お
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

岡
村
晴
美
弁
護
士
が
講
演
し

個
人
が
尊
重
さ
れ
な
い
空
間
の

中
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。
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㉓　12月10日しんぶん赤旗

労働者委員を不当任命

愛労連など労働局に抗議

愛
知
県
が
1
日
付
で
第
4
8
期

ー
企
業
労
組
の
委
員
に
よ
る
独
占
抗
議
文
で
は
、
連
合
愛
知
所

愛
知
県
労
働
委
員
会
委
員
を
任
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
属
者
以
外
を
排
除
す
る
偏
向
任

”いじ＂

tr
：i
l

"
口

：

日

[

会

、

名

古

屋

ふ

れ

あ

い

ユ

ニ

オ

士

の

選

任

、

女

性

委

員

割

合

5

ン
は
8
日

、

「

連

合

愛

知

」

所

割

を

め

ざ

す

、

非

正

規

や

医

療

属
以
外
の
労
働
組
合
の
候
補
を

]
‘福
祉
分
野
か
ら
の
任
命
を
求
め

労
働
者
委
員
か
ら
排
除
す
る
不

]

ま
し
た
。

署
命
に
対
し
、
欝
労
働
局

]

労
組
賢
1
5
人
が
参
加
し
、

に

抗

議

し

ま

し

た

。

『

＇「
大
企
業
労
組
の
委
員
だ
け
で

県

労

働

委

員

会

は

、

公

益

‘

・

は

、

中

小

企

業

や

非

正

規

、

医

労

働

者

、

使

用

者

宕

真

そ

れ

ぞ

療

・

福

祉

の

現

場

で

起

き

て

い

れ
7
人

の

2

1

人

で

構

成

さ

れ

、

る

不

当

労

働

行

為

に

苦

し

む

労

任
期
は
2
年
間
。

1
9
9
9年
働

者

に

寄

り

添

え

て

い

な

い

」

に

は

、

不

当

任

命

を

争

っ

た

裁

な

ど

と

話

し

ま

し

た

。

判

で

「

労

働

者

委

員

の

構

成

は

愛

知

労

働

局

の

澤

田

圭

紀

就

多

様

性

を

有

す

る

こ

と

が

望

ま

業

推

進

監

は

任

命

に

つ

い

て

し
い
」
（
名
古
屋
地
裁
）
と
判

「総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
」

決

が

出

さ

れ

、

知

事

に

是

正

が

と

述

べ

る

に

と

ど

ま

り

、

具

体

求

め

ら

れ

ま

し

た

が

、

依

然

と

的

な

判

断

内

容

や

理

由

は

明

ら

し

て

「

連

合

愛

知

」

所

属

の

大

か

に

し

ま

せ

ん

で

し

た

。

抗
議
文
を
手
渡
す
、
（
左
か
ら
）

西
尾
美
沙
子
愛
労
連
騎
畏
、
鶴

丸
周
＿
郎
ふ
れ
あ
い
ユ
ニ
オ
ン

委
員
長
1
1
8日、

名
古
屋
市
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㉔　12月12日しんぶん赤旗

名古塵港の 「特定利用港湾J指定に抗議する港

区平和委員会の人たち＝6日、名古屋市港区

心 涵

n
ui 矢

高
市
政
権
の
も
と
で
、
大
軍
拡
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
の
名
古
屋
港
や
三

腐
（
蒲
郡
港
、
豊
橋
港
、
田
原
港
）
で
は、

政
府
の
「特
定
利
用
港
湾
」
の
指
定
が
狙
わ
れ
、

指
定
が
進
ん
で
い
ま
す
。
愛
知
の
海
が
「
戦
地

へ
の
玄
関
口
」
に
さ
れ
か
ね
な
い
重
大
周
面
を

迎
え
る
な
か
、
県
内
の
平
和
団
体
や
港
湾
労
働

者
は
、

「室
港
化
ス
ト
ッ
プ
」
の
声
を
強
め
て

い
ま
す
。

（

愛

知

県
・
加
能
拓
人
）

愛

「特定利用港湾」指定に「待った」

平和団体・労働者由強める

軍
港
化
ス
ト
ッ
。
フ
を

が
ら
」
へ
の
対
空
ミ
サ
イ
ル
実
名
古
屋
港
管
理
組
合
議
会
の

弾
2
本
の
搭
載
訓
練
が
民
間
本
会
議

(
1
1
月
1
2
日
）
で
は
、

港
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
日
本
共
産
党
の
、
み
つ
な
か
美

初
の
実
弾
搭
載
訓
練
で
あ
り
、
由
紀
名
古
屋
市
議
が
質
問
に
立

「
防
災
」
や
「
地
域
の
安
心
」
ち
、

「交
易
・
貿
易
こ
そ
名
古

と
は
ま
っ
た
＜
別
種
の
軍
事
屋
港
の
発
展
の
基
本
で
す
。
指

特
定
利
用
港
湾
と
は
、
国
が
訓
練
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
定
は
拒
否
す
る
べ
き
で
す
」
と

港
湾
や
空
港
の
管
理
者
と
「
円
り
で
す
。
南
紀
白
浜
空
港
（
和
た
だ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
名

滑
な
利
用
の
枠
組
み
」
を
結
び
、
歌
山
県
）
で
は
川
崎
重
工
業
が
古
屋
港
管
理
組
合
（
管
理
者
・

自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
平
時
イ
ス
ラ
エ
ル
製
無
人
機
「
ヘ
ロ
広
沢
一
郎
名
古
屋
市
長
）
は
同

か
ら
優
先
的
・
機
動
的
に
使
用
ン
M
K
I
I」
の
飛
行
試
験
を
行
月
1
7
日
付
で
指
定
を
受
け
入
れ

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
う
な
ど
、
空
港
・
港
湾
の
現
場
る
と
回
答
し
ま
し
た
●

、
地
域
経
済
を
直
撃

す
。
災
害
対
応
や
国
民
保
護
を
で
「
防
＜
」
の
名
に
よ
る
軍
事

嘉
に
掲
げ
な
が
ら
、
実
際
に
利
用
が
既
成
事
実
化
さ
れ
て
し

は
有
事
の
出
撃
・
補
給
拠
点
と
ま
す
。

名
古
屋
港
は
総
取
り
扱
い
貨

し
て
民
間
港
を
軍
事
イ
ン
フ
ラ
1
0
月
2
0
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
物
量
で
日
本
一
、
三
河
港
は
自

に
組
み
込
む
仕
掛
け
で
す
。
岸
過
去
最
大
規
模
の
自
衛
隊
統
動
車
輸
出
の
一
大
拠
点
と
し
て

田
政
権
（
当
時
）
が
安
保
3
文
合
演
習
で
は
、
三
河
港
の
一
角
中
部
地
方
の
物
流
を
支
え
て
い

書
で
掲
げ
た
「
自
衛
隊
•
海
保
・
蒲
郡
港
に
自
衛
隊
の
民
間
ま
す
。

軍
事
拠
点
化
は
、
港
湾

に
よ
る
空
港
・
港
湾
等
の
機
能
借
り
上
げ
船
舶
が
寄
港
し
、
航
労
働
者
や
港
周
辺
住
民
の
い
の

強
化
」
の
一
環
と
し
て
創
設
さ
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
所
属
部
ち
と
暮
ら
し
、
地
域
経
済
と
雇

れ
、
す
で
に
北
海
道
や
九
州
・
隊
と
車
両
の
搬
出
入
が
行
わ
用
基
盤
を
直
撃
す
る
リ
ス
ク
そ

沖
縄
な
ど
で
空
港
・
港
湾
の
指
れ
ま
し
た
。
港
か
ら
南
西
諸
島
の
も
の
で
す
。

定
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

へ
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を

重
大
な
制
度
で
あ
る
に
も
か

送
り
出
し
、
再
び
受
け
入
れ
る
か
わ
ら
ず
、
特
定
利
用
港
湾
の

「
出
撃
・
帰
還
」
の
訓
練
で
す
。
指
定
要
件
に
は
地
域
住
民
や
港

港
の
性
格
変
わ
る

「
特
定
利
用
港
湾
」
に
さ
れ
こ
の
動
き
に
対
し
、
県
平
和
委
湾
労
働
者
へ
の
説
明
・
同
意
は

れ
ば
、
港
の
性
格
は
根
本
か
ら
員
会
な
ど
が
「
軍
事
利
用
を
許
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

変
わ
り
ま
す
。
愛
知
県
平
和
委
さ
な
い
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
港
湾
労
働
者
で
愛
労
連
交
通

員
会
の
矢
野
創
事
務
局
長
は
を
掲
げ
て
抗
議
に
立
ち
ま
し
運
輸
部
会
の
尾
崎
俊
介
部
会
長

「

畢

行

動

が

行

わ

れ

て

い

る

た

。

は

「

平

和

な

く

し

て

国

民

生

活

空
港
・
港
湾
は
、
戦
時
に
お
け
＿
―-河
港
（
管
理
者
・
大
村
秀
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

る
文
民
保
護
に
つ
い
て
定
め
た
章
県
知
事
）
は
1
1
月
1
1
日
付
ん
。
港
湾
労
働
者
と
し
て
、
国

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
保
護
対
象
で
指
定
を
受
け
入
れ
る
と
国
民
の
安
心
•
安
全
な
生
活
の
た

か
ら
外
れ
、
有
事
で
は
真
っ
先
に
回
答
。
日
本
共
産
党
愛
知
県
め
、
港
湾
の
軍
事
利
用
、
憲
法

に
攻
撃
目
標
に
な
り
得
る
」
と
委
員
会
と
党
県
議
団
（
し
も
お

9
条
改
悪
、
軍
事
一
辺
倒
な
ど

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。
＜
奈
歩
県
議
）
ら
は
同
月
1
7
日
い
か
な
る
戦
争
の
企
て
に
も
反

先
行
指
定
さ
れ
た
鹿
児
島
港
に
、

一＿
＿
河
港
の
特
定
利
用
港
対
し
、
平
和
な
商
業
港
を
め
ざ

（
鹿
児
島
県
）
で
は
、
海
上
自
湾
の
指
定
撤
回
を
要
請
し
ま
し
て
声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
」

衛
隊
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
「
あ
し
し
た
。

と
語
り
ま
す
。
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12月21日中日新聞

㉕

㉖

い
の
ち
と
暮
ら
し
電
話
118件

司
法
書
士
ら
が
「
な
ん
で
も
相
談
会
」

司
法
葦
土
ら
に
よ
る
「
い
の
月
1
1
万
円
の
生
活
保
護
を
受

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
な
ん
で
け
る
4
0
代
無
職
女
性
は
「
生
活

も
相
談
会
」
が
2
0
日
、
名
古
屋
の
足
し
に
な
る
制
度
が
あ
る
と

市
熱
田
区
の
瞑
司
法
書
士
会
館
聞
い
た
」
と
相
談
に
来
た
。
6

で
あ
っ
た
。．司
法
書
土
や
弁
護
月
ま
で
働
い
て
い
た
勤
務
先
に

士
ら
で
つ
く
る
市
民
団
体
「
い
な
じ
め
ず
退
職
し
、
う
つ
病
と

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
な
ん
で
診
断
さ
れ
た
。
家
賃
の
支
払
い

も
相
談
会
あ
い
ち
」
が
主
催
な
ど
で
食
費
は
限
ら
れ
「
半
年

し
、
1
0
回
目
。
会
場
に
設
け
た
以
上
ぜ
い
た
く
な
も
の
は
食
べ

6
回
線
の
電
話
に
1
1
8件
の
ら
れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
明
か

相
談
が
あ
り
、
会
館
を
訪
れ
る
す
と
、
相
談
員
が
フ
ー
ド
バ
ン

相
談
者
も
い
た
。

．
．

ク
の
存
在
や
支
援
団
体
を
紹
介

i

王

し
た
9
息
子
に
障
害
が
あ
る
女
性
は

「
息
子
が
知
人
の
指
示
で
、
消

費
者
金
融
で
1
5
0万
円
ほ
ど

お
金
を
偕
り
さ
せ
ら
れ
て
い

る
」
と
電
話
で
相
談
。

相
談
員

は
債
務
整
理
を
支
援
し
て
い
る

団
体
を
紹
介
し
た
。
相
続
や
奨

学
金
に
関
す
る
相
談
も
あ
っ

た
。
60
i
7
0
代
か
ら
の
電
話
が

特
に
多
か
っ
た
と
い
う
。

相
談
会
の
事
務
局
長
で
司
法

書
士
の
水
谷
英
二
さ
ん
(

6

7

)

は

「
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
に
解

決
の
糸
口
を
提
供
で
き
た
事
例

も
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
（
加
藤
壮
一
郎
）

12月21日中日新聞
、§-i ― 一い、 1 1- -、U

さ．
を`
5・

冗`

・

t
t
，
祐
｀
aド
／

電

話

で

相

談

を

受

け

る

い

の

ち

と

暮

ら

し

を

守

る

な

ん

で

も

相

駁

会

あ

い

ち

の

メ

ン

バ

ー

ら

1
1名
古

屋

市

熱

田

区

の

県

司

法

書

士

会

館

で

1月7日中日新聞

大
幅
な
賃
上
げ
訴
え

愛
労
連
が
街
頭
活
動

名
古
屋

今
春
の
春
闘
に
向
け
、
県
労

働
組
合
総
連
合
（
愛
労
連
）
は

6
日
、
名
古
屋
・
名
駅
で
街
頭

活
動
し
、
物
価
高
を
上
回
る
賃

上
げ
の
実
現
な
ど
を
訴
え
た
1
1

写
真
。傘下
の
労
働
組
合
1
4
団
体
か

ら
3
0
人
が
参
加
。
順
に
マ
イ
ク

を
握
り
、
「
大
幅
な
賃
上
げ

し善しはをは た書にを語を
たな‘な改--,愛 か゚--,張に←
゜ど医っ善物労 れ賃りな--,
に療てす価連 fこ上上る賃
取やぃる高の チげばよ上
り介一ほ騰竹 ｀ー交 つげ
組護などが内 ？渉道にが
むのいの続創〗 ノし行ー今
考現 賃き事 をょくな年
え場と上‘務．手う人どの
をの強げ生局 渡←たと流
示改調に活長 しとち声行

・マ
回



-111-

1月9日中日新聞

㉗

㉘

1月 9日中日新聞

ベネズエラ軍事攻撃に抗議
在名古屋米国領事館前で市民団体

1月 20日毎日新聞

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ

ー
に
抗
議
す
る
街
宣
活
動
が

8

る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ヘ
の
軍
事
攻
撃

日
、
名
古
屋
市
中
村
区
の
在
名

．`クー一、ーをただち＼こ咄誌よ 1
さ卜う‘濯暉＼叫よる

慶
横断幕を掲げて抗議する参加者ら＝名古屋市中村区で

古
屋
米
国
領
事
館
前
で
あ
っ

た
°
・
反
戦
平
和
運
動
を
行
う
市
民

団
体
「
憲
法
を
く
ら
し
と
政
治

に
い
か
す
改
憲
N
o
！
あ
い

ち
総
が
か
り
行
動
」
の
約
4
0
人

が
参
加
。
「
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
略
に
抗

議
し
ま
す
」
と
書
か
れ
た
横
断

幕
を
掲
げ
、
参
加
者
が
マ
イ
ク

で
「
米
国
は
国
際
法
を
踏
み
に

じ
っ
て
い
る
」
「
領
事
館
は
こ

の
声
を
ア
メ
リ
カ
に
届
け
ろ
」

な
ど
と
訴
え
た
。

同
団
体
の
山
本
み
は
ぎ
事
務

局
長
は
「
今
回
の
攻
撃
を
認
め

て
し
ま
う
と
法
の
支
配
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
。
日
本
政
府
に
も

き
ち
ん
と
非
難
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。
（
水
谷
元
海
）

浜
岡
原
発
全
て
廃
炉
を

｀

市

民

団

体

中

部

電

に

申

し

入

れ

中
部
電
力
が
浜
岡
原
発
体
「
原
発
な
く
す
あ
い
ち

（
静
岡
県
御
前
崎
市
）
の
の
会
」
が
1

9

日、
、名
古
塵

耐
震
設
計
に
関
わ
る
デ
ー
市
東
区
の
同
社
本
店
を
訪

タ
を
不
正
に
操
作
し
た
問
れ
、
廃
炉
を
求
め
る
申
し

題
な
ど
を
受
け
、
市
民
団
入
れ
を
行
っ
た
。

う

で

行

前

を

店

動

本
活

社

議

同

抗

の
て
区

け

東

受

市
を

屋

題

古

戸

『
不
ら
，

夕
一＿バ

デ

ン
の
メ
カ

体

電

団

部

民
中

市

ー・J

じ

’
]

か
れ
た
様
断
幕
を
掲
げ
る

申
し
入
れ
書
で
は
、
デ
撤
退
し
て
原
発
の
安
全
対
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ク
シ

ー
タ
不
正
に
つ
い
で
「
再
策
費
を
再
生
可
能
エ
ネ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

篇
あ
り
き
で
安
全
霙
虚
ル
ギ
ー
開
発
に
転
捩
す
る

の
た
め
の
デ
ー
タ
を
捏
造
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い

す
る
と
い
う
霙
挙
に
厳
し
る
。

く
抗
議
す
る
」
と
強
調
。
同
会
は
申
し
入
れ
に
先

浜
岡
原
発
3
S
5号
機
全
立
ち
、
同
社
本
店
前
で
「
中

て
の
廃
炉
を
求
め
る
と
と
部
軍
力
に
原
発
を
運
転
す

も
に
、
原
子
力
事
業
か
ら
る
資
格
な
し
」
な
ど
と
書
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㉙　2月12日しんぶん赤旗

愛
知
で
総
行
動

「口
涵
忠
利
益
還
元
を
」

大
企
業
が
た
め
込
ん
で
い
る

3
0
0人
が
参
加
し
ま
し
た
。
と
指
摘
し
、

「問
題
は
水
準
で

巨
額
の
内
部
留
保
を
労
働
者
と
愛
労
連
の
西
尾
美
沙
子
議
長
す
。
物
価
上
昇
と
円
安
の
な
か
、

下
請
け
事
業
者
に
還
元
し
、
大
は
、
日
本
の
実
質
賃
金
が
下
が
生
活
を
改
善
さ
せ
る
に
は
1
0
%

幅
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う
と
11
り
続
け
て
い
る
中
、
大
企
業
の
以
上
の
賃
上
げ
、
時
給
1
7
0

日
、
愛
知
県
内
各
地
で
第
47回
内
部
留
保
は
5
8
1兆
円
に
達

0
円
以
上
が
必
要
で
す
」
と
訴

ト
ヨ
タ
総
行
動
が
取
り
組
ま
れ
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
だ
け
で
も
え
。
大
幅
賃
上
げ
は
、
労
働
組

ま
し
た
。
宣
伝
や
デ
モ
に
集
ま

40兆
円
を
超
え
る
見
通
し
だ
と
合
が
要
求
し
な
け
れ
ば
勝
ち
取

っ
た
参
加
者
は
「
政
府
と
大
企
強
調
。
「
大
企
業
の
利
益
を
還
れ
な
い
と
強
調
し
、
春
闘
で
は

業
に
社
会
的
な
役
割
と
責
任
を
元
す
れ
ば
大
幅
賃
上
げ
は
可
能
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、
ス
ト

果
た
さ
せ
よ
う
」
と
声
を
上
げ
で
す
。
大
企
業
や
富
裕
層
へ
の
ラ
イ
キ
を
構
え
て
交
渉
を
進
め

ま
し
た
。．
主
催
は
同
実
行
委
員
課
税
強
化
で
格
差
を
是
正
し
、
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会
、
全
労
連
、
愛
労
連
、
愛
知
安
心
な
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
で
す
。
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
栄
（
さ
か
え
）
に
あ
全
労
連
の
秋
山
正
臣
（
ま
さ

る

「久
屋
大
通
公
園
・
光
の
広
お
み
）
議
長
は
、
今
年
の
春
闘

場
」
で
行
わ
れ
た
「
2
0
2
6国
で
は
、
政
府
や
財
界
も
賃
上
げ

民
春
闘
勝
利
決
起
集
会
」
に
は
、
の
必
要
性
は
否
定
し
て
い
な
い

「
大
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
」
．

「中
小
企
業
支
援
と
＿
体
に
、
す
べ

て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
」
と

声
を
上
げ
な
が
ら
デ
モ
行
進
す
る
参

加
者
1111日
、
名
古
屋
市

．

じ
目
舟
閉
息
g
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2月17日毎日新聞

㉚

㉛

2月17日毎日新聞

I 「最低賃金審議の軽視□
愛
知
県
労
働
組
合
総
連
合

（
愛
労
連
）
は
、
最
低
賃
金
を

議

議
論
す
る
「
愛
知
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
」
の
労
働
者
代
表
委
抗

農
が
任
期
途
中
で
辞
任
し
た
と
連
i

し
て
、
「
審
議
を
軽
視
し
て
い
労愛

る
」
と
任
命
権
の
あ
る
愛
知
労
こ

働

局

に

抗

議

し

た

。

釦

審
議
会
は
労
使
の
代
表
な
ど
辞

で
構
成
さ
れ
、
最
低
賃
金
法
な
中

ど
に
基
づ
き
各
労
組
が
労
働
者
途ぐ次

の
代
表
を
推
薦
し
、
都
道
府
県

労
働
局
長
が
任
命
。
任
期
2
年

相

で
、
途
中
辞
任
し
た
場
合
は
補
の

欠

委

員

を

募

る

。

員

委

愛
労
連
に
よ
る
と
、
労
働
者

代
表
委
の
途
中
辞
任
が
2
0
1

9
年
以
降
相
次
い
で
お
り
、

25

年
4
月
に
任
命
さ
れ
た

5
人
の

う
ち
2
人
が
任
期
途
中
に
辞
任

し
て
い
る
と
い
う
。

愛
労
連
の
竹
内
創
事
務
局
長

は
9
日
、
「
昨
年
の
議
論
で
は

労
働
者
代
表
委
は
引
き
上
げ
額

に
反
対
し
て
い
た
。
議
論
を
踏

ま
え
て
更
な
る
引
き
上
げ
を
求

め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
や
め
て
し

ま
う
と
継
続
性
が
失
わ
れ
る
」

と
指
摘
。
委
員
の
構
成
に
つ
い

て
「
大
企
業
の
正
社
員
ば
か
り

で
、
最
低
賃
金
の
影
響
を
直
接

受
け
る
中
小
企
業
や
非
正
規
労

働
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と

し
て
非
正
規
労
働
者
や
医
療
・

福
祉
分
野
の
労
働
者
の
任
命
を

求
め
た
。
【
道
下
寛
子
】

3月3日中日新聞

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

国
へ
の
働
き
か
け
要
請

愛
労
連
な
ど
県
に

県
労
働
組
合
総
連
合
（
愛
労

連
）
な
ど
は
2
日
、
介
護
士
や

保
育
土
な
ど
「
ケ
ア
労
働
者
」

の
賃
金
引
き
上
げ
を
国
に
働
き

か
け
る
よ
う
、
県
に
要
請
し

た
。
県
庁
で
会
見
し
た
愛
労
連

の
西
尾
美
沙
子
議
長
は
「
政
府

は
臨
時
報
酬
改
定
を
予
定
し
て

い
る
が
、
現
場
の
実
感
は

『焼

け
石
に
水
』。

他
業
界
と
の
賃

金
格
差
が
拡
大
し
、
離
職
を
加

速
さ
せ
か
ね
な
い
」
と
訴
え

た
。愛
労
連
の
ほ
か
、
医
療
、
介

護
、
福
祉
に
関
わ
る
五
つ
の
組

引国請合 ．，•う

'薗塁癸 ．` ～ ・ 馨櫻塁
げ酬提村 ，石 ．墜 9 の 讐 の
を 改 出 秀 ． 3 ・ ・ ｀ ― ―｀し 閾忍傷
悶棗日需 とぅ・ ` .L ーニ ：： —- 一 二 者 要 上

胃9饗鐸密疇占
ておほ腐．．． 一溢冨や戸圭協労遭•四媒労

も
、
居
住
支
援
や
家
賃
補
助
、

一
時
金
支
給
な
ど
の
独
自
支

援
策
を
実
施
す
る
よ
う
求
め

こ
。
f
 愛労
連
に
よ
る
と
、
今
春
闘

で
は
、
製
造
業
な
ど
他
産
業
で

大
幅
な
賃
上
げ
が
予
定
さ
れ
る

一
方
、
公
定
価
格
に
依
存
す
る

ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
年
収
で
い
え
ば
、

保
育
士
は
1
2
0万
円
、
介
護

職
は
1
5
0万
円
ほ
ど
全
産
業

平
均
と
差
が
あ
る
。

会
見
し
た
組
合
員
ら
は
「
慢

性
的
な
人
員
不
足
の
中
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
が

難
し
い
」
「
安
心
し
て
長
く
働

け
る
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
」

と
求
め
た
。
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㉜　3月3日中日新聞

⑫ 3月3日中日新聞

⑬
 
3月9日しんぷん赤旗

市
民
団
体
「
愛
知
県
平
和
委
員

会」

は
2
日
、
名
古
屋
・
栄
で
抗
議

活
動
を
し
た
。
約
30
人
が
歩
道
で

「米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
先
制
攻
撃

に
抗
議
」
と
記
し
た
横
断
幕
な
ど
を

掲
げ
、
戦
闘
中
止
を
求
め
演
説
し
た

1
1
写
真
。

坂
本
敏
彦
事
務
局
次
長
(

6

0

)

は
今

回
の
攻
撃
が
武
力
行
使
を
禁
じ
た
国

連
憲
章
に
明
確
に
違
反
し
て
い
る
と

叫
『
q
j

•
7
5

`

・

l
 

「
戦
い
の
連
鎖
」
防
げ
栄

で

抗

議

活

動

し
「
今
す
ぐ
に
や
め
ろ
と
言
う
こ
と

が
大
事
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。
イ
ラ

ン
の
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
が
殺

害
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
二
国
の

指
導
者
が
一
方
的
に
殺
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
批
判
し

た。
県
立
高
校
職
員
ら
の
労
働
組
合
で

働
く
松
本
陵
子
さ
ん
（
4
7
）
は
、
日
本

政
府
が
攻
撃
の
是
非
を
明
確
に
評
価

し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
米
国

に
何
も
言
え
な
い
姿
を
子
ど
も
に
見

せ
た
く
な
い
。
政
府
が
言
わ
な
い
な

ら
、
代
わ
り
に
間
違
っ
て
い
る
と
伝

え
た
い
」
と
述
べ
た
。

原
水
爆
禁
止
県
協
議
会
の
松
田
正

久
代
表
理
事
(

7

8

)

も
駆
け
つ
け
「
武

力
に
よ
る
支
配
を
許
せ
ば
、
戦
い
の

連
鎖
に
つ
な
が
る
。
軍
事
力
で
平
和

を
作
れ
な
い
こ
と
を
米
国
は
ア
フ
ガ

ン
戦
争
な
ど
で
味
わ
っ
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
」
と
語
気
を
強
め
た
。

現場の実態を語る西尾議長 （左端） ら＝6日、名古屋市

非正規公務員不平等の象徴
愛労連、女性の待遇改善訴え

名
古
屋

愛
労
連
は
6
日
、
名
古
屋
市

で
非
正
規
公
務
員
制
度
の
改
善

を
求
め
る
記
者
会
見
を
開
き
ま

し
た
。
女
性
比
率
の
高
い
会
計

年
度
任
用
職
員
の
「
5
年
雇
い

止
め
」
の
実
態
を
告
発
し
、
日

本
社
会
に
残
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
の
象
徴
だ
と
指
摘
。
西

尾
美
沙
子
議
長
は
、
「
自
治
体

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
実
現
、
不
合
理
な
格
差
の

是
正
と
雇
用
の
安
定
を
求
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

こ。t
 
大
府
市
で
2
0
年
以
上
に
わ
た

り
保
育
士
と
し
て
働
い
て
き
た

塩
森
真
由
美
さ
ん
は
、
正
規
．

非
正
規
に
お
け
る
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
に
お
け
る
格
差
な

ど
を
あ
げ
、
「
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
は
後
回
し
に

な
り
、
改
善
が
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
時
短
勤
務
の
取
得
状
況
の

格
差
は
自
治
体
の
女
性
問
題
に

対
す
る
意
識
の
格
差
で
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
あ
り
方
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働

組
合
保
育
パ
ー
ト
支
部
の
尾
崎

よ
し
み
書
記
長
は
、
年
度
末
で

名
古
屋
市
の
保
育
職
場
で
1
6

0
人
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が

雇
い
止
め
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
紹
介
。
「
今
月
中
旬
の
合

否
で
仕
事
を
失
う
こ
と
に
な
れ

ば、

4
月
か
ら
無
収
入
に
な
り

ま
す
。
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。
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㉞　3月13日朝日新聞

脱
原
発
を
訴
え
デ
モ
行
進
す
る
参
加

者
11名
古
屋
市
中
区

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
1
5
年
。
1
1
日
夜
、

脱
原
発
を
訴
え
る
集
会
が
名

古
屋
市
中
区
の
久
屋
大
通
公

園
で
あ
っ
た
。
事
故
を
受
け

d, 

薫B:
大震閃1， 盲•{‘ 年

愛
知
県
や
岐
阜
県
に
避
難
し

た
被
災
者
ら
で
つ
く
る
「
だ

ま
っ
ち
ゃ
お
れ
ん
1
・
原
発
事

故
人
権
侵
害
訴
訟
愛
知

・

岐
阜
」
が
主
催
。
市
民
団
体

ら
約

1
5
0人
が
参
加
し

た
。

嶋

集
会
で
は
、
脱
原
発
に
つ

い
て
「
私
た
ち
の
守
り
た
い

も
の
を
守
る
た
め
、
声
を
上

げ
続
け
る
」
と
す
る
宣
言
を

採
択
。
参
加
者
は
そ
の
後
、

「
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
な

い
！
」
な
ど
と
書
か
れ
た
横

断
幕
を
持
ち
、
「
認
鵬
の
被

避
難
の
被
災
者
ら
150人
が
デ
モ

害
は
終
わ
ら
な
い
」
「
安
全

な
ん
て
机
上
の
空
論
」
な
ど

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上

げ
な
が
ら
、
繁
華
街
を
デ
モ

行
進
し
た
。
（
松
島
研
人
）

脱
原
発
だ
ま
っ
ち
ゃ
お
れ
ん
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㉟　3月13日しんぶん赤旗

名
古
屋
時
限
ス
ト
も
決
行

名
古
屋
で
は
、
春
闘
回
答
を

．年
も
ベ
ア
が
な
く
、
公
的
病
院

受
け
て
7
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
と
比
べ
て
も
初
任
給
が
月
4
万

に
突
入
し
ま
し
た
。
名
古
屋
市

S
5万
円
ほ
ど
低
い
状
態
だ
と

熱
田
区
に
あ
る
協
立
総
合
病
院
言
い
ま
す
。
「
そ
れ
で
も
職
員

で
は
、
み
な
と
医
療
生
協
労
働
は
必
死
で
働
い
て
い
ま
す
。
安

組
合
に
所
属
す
る
組
合
員
5
人

が
1
時
間
の
時
限
ス
ト
を
決
行

し
ま
し
た
。

同
病
院
前
で
は
、
組
合
員
や

支
援
に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち
が

支
援
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ト
に
突
入
し
た
外
来
看
護

師
の
女
性
は
、
同
病
院
で
は
何

重

―

瞬｀
己
：

げ
一

屋

上
ピ
古

賃
ア
名

の
と

、

員

J
日

職
せ

12

全
や
＝

r
増

ら

医
労
連
は
12日、

26春
闘
の
全
国
い
っ
せ
い
行
動
に
と
り

く
み
ま
し
た
。

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
賃

金
、
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
声

を
上
げ
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

同
じ
く
ス
ト
に
突
入
し
た
薬

剤
師
の
加
藤
真
治
さ
ん
(

3

1

)

は、
・
「
誰
か
が
休
ん
で
も
代
わ

り
が
居
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
同
じ
業
務
を
し
て
い

る
状
態
で
す
。
賃
金
を
上
げ
て
、

薬
剤
師
の
人
員
を
確
保
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

春
闘
医
労
連
が
全
国
で
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3月3日中日新聞

㊱ 3月14日しんぶん赤旗

―― 
シールアンケートヘの協力を呼ひ
かける参加者＝12日、名古屋市

名
古
屋

春
闘
で
の
大
幅
賃
上
げ
や
処

遇
改
善
な
ど
を
求
め
て
1
2
日
、

愛
労
連
が
名
古
屋
市
に
あ
る
名

古
屋
駅
前
で
宣
伝
し
ま
し
た
。

墨
っ
た
参
茄
者
は
シ
ー
ル
ア

ン
ケ
ー
ト
や
署
名
へ
の
協
力
も

呼
び
か
け
な
が
ら
、
す
べ
て
の

働
く
人
の
賃
上
げ
を
実
現
す
る

た
め
に
「
労
働
組
合
に
入
っ
て
、

み
ん
な
で
賃
上
げ
交
渉
し
よ

う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

西
尾
美
沙
子
議
長
は
、
今
年

の
春
闘
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝

ち
取
っ
た
組
合
が
い
く
つ
か
生

ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
物
価
上

昇
に
追
い
つ
く
賃
上
げ
に
は
な

っ
て
い
な
い
と
指
摘
。
「
い
ま

若
者
の
2
人
に
1
人
が
奨
学
金

の
返
済
を
抱
え
て
お
り
、
家
賃

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
『
い
ま

の
賃
金
で
は
生
活
で
き
な
い
』

と
声
を
上
げ
て
、
み
ん
な
の
賃

上
げ
で
社
会
全
体
を
底
上
げ
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

参
加
し
た
各
組
合
か
ら
も
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
保
育

労
東
海
地
本
の
林
知
佳
さ
ん

(
3

5

)

は
、
障
害
者
福
祉
施
設

で
働
い
て
い
ま
す
。
賃
金
が
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
る
も
と
で
新

規
採
用
者
も
少
な
く
、
育
児
を

理
由
に
退
職
す
る
職
員
が
い
る

な
ど
現
場
は
大
変
な
状
況
の
な

か
で
踏
ん
張
っ
て
い
る
と
訴

え
。
「
私
た
ち
は
専
門
職
で
す
。

頑
張
っ
て
い
る
の
に
報
わ
れ
な

い
状
況
を
変
え
た
い
」
と
述
べ
、

国
か
ら
の
適
切
な
支
援
を
求
め

ま
し
た
。

愛
労
連
が
署
名
な
ど
協
力
呼
び
か
け

春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
求
め
る
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㊲　3月20日しんぶん赤旗

春闘勝利へ団結する

集会参加者＝19日、
名古屋市

郵政ユニオンがスト全国15職場
困国Im万細

面 紐

月3.lガ円賃上げを
低額・ゼロ回答に抗議

9哀慧盃占岡應場口対律円は

％ぁ餐毘＂＂＇ピも月闘
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4月12日中日新聞

㊳

㊴

4月12日中日新聞

最
低
賃
金
暉
円
以
上

求
め
て
街
頭
で
訴
え
愛
労
連

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
、
県
労
働
組
合
総
連
合

（
愛
労
連
）
傘
下
の
労
働
組
合

の
2
5
人
が
9
日
夕
、
名
古
屋

・

名
駅
で
街
頭
活
動
を
し
た
。
チ

ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
、
マ
イ
ク

を
手
に
不
安
定
な
国
際
情
勢
に

触
れ

「
生
活
を
切
り
詰
め
て
、

や
っ
と
の
暮
ら
し
」

「
声
を
上

げ、

大
幅
な
引
き
上
げ
を
実
現

し
よ
う
」
な
ど
と
訴
え
た
。
中

小
企
業
へ
の
財
政
支
援
も
求
め

た
。県
内
の
最
低
賃
金
は
昨
年
10

月
に
時
給
1
1
4
0円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
愛
労
連
は
、
名

古
屋
市
内
で
2
0
代
が

1
人
暮
ら

し
を
す
る
に
は
最
低
で
も
時
給

1
8
0
0
円
が
必
要
だ
と
試

算。

1
8
0
0
円
以
上
へ
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
署
名
を
募

り、

愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
と
愛
知
労
働
局
に
提
出
す
る

と
し
て
い
る
。

]
 

一
[
‘

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

訴
え
る
愛
労
連
の
参
加
者

ら
1
1
名
古
屋

・
名
駅
で

4月20日中日新聞

•9ウ
雰
＞

百
i
.

憲
法
9
条
の
改
憲
に
反
対
し
催
。
参
加
者
は
プ
ラ
カ
ー
ド
や

非
戦
を
呼
び
か
け
る
デ
モ
行
進
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
な
が
ら
「
9

が
1
9
日
、
名
古
屋

・
栄
の
久
屋
条
守
れ
」
「
武
力
で
平
和
は
つ

大
通
公
園
周
辺
で
あ
り
、
約
千
く
れ
な
い
」
と
声
を
上
げ
、
沿

人
が
一

帯
を
練
り
歩
い
た
。

道
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

県
内
の
護
憲
団
体
や
個
人
で
行
進
前
に
公
園
で
あ
っ
た
集

つ
く
る

「
憲
法
を
く
ら
し
と
政
会
で
は
有
志
が
マ
イ
ク
を
握

治
に
い
か
す
改
憲
N
0
,
•
あ
り
、
母
親
や
弁
護
士
な
ど
さ
ま

い
ち
総
が
か
り
行
動
」
が
主
ざ
ま
な
立
場
か
ら
平
和
へ
の
思

「憲法9条守れ」1000人デモ行進名古屋

護
憲
を
訴
え
デ
モ
行
進
す
る
参
加
者
1
1
名
古
屋

・
栄
で

贔

噂

ー

]

a

 

い
を
訴
え
た
。

」

＿

（
山
岸
弓
華
）
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㊵　4月24日中日新聞（夕）

1 不当な評価J

§たをを―

.,.--..,.,` ｀、； ち受受舎地
こ 一嘔↓ をけけ．at方1屑店店盟畠

しと ‘任 体
たい年用 の
°つ度職非
た替員正
悪わ ← 規
質り°公
なを労務

紙袋をかふ‘;;::?99’’・ [9 >i
事前働員

家公務員の実清を訴えた女性たち＝国会内で てき司動め
いにな‘

一つのいのい告 たと人善く準代し自 つ ， る告ど原
保ぱ批てはた書 3 ゜しでをいが女て治こた--, °げを則
育い判あず ゜←月 てつ求会低娃働体つ ゜組 制た理 1
業業的つが保を 26 ．ヽ＜怜計く ＜に打怖合 度と由年
瑳務なた‘育受目 自る 年‘正会ぁちかつ のこに度
i'-i—コのー業け iし 治労同度特規叶る明つぶ 改ろ不こ‘
胃らt晏貪筐臀畠 体働し任腐讐街保けとし 羞‘当と
屹房iに繋胄閂；竺 夏讐麗儡月丘胃畠贅 ~ · ·~屡茫長蘭
いてか組←るの人 交の女員と‘べ用で、 評藤るめ人契
たいり合の人内事 渉 l)性のもて職保愛 価裕当の事約
だる °活欄事容評 し l職待取給員育知 だ介事通評す
くの精動に評に価 てダ員遇り与の士県 と シ 者告価る
よにいへ書価 驚 報 き I24改に水 60との 思

「脅し•待遇差別やめて」

年
契
約
公
稼
員
は
叫
ぶ

う
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
も
書
か
れ
公
務
員
（
期
間
業
務
職
員
）
ら
計
約

1

て
い
た
。

「
総
合
評
価
」
は
「
求
め
ら

1
0人
が
国
会
内
の
集
会
に
参
加
。

れ
る
レ
ベ
ル
を
下
回
る
」
と
さ
れ
、
雇
「
身
バ
レ
」
し
な
い
よ
う
紙
袋
を
か
ぶ

い
止
め
と
な
る
「

d
」
評
価
の
一
歩
手
り
、
理
不
尽
な
制
度
の
実
情
を
訴
え

前
の
「
C
」

と

な

っ

て

い

た

。

た

。

2
0
0
7年
か
ら
働
き
続
け
る
が
、
中
国
地
方
の
自
治
体
で

6
年
間
、
会

毎
年
度
の
契
約
更
新
が
必
要
で
雇
用
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
い
て
き
た

環
境
は
不
安
定
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

40代
の
女
性
は
「

24年
秋
に

『
25年
3

大
好
き
な
子
ど
も
の
た
め
に
業
務
に
打
月
に
出
産
予
定
の
た
め
産
休
育
休
を

ち
込
み
、
評
価
は
ほ
ぼ
毎
年
、
最
高
評
取
得
し
た
い
』
と
上
司
に
伝
え
た
と
こ

価
の
「

a
」
だ
っ
た
。
だ
が
、

23年
度

ろ

『
3
月
に
出
産
し
て

4
月
に
休
む
人

に
こ
の
自
治
体
で
初
の
労
組
を
結
成
す
は
契
約
更
新
で
き
な
い
』
と
言
わ
れ

る
と
、
同
年
度
以
降
、

2
年
連
続
で
た
」

。

「
b
」
評
価
を
付
け
ら
れ
て
き
た
。

納
得
で
き
ず
、
自
治
体
の
総
務
課
に

25年
度
は
取
得
可
能
な
年
休
の
日
数
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
業
務

に
つ
い
て
自
治
体
側
と
交
渉
し
て
い
た
上
の
ミ
ス
を
し
た
こ
と
も
な
い
の
に

と
い
い
、
女
性
は
「

『人
事
評
価
』
を
「
更
新
で
き
な
い
の
は

『勤
務
態
度
が

利
用
し
た
非
正
規
職
員
へ
の
脅
し
や
差
理
由
』
」
と
だ
け
伝
え
ら
れ
、
一
転
し

別
を
や
め
て
正
当
な
人
事
評
価
を
し
て
て
「
妊
娠
」
で
は
な
く
「
人
事
評
価
」

ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。
＇

が
雇
い
止
め
の
理
由
だ
と
説
明
さ
れ
た

総
務
省
に
よ
る
と
、
会
計
年
度
任
用
と
い
う
。

職
員
は
全
国
に
約
68万
人
い
る
。
自
治

，
和
光
大
の
竹
信
三
恵
子
名
誉
教
授

体
で
の
窓
口
対
応
や
保
育
、

D
V相
談

（労
働
社
会
学
）
は
「

1
年
ご
と
の
任

な
ど
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

8
割
用
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
会
計
年
度
任

近
く
は
女
性
だ
。
毎
年
度
の
契
約
更
新
用
職
員
の
人
事
評
価
は
人
材
を
育
成
す

が
必
要
な
た
め
職
場
で
の
立
場
は
弱
る
の
で
は
な
く

『
切
る
』
た
め
の
制
度

く
、
突
然
の
雇
い
止
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
人
事
評

ト
が
横
行
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
価
に
対
す
る
反
論
権
を
認
め
た
り
、
詳

る
。

細
な
評
価
の
内
容
が
本
人
に
伝
え
ら
れ

3
月

4
日
に
は
、
先
の
女
性
を
含
む
な
い
場
合
、
自
治
体
に
開
示
義
務
を
課

会
計
年
度
任
用
職
員
や
、
同
じ
く
任
期
す
と
い
っ
た
制
度
の
改
善
が
必
要
で
は

が
原
則

1
年
と
さ
れ
る
非
正
規
の
国
家
な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。
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4月25日中日新聞

㊶

㊷

4月25日中日新聞

県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合

連
合
会
（
県
医
労
連
、
名
古
屋

市
）
は
23
日
、
看
護
師
や
介
護

職
な
ど
ケ
ア
労
働
者
の
約
6
割

が
「
仕
事
を
辞
め
た
い
」
と
答

え
た
と
の
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
県
庁
で
会
見
し
た
県
医
労

連
の
メ
ン
バ
ー
は
「
人
手
不
足

な
i

と
過
重
労
働
で
離
職
が
相
次
い

で
い
る
」
と
述
べ
、
賃
金
引
き

撃

一

疇
な
ど
の
処
遇
改
善
を
求
め

疇
一古

調
査
は
昨
年
12月
i
今
年
1

珊

月
、
県
医
労
連
に
加
盟
す
る
病
＾
碑

院
や
介
護
施
設
な
ど
、
計
9
カ

、

所
に
所
属
す
る
看
護
師
や
介
護

一
、

福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら

紅

計

1
4
5
6
人
を
対
象
に
実

施
。
「
仕
事
を
辞
め
た
い
と
思

う
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
回

答
者
の
6
4
％
に
当
た
る
9
4
3

ケア労働者6割

「仕事辞めたい」
看護召＇介護職・0•県医労連調査

人
が

「
思
う
」

な
ど
と
答
え

た
。退
職
を
考
え
た
理
由
に
つ
い

て
は

「
患
者
・

家
族
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
」
が
最
も
多
い

2
4
4

人
(
3
0
.
5
%
)
。
「
人
手
不

足
で
仕
事
が
き
つ
い
」
が
1
7

6
人
(
2

2
%

)

、

「賃
金
・
一

時
金
が
少
な
い
」
が
1
6
5人

.(20
.
6
%
)
が
続
い
た
。

‘

‘
会
見
に
同
席
し
た
看
護
師
の

3
0
代
女
性
は
「
業
務
量
の
多
さ

に
疲
れ
て
辞
め
る
看
護
師
が
い

る
」
と
説
明
。
介
護
福
祉
士
の

50代
男
性
は
「
低
賃
金
で
新
人

が
入
ら
な
い
。
診
療
報
酬
や
介

護
報
酬
を
手
厚
く
し
て
」
と
要

望
し
た
。
（
大
島
宏

一
郎）

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
訴
え
る

県
医
労
連
の
メ
ン
バ
ー
ら
11
県
庁
で

4月28日毎日新聞

看護職「辞めたい」 7割超

患
者
ら
ク
レ
ー
ム
理
由
最
多

愛
知
瞑
内
の
医
療
・
介護
•
福

祉
職
約
5
0
0
0人
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
1
4
5
6

人
）
で
、
「
仕
事
を
辞
め
た
い
」

と
答
え
た
看
護
職
の
割
合
が
7
4
.

4
％
に
上
っ
た
。
理
由
は
患
者
ら

か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
愚
も
多
く
、

低
賃
金
や
人
手
不
足
を
上
回
っ

た

。

【

藤

顕

一

郎

】

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
県
医

療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連

合
会
（
票
医
労
連
）
が
春

闘
に
合
わ
せ
て
毎
年
実

施
。
今
回
は
昨
年
末
か
ら

今
年
1
月
末
に
か
け
て
尋

ね
、
県
内
9
カ
所
の
施
設

で
働
く
看
護
師
や
介
護
福

祉
士
ら
が
回
答
し
た
。

「
仕
事
を
辞
め
た
い
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」
と
の
設
問
に
つ
い
て
、

「
い
つ
も
思
う
」
と
「
と

き
ど
き
思
っ
」
が
全
体
で

6
4
.
8
％
だ
っ
た
。
看
護

職

(6
1
4人
）
が
約
10

翌
高
か
っ
た
。
選
択
式
の

理
由
で
は
、
「
カ
ス
ハ
ラ

1 医療・介護福祉職5000人調査 I 

一 ー、不物のを ．
時 22足ック含
金・でがレむ
．，か〇仕 棗 l患
少％ 事 多ム者
なツがで← ．

い ―1き‘＾家
L—賃 つー, 30族

駐叫患ア諮 者開が者マ師会か続
・ネや見れい
家ジ介にたた

心尽F事ダ~己一と 1 福 ‘ 医
族ヤ護は県゜

話くげる-,れ種矢にる遇ケの うケ理 護 でく どケうじたツ真護ルの
しすとた離てと野要こ改アあ県 o l不．接‘医が 1に時ヨプで師ネト
てこハめ職い比彩望と善労る医 戻福す利療報ス要間 lし撮の 1ラ
いとラにのるべ子書な支働力労 盈な祉る用の告が望にグたつ名ムブ
たがスも歯点て書をど援者ス連 ぁ要の機者現さあさ食ルりて札がル
°必メ大止も賃 記提を策にハは 求現会宅場れつれベト ‘Sを記と
要ン幅め指上長出求を対ラ、 っを場のでだたたたさを指 N勝さし
だ卜なを摘げはしめ実す対実 fこ受であ 1け °こりせ毎定 S手れて
←を 賃 かしが他た‘施る策効 とけもる対で とする日さににた‘
とな上け‘遅業°県す処や性 いる‘介 1な なるよ同れア写看フ

医
療
や
介
護
の
現
場
で
の
状
況
を
説
明
す
る
現
役
の

雪
護
師
や
介
護
福
祉
土
ら
＂
愛
知
県
庁
で
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㊸　4月28日中日新聞

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
1
1
共
同
】
核
拡
散
防
止
条
約
(
N
P
T
)再
検

討
会
議
が
2
7
日
午
前
（
日
本
時
間
2
7
日
深
夜
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
開
幕
し
た
。
核
保
有
国
が
軍
拡
に
動
く
中
、
「
核

な
き
世
界
」
に
向
け
た
軍
縮
・
不
拡
散
の
礎
石
で
あ
る
N
P
T体

制
の
維
持
、
再
建
を
目
摺
す
。
保
有
国
を
含
め
、
加
盟
国
が
協
調

で
き
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
重
大
な
岐
路
と
な
る
。
被
爆
者
や

被
爆
地
の
肩
ら
も
参
加
し
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
。
1
1
閲
運
0
面

，．患

胃

―

―

品
一｛

会
議
は
5
月
2
2
日
ま
で
約
4

て
各
国
代
表
に
よ
る
一
般
討
論

週
間
。
原
則
5
年
に
1
度
開
か
演
説
が
30
日
ま
で
行
わ
れ
る
。

れ
、
過
去
2
回
続
け
て
最
終
文
曰
本
を
含
む
非
核
保
有
1
2
カ

膏
を
採
択
で
き
な
か
っ
た
。

3

国
で
つ
く
る
「
軍
縮
・
不
拡
散
イ

回
連
続
の
決
裂
と
な
れ
ば
条
約
ニ
シ
ア
チ
ブ

(
N
P
D
I
)
」

の
信
頼
性
が
失
わ
れ
か
ね
ず
、
は
、
核
保
有
国
に
対
し
核
削
減

今
回
は
何
ら
か
の
形
で
成
果
文
へ
の
具
体
的
措
饂
を
求
め
る
合

書
を
採
択
す
る
こ
と
が
期
待
さ
意
文
書
案
を
提
出
し
て
い
る
。

れ
る
。

5
月
1
日
の
非
政
府
組
織

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長

(
N
G
o
)
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

が
冒
頭
で
演
説
。
核
弾
頭
の
増
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

加
や
核
保
有
論
の
台
頭
に
危
機
会
（
被
団
協
）
事
務
局
長
で
胎

感
を
示
し
「
条
約
に
再
び
生
命
内
被
爆
者
の
浜
住
治
郎
さ
ん

を
吹
き
込
む
必
要
が
あ
る
」
と

(

8

0

)

や
広
島
、
長
崎
の
首
長
ら

述
べ
、
核
廃
絶
に
向
け
た
各
国
が
演
説
し
、
核
廃
絶
を
各
国
に

の
結
束
を
呼
び
か
け
た
。
続
い
求
め
る
。

•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

●
●

9
9
9

ヽ

9

9

9
9

9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9

9
9
9
9
9
9
,

.

q

平

で

ご

い

し

の

し

山

に

が

じ

核

ほ

i

碑

語

過

思

ほ

国

加

た

時

値

感

、

て

i

英

と

。

て

韓

参

っ

の

価

と

て

し

i

轟

も

方

る

っ

、

に

ゎ

歳

の

る

つ

動

。

i

た

ん

の

い

わ

し

{

[

加

2

T
い

な

と

た

i

し

さ

者

て

加

。
催

集

に

は

P
て

に

ん

っ

一

加
愛
爆
れ
に
た
主
、
①

N

き
気
や
語

~

警

結

被

ら

人

け

が

生

行

．

侶

r
て

元

ち

を

i

。
ら
っ津

r
限

―

掛

体

ら

ん

。

れ

し

て

い

一

た

な

オ

は

ぐ

び

団

t

d

か

さ

爆

薄

少

け

思

｛

し

県

の

充

問

継

呼

和

世

府

ぶ

被

ん

う

向

と

i

示

崎

使

一

時

け

と

平

2

阪

の

て

だ

も

に

一

も

長

大

ピ

る

受

j

米

爆

。

大

し

烏

ん

。

絶

い

i

方

和

ス

せ

を

い

被

た

下

広

だ

る

廃

し

i

被
爆
者

N
Y
で
訴
え

一

p
え
係
行

0
0
•上
ン
約
た
は
を
味

。
が
見

i

N
控

関

モ

5
匂

畔

釦

丘

孔

紐

四

寧

疇

厄

竺

塁

年

伊

繹

ー

の

心

向

一

務

の

絶

と

在

j

i

時

翌

爆

え

こ

ノ

J

中

こ

ピ

事

獄

に

J

の

る

―

＿
ー
を
被
訴
釦

r
キ

市

即

ス

郎

地

々

い

約

な

i

ク
蕗
た
を
、
サ
ク
本

。
で
る
人
な
条
に

~

主

疇

料

醗

旦

闘

主

辱

『

畔

謬

震

』

厨

一

一

会

訪

器

た

参

、

一

を

歩

の

浜

下

世

は

議

分

一

ユ

討

、

兵

つ

が

マ

ュ

ン

り

前

の

投

、

て

会

る

i

二

検

日

核

行

上

シ

ニ

タ

練

発

協

爆

孫

せ

の

れ

i

［

再

26
が

を

以

口

て

ッ

髭

出

団

原

や

わ

回

わ

i

T
た

者

進

人

ヒ

げ

ハ

1

被

r
子
わ
今
問
一
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各地で創意工夫 「女
性
の
休

H
」
職
場
で
ア
ピ
ー
ル

、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
は
5
1

ジ

や

で
連
市
年
前
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
9
割

シ
労
屋
の
女
性
が
参
加
し
た
同
名
の
ス

ヨ
愛
古

シ
た
名
ト
ラ
イ
キ
。
同
国
が
ジ
ェ
ン
ダ

ア
訴
ち
ー
平
等
先
進
国
へ
進
む
契
機
と

ク
え
―
―

J
を
た
な
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
日
本

日
等
人

休
平
の

＇で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会

の

＿

体

性
ダ
団
が
3
月
6
S
8日
の
国
際
女
性

女
ン
性
・
デ
ー
ま
で
全
国
一
斉
ア
ク
シ
ョ

r

H

女

部

．

．
 
ン
を
呼
び
か
け
、

3
0
0カ
所

性

以
上
で
眉
さ
れ
ま
し
た
。

連

．

，

．

．

：

「
者
は
集
ま
る
こ
と
が
た

女労
濤

(
.“・

・

た
か
い
」
と
、
全
労
連
女
性
部

全

'

_

し

は

各

労

組

に

ボ

ト

ム

ア

ッ

プ

の

き
ょ
う
5
月
1
日
は
メ
ー
デ
日
本
の
女
性
た
ち
の
ジ
ェ
ン
ダ
取
り
組
み
を
提
起
。
本
部
の
女

ー
で
す
。
今
年
、
賃
金
格
差
や

1
平
等
を
求
め
る
闘
い
が
大
き
性
役
職
員
は
こ
の
日
、
全
員
が

家
事
労
働
の
負
担
を
強
い
ら
く
広
が
り
ま
し
た
。
仕
事
や
家
事
務
所
で
の
仕
事
を
休
み
、
国

れ
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
働
く
事
、
育
児
を
一
斉
に
休
む
）
「女
際
水
準
か
ら
遅
れ
る
働
き
方
や

性
の
休
日
」
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
生
活
環
境
を
考
え
る
機
会
を
率

全
労
連
女
性
部
は
ア
ク
シ
ョ
ン
先
し
て
つ
く
り
ま
し
た
。

に
賛
同
じ
、
春
闘
方
針
を
決
め
男
女
賃
金
格
差
が
ワ
ー
ス
ト

る
集
会
で
各
職
場
・
組
織
で
の

2
位
の
愛
知
県
で
は
、
愛
労
連

取
り
組
み
を
呼
び
か
け
、
行
動
も
参
加
す
る
実
行
委
員
会
が
映

へ
の
参
加
を
広
げ
ま
し
た
。
画
試
写
会
や
元
N
H
K解
説
委

，香
川
県
の
職
場
で
は
、
事
務
員
の
山
本
恵
子
さ
ん
の
講
演
な

用
品
や
室
名
札
な
ど
目
に
つ
く
ど
を
開
催
し
、

3
0
0人
以
上

場
所
に
「
女
性
の
休
日
」
ス
テ
が
参
加
。
交
流
も
盛
り
上
が
り

ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
ま
し
た
●
記
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
も
以
前
は
日

さ
れ
た
文
字
は
「
誰
の
た
め
で
本
と
同
じ
状
態
だ
っ
た
こ
と
に

も
な
い
自
分
だ
け
の
1
日
」
。
驚
い
た
。
日
本
も
運
動
を
し
て

墾
京
都
内
の
墨
零
は
「
休
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
」
な
ど

め
な
く
て
も
せ
め
で
定
時
退
社
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

に
」
と
、

「本
日
、
定
時
で
失
愛
方
連
女
性
協
議
会
の
担
当

礼
し
ま
す
」
の
卓
上
カ
ー
ド
を
者
は
、
「
職
場
や
家
庭
で
モ
ヤ

作
成
し
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
モ
ヤ
を
抱
え
て
い
た
女
性
た
ち

全
国
各
地
で
地
域
の
女
性
団
が
つ
な
が
り
『
声
を
上
げ
て
も

体
と
連
携
し
た
映
画
上
映
会
や
い
い
』
と
感
じ
ら
れ
る
場
を
つ

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
「
お
さ
ん
ぼ
く
れ
て
良
か
っ
た
。
女
性
た
ち

デ
モ
」
な
ど
楽
し
み
を
交
え
た
の
連
帯
の
輪
を
今
後
の
運
動
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
力
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
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名
古
屋
愛
労
連
な
ど
メ
ー
デ
ー
催
し

労
働
条
件
改
善
へ
宣
言
採
択

県
労
働
組
合
総
連
合
（
愛
労

連
）
な
ど
の
実
行
委
員
会
に
よ

る
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
1
日
、

名
古
屋
・
栄
の
ヒ
サ
ヤ
オ
オ
ド

オ
リ
パ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
と
い
っ
た
労

冴
Y

働
条
件
の
改
善
を
求
め
る
宣
言

を
採
択
し
た
。

労
働
組
合
な
ど
2
5
0団
体

の
約

8
0
0
人
（
主
催
者
発

表
）
が
参
加
し
た
。
実
行
委
員

長
の
西
尾
美
沙
子
・
愛
労
連
議

長
は
「
人
間
ら
し
く
暮
ら
す
に

は
時
給
1
8
0
0円
以
上
が
必

要
。
軍
事
費
を
削
り
（
介
護
福

祉
の
）
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
、
中
小
企
業
支
援
を
実
現
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
参
加

者
は
軽
快
な
音
楽
に
乗
せ
て
シ

[

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
、
核

ー

兵
器
廃
絶
や
男
女
の
賃
金
格
差

是
正
な
ど
も
訴
え
た
。

4
`
 

コ
震
3

こ
の
日
は
県
内
5
カ
所
で
も

賃
上
げ
な
ど
を
求
め
、
拳
を
突
き
上

、
地
域
メ
ー
デ
ー
が
あ
り
、
主
催

げ
る
参
加
者
た
ち
11
名
古
屋
・
栄
の
者
発
表
で
計
千
人
が
参
加
し

ヒ
サ
ヤ
オ
オ
ド
オ
リ
パ
ー
ク
で
た
。
（
川
添
智
史
）

5月13日しんぶん赤旗

愛労連青年協が企画

愛労連（愛知県労働組合

総連合）青年協議会は10日、
愛知県南知多町の海岸で

「新歓地引き網ツアー」を

開催しました。保育、医療、

工場などで働く労働者やそ

の家族・友人など44人が参
加。青空のもと、力を合わ

せて網を引き上げるとた＜

さんの魚がかかり歓声が沸

きました。

網を引き上げた後、参加

者は隣接するバーベキュー

場で取った魚を食べながら

歓談し交流を深めました。

初めての地引き網に「思

っていたより網が重かっ

た」と笑顔で語る、福祉保

育労所属の保育士、服部瑶

生（たまき）さん (25)は
「同じ職種の人との関わり

だけだと低賃金も当たり前

に感じてしまうけれど、い

組
合
交
流

｀
 

。、
っ、
4

)i
<
L
'
:~" 

ぎ ー、←→`  
‘ ・→ 一ざ，.... 、•\"、 公｀ → 1ぢ •• -:;::-.・_ ・; 

芦とご、ど乙
刺認雰口霜、が：；：
激塁：誓言言：。か実感
た-~ 全医労所属の看護師、茅
し． --,野公恵さん (34)は勤務先
の人手不足を訴えます。「要

求してもなかなか人が増え

ないが、組合で声をあげな

いとさらに苦しくなってい
泡くから活動を続けたい」

福祉保育労に所属する保

育士の四宮未南美さん(34)

轟召
日つ

＇ー・嘉且

薗夏
-3頑しコ34爵嘉
を．’・ ・. -. -' 者

• · , ..る~

弓が→
',..._,・ 

ら合・?•一一 ｀
ー•、 •`- 9 

,g— ..、わ
ニー•. ・・.' ．．ゞ
.̂~ •-•日

＾ ょどュシ:%“.l 

は、若者が組合に加入しな

いことに悩んでいます。「組

合で活動し話し合うことで

刺激や学びがあります。今

回のような楽しい企画に

『一緒に行こう』と誘うと

ころから始めたい」と語り

ました。
澁谷成美•青年協議会議
長は、「これからもさまざ

まな企画でつながりをつく

り、仲間を増やすことを大

事にしたい」と話しました。
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26 

原
水
爆
禁
止
平
和
大
行
進

（
東
京
ー
広
島
コ
ー
ス
）
は
7

日
、
名
古
屋
市
内
で
集
中
行
進

と
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
集
結

集
会
）
を
し
ま
し
た
。
．
雨
が
降

る
な
か
、
全
体
で
1
5
0
0人

が
1
4
コ
ー
ス
を
行
進
し
、
集
結

会
場
を
め
ざ
し
て
元
気
に
歩
き

ま
し
た
。

雨のなか行進し、平和へ

の思いをアピールする人
たち＝7日、名古屋市

く
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
の
自
分
一
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

核
廃
絶
訴
え

14
コ9
ス
暉
人
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き

、
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

名

古

屋

市

内

で

集

結

集

会

蓼

で

、

愛

知

県

嬰

爆

被

災
者
の
会
（
愛
友
会
）
事
務
局

＇

平
和
行
進
に
初
め
て
参
而
じ
長
の
大
村
義
則
さ
ん
は
、

5
月

た
会
社
員
(

3

2

)

は
、
「
自
分
に
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

｀

が
力
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
け
部
で
開
か
れ
た
N
P
T
（
核
不

ど
、
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
後
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
で
、

悔
し
た
＜
な
い
」
と
語
り
、
「
こ
核
軍
縮
に
向
け
た
最
終
文
書
が

れ
ま
で
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
不
採
択
に
な
っ
た
と
述
べ
、
「
圧

な
い
よ
う
な
法
律
が
次
つ
ぎ
つ
倒
的
多
数
の
賛
成
が
あ
っ
た

が
、
核
に
固
執
す
る
わ
ず
か
な

国
に
よ
っ
て
合
意
で
き
ず
、
被

爆
国
の
日
本
政
府
も
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
。
反
対
し
た
ア

メ
リ
カ
で
も
市
民
が
立
ち
上
が

っ
て
い
る
。
国
際
的
な
連
帯
を

強
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
全
国
通
し
行
進
者
の

三
浦
コ
ト
子
さ
ん
、
尾
崎
庸
美

さ
ん
、
県
内
通
し
行
進
者
ら
が
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¢ ぷ―..,...-
＇と↓ 卜も•:g的'.?り囀

小
中
校
と
特
支

校

に

恰

侠
3
-
g
、

7
6
％
て
学
区
日
と
や
、
罰
以
で
あ
る
に
甜
凶
学
校
こ
）
と
に
受
け
ら
れ
を
斎
―

-

山
が
複
数
校
を
双
任
し
、
日
に
わ
ら
ず
約
年
数
が
課
税
の
控
除
に
況
が
生
ま
れ
て
し
き
っ
．
安

よ
っ
て
学
校
に
い
な
い
状
態
で
額
を
考
慮
し
、
年
収
1
0
3万
心
し
て
仕
車
を
駈
け
、
f
J
校
図

常
勤
の
学
校
司
打
を

墨
蓮
、
県
に
求
め
る

あ
る
こ
と
や
ガ
か
っ
た
，

円
以
内
に
抑
え
る
働
き
方
を
し

m館
を
学
び
の
中
心
に
し
た

「
学
校
図
田
館
の
日
」
の
1
1

愛
労
迎
側
は
会
兄
で
「
子
ど
て
い
る
こ
と
を
側
凶
出
し
た
。
い
」
と
訴
え
た
。

日
に
合
わ
せ
、
県
労
働
組
＾
品
i
も
た
ち
の
訊
由
と
教
門
に
地
域
限
内
で
動
格
す
る
心
五
校
可
0

こ
の
A
、
愛
労
巡
は
大
村
秀

述
合
（
愛
労
連
）
が
名
古
母
市
問
格
況
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と

2
人
も
会
見
に
出
席
。
三
つ
の

m知
mと
闘
紐
知
行
教
百
鼠
に

熱
田
区
の
労
働
会
館
で
会
兄
指
摘
。
学
校
可
田
の
多
く
が
井
小
中
学
校
で
兼
仔
す
る
女
性
は
対
し
、
全
て
の
守
校
に
学
校
団

し
、
目
の
小
中
学
校
丘
蘭
腐
の
会
計
年
移
店
因
日
で
土
子
と
も
に
目
近
な
は
ず
の
図

C
を
配
凶
す
る
よ
う
緊
怠
要
請

一

支
援
学
校
に
常
勤
の
学
校
司
山
不
安
定
な
問
用
曰
収
に
あ
る
こ
一
館
が
囚
叫
所
に
な
り
糾
ず
、
を
提
出
し
た
，（
田
川
以
丸
）

を
配
凶
す
る
よ
う
眼
に
求
め
た

＇
写
真
。

愛
労
連
な
ど
が
今
脊
に
閑
内

の
全
自
治
体
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
各

学
校
に
常
勤
の
学
校
司
田
を
凶

い
て
い
る
自
治
体
は
5
6
％
で、

お
よ
そ
半
数
の
自
沿
体
で
配
凶

．

さ
れ
て
い
な
い
。
配
訊
す
る
口

弓

皇
掌
圧
1
1
そ
を
v
a
kピ
0
カ
2

要
件
に
満
た
な
い
週
平
均
加
時

て
、
「
専
門
的
な
仕
率
を
し
て

学

校

司

書

は

専

任

に

＇
閾
し
て
い
る
と
し

〖 一
愛
労
連
会
見
現
役
職
員
ら
実
態
報
告
い

い
じ
彗

<
5

に
堕
押
淫
し
た
。

霧
連
魯
栂
雰
善
答
盆
学
校
3
校
盈
届
ち

総
習
〉
は
「
学
校
目
冒
の
変
裂
堕
目
、
司
魚
の
仕

日
」
の
1
1
日
、

「子
ど
も
た
ち
革
に
つ
い
て
、
冒
の
手
入
れ

一層
置
[

罠

は

、

畏

省

治

体

に

行

ス

召

零

息

g

蘭

辛

戸
＿h
訂
訂
I
i
t
i
"
皇
苫
と
訴

ぢ
．
知
の
即
8
館
に
司
吝
を
配
隣
し
て
会
見
後
、
参
加
老
は
果
庁
を

蒙
5

訳

lI"靭
＂
＂
豆

西
＝
＿
司
詈
を
日
V
自
治
体
で
も
8
割
や
、
「
1
校
l
名
」
．で
専
任
（
フ

近
く
が
複
数
校
を
兼
務
さ
せ
ル
タ
イ
ム
）
を
原
則
と
を
全
止

~
で
い
る
こ
と
を
告
発
し
ま
し
醤

晋
をし
て
配
厚
る
こ
と

詈
（

た

。

か

ど

左

缶

出

月

に

働

き

か

け

る

庄
呻
さ
ら
に
、
司
円
を
日
く
自
治
よ
氣
め
る
要
諸
堂
打
い
ま
し

体
の
8
割
以
上
で
学
校
司
書
の
た
。

―

―
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【中日新聞】（県内版）1 人暮らしの若者 最低生計費月 28 万円 愛労連試算「最低賃金引き上げを」 
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【中日新聞】（県内版）1人暮らしの若者最低生計費月 28万円愛労連試算「最低賃金引き上げを」
2026年6月30日

円

む

万

げ上
8
 
2
匡

’.

弓

L
..

.g

]
i箸

ゞ

巴
U

眼
労
働
組
合
総
迎
合
（
愛
労
で
「
屈
低
は
金
は
働
く
人
が
心

連
）
は
祁
B
、

1
人

W
ら
し
の
も
体
も
健
や
か
に
生
活
し
、
働

若
者
が
自
立
し
て

D
ら
す
た
め
き
続
け
ら
れ
る
共
金
で
な
け
れ

の
「
最
低
告
訂
文
」
と
し
て
、
ば
い
け
な
い
。
生
計
閃
は
只
低

月
2
8
万
円
が
必
要
に
な
る
と
の
貸
金
寄
議
の
一
丁
目
一
番
地
だ

試
を
発
表
し
た
。
2
0
1
5
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

年

の

調

査

結

果

を

基

に

物

価

動

（

鈴

木

啓

太

）

向
や
若
者
の
生
活
実
態
を
反
映

し
て
改
定
し
た
。
月
1
5
0
時

知

事

の
一

日

間
働
く
埠
合
、
時
給
が
1
8
0

0
円
台
に
な
る
と
し
、
最
餌
貨
2
7
日
＞
缶
f
サ
易
汚
ッ
n
ロバ

ー
ク
d
e
斎
．
に
出
応
V
l

金
の
引
き
上
げ
を
訴
え
た
。

分
ジ
で
ッ
パ
ー
ク
産
磁
（格
食
久

改
定
し
た
生
計
費
は
2
6
年
4

王
E
)

>
3

榜
努
寄
陣
岳
目
お
ァ

且
四
点
で
、
名
宦
墜
虫
町
区
ト
リ
エ
属
奮
醤
合
情
）

ね

a
v午
前

9
い
わ
ん
ば
く
柑
濱
汲

の
賃
貸
住
宅
でD
ら
す
お
歳
の
凹6
ッ
ク
大
含
祖
昂
合
倍
~
）
＞

若
者
を
モ
デ
ル
と
し
た
。
食

a
g
坦
努
堕
＾
整
慕
g
臼
席

（安

城

）＞
且
"15分
カ
ナ
ダ
デ
ー
バ
ー

直
費
、
光
熱

•

水
氾
貨
だ
テ
ィ
ー
伝
巌

(g
昇
m
)
▽
ほ
T

け
で
な
く
、
家
平
用
品
や
娯
駐
ヤ
あ

3
g

巴

ぢ

gI
本
一陪
g

楽
、
社
会
保
険
と
い
っ
た

a用
魯
禎
企
・織
含
坦
席
＞
＆
蕊
分

「か
が
や
け
々
あ
g
サ
ス
テ
ィ
ナ
研
究

を
含
む
。

琶
閉
閃
に
出
席

品
は
国
の
統
計
調
査
や
愛
普
＞
午
煎
0
H

ほ

nぉ＂

ち
合
わ
せ
V
9
蒻
来
客
均
＞
蒻

塁
の
独
自
調
査
か
ら
月
2
2
万
g”
岳
芥
格
異
、
各
旨
貸
市

7
千
円
と
試
算
。
今
回
、
若
者
＆
か
ゑ
罪
i
"
聾
国
一宮
g
昇
襖
3

早
期
事
菓
化
に
関
す
る
咲
屠
＞

1
1
時
東
レ
妍
研
究
所
「マ
テ
リ
ア
ル
イ

の
意
見
や
名
古
屋
市
梢
費
者
物

価
指
数
を
踏
ま
え
て
見
旺
し
た
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
ター
j
閲
団
や
臼

と
こ
ろ
、

U
年
問
で
約
2
4
％
増

翌

孟

よ

砧

分

負
2
と
の
打
反
3

わせ
＞
ー
い

半

ゃ

・打
ち
合
わ
せ

え
た
。
匝
判
晒
立
大
短
期
大
学

＞
1
唸
芥
填
甜
囮
μ
召
セ
'>

部
の
中
沢
秀
一
准
教
授
が
監
峰

2
2

憂
樋
畏
且

6
E8
&
"

分
只
市
艮
会
の
加
饒
企
良

（
m沢
市

し
、
愛
知
束
邦
大
元
教
授
の
浅
氏
）
、
太
田
訊
公
只

（北
名
古
厖
市

生
卯
一
さ
ん
が
協
力
し
た
。

き
、
小
出
笞
氏

（そ
¢
活

8
が

昇
の
唇
低
貨
金
は
昨
年
1
0
送
s
＞
＆

半

急

8

醤
6
且
足

干
緯
合
｛
加
玲
き
に
つ
い
て
臨

N

月
に
）
1
4
0
円
に
引
き
上
f
令
せ
v3
サ
0

分
名
目
面
速
因
累

ら
れ
た
。
た
だ
月
1
5
0
時
間
砧
器
盃
遺
に
掛
0
4
蚊
斜

一般

a。ー
サ
贔
覧
甑
促
浪
期
眉

の
勤
務
で
は
月
収
1
7
万
1
千
円
会
の
左
m
含
竺
B
3
日
k

)

、
主
"
“

と
な
り
、
愛
労
連
の
試
箕
を
1
1
食
盆
惰
良
）
か
ら
蝶
翌
”
醤
浸
韻

万
円
ほ
ど
盃
る
。
竹

内

靡

い

邸

記

認

釦

紅

訊

心

謡

務
局
良
は
梨
庁
で
開
い
た
会
兄
点
粁
反
お
せ

• 

最低賃金の引き上げなどを求め
る羹労道の閲係者ら＝m庁で
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